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(57)【要約】
　本発明は、式（Ｉ）〔式中、Ａａ、Ａｂ、Ａｃ、Ａｄ
、Ｑ、Ｒ１及びｎは、本明細書中で定義されているよう
に定義される〕で表される新規化合物、害虫を防除する
ための殺ダニ剤及び／又は殺虫剤としてのそれらの使用
、並びに、それらを製造するための方法及び中間体生成
物に関する。
【化１】
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）
【化１】

〔式中、
　Ａａは、－Ｃ（Ｒ８）（Ｒ９）－であり；
　Ａｂは、－Ｃ（Ｒ１０）（Ｒ１１）－であり；
　Ａｃは、－Ｃ（Ｒ１２）（Ｒ１３）－であり；
　Ａｄは、－Ｃ（Ｒ１４）（Ｒ１５）－であり；
　Ｒ１は、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）
－シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ヒドロキシアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ
－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アル
キル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルケニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（
Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－シアノアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－
アルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－
Ｃ６）－ハロアルキニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアル
キニル、（Ｃ２－Ｃ６）－シアノアルキニル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ３

－Ｃ８）－シクロアルキル－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
ル－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、アミノ
、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－アミノ、（Ｃ３－
Ｃ８）－シクロアルキルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカルボニルアミノ、（Ｃ１－
Ｃ６）－アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルチオ
－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ６）
－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、
（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハ
ロアルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ

１－Ｃ６）－アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－
（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－
アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１

－Ｃ６）－アルキルカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアル
キルカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル－
（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニルアミノ、アミノスルホニル－（Ｃ１

－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）－ア
ルキル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルで
あり；
　Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５は、独立して、水素、
シアノ、ハロゲン、ニトロ、アセチル、ヒドロキシル、アミノ、ＳＣＮ、トリ－（Ｃ１－
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Ｃ６）－アルキルシリル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロア
ルキル－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－（Ｃ３－Ｃ８）
－シクロアルキル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、シアノ－（Ｃ３－Ｃ８）－
シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル、（Ｃ１－
Ｃ６）－シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ヒドロキシアルキル、ヒドロキシカルボニル
－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６

）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－シアノアルケニル
、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）－シ
アノアルキニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルコキシ、（Ｃ

１－Ｃ６）－シアノアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６

）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－
Ｃ６）－アルキルヒドロキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル－（
Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハ
ロアルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ、（Ｃ１

－Ｃ６）－アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフ
ィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（
Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル－（Ｃ１

－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアル
キルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル、
（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ア
ルキルスルホニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アル
キルチオカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アル
キルカルボニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロ
アルコキシカルボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノカルボニル
、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミ
ノカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオカルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）－
アルケニルアミノカルボニル、ジ－（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニルアミノカルボニル、（Ｃ

３－Ｃ８）－シクロアルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニルア
ミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ、アミノ
スルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノスルホニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
ルアミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホキシイミノ、アミノチオカルボニ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルア
ミノチオカルボニル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキルアミノ、ＮＨＣＯ－（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキル（（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカルボニルアミノ）であり、
　Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５は、いずれの場合にも
、１回又は複数回、同じように又は異なるように置換されていてもよいアリール又はヘタ
リール［ここで、（ヘタリールの場合には）少なくとも１のカルボニル基が存在していて
もよく、及び／又は、ここで、可能な置換基は、いずれの場合にも、以下のとおりである
：シアノ、カルボキシル、ハロゲン、ニトロ、アセチル、ヒドロキシル、アミノ、ＳＣＮ
、トリ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルシリル、（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ８

）シクロアルキル－（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－（Ｃ３－
Ｃ８）シクロアルキル、ハロ（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、
（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）ヒドロキ
シアルキル、ヒドロキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アル
コキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６

）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６

）シアノアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）ハロアルキニル、（Ｃ

２－Ｃ６）シアノアルキニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルコキ
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シ、（Ｃ１－Ｃ６）シアノアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル－（Ｃ１－
Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ

６）アルキルヒドロキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アル
キル－（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）
アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキルチオ、（
Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオ－
（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロア
ルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル
、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アル
キルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－
（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６

）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボ
ニル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニルオキ
シ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルコキシカルボニル、
アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）アル
キルアミノカルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルアミノカルボニル、ジ－（Ｃ２－Ｃ６

）－アルケニルアミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキルアミノカルボニル、（
Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルアミノ、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル、
ジ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホキシイミ
ノ、アミノチオカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、ジ－（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキルアミノ、（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルカルボニルアミノ］であり；
　Ｑは、部分的飽和又は飽和のヘテロ環式又はヘテロ芳香族の８員、９員、１０員、１１
員又は１２員の縮合二環式又は三環式の環系［ここで、少なくとも１のカルボニル基が存
在していてもよく、及び／又は、ここで、該環系は、同じように又は異なるように１置換
又は多置換されていてもよく、及び、ここで、該置換基は、独立して、シアノ、ハロゲン
、ニトロ、アセチル、ヒドロキシル、アミノ、ＳＣＮ、トリ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル
シリル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、シアノ－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、
（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－
アルキル－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、
（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－シアノア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ヒドロキシアルキル、ヒドロキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）
－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（
Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル、
（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－シアノアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）
－アルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ２

－Ｃ６）－ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）－シアノアルキニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アル
コキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルコキシ－（Ｃ１－
Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（
Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルケニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－シ
アノアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ
、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
ルヒドロキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－
（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－
アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルチオ
、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－アル
キルチオ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル、（Ｃ１

－Ｃ６）－ハロアルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－
アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アル
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キル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルスルホニル
、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）
－アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニ
ルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカルボニル
－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６

）－ハロアルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカルボニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ

６）－アルコキシカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルコキシカルボニル、アミノカル
ボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ
チオカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－アミノカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキル－アミノチオカルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニルアミノカルボニル、
ジ－（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニルアミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキルア
ミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
ルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－
アルキルアミノスルホニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－アミノスルホニル、（Ｃ１

－Ｃ６）－アルキルスルホキシイミノ、アミノチオカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
ルアミノチオカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－アミノチオカルボニル、（Ｃ

３－Ｃ８）－シクロアルキルアミノ、ＮＨＣＯ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル（（Ｃ１－Ｃ

６）－アルキルカルボニルアミノ）から選択されることができ、
又は、ここで、該置換基は、独立して、フェニル又は５員若しくは６員のヘテロ芳香族環
（ここで、フェニル又は該環は、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ２－Ｃ６－アルケニル、Ｃ２

－Ｃ６－アルキニル、Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ２－
Ｃ６－ハロアルケニル、Ｃ２－Ｃ６－ハロアルキニル、Ｃ３－Ｃ６－ハロシクロアルキル
、ハロゲン、ＣＮ、ＮＯ２、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシで同
じように又は異なるように１置換又は多置換されていてもよい）から選択されることがで
きる］であり；
　ｎは、０、１又は２である〕
で表される化合物。
【請求項２】
　Ａａは、－Ｃ（Ｒ８）（Ｒ９）－であり；
　Ａｂは、－Ｃ（Ｒ１０）（Ｒ１１）－であり；
　Ａｃは、－Ｃ（Ｒ１２）（Ｒ１３）－であり；
　Ａｄは、－Ｃ（Ｒ１４）（Ｒ１５）－であり；
　Ｒ１は、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ヒドロキシアルキル、（Ｃ１－Ｃ４

）ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ－（Ｃ１－
Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ２－Ｃ

４）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）アルケニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ２－
Ｃ４）ハロアルケニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルケニル
、（Ｃ２－Ｃ４）シアノアルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）アルキニル、（Ｃ２－Ｃ４）アルキ
ニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルキニルオキシ－（Ｃ１－
Ｃ４）アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ４）シアノアルキニル、（
Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ３－Ｃ６）シクロアル
キル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル－（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、ハロ（Ｃ３－Ｃ６）シ
クロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル－アミノ、
（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルカルボニル－アミノ、（
Ｃ１－Ｃ４）アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルチオ
－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ４）アル
キル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ

４）アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルカルボニル
－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルカルボニル－（Ｃ１－Ｃ４）ア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニルアミノであり；
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　Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５は、独立して、水素、
シアノ、ハロゲン、ニトロ、アセチル、ヒドロキシル、アミノ、ＳＣＮ、トリ－（Ｃ１－
Ｃ４）アルキルシリル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル
－（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル－（Ｃ３－Ｃ６）シクロアル
キル、ハロ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、シアノ－（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、
（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）シアノアルキル
、（Ｃ１－Ｃ４）ヒドロキシアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アル
キル、（Ｃ２－Ｃ４）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）シア
ノアルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）アルキニル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ

４）シアノアルキニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルコキシ、（
Ｃ１－Ｃ４）シアノアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ
、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルヒドロキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシイミノ、（Ｃ１

－Ｃ４）アルキル－（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル－（
Ｃ１－Ｃ４）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアル
キルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アル
キルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル
スルフィニル－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニル、（Ｃ１－
Ｃ４）ハロアルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ４）ア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルカルボニル
、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルカルボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル
アミノカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）アル
キルスルホニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルア
ミノ、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノスルホニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ４

）アルキルアミノスルホニル、アミノチオカルボニル、ＮＨＣＯ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキ
ル（（Ｃ１－Ｃ４）アルキルカルボニルアミノ）であり、
及び、さらに、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５は、それ
ぞれが同じように又は異なるように１置換又は２置換されていてもよいフェニル又はヘタ
リール［ここで、（ヘタリールの場合には）少なくとも１のカルボニル基が存在していて
もよく、及び／又は、ここで、可能な置換基は、いずれの場合にも、以下のとおりである
：シアノ、ハロゲン、ニトロ、アセチル、アミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ

３－Ｃ６）シクロアルキル－（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル－
（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、ハロ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）
ヒドロキシアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ２－Ｃ

４）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）シアノアルケニル、（
Ｃ２－Ｃ４）アルキニル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ４）シアノアルキ
ニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）シア
ノアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）
アルキルヒドロキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル
－（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル－（Ｃ１－Ｃ４）アル
コキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルチオ、（Ｃ１

－Ｃ４）アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルフィニル
、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルフィニル－（
Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキ
ルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－
Ｃ４）アルキルスルホニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）
ハロアルキルカルボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノカルボニル
、ジ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニルア
ミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノ、アミノスル
ホニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノスルホニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノ
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スルホニル、ＮＨＣＯ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル（（Ｃ１－Ｃ４）アルキルカルボニルア
ミノ）］であり；
　Ｑは、ヘテロ芳香族の８員、９員、１０員、１１員又は１２員の縮合二環式又は三環式
の環系［ここで、少なくとも１のカルボニル基が存在していてもよく、及び／又は、ここ
で、該環系は、同じように又は異なるように１置換又は多置換されていてもよく、及び、
ここで、該置換基は、独立して、シアノ、ハロゲン、ニトロ、アセチル、ヒドロキシル、
アミノ、ＳＣＮ、トリ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルシリル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアル
キル、シアノ－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル－（
Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロア
ルキル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－
Ｃ６）－ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ヒドロキシ
アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－
アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－シアノアルケニル、（
Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ４）－アル
キル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルキニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）
－ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ

２－Ｃ６）－アルケニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアル
ケニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－シアノアルコキシ、（Ｃ１

－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルヒドロ
キシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－（Ｃ１－
Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアル
キルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル
、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－
Ｃ６）－アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルス
ルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル、（Ｃ１

－Ｃ６）－アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル
スルホニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカ
ルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオカルボニル、（Ｃ

１－Ｃ６）－ハロアルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカルボニルオキシ、（
Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルコキシカルボニル、ア
ミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
ルアミノチオカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノカルボニル、ジ－（Ｃ１

－Ｃ６）－アルキルアミノチオカルボニル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキルアミノカル
ボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ
、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル
アミノスルホニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－
アルキルスルホキシイミノ、アミノチオカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチ
オカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオカルボニル、（Ｃ３－Ｃ８）－
シクロアルキルアミノ、ＮＨＣＯ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル（（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
ルカルボニルアミノ）から選択されることができ、
又は、ここで、該置換基は、独立して、フェニル又は５員若しくは６員のヘテロ芳香族環
（ここで、フェニル又は該環は、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ２－Ｃ６－アルケニル、Ｃ２

－Ｃ６－アルキニル、Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ２－
Ｃ６－ハロアルケニル、Ｃ２－Ｃ６－ハロアルキニル、Ｃ３－Ｃ６－ハロシクロアルキル
、ハロゲン、ＣＮ、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシで同じように
又は異なるように１置換又は多置換されていてもよい）から選択されることができる］で
あり；
　ｎは、０、１又は２である；
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請求項１に記載の式（Ｉ）で表される化合物。
【請求項３】
　Ａａは、－Ｃ（Ｒ８）（Ｒ９）－であり；
　Ａｂは、－Ｃ（Ｒ１０）（Ｒ１１）－であり；
　Ａｃは、－Ｃ（Ｒ１２）（Ｒ１３）－であり；
　Ａｄは、－Ｃ（Ｒ１４）（Ｒ１５）－であり；
　Ｒ１は、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－ヒドロキシアルキル、（Ｃ１－
Ｃ４）－ハロアルキル、（Ｃ２－Ｃ４）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）－ハロアルケニル
、（Ｃ２－Ｃ４）－アルキニル、（Ｃ２－Ｃ４）－ハロアルキニル、（Ｃ３－Ｃ６）－シ
クロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ

４）－アルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル又は（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル
スルホニル－（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルであり；
　Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５は、独立して、水素、
シアノ、ハロゲン、ニトロ、ヒドロキシル、アミノ、ＳＣＮ、トリ－（Ｃ１－Ｃ４）アル
キルシリル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル－（Ｃ３－
Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル－（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、ハロ
（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、シアノ－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ

４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）シアノアルキル、（Ｃ１－
Ｃ４）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ４

）ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）シアノアルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）アルキニル、（Ｃ

２－Ｃ４）ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ４）シアノアルキニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキ
シ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）シアノアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）
アルキルヒドロキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル
－（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロ
アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルスル
フィニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルスルホニル
、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルカルボニル、（Ｃ

１－Ｃ４）ハロアルキルカルボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノ
カルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルス
ルホニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノ、
アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノスルホニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ４）アル
キル－アミノスルホニル、ＮＨＣＯ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル（（Ｃ１－Ｃ４）アルキル
カルボニルアミノ）であり、
及び、さらに、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５は、それ
ぞれが同じように又は異なるように１置換又は２置換されていてもよいフェニル又はヘタ
リール［ここで、（ヘタリールの場合には）少なくとも１のカルボニル基が存在していて
もよく、及び／又は、ここで、可能な置換基は、いずれの場合にも、以下のとおりである
：シアノ、ハロゲン、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル－
（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル－（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキ
ル、ハロ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロ
アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）シアノアルキル、（Ｃ２－Ｃ４）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）
ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）シアノアルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）アルキニル、（Ｃ２

－Ｃ４）ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ４）シアノアルキニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ
、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルヒドロキシイミノ、（Ｃ１－
Ｃ４）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル－（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシイミノ、
（Ｃ１－Ｃ４）アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキ
ルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルス
ルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニル
オキシ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルカルボニル、
アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ４）アル
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キルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アル
キルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノ、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）ア
ルキルアミノスルホニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノスルホニル、ＮＨＣＯ－（
Ｃ１－Ｃ４）アルキル（（Ｃ１－Ｃ４）アルキルカルボニルアミノ）］であり；
　Ｑは、Ｑ１～Ｑ２１
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の群から選択されるヘテロ芳香族の９員又は１２員の縮合二環式又は三環式の環系であり
；
　Ｒ４は、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）
－シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－ヒドロキシアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ
－（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）－アル
キル、（Ｃ２－Ｃ４）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）－アルケニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ４

）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）－ハロアルケニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（
Ｃ２－Ｃ４）－ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）－シアノアルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）－
アルキニル、（Ｃ２－Ｃ４）－アルキニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ２－
Ｃ４）－ハロアルキニル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロア
ルキル－（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル－（Ｃ３－Ｃ６）
－シクロアルキル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル
チオ－（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ

４）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル又は
（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルカルボニル－（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルであり；
　Ｒ５、Ｒ６は、独立して、水素、シアノ、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ

１－Ｃ４）－ハロアルキル、（Ｃ２－Ｃ４）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）－ハロアルケ
ニル、（Ｃ２－Ｃ４）－アルキニル、（Ｃ２－Ｃ４）－ハロアルキニル、（Ｃ３－Ｃ６）
－シクロアルキル、シアノ－（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロ
アルキル－（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル－（Ｃ３－Ｃ６

）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルコキシ、
（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）－
ハロアルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアル
キルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルキ
ルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルスルホニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル
カルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルキルカルボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ

４）－アルキルアミノカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルアミノカルボニル、（
Ｃ１－Ｃ４）－アルキルスルホニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルアミノ、ジ－（Ｃ

１－Ｃ４）－アルキルアミノ、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルアミノスル
ホニル又はジ－（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルアミノスルホニルであり；
　Ｒ７は、水素、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４

）シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ヒドロキシアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ－（
Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ

２－Ｃ４）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）アルケニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（
Ｃ２－Ｃ４）ハロアルケニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアル
ケニル、（Ｃ２－Ｃ４）シアノアルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）アルキニル、（Ｃ２－Ｃ４）
ハロアルキニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル－（Ｃ

３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル－（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、
ハロ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ４）アル
キル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル又は（Ｃ１－Ｃ４

）アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルであり；
　ｎは、０、１又は２である；
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請求項１に記載の式（Ｉ）で表される化合物。
【請求項４】
　Ａａは、－Ｃ（Ｒ８）（Ｒ９）－であり；
　Ａｂは、－Ｃ（Ｒ１０）（Ｒ１１）－であり；
　Ａｃは、－Ｃ（Ｒ１２）（Ｒ１３）－であり；
　Ａｄは、－Ｃ（Ｒ１４）（Ｒ１５）－であり；
　Ｒ１は、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、シクロプロピル、ｎ－ブチル
、イソブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、シクロブチル、フルオロメチル、ジフルオロメチル、
トリフルオロメチル、フルオロエチル、ジフルオロエチル、トリフルオロエチル、テトラ
フルオロエチル又はペンタフルオロエチルであり；
　Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５は、独立して、水素、
シアノ、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、シアノ
－（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アル
コキシ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）
アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキ
ルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルスルホ
ニル又はＮＨＣＯ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル（（Ｃ１－Ｃ４）アルキルカルボニルアミノ
）であり；
　Ｑは、Ｑ２、Ｑ３、Ｑ４、Ｑ１０、Ｑ１１、Ｑ１４、Ｑ１５、Ｑ１６、Ｑ１９、Ｑ２０
又はＱ２１
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【化３】

の群から選択されるヘテロ芳香族の９員又は１２員の縮合二環式又は三環式の環系であり
；
　Ｒ４は、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル又は（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）－ア
ルキルであり；
　Ｒ５は、水素、シアノ、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアル
キル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、シアノ－（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ

３－Ｃ６）シクロアルキル－（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル－
（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルコ
キシ、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルチオ（ａｌｋｙｌｈｉ
ｏ）、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルフィニル、（Ｃ１

－Ｃ４）ハロアルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４

）ハロアルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロア
ルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ４）アル
キルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アル
キルアミノスルホニル又はジ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノスルホニルであり；
　Ｒ６は、水素又はメチルであり；
　Ｒ７は、水素、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４

）シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４
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）ハロアルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ４

）ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）－シアノアルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）アルキニル、（
Ｃ２－Ｃ４）－ハロアルキニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロ
アルキル－（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル－（Ｃ３－Ｃ６）シ
クロアルキル、ハロ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルチオ－（Ｃ

１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル又
は（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルであり；
　ｎは、０、１又は２である；
請求項１に記載の式（Ｉ）で表される化合物。
【請求項５】
　Ａａは、－Ｃ（Ｒ８）（Ｒ９）－であり；
　Ａｂは、－Ｃ（Ｒ１０）（Ｒ１１）－であり；
　Ａｃは、－Ｃ（Ｒ１２）（Ｒ１３）－であり；
　Ａｄは、－Ｃ（Ｒ１４）（Ｒ１５）－であり；
　Ｒ１は、メチル、エチル、ｎ－プロピル、ｉ－プロピル又はシクロプロピルであり；
　Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５は、独立して、水素、
シアノ、シクロプロピル、シクロブチル、シアノシクロプロピル、フッ素、塩素、臭素、
メチル、エチル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロエチル、メトキ
シ又はエトキシであり；
　Ｑは、Ｑ２、Ｑ３、Ｑ４、Ｑ１０、Ｑ１４、Ｑ１６又はＱ２１
【化４】

の群から選択されるヘテロ芳香族の９員縮合二環式環系であり；
　Ｒ４は、メチル、エチル、イソプロピル、メトキシメチル又はメトキシエチルであり；
　Ｒ５は、フッ素、塩素、臭素、フルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチ
ル、フルオロエチル（ＣＨ２ＣＦＨ２、ＣＨＦＣＨ３）、ジフルオロエチル（ＣＦ２ＣＨ

３、ＣＨ２ＣＨＦ２、ＣＨＦＣＦＨ２）、トリフルオロエチル（ＣＨ２ＣＦ３、ＣＨＦＣ
ＨＦ２、ＣＦ２ＣＦＨ２）、テトラフルオロエチル（ＣＨＦＣＦ３、ＣＦ２ＣＨＦ２）、
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ペンタフルオロエチル、トリフルオロメトキシ、ジフルオロクロロメトキシ、ジクロロフ
ルオロメトキシ、トリフルオロメチルチオ、トリフルオロメチルスルフィニル、トリフル
オロメチルスルホニル又はシアノシクロプロピルであり；
　Ｒ６は、水素であり；
　Ｒ７は、メチル、エチル、ｉ－プロピル、シクロプロピル、メトキシメチル又はメトキ
シエチルであり；
　ｎは、０、１又は２である；
請求項１に記載の式（Ｉ）で表される化合物。
【請求項６】
　Ａａは、－Ｃ（Ｒ８）（Ｒ９）－であり；
　Ａｂは、－Ｃ（Ｒ１０）（Ｒ１１）－であり；
　Ａｃは、－Ｃ（Ｒ１２）（Ｒ１３）－であり；
　Ａｄは、－Ｃ（Ｒ１４）（Ｒ１５）－であり；
　Ｒ１は、エチルであり；
　Ｒ８は、水素であり；
　Ｒ９は、水素であり；
　Ｒ１０は、水素、メチル又はトリフルオロメチルであり；
　Ｒ１１は、水素であり；
　Ｒ１２は、水素、メチル又はトリフルオロメチルであり；
　Ｒ１３は、水素であり；
　Ｒ１４は、水素であり；
　Ｒ１５は、水素であり；
　Ｑは、Ｑ２、Ｑ３、Ｑ４又はＱ２１の群から選択されるヘテロ芳香族の９員縮合二環式
環系であり；
　Ｒ４は、メチルであり；
　Ｒ５は、トリフルオロメチル、ペンタフルオロエチル、トリフルオロメトキシ、トリフ
ルオロメチルチオ、トリフルオロメチルスルフィニル又はトリフルオロメチルスルホニル
であり；
　Ｒ６は、水素であり；
　Ｒ７は、メチルであり；
　ｎは、２である；
請求項１に記載の式（Ｉ）で表される化合物。
【請求項７】
　前記化合物が、下記構造：
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を有する、請求項１に記載の式（Ｉ）で表される化合物。
【請求項８】
　農薬製剤であって、請求項１に記載の式（Ｉ）で表される化合物を含んでおり、並びに
、増量剤及び／又は界面活性剤も含んでいる、前記農薬製剤。
【請求項９】
　さらなる農薬活性成分を付加的に含んでいる、請求項８に記載の農薬製剤。
【請求項１０】
　害虫を防除する方法であって、請求項１に記載の式（Ｉ）で表される化合物又は請求項
８若しくは９に記載の農薬製剤を該害虫及び／又はそれらの生息環境に作用させることを
特徴とする、前記方法。
【請求項１１】
　害虫を防除するための、請求項１に記載の式（Ｉ）で表される化合物又は請求項８若し
くは９に記載の農薬製剤の使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、式（Ｉ）で表される新規縮合二環式ヘテロ環誘導体、害虫（ａｎｉｍａｌ　
ｐｅｓｔｓ）を防除するための、特に、節足動物（とりわけ、昆虫類及びクモ形類動物）
を防除するための、殺ダニ剤及び／又は殺虫剤としてのそれらの使用、並びに、それらを
調製するための方法及び中間体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　殺虫特性を有している縮合二環式ヘテロ環誘導体は、文献中に、例えば、ＷＯ２０１０
／１２５９８５、ＷＯ２０１２／０７４１３５、ＷＯ２０１２／０８６８４８、ＷＯ２０
１３／０１８９２８、ＷＯ２０１３／１９１１１３、ＷＯ２０１４／１４２２９２、ＷＯ
２０１４／１４８４５１、ＷＯ２０１５／０００７１５、ＷＯ２０１６／１２４５６３、
ＷＯ２０１６／１２４５５７、ＷＯ２０１６／１６２３１８、ＷＯ２０１７／０９３１８
０、ＷＯ２０１７／１２５３４０、ＷＯ２０１７／１７４４１４、ＥＰ－Ａ－３２４１８
３０、ＥＰ１７１５４７８９．６、ＷＯ２０１５／１２１１３６、ＷＯ２０１５／００２
２１１、ＷＯ２０１５／０７１１８０、ＷＯ２０１６／０２０２８６、ＷＯ２０１５／０
５９０３９、ＷＯ２０１５／１９０３１６、ＷＯ２０１６／０９１７３１、ＷＯ２０１６
／１０７７４２、ＷＯ２０１６／１６２３１８、ＰＣＴ／ＥＰ２０１６／０７５３６５、
ＷＯ２０１７／０５５１８５、ＥＰ３２７２７５６、ＥＰ１６１８９４４５．６、ＥＰ１
６２００１７７．０、ＥＰ１７１５３３１７．７、ＷＯ２０１６／１２９６８４、ＷＯ２
０１７／００１３１１、ＷＯ２０１７／００１３１４、ＷＯ２０１７／０６１４９７、Ｗ
Ｏ２０１７／０８４８７９、ＷＯ２０１７／０８９１９０、ＷＯ２０１７／１３３９９４
などに、既に記載されている。
【０００３】
　現代の作物保護組成物は、例えば、作用の程度、作用の持続性及び作用の範囲並びに可
能性のある用途などに関して、多くの要求を満たさなくてはならない。毒性に関する問題
、有益種及び花粉媒介者の保護に関する問題、環境特性に関する問題、施用量に関する問
題、別の活性成分又は製剤助剤との組合せ可能性に関する問題は、活性成分の合成に伴う
複雑さの問題と同様に、ある種の役割を果たす。ほんの僅かな要因を挙げれば、さらに、
抵抗性も生じ得る。これら全ての理由により、新規作物保護組成物の探求は、完結したも
のとは考えられ得ず、既知化合物と比較して、少なくとも個々の態様に関して改善された
特性を有する新規化合物が絶えず求められている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】ＷＯ２０１０／１２５９８５
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【特許文献２】ＷＯ２０１２／０７４１３５
【特許文献３】ＷＯ２０１２／０８６８４８
【特許文献４】ＷＯ２０１３／０１８９２８
【特許文献５】ＷＯ２０１３／１９１１１３
【特許文献６】ＷＯ２０１４／１４２２９２
【特許文献７】ＷＯ２０１４／１４８４５１
【特許文献８】ＷＯ２０１５／０００７１５
【特許文献９】ＷＯ２０１６／１２４５６３
【特許文献１０】ＷＯ２０１６／１２４５５７
【特許文献１１】ＷＯ２０１６／１６２３１８
【特許文献１２】ＷＯ２０１７／０９３１８０
【特許文献１３】ＷＯ２０１７／１２５３４０
【特許文献１４】ＷＯ２０１７／１７４４１４
【特許文献１５】ＥＰ－Ａ－３２４１８３０
【特許文献１６】ＥＰ１７１５４７８９．６
【特許文献１７】ＷＯ２０１５／１２１１３６
【特許文献１８】ＷＯ２０１５／００２２１１
【特許文献１９】ＷＯ２０１５／０７１１８０
【特許文献２０】ＷＯ２０１６／０２０２８６
【特許文献２１】ＷＯ２０１５／０５９０３９
【特許文献２２】ＷＯ２０１５／１９０３１６
【特許文献２３】ＷＯ２０１６／０９１７３１
【特許文献２４】ＷＯ２０１６／１０７７４２
【特許文献２５】ＷＯ２０１６／１６２３１８
【特許文献２６】ＰＣＴ／ＥＰ２０１６／０７５３６５
【特許文献２７】ＷＯ２０１７／０５５１８５
【特許文献２８】ＥＰ３２７２７５６
【特許文献２９】ＥＰ１６１８９４４５．６
【特許文献３０】ＥＰ１６２００１７７．０
【特許文献３１】ＥＰ１７１５３３１７．７
【特許文献３２】ＷＯ２０１６／１２９６８４
【特許文献３３】ＷＯ２０１７／００１３１１
【特許文献３４】ＷＯ２０１７／００１３１４
【特許文献３５】ＷＯ２０１７／０６１４９７
【特許文献３６】ＷＯ２０１７／０８４８７９
【特許文献３７】ＷＯ２０１７／０８９１９０
【特許文献３８】ＷＯ２０１７／１３３９９４
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、さまざまな局面下において殺有害生物剤（ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ）のス
ペクトルを拡大させる及び／又はそれらの活性を向上させる化合物を提供することであっ
た。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　新規縮合二環式ヘテロ環誘導体が見いだされ、これらは、既に知られている化合物より
も有利な点を有している。そのような有利点の例としては、より良好な生物学的特性又は
環境に関する特性、より広い範囲の施用方法、向上した殺虫効果又は殺ダニ効果、及び、
作物植物との良好な適合性などがある。該縮合二環式ヘテロ環誘導体は、効力（特に、防
除が困難な昆虫類に対する効力）を向上させるために別の作用剤と組合せて使用すること
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が可能である。
【０００７】
　従って、本発明は、式（Ｉ）
【化１】

【０００８】
〔式中（構成１－１）、
　Ａａは、－Ｃ（Ｒ８）（Ｒ９）－であり；
　Ａｂは、－Ｃ（Ｒ１０）（Ｒ１１）－であり；
　Ａｃは、－Ｃ（Ｒ１２）（Ｒ１３）－であり；
　Ａｄは、－Ｃ（Ｒ１４）（Ｒ１５）－であり；
　Ｒ１は、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）
－シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ヒドロキシアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ
－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アル
キル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルケニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（
Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－シアノアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－
アルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－
Ｃ６）－ハロアルキニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアル
キニル、（Ｃ２－Ｃ６）－シアノアルキニル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ３

－Ｃ８）－シクロアルキル－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
ル－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、アミノ
、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－アミノ、（Ｃ３－
Ｃ８）－シクロアルキルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカルボニルアミノ、（Ｃ１－
Ｃ６）－アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルチオ
－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ６）
－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、
（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハ
ロアルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ

１－Ｃ６）－アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－
（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－
アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１

－Ｃ６）－アルキルカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアル
キルカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル－
（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニルアミノ、アミノスルホニル－（Ｃ１

－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）－ア
ルキル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルで
あり；
　Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５は、独立して、水素、
シアノ、ハロゲン、ニトロ、アセチル、ヒドロキシル、アミノ、ＳＣＮ、トリ－（Ｃ１－
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Ｃ６）－アルキルシリル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロア
ルキル－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－（Ｃ３－Ｃ８）
－シクロアルキル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、シアノ－（Ｃ３－Ｃ８）－
シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル、（Ｃ１－
Ｃ６）－シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ヒドロキシアルキル、ヒドロキシカルボニル
－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６

）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－シアノアルケニル
、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）－シ
アノアルキニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルコキシ、（Ｃ

１－Ｃ６）－シアノアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６

）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－
Ｃ６）－アルキルヒドロキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル－（
Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハ
ロアルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ、（Ｃ１

－Ｃ６）－アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフ
ィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（
Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル－（Ｃ１

－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアル
キルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル、
（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ア
ルキルスルホニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アル
キルチオカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アル
キルカルボニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロ
アルコキシカルボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノカルボニル
、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミ
ノカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオカルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）－
アルケニルアミノカルボニル、ジ－（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニルアミノカルボニル、（Ｃ

３－Ｃ８）－シクロアルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニルア
ミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ、アミノ
スルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノスルホニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
ルアミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホキシイミノ、アミノチオカルボニ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルア
ミノチオカルボニル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキルアミノ、ＮＨＣＯ－（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキル（（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカルボニルアミノ）であり、
　Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５は、いずれの場合にも
、１回又は複数回、同じように又は異なるように置換されていてもよいアリール又はヘタ
リール［ここで、（ヘタリールの場合には）少なくとも１のカルボニル基が存在していて
もよく、及び／又は、ここで、可能な置換基は、いずれの場合にも、以下のとおりである
：シアノ、カルボキシル、ハロゲン、ニトロ、アセチル、ヒドロキシル、アミノ、ＳＣＮ
、トリ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルシリル、（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ８

）シクロアルキル－（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル－（Ｃ３－
Ｃ８）シクロアルキル、ハロ（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、
（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）ヒドロキ
シアルキル、ヒドロキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アル
コキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６

）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６

）シアノアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）ハロアルキニル、（Ｃ

２－Ｃ６）シアノアルキニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルコキ
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シ、（Ｃ１－Ｃ６）シアノアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル－（Ｃ１－
Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ

６）アルキルヒドロキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アル
キル－（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）
アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキルチオ、（
Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオ－
（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロア
ルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル
、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アル
キルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ－
（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６

）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボ
ニル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニルオキ
シ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）ハロアルコキシカルボニル、
アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）アル
キルアミノカルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルアミノカルボニル、ジ－（Ｃ２－Ｃ６

）－アルケニルアミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキルアミノカルボニル、（
Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルアミノ、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル、
ジ－（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホキシイミ
ノ、アミノチオカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、ジ－（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、（Ｃ３－Ｃ８）シクロアルキルアミノ、（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルカルボニルアミノ］であり；
　Ｑは、部分的飽和又は飽和のヘテロ環式又はヘテロ芳香族の８員、９員、１０員、１１
員又は１２員の縮合二環式又は三環式の環系［ここで、少なくとも１のカルボニル基が存
在していてもよく、及び／又は、ここで、該環系は、同じように又は異なるように１置換
又は多置換されていてもよく、及び、ここで、該置換基は、独立して、シアノ、ハロゲン
、ニトロ、アセチル、ヒドロキシル、アミノ、ＳＣＮ、トリ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル
シリル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、シアノ－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、
（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－
アルキル－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、
（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－シアノア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ヒドロキシアルキル、ヒドロキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）
－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（
Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル、
（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－シアノアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）
－アルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ２

－Ｃ６）－ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）－シアノアルキニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アル
コキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルコキシ－（Ｃ１－
Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（
Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルケニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－シ
アノアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ
、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
ルヒドロキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－
（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－
アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルチオ
、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－アル
キルチオ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル、（Ｃ１

－Ｃ６）－ハロアルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－
アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アル
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キル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルスルホニル
、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）
－アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニ
ルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカルボニル
－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６

）－ハロアルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカルボニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ

６）－アルコキシカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルコキシカルボニル、アミノカル
ボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ
チオカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－アミノカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキル－アミノチオカルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニルアミノカルボニル、
ジ－（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニルアミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキルア
ミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
ルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－
アルキルアミノスルホニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノスルホニル、（Ｃ１－
Ｃ６）－アルキルスルホキシイミノ、アミノチオカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル
アミノチオカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－アミノチオカルボニル、（Ｃ３

－Ｃ８）－シクロアルキルアミノ、ＮＨＣＯ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル（（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキルカルボニルアミノ）から選択されることができ、
又は、ここで、該置換基は、独立して、フェニル又は５員若しくは６員のヘテロ芳香族環
（ここで、フェニル又は該環は、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ２－Ｃ６－アルケニル、Ｃ２

－Ｃ６－アルキニル、Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ２－
Ｃ６－ハロアルケニル、Ｃ２－Ｃ６－ハロアルキニル、Ｃ３－Ｃ６－ハロシクロアルキル
、ハロゲン、ＣＮ、ＮＯ２、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシで同
じように又は異なるように１置換又は多置換されていてもよい）から選択されることがで
きる］であり；
　ｎは、０、１又は２である〕
で表される新規化合物を提供する。
【０００９】
　さらに、式（Ｉ）で表される化合物が、殺有害生物剤として、好ましくは、殺虫剤及び
／又は殺ダニ剤として、極めて優れた効力を有していること、及び、さらに、概して、植
物との極めて良好な適合性、特に、作物植物に関して、植物との極めて良好な適合性を示
すということが、見いだされた。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明による化合物は、概して、式（Ｉ）によって定義される。上記及び下記に記載さ
れている式の中で与えられているラジカルの好ましい置換基又は範囲について、以下で説
明する。
【００１１】
　構成２－１
　Ａａは、好ましくは、－Ｃ（Ｒ８）（Ｒ９）－であり；
　Ａｂは、好ましくは、－Ｃ（Ｒ１０）（Ｒ１１）－であり；
　Ａｃは、好ましくは、－Ｃ（Ｒ１２）（Ｒ１３）－であり；
　Ａｄは、好ましくは、－Ｃ（Ｒ１４）（Ｒ１５）－であり；
　Ｒ１は、好ましくは、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ヒドロキシアルキル、
（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキ
シ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル
、（Ｃ２－Ｃ４）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）アルケニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキ
ル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルケニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）ハ
ロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）シアノアルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）アルキニル、（Ｃ２－
Ｃ４）アルキニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルキニルオキ
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シ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ４）シアノア
ルキニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ３－Ｃ６

）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル－（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、ハロ（Ｃ

３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキ
ル－アミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルカルボニル
アミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロア
ルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルフィニル－（Ｃ１－
Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、
（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル
カルボニル－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルカルボニル－（Ｃ１

－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニルアミノであり；
　Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５は、好ましくは、独立
して、水素、シアノ、ハロゲン、ニトロ、アセチル、ヒドロキシル、アミノ、ＳＣＮ、ト
リ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルシリル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シ
クロアルキル－（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル－（Ｃ３－Ｃ６

）シクロアルキル、ハロ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、シアノ－（Ｃ３－Ｃ６）－シク
ロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）シ
アノアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ヒドロキシアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ－（Ｃ１

－Ｃ４）アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルケニル、（Ｃ２

－Ｃ４）シアノアルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）アルキニル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルキニル
、（Ｃ２－Ｃ４）シアノアルキニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロア
ルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）シアノアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４

）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルヒドロキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシイ
ミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル－（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロ
アルキル－（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ

４）ハロアルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１

－Ｃ４）アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ

４）アルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニ
ル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニル－（Ｃ

１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキ
ルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルカルボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ

４）アルキルアミノカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノカルボニル、（Ｃ１

－Ｃ４）アルキルスルホニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ４

）アルキルアミノ、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノスルホニル、ジ－
（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノスルホニル、アミノチオカルボニル、ＮＨＣＯ－（Ｃ１－
Ｃ４）アルキル（（Ｃ１－Ｃ４）アルキルカルボニルアミノ）であり、
及び、さらに、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５は、好ま
しくは、それぞれが同じように又は異なるように１置換又は２置換されていてもよいフェ
ニル又はヘタリール［ここで、（ヘタリールの場合には）少なくとも１のカルボニル基が
存在していてもよく、及び／又は、ここで、可能な置換基は、いずれの場合にも、以下の
とおりである：シアノ、ハロゲン、ニトロ、アセチル、アミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロア
ルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル－（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４

）アルキル－（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、ハロ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ

１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）シアノアルキル、（
Ｃ１－Ｃ４）ヒドロキシアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル
、（Ｃ２－Ｃ４）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）シアノア
ルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）アルキニル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ４）
シアノアルキニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルコキシ、（Ｃ１

－Ｃ４）シアノアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ、（
Ｃ１－Ｃ４）アルキルヒドロキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ
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４）アルキル－（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル－（Ｃ１

－Ｃ４）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル
チオ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル
スルフィニル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスル
フィニル－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４

）ハロアルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ４）アルキ
ル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルカルボニル、（
Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルカルボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミ
ノカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル
スルホニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノ
、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノスルホニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ４）ア
ルキルアミノスルホニル、ＮＨＣＯ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル（（Ｃ１－Ｃ４）アルキル
カルボニルアミノ）］であり；
　Ｑは、好ましくは、ヘテロ芳香族の８員、９員、１０員、１１員又は１２員の縮合二環
式又は三環式の環系［ここで、少なくとも１のカルボニル基が存在していてもよく、及び
／又は、ここで、該環系は、同じように又は異なるように１置換又は多置換されていても
よく、及び、ここで、該置換基は、独立して、シアノ、ハロゲン、ニトロ、アセチル、ヒ
ドロキシル、アミノ、ＳＣＮ、トリ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルシリル、（Ｃ３－Ｃ８）
－シクロアルキル、シアノ－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロ
アルキル－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－（Ｃ３－Ｃ８

）－シクロアルキル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）
－ヒドロキシアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ

２－Ｃ６）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－シアノア
ルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニルオキシ－（Ｃ１－
Ｃ４）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルキニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（
Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－ア
ルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６

）－ハロアルケニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－シアノアルコ
キシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－ア
ルキルヒドロキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
ル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６

）－ハロアルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ、
（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル
スルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキ
シ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル－
（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハ
ロアルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホ
ニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキルスルホニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）
－アルキルカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオカル
ボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカルボニ
ルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルコキシカ
ルボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ

６）－アルキルアミノチオカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノカルボニル
、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオカルボニル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキ
ルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－ア
ルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキルアミノスルホニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノスルホニル、（Ｃ

１－Ｃ６）－アルキルスルホキシイミノ、アミノチオカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アル
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キルアミノチオカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオカルボニル、（Ｃ

３－Ｃ８）－シクロアルキルアミノ、ＮＨＣＯ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル（（Ｃ１－Ｃ

６）－アルキルカルボニルアミノ）から選択されることができ、
又は、ここで、該置換基は、独立して、フェニル又は５員若しくは６員のヘテロ芳香族環
（ここで、フェニル又は該環は、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、Ｃ２－Ｃ６－アルケニル、Ｃ２

－Ｃ６－アルキニル、Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ６－ハロアルキル、Ｃ２－
Ｃ６－ハロアルケニル、Ｃ２－Ｃ６－ハロアルキニル、Ｃ３－Ｃ６－ハロシクロアルキル
、ハロゲン、ＣＮ、Ｃ１－Ｃ４－アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４－ハロアルコキシで同じように
又は異なるように１置換又は多置換されていてもよい）から選択されることができる］で
あり；
　ｎは、好ましくは、０、１又は２である。
【００１２】
　構成３－１
　Ａａは、さらに好ましくは、－Ｃ（Ｒ８）（Ｒ９）－であり；
　Ａｂは、さらに好ましくは、－Ｃ（Ｒ１０）（Ｒ１１）－であり；
　Ａｃは、さらに好ましくは、－Ｃ（Ｒ１２）（Ｒ１３）－であり；
　Ａｄは、さらに好ましくは、－Ｃ（Ｒ１４）（Ｒ１５）－であり；
　Ｒ１は、さらに好ましくは、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ヒドロキシアル
キル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル、（Ｃ２－Ｃ４）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロア
ルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）アルキニル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルキニル、（Ｃ３－Ｃ６）
シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４

）アルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル又は（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニ
ル－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルであり；
　Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５は、さらに好ましくは
、独立して、水素、シアノ、ハロゲン、ニトロ、ヒドロキシル、アミノ、ＳＣＮ、トリ－
（Ｃ１－Ｃ４）アルキルシリル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロ
アルキル－（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル－（Ｃ３－Ｃ６）シ
クロアルキル、ハロ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、シアノ－（Ｃ３－Ｃ８）シクロアル
キル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）シアノア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）アルケニ
ル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）シアノアルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）
アルキニル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ４）シアノアルキニル、（Ｃ１

－Ｃ４）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）シアノアルコキシ
、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルヒドロキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシイミノ、（Ｃ１

－Ｃ４）アルキル－（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルチオ、（
Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ４）
ハロアルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロア
ルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル
カルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルカルボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４

）アルキルアミノカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－
Ｃ４）アルキルスルホニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ４）
アルキルアミノ、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノスルホニル、ジ－（
Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノスルホニル、ＮＨＣＯ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル（（Ｃ１－
Ｃ４）アルキルカルボニルアミノ）であり、
及び、さらに、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５は、さら
に好ましくは、それぞれが同じように又は異なるように１置換又は２置換されていてもよ
いフェニル又はヘタリール［ここで、（ヘタリールの場合には）少なくとも１のカルボニ
ル基が存在していてもよく、及び／又は、ここで、可能な置換基は、いずれの場合にも、
以下のとおりである：シアノ、ハロゲン、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６

）シクロアルキル－（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル－（Ｃ３－
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Ｃ６）シクロアルキル、ハロ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、
（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）シアノアルキル、（Ｃ２－Ｃ４）アルケニ
ル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）シアノアルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）
アルキニル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ４）シアノアルキニル、（Ｃ１

－Ｃ４）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルヒドロキ
シイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル－（Ｃ１－Ｃ４）
アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルチオ、（
Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルスルフィニル、（Ｃ１

－Ｃ４）アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）
アルキルスルホニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロア
ルキルカルボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノカルボニル、ジ－
（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニルアミノ、
（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノ、アミノスルホニル
、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノスルホニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノスルホ
ニル、ＮＨＣＯ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル（（Ｃ１－Ｃ４）アルキルカルボニルアミノ）
］であり；
　Ｑは、さらに好ましくは、Ｑ１～Ｑ２１
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【００１４】
の群から選択されるヘテロ芳香族の９員又は１２員の縮合二環式又は三環式の環系であり
；
　Ｒ４は、さらに好ましくは、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルキ
ル、（Ｃ１－Ｃ４）－シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－ヒドロキシアルキル、（Ｃ１－
Ｃ４）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルコキシ－（
Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）－アルケニルオ
キシ－（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）－ハロアルケニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ

４）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）－ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）シアノアルケニル、
（Ｃ２－Ｃ４）－アルキニル、（Ｃ２－Ｃ４）－アルキニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ４）－ア
ルキル、（Ｃ２－Ｃ４）－ハロアルキニル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ３－
Ｃ６）－シクロアルキル－（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル
－（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ１－
Ｃ４）－アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルスルフィ
ニル－（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ４

）－アルキル又は（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルカルボニル－（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルであ
り；
　Ｒ５、Ｒ６は、独立して、さらに好ましくは、水素、シアノ、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４

）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルキル、（Ｃ２－Ｃ４）－アルケニル、（Ｃ２－
Ｃ４）－ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）－アルキニル、（Ｃ２－Ｃ４）－ハロアルキニ
ル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、シアノ－（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ

３－Ｃ６）－シクロアルキル－（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－アル
キル－（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）
－ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルチオ
、（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルスルフィニル、（Ｃ１

－Ｃ４）－ハロアルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルスルホニル、（Ｃ１－
Ｃ４）－ハロアルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルスルホニルオキシ、（Ｃ１

－Ｃ４）－アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルキルカルボニル、アミノカル
ボニル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルアミノカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルア
ミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルスルホニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキ
ルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルアミノ、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）－
アルキルアミノスルホニル又はジ－（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルアミノスルホニルであり；
　Ｒ７は、さらに好ましくは、水素、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアル
キル、（Ｃ１－Ｃ４）シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ヒドロキシアルキル、（Ｃ１－Ｃ

４）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルコキシ－（Ｃ１－Ｃ

４）アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）アルケニルオキシ－（Ｃ１－
Ｃ４）アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルケニルオキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ

２－Ｃ４）ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）シアノアルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）アルキニ
ル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルキニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シ
クロアルキル－（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル－（Ｃ３－Ｃ６

）シクロアルキル、ハロ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルチオ－
（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ４）アルキ
ル又は（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルであり；
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　ｎは、さらに好ましくは、０、１又は２である。
【００１５】
　構成４－１
　Ａａは、一層さらに好ましくは、－Ｃ（Ｒ８）（Ｒ９）－であり；
　Ａｂは、一層さらに好ましくは、－Ｃ（Ｒ１０）（Ｒ１１）－であり；
　Ａｃは、一層さらに好ましくは、－Ｃ（Ｒ１２）（Ｒ１３）－であり；
　Ａｄは、一層さらに好ましくは、－Ｃ（Ｒ１４）（Ｒ１５）－であり；
　Ｒ１は、一層さらに好ましくは、メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、シク
ロプロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、シクロブチル、フルオロメチ
ル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、フルオロエチル、ジフルオロエチル、トリ
フルオロエチル、テトラフルオロエチル又はペンタフルオロエチルであり；
　Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５は、一層さらに好まし
くは、独立して、水素、シアノ、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－
シクロアルキル、シアノ－（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキ
ル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキ
ルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニル、（
Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ

４）ハロアルキルスルホニル又はＮＨＣＯ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル（（Ｃ１－Ｃ４）ア
ルキルカルボニルアミノ）であり；
　Ｑは、一層さらに好ましくは、Ｑ２、Ｑ３、Ｑ４、Ｑ１０、Ｑ１１、Ｑ１４、Ｑ１５、
Ｑ１６、Ｑ１９、Ｑ２０又はＱ２１
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【化３】

【００１６】
の群から選択されるヘテロ芳香族の９員又は１２員の縮合二環式又は三環式の環系であり
；
　Ｒ４は、一層さらに好ましくは、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル又は（Ｃ１－Ｃ４）－アル
コキシ－（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルであり；
　Ｒ５は、一層さらに好ましくは、水素、シアノ、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、
（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、シアノ－（Ｃ３－Ｃ６）
－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル－（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（
Ｃ１－Ｃ４）アルキル－（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ、（
Ｃ１－Ｃ４）ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキ
ルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルフィニル、（Ｃ

１－Ｃ４）ハロアルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ

４）ハロアルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロ
アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ４）ア
ルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ４）ア
ルキルアミノスルホニル又はジ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルアミノスルホニルであり；
　Ｒ６は、一層さらに好ましくは、水素又はメチルであり；
　Ｒ７は、一層さらに好ましくは、水素、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロ
アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）
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アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）ア
ルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）シアノアルケニル、（Ｃ２－
Ｃ４）アルキニル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルキニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（
Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル－（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル
－（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、ハロ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）
アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルフィニル－（Ｃ１

－Ｃ４）アルキル又は（Ｃ１－Ｃ４）アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ４）アルキルであ
り；
　ｎは、一層さらに好ましくは、０、１又は２である。
【００１７】
　構成５－１
　Ａａは、特に、－Ｃ（Ｒ８）（Ｒ９）－であり；
　Ａｂは、特に、－Ｃ（Ｒ１０）（Ｒ１１）－であり；
　Ａｃは、特に、－Ｃ（Ｒ１２）（Ｒ１３）－であり；
　Ａｄは、特に、－Ｃ（Ｒ１４）（Ｒ１５）－であり；
　Ｒ１は、特に、メチル、エチル、ｎ－プロピル、ｉ－プロピル又はシクロプロピルであ
り；
　Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５は、特に、独立して、
水素、シアノ、シクロプロピル、シクロブチル、シアノシクロプロピル、フッ素、塩素、
臭素、メチル、エチル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロエチル、
メトキシ又はエトキシであり；
　Ｑは、特に、Ｑ２、Ｑ３、Ｑ４、Ｑ１０、Ｑ１４、Ｑ１６又はＱ２１
【化４】

【００１８】
の群から選択されるヘテロ芳香族の９員縮合二環式環系であり；
　Ｒ４は、特に、メチル、エチル、イソプロピル、メトキシメチル又はメトキシエチルで
あり；
　Ｒ５は、特に、フッ素、塩素、臭素、フルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオ
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ロメチル、フルオロエチル（ＣＨ２ＣＦＨ２、ＣＨＦＣＨ３）、ジフルオロエチル（ＣＦ

２ＣＨ３、ＣＨ２ＣＨＦ２、ＣＨＦＣＦＨ２）、トリフルオロエチル（ＣＨ２ＣＦ３、Ｃ
ＨＦＣＨＦ２、ＣＦ２ＣＦＨ２）、テトラフルオロエチル（ＣＨＦＣＦ３、ＣＦ２ＣＨＦ

２）、ペンタフルオロエチル、トリフルオロメトキシ、ジフルオロクロロメトキシ、ジク
ロロフルオロメトキシ、トリフルオロメチルチオ、トリフルオロメチルスルフィニル、ト
リフルオロメチルスルホニル又はシアノシクロプロピルであり；
　Ｒ６は、特に、水素であり；
　Ｒ７は、特に、メチル、エチル、イソプロピル、シクロプロピル、メトキシメチル又は
メトキシエチルであり；
　ｎは、特に、０、１又は２である。
【００１９】
　構成６－１
　Ａａは、とりわけ、－Ｃ（Ｒ８）（Ｒ９）－であり；
　Ａｂは、とりわけ、－Ｃ（Ｒ１０）（Ｒ１１）－であり；
　Ａｃは、とりわけ、－Ｃ（Ｒ１２）（Ｒ１３）－であり；
　Ａｄは、とりわけ、－Ｃ（Ｒ１４）（Ｒ１５）－であり；
　Ｒ１は、とりわけ、エチルであり；
　Ｒ８は、とりわけ、水素であり；
　Ｒ９は、とりわけ、水素であり；
　Ｒ１０は、とりわけ、水素又はメチルであり；
　Ｒ１１は、とりわけ、水素であり；
　Ｒ１２は、とりわけ、水素、メチル又はトリフルオロメチルであり；
　Ｒ１３は、とりわけ、水素であり；、
　Ｒ１４は、とりわけ、水素であり；
　Ｒ１５は、とりわけ、水素であり；
　Ｑは、とりわけ、Ｑ２又はＱ３の群から選択されるヘテロ芳香族の９員縮合二環式環系
であり；
　Ｒ４は、とりわけ、メチルであり；
　Ｒ５は、とりわけ、トリフルオロメチル、ペンタフルオロエチル、トリフルオロメトキ
シ、トリフルオロメチルチオ、トリフルオロメチルスルフィニル又はトリフルオロメチル
スルホニルであり；
　Ｒ６は、とりわけ、水素であり；
　ｎは、とりわけ、２である。
【００２０】
　構成６－２
　Ａａは、とりわけ、－Ｃ（Ｒ８）（Ｒ９）－であり；
　Ａｂは、とりわけ、－Ｃ（Ｒ１０）（Ｒ１１）－であり；
　Ａｃは、とりわけ、－Ｃ（Ｒ１２）（Ｒ１３）－であり；
　Ａｄは、とりわけ、－Ｃ（Ｒ１４）（Ｒ１５）－であり；
　Ｒ１は、とりわけ、エチルであり；
　Ｒ８は、とりわけ、水素であり；
　Ｒ９は、とりわけ、水素であり；
　Ｒ１０は、とりわけ、水素、メチル又はトリフルオロメチルであり；
　Ｒ１１は、とりわけ、水素であり；
　Ｒ１２は、とりわけ、水素、メチル又はトリフルオロメチルであり；
　Ｒ１３は、とりわけ、水素であり；
　Ｒ１４は、とりわけ、水素であり；
　Ｒ１５は、とりわけ、水素であり；
　Ｑは、とりわけ、Ｑ２、Ｑ３、Ｑ４又はＱ２１の群から選択されるヘテロ芳香族の９員
縮合二環式環系であり；
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　Ｒ４は、とりわけ、メチルであり；
　Ｒ５は、とりわけ、トリフルオロメチル、ペンタフルオロエチル、トリフルオロメトキ
シ、トリフルオロメチルチオ、トリフルオロメチルスルフィニル又はトリフルオロメチル
スルホニルであり；
　Ｒ６は、とりわけ、水素であり；
　Ｒ７は、とりわけ、メチルであり；
　ｎは、とりわけ、２である。
【００２１】
　好ましい実施形態では、本発明は、式（Ｉ）〔式中、Ｑは、Ｑ２であり、並びに、Ａａ
、Ａｂ、Ａｃ、Ａｄ、Ｒ１、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、
Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５及びｎは、構成（１－１）又は構成（２－１）又は構成（３－１
）又は構成（４－１）又は構成（５－１）又は構成（６－１）又は構成（６－２）に記載
されている定義を有する〕で表される化合物に関する。
【００２２】
　好ましい実施形態では、本発明は、式（Ｉ）〔式中、Ｑは、Ｑ３であり、並びに、Ａａ
、Ａｂ、Ａｃ、Ａｄ、Ｒ１、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、
Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５及びｎは、構成（１－１）又は構成（２－１）又は構成（３－１
）又は構成（４－１）又は構成（５－１）又は構成（６－１）又は構成（６－２）に記載
されている定義を有する〕で表される化合物に関する。
【００２３】
　好ましい実施形態では、本発明は、式（Ｉ）〔式中、Ｑは、Ｑ４であり、並びに、Ａａ
、Ａｂ、Ａｃ、Ａｄ、Ｒ１、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３

、Ｒ１４、Ｒ１５及びｎは、構成（１－１）又は構成（２－１）又は構成（３－１）又は
構成（４－１）又は構成（５－１）又は構成（６－１）又は構成（６－２）に記載されて
いる定義を有する〕で表される化合物に関する。
【００２４】
　好ましい実施形態では、本発明は、式（Ｉ）〔式中、Ｑは、Ｑ２１であり、並びに、Ａ
ａ、Ａｂ、Ａｃ、Ａｄ、Ｒ１、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、
Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５及びｎは、構成（１－１）又は構成（２－１）又は構成
（３－１）又は構成（４－１）又は構成（５－１）又は構成（６－１）又は構成（６－２
）に記載されている定義を有する〕で表される化合物に関する。
【００２５】
　好ましい実施形態では、本発明は、式（Ｉ）〔式中、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ
１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５は、水素であり、並びに、Ｑ、Ａａ、Ａｂ、Ａｃ、Ａｄ、
Ｒ１、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７及びｎは、構成（１－１）又は構成（２－１）又は構成（
３－１）又は構成（４－１）又は構成（５－１）又は構成（６－１）又は構成（６－２）
に記載されている定義を有する〕で表される化合物に関する。
【００２６】
　好ましい実施形態では、本発明は、式（Ｉ）〔式中、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ
１３、Ｒ１４、Ｒ１５は、水素であり、並びに、Ｒ１２は、トリフルオロメチルであり、
並びに、Ｑ、Ａａ、Ａｂ、Ａｃ、Ａｄ、Ｒ１、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７及びｎは、構成（
１－１）又は構成（２－１）又は構成（３－１）又は構成（４－１）又は構成（５－１）
又は構成（６－１）又は構成（６－２）に記載されている定義を有する〕で表される化合
物に関する。
【００２７】
　好ましい実施形態では、本発明は、式（Ｉ）〔式中、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ
１３、Ｒ１４、Ｒ１５は、水素であり、並びに、Ｒ１２は、メチルであり、並びに、Ｑ、
Ａａ、Ａｂ、Ａｃ、Ａｄ、Ｒ１、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７及びｎは、構成（１－１）又は
構成（２－１）又は構成（３－１）又は構成（４－１）又は構成（５－１）又は構成（６
－１）又は構成（６－２）に記載されている定義を有する〕で表される化合物に関する。
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【００２８】
　好ましい実施形態では、本発明は、式（Ｉ）〔式中、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ
１３、Ｒ１４、Ｒ１５は、水素であり、並びに、Ｒ１０は、メチルであり、並びに、Ｑ、
Ａａ、Ａｂ、Ａｃ、Ａｄ、Ｒ１、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７及びｎは、構成（１－１）又は
構成（２－１）又は構成（３－１）又は構成（４－１）又は構成（５－１）又は構成（６
－１）又は構成（６－２）に記載されている定義を有する〕で表される化合物に関する。
【００２９】
　好ましい実施形態では、本発明は、式（Ｉ）〔式中、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ
１３、Ｒ１４、Ｒ１５は、水素であり、並びに、Ｒ１０は、トリフルオロメチルであり、
並びに、Ｑ、Ａａ、Ａｂ、Ａｃ、Ａｄ、Ｒ１、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７及びｎは、構成（
１－１）又は構成（２－１）又は構成（３－１）又は構成（４－１）又は構成（５－１）
又は構成（６－１）又は構成（６－２）に記載されている定義を有する〕で表される化合
物に関する。
【００３０】
　好ましい定義において、別途示されていない限り：
　ハロゲンは、フッ素、塩素、臭素及びヨウ素からなる群から選択され、好ましくは、フ
ッ素、塩素及び臭素からなる群から選択され；
　アリール（これは、より大きな単位（例えば、アリールアルキル）の一部分としてのア
リールを包含する）は、フェニル、ベンジル、ナフチル、アントリル、フェナントレニル
からなる群から選択され、そして、好ましくは、フェニルであり；
　ヘタリール（「ヘテロアリール」と同義；これは、より大きな単位（例えば、ヘタリー
ルアルキル）の一部分としてのヘタリールを包含する）は、フリル、チエニル、ピロリル
、ピラゾリル、イミダゾリル、トリアゾリル、オキサゾリル、イソオキサゾリル、チアゾ
リル、イソチアゾリル、１，２，３－オキサジアゾリル、１，２，４－オキサジアゾリル
、１，３，４－オキサジアゾリル、１，２，５－オキサジアゾリル、１，２，３－チアジ
アゾリル、１，２，４－チアジアゾリル、１，３，４－チアジアゾリル、１，２，５－チ
アジアゾリル、テトラゾリル、ピリジル、ピリミジル、ピリダジニル、ピラジニル、１，
２，３－トリアジニル、１，２，４－トリアジニル、１，３，５－トリアジニル、ベンゾ
フリル、ベンゾイソフリル、ベンゾチエニル、ベンゾイソチエニル、インドリル、イソイ
ンドリル、インダゾリル、ベンゾチアゾリル、ベンゾイソチアゾリル、ベンゾオキサゾリ
ル、ベンゾイソオキサゾリル、ベンゾイミダゾリル、２，１，３－ベンゾオキサジアゾー
ル、キノリニル、イソキノリニル、シンノリニル、フタラジニル、キナゾリニル、キノキ
サリニル、ナフチリジニル、ベンゾトリアジニル、プリニル、プテリジニル及びインドリ
ジニルからなる群から選択され；
　ヘテロシクリルは、１個若しくは２個の窒素原子及び／又は１個の酸素原子及び／又は
１個の硫黄原子を含んでいる４員、５員又は６員の飽和環、例えば、アゼチジニル、ピロ
リジニル、ピペリジニル、オキセタニル、テトラヒドロフラニル、テトラヒドロピラニル
、ジオキサニル、チエタニル、テトラヒドロチオフェニル、テトラヒドロチオピラニル、
ピペラジニル、モルホリニル及びチオモルホリニルなどである。
【００３１】
　特に好ましい定義において、別途示されていない限り：
　ハロゲンは、フッ素、塩素、臭素及びヨウ素からなる群から選択され、好ましくは、フ
ッ素、塩素及び臭素からなる群から選択され；
　アリール（これは、より大きな単位（例えば、アリールアルキル）の一部分としてのア
リールを包含する）は、フェニル、ベンジル、ナフチル、アントリル及びフェナントレニ
ルからなる群から選択され、そして、好ましくは、フェニルであり；
　ヘタリール（これは、より大きな単位（例えば、ヘタリールアルキル）の一部分として
のヘタリールを包含する）は、ピリジル、ピリミジル、ピラジニル、ピリダジニル、ピラ
ゾリル、イミダゾリル、トリアゾリル、チアゾリル及びテトラゾリルからなる群から選択
され；
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　ヘテロシクリルは、オキセタニル、テトラヒドロフリル及びピペラジニルからなる群か
ら選択される。
【００３２】
　本発明に関連して、他の場所で異なるように定義されていない限り、用語「アルキル」
は、それ単独で又はさらなる用語と組み合わされて（例えば、ハロアルキル）、１～１２
個の炭素原子を有する飽和脂肪族炭化水素基のラジカルを意味するものと理解され、そし
て、分枝鎖又は非分枝鎖であることができる。Ｃ１－Ｃ１２－アルキルラジカルの例は、
メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｓｅｃ－ブチ
ル、ｔｅｒｔ－ブチル、ｎ－ペンチル、イソペンチル、ネオペンチル、ｔｅｒｔ－ペンチ
ル、１－メチルブチル、２－メチルブチル、１－エチルプロピル、１，２－ジメチルプロ
ピル、ヘキシル、ｎ－ヘプチル、ｎ－オクチル、ｎ－ノニル、ｎ－デシル、ｎ－ウンデシ
ル及びｎ－ドデシルである。これらのアルキルラジカルの中で、特に好ましいのは、Ｃ１

－Ｃ６－アルキルラジカルである。とりわけ好ましいのは、Ｃ１－Ｃ４－アルキルラジカ
ルである。
【００３３】
　本発明によれば、他の場所で異なるように定義されていない限り、用語「アルケニル」
は、それ単独で又はさらなる用語と組み合わされて、少なくとも１の二重結合を有してい
る直鎖又は分枝鎖のＣ２－Ｃ１２－アルケニルラジカル、例えば、ビニル、アリル、１－
プロペニル、イソプロペニル、１－ブテニル、２－ブテニル、３－ブテニル、１，３－ブ
タジエニル、１－ペンテニル、２－ペンテニル、３－ペンテニル、４－ペンテニル、１，
３－ペンタジエニル、１－ヘキセニル、２－ヘキセニル、３－ヘキセニル、４－ヘキセニ
ル、５－ヘキセニル及び１，４－ヘキサジエニルなどを意味するものと理解される。これ
らの中で、好ましいのは、Ｃ２－Ｃ６－アルケニルラジカルであり、特に好ましいのは、
Ｃ２－Ｃ４－アルケニルラジカルである。
【００３４】
　本発明によれば、他の場所で異なるように定義されていない限り、用語「アルキニル」
は、それ単独で又はさらなる用語と組み合わされて、少なくとも１の三重結合を有してい
る直鎖又は分枝鎖のＣ２－Ｃ１２－アルキニルラジカル、例えば、エチニル、１－プロピ
ニル及びプロパルギルなどを意味するものと理解される。これらの中で、好ましいのは、
Ｃ３－Ｃ６－アルキニルラジカルであり、特に好ましいのは、Ｃ３－Ｃ４－アルキニルラ
ジカルである。該アルキニルラジカルは、少なくとも１の二重結合も含むことができる。
【００３５】
　本発明によれば、他の場所で異なるように定義されていない限り、用語「シクロアルキ
ル」は、それ単独で又はさらなる用語と組み合わされて、Ｃ３－Ｃ８－シクロアルキルラ
ジカル、例えば、シクロプロピル、シクロブチル、シクロペンチル、シクロヘキシル、シ
クロヘプチル及びシクロオクチルなどを意味するものと理解される。これらの中で、好ま
しいのは、Ｃ３－Ｃ６－シクロアルキルラジカルである。
【００３６】
　用語「アルコキシ」は、それ単独で又はさらなる用語と組み合わされて（例えば、ハロ
アルコキシ）、この場合、Ｏ－アルキルラジカルを意味するものと理解され、ここで、用
語「アルキル」は、上記で定義されているとおりである。
【００３７】
　ハロゲンで置換されているラジカル（例えば、ハロアルキル）は、モノハロゲン化され
ているか、又は、可能な置換基の最大数までポリハロゲン化されている。ポリハロゲン化
されている場合、該ハロゲン原子は同一であっても又は異なっていてもよい。ここで、ハ
ロゲンは、フッ素、塩素、臭素又はヨウ素であり、特に、フッ素、塩素又は臭素である。
【００３８】
　別途示されていない限り、置換されていてもよいラジカルは、１置換又は多置換される
ことができ、ここで、多置換の場合における該置換基は、同一であっても又は異なってい
てもよい。
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　概括的に与えられているか又は好ましい範囲内において記載されているラジカルの定義
又は説明は、対応するように、最終生成物に当てはまり、並びに、出発物質及び中間体に
当てはまる。ラジカルについてのこれらの定義は、必用に応じて互いに組み合わせること
が可能であり、即ち、それぞれの好ましい範囲の間の組合せを包含する。
【００４０】
　本発明に従って好ましいのは、好ましいものとして上記で挙げられている意味の組合せ
を含んでいる式（Ｉ）で表される化合物の使用である。
【００４１】
　本発明に従って特に好ましいのは、特に好ましいものとして上記で挙げられている意味
の組合せを含んでいる式（Ｉ）で表される化合物の使用である。
【００４２】
　本発明に従って極めて特に好ましいのは、極めて特に好ましいものとして上記で挙げら
れている定義の組合せを含んでいる式（Ｉ）で表される化合物の使用である。
【００４３】
　本発明に従って最も好ましいのは、最も好ましいものとして上記で挙げられている意味
の組合せを含んでいる式（Ｉ）で表される化合物の使用である。
【００４４】
　とりわけ、上記においてとりわけ重要であるものとして挙げられている意味の組み合わ
せを含んでいる式（Ｉ）で表される化合物を本発明に従って使用する。
【００４５】
　式（Ｉ）で表される化合物は、その置換基の種類に応じて、幾何異性体の形態、及び／
若しくは、光学活性異性体の形態、又は、種々の組成における対応する異性体混合物の形
態をとり得る。これらの立体異性体は、例えば、エナンチオマー、ジアステレオマー、ア
トロプ異性体又は幾何異性体である。従って、本発明は、純粋な立体異性体とそれら異性
体の任意の望ましい混合物を包含する。
【００４６】
　式（Ｉ）で表される本発明の化合物は、下記スキームおいて示されている調製方法によ
って得ることができる。
【００４７】
　スキームＡ－１
　式（Ｉ）〔式中、Ｑは、Ｑ１～Ｑ９、Ｑ１９及びＱ２１である〕で表される化合物は、
既知方法で、例えば、ＷＯ２００９／１３１２３７、ＷＯ２０１０／１２５９８５、ＷＯ
２０１１／０４３４０４、ＷＯ２０１１／０４０６２９、ＷＯ２０１２／０８６８４８、
ＷＯ２０１３／０１８９２８、ＷＯ２０１５／０００７１５、ＷＯ２０１５／１２１１３
６、ＷＯ２０１６／１２４５６３、ＷＯ２０１６／１２４５５７、ＷＯ２０１７／００１
３１１、ＷＯ２０１７／００１３１４、ＷＯ２０１７／０６１４９７、ＷＯ２０１７／０
８４８７９、ＷＯ２０１７／０８９１９０、ＷＯ２０１７／１３３９９４に記載されてい
るプロセスと同様にして、調製することができる。
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【化５】

【００４８】
　ラジカルＲ１、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ａａ、Ａｂ、Ａｃ、Ａｄ及びｎは、上記で記
載されている定義を有し、Ａ２及びＡ３は、ＣＨ又はＮであり、Ａ４は、Ｏ、Ｓ又はＮ－
Ｒ４であり、並びに、Ｘ１は、ハロゲンである。
【００４９】
　式（Ｉ）〔式中、Ｑは、Ｑ２１である〕で表される化合物の場合、Ａ２は、カルボニル
であり、及び、Ａ３は、Ｎ－Ｒ７である。
【００５０】
　段階（ａ）
　式（ＩＶ）で表される化合物は、ＵＳ５５７６３３５に記載されているプロセスと同様
にして、式（ＩＩ）で表される化合物を縮合剤または塩基の存在下で式（ＩＩＩ）で表さ
れる化合物と反応させることによって、調製することができる。
【００５１】
　式（ＩＩ）で表される化合物は、市販されているか、又は、既知方法で、例えば、ＵＳ
２００３／６９２５７、ＷＯ２００６／６５７０３、ＷＯ２００９／１３１２３７、ＷＯ
２０１０／１２５９８５、ＷＯ２０１１／０４３４０４、ＷＯ２０１１／０４０６２９、
ＷＯ２０１２／０８６８４８、ＷＯ２０１３／０１８９２８、ＷＯ２０１５／０００７１
５、ＷＯ２０１６／０９１７３１、ＷＯ２０１６／１４２３２６、ＷＯ２０１６／１６９
８８２、ＷＯ２０１６／２３９５４若しくはＷＯ２０１７／８４８７９に記載されている
プロセスと同様にして、調製することができる。
【００５２】
　式（ＩＩＩ）で表されるカルボン酸は、市販されているか、又は、既知方法で調製する
ことができる。可能な調製経路は、調製方法Ｅに記載されている。
【００５３】
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　式（ＩＩ）で表される化合物と式（ＩＩＩ）で表されるカルボン酸の反応は、何も加え
ずに実施することが可能であるか、又は、溶媒中で実施することが可能であり、好ましく
は、当該反応は、一般的な反応条件下で不活性である慣習的な溶媒から選択される溶媒の
中で実施する。好ましいのは、以下のものである：エーテル類、例えば、ジイソプロピル
エーテル、ジオキサン、テトラヒドロフラン、１，２－ジメトキシエタン；ハロゲン化炭
化水素、例えば、ジクロロメタン、クロロホルム、四塩化炭素、１，２－ジクロロエタン
又はクロロベンゼン；ニトリル類、例えば、アセトニトリル又はプロピオニトリル；芳香
族炭化水素、例えば、トルエン又はキシレン；非プロトン性極性溶媒、例えば、Ｎ，Ｎ－
ジメチルホルムアミド又はＮ－メチルピロリドン；又は、窒素化合物、例えば、ピリジン
。
【００５４】
　適切な縮合剤は、例えば、カルボジイミド類、例えば、１－（３－ジメチルアミノプロ
ピル）－３－エチルカルボジイミド塩酸塩（ＥＤＣＩ）又は１，３－ジシクロヘキシルカ
ルボジイミドである。
【００５５】
　適切な塩基は、そのような反応において典型的に使用される無機塩基である。好ましく
は、アルカリ金属又はアルカリ土類金属の酢酸塩、リン酸塩、炭酸塩及び炭酸水素塩から
なる群から例として選択される塩基を使用する。ここで、特に好ましいのは、酢酸ナトリ
ウム、リン酸ナトリウム、リン酸カリウム、炭酸セシウム、炭酸ナトリウム、炭酸カリウ
ム、炭酸水素ナトリウム、炭酸水素カリウムである。
【００５６】
　該反応は、減圧下、標準圧下又は高圧下、０℃～１８０℃の温度で実施することが可能
であり；好ましくは、該反応は、標準圧下、２０℃～１４０℃の温度で実施する。
【００５７】
　段階（ｂ）
　式（Ｖ）で表される化合物は、例えば、ＷＯ２００９／１３１２３７、ＷＯ２０１０／
１２５９８５、ＷＯ２０１１／０４３４０４、ＷＯ２０１１／０４０６２９、ＷＯ２０１
２／０８６８４８、ＷＯ２０１３／０１８９２８、ＷＯ２０１５／０００７１５又はＷＯ
２０１５／１２１１３６に記載されているプロセスと同様にして、式（ＩＶ）で表される
化合物を縮合させることによって、調製することができる。
【００５８】
　式（Ｖ）で表される化合物への該変換は、何も加えずに実施することが可能であるか、
又は、溶媒中で実施することが可能であり、好ましくは、当該反応は、一般的な反応条件
下で不活性である慣習的な溶媒から選択される溶媒の中で実施する。好ましいのは、以下
のものである：エーテル類、例えば、ジイソプロピルエーテル、ジオキサン、テトラヒド
ロフラン、１，２－ジメトキシエタン、ｔｅｒｔ－ブチルメチルエーテル；ハロゲン化炭
化水素、例えば、ジクロロメタン、クロロホルム、四塩化炭素、１，２－ジクロロエタン
又はクロロベンゼン；ニトリル類、例えば、アセトニトリル又はプロピオニトリル；芳香
族炭化水素、例えば、トルエン又はキシレン；非プロトン性極性溶媒、例えば、Ｎ，Ｎ－
ジメチルホルムアミド又はＮ－メチルピロリドン；又は、窒素化合物、例えば、ピリジン
。
【００５９】
　該反応は、縮合剤、酸、塩基又は塩素化剤の存在下で実施することができる。
【００６０】
　適切な縮合剤の例は、以下のものである：カルボジイミド類、例えば、１－（３－ジメ
チルアミノプロピル）－３－エチルカルボジイミド塩酸塩（ＥＤＣＩ）又は１，３－ジシ
クロヘキシルカルボジイミド；無水物、例えば、無水酢酸、無水トリフルオロ酢酸；トリ
フェニルホスフィンと塩基と四塩化炭素の混合物、又は、トリフェニルホスフィンとアゾ
ジエステル（例えば、ジエチルアゾジカルボン酸）の混合物。
【００６１】
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　記載されている反応において使用することが可能な適切な酸の例は、以下のものである
：スルホン酸、例えば、パラ－トルエンスルホン酸；カルボン酸、例えば、酢酸；又は、
ポリリン酸。
【００６２】
　適切な塩基の例は、以下のものである：窒素ヘテロ環、例えば、ピリジン、ピコリン、
２，６－ルチジン、１，８－ジアザビシクロ［５．４．０］－７－ウンデセン（ＤＢＵ）
；第３級アミン、例えば、トリエチルアミン及びＮ，Ｎ－ジイソプロピルエチルアミン；
無機塩基、例えば、リン酸カリウム、炭酸カリウム及び水素化ナトリウム。
【００６３】
　適切な塩素化剤の例は、オキシ塩化リンである。
【００６４】
　該反応は、減圧下、標準圧下又は高圧下、０℃～２００℃の温度で実施することが可能
である。
【００６５】
　段階（ｃ）
　式（Ｉ）〔式中、ｎは０である〕で表される化合物は、式（Ｖ）で表される化合物を塩
基の存在下で式（ＶＩａ）で表される化合物と反応させることによって調製することがで
きる。
【００６６】
　式（ＶＩａ）で表されるメルカプタン誘導体（例えば、メチルメルカプタン、エチルメ
ルカプタン又はイソプロピルメルカプタン）は、市販されているか、又は、既知方法で、
例えば、ＵＳ２００６／２５６３３、ＵＳ２００６／１１１５９１、ＵＳ２８２００６２
、「Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ，　１３（２０００），　１１６
３－１１６４」若しくは「Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｃｈｅｍ
ｉｃａｌ　Ｓｏｃｉｅｔｙ，　４４（１９２２），　ｐ．１３２９」に記載されているプ
ロセスと同様にして、調製することができる。
【００６７】
　式（Ｉ）〔式中、ｎは０である〕で表される化合物への上記変換は、何も加えずに実施
することができるか、又は、溶媒中で実施することが可能であり、好ましくは、該反応は
、一般的な反応条件下で不活性である慣習的な溶媒から選択される溶媒の中で実施する。
好ましいのは、以下のものである：エーテル類、例えば、ジイソプロピルエーテル、ジオ
キサン、テトラヒドロフラン、１，２－ジメトキシエタン、ｔｅｒｔ－ブチルメチルエー
テル；ニトリル類、例えば、アセトニトリル又はプロピオニトリル；芳香族炭化水素類、
例えば、トルエン又はキシレン；非プロトン性極性溶媒、例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチルホル
ムアミド、Ｎ－メチルピロリドン又はジメチルスルホキシド。
【００６８】
　適切な塩基の例は、アルカリ金属又はアルカリ土類金属の酢酸塩、リン酸塩及び炭酸塩
からなる群から選択される無機塩基である。ここで、好ましいのは、炭酸セシウム、炭酸
ナトリウム及び炭酸カリウムである。適しているさらなる塩基は、アルカリ金属水素化物
、例えば、水素化ナトリウムなどである。
【００６９】
　該反応は、減圧下、標準圧下又は高圧下、０℃～２００℃の温度で実施することが可能
である。
【００７０】
　上記反応において、Ｘ１は、好ましくは、フッ素原子又は塩素原子である。
【００７１】
　別の選択肢（Ｘ１が臭素又はヨウ素である場合）は、適切なリチウム塩基を用いた金属
交換反応とそれに続く適切な市販されているジスルフィドとの反応である；「Ｂｉｏｏｒ
ｇａｎｉｃ　ａｎｄ　Ｍｅｄｉｃｉｎａｌ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　Ｌｅｔｔｅｒｓ，　２
０（２０１０），　２７７０－２７７５」を参照されたい。
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【００７２】
　さらに、Ｘ１が臭素又はヨウ素である場合、ＪＰ２０１７／２５０５９に記載されてい
るプロセスと同様にして、適切なリガンド（例えば、４，５－ビス（ジフェニルホスフィ
ノ）－９，９－ジメチルキサンテン（キサントホス））の存在下、及び、適切な塩基（例
えば、Ｎ，Ｎ－ジイソプロピルエチルアミン）の存在下で、式（ＶＩａ）で表されるメル
カプタン誘導体を適切なパラジウム触媒（例えば、ビス（ジベンジリデンアセトン）パラ
ジウム（０））と一緒に導入することも可能である。該反応は、溶媒の中で、好ましくは
、エーテル（例えば、ジオキサン）の中で、実施する。
【００７３】
　段階（ｄ）
　式（Ｉ）〔式中、ｎは１である〕で表される化合物は、式（Ｉ）〔式中、ｎは０である
〕で表される化合物を酸化することによって、調製することができる。この酸化は、一般
に、一般的な反応条件下で不活性である慣習的な溶媒から選択される溶媒の中で実施する
。好ましいのは、以下のものである：ハロゲン化炭化水素類、例えば、ジクロロメタン、
クロロホルム、四塩化炭素、１，２－ジクロロエタン又はクロロベンゼン；アルコール類
、例えば、メタノール又はエタノール；ギ酸、酢酸、プロピオン酸；又は、水。
【００７４】
　適切な酸化剤の例は、過酸化水素、メタ－クロロ過安息香酸又は過ヨウ素酸ナトリウム
である。
【００７５】
　該反応は、減圧下、標準圧下又は高圧下、－２０℃～１２０℃の温度で実施することが
可能である。
【００７６】
　段階（ｅ）
　式（Ｉ）〔式中、ｎは２である〕で表される化合物は、式（Ｉ）〔式中、ｎは１である
〕で表される化合物を酸化することによって、調製することができる。この酸化は、一般
に、溶媒の中で実施する。好ましいのは、以下のものである：ハロゲン化炭化水素類、例
えば、ジクロロメタン、クロロホルム、四塩化炭素、１，２－ジクロロエタン又はクロロ
ベンゼン；アルコール類、例えば、メタノール又はエタノール；ギ酸、酢酸、プロピオン
酸；又は、水。
【００７７】
　適切な酸化剤の例は、過酸化水素及びメタ－クロロ過安息香酸である。
【００７８】
　該反応は、減圧下、標準圧下又は高圧下、－２０℃～１２０℃の温度で実施することが
可能である。
【００７９】
　段階（ｆ）
　式（Ｉ）〔式中、ｎは２である〕で表される化合物は、式（Ｉ）〔式中、ｎは０である
〕で表される化合物を酸化することによって、１段階プロセスで調製することもできる。
この酸化は、一般に、溶媒の中で実施する。好ましいのは、以下のものである：ハロゲン
化炭化水素類、例えば、ジクロロメタン、クロロホルム、四塩化炭素、１，２－ジクロロ
エタン又はクロロベンゼン；アルコール類、例えば、メタノール又はエタノール；ギ酸、
酢酸、プロピオン酸；又は、水。
【００８０】
　適切な酸化剤の例は、過酸化水素及びメタ－クロロ過安息香酸である。
【００８１】
　該反応は、減圧下、標準圧下又は高圧下、－２０℃～１２０℃の温度で実施することが
可能である。
【００８２】
　調製方法Ａ－２
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　式（Ｉ）〔式中、ｎは、２であり、及び、Ｑは、Ｑ１～Ｑ９、Ｑ１９及びＱ２１である
〕で表される化合物は、既知方法で、例えば、ＷＯ２００９／１３１２３７、ＷＯ２０１
０／１２５９８５、ＷＯ２０１１／０４３４０４、ＷＯ２０１１／０４０６２９、ＷＯ２
０１２／０８６８４８、ＷＯ２０１３／０１８９２８、ＷＯ２０１５／０００７１５及び
ＷＯ２０１５／１２１１３６に記載されているプロセスと同様にして、調製することがで
きる。
【化６】

【００８３】
　ラジカルＲ１、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ａａ、Ａｂ、Ａｃ、Ａｄ、Ａ２及びＡ３は、
上記で記載されている定義を有し、Ａ４は、Ｏ、Ｓ又はＮ－Ｒ４であり、並びに、Ｘ１は
、ハロゲン（好ましくは、臭素又はヨウ素）である。
【００８４】
　式（Ｉ）〔式中、Ｑは、Ｑ２１である〕で表される化合物の場合、Ａ２は、カルボニル
であり、及び、Ａ３は、Ｎ－Ｒ７である。
【００８５】
　段階（ａ）
　あるいは、式（ＩＩ）〔式中、ｎは、２である〕で表される化合物は、例えば、「Ｊｏ
ｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　２００５，　７０，　２６９
６－２７００」に記載されているプロセスと同様にして、式（Ｖ）で表される化合物から
出発し、式（ＶＩｂ）で表される化合物を用いるハロゲン－スルホン交換によって、１段
階法によって調製することもできる。該交換は、一般に、溶媒の中で実施する。好ましく
は、極性非プロトン性溶媒（例えば、ジメチルスルホキシド及びＮ，Ｎ－ジメチルホルム
アミド）を使用する。
【００８６】
　式（ＶＩｂ）で表される化合物は、市販されているか、又は、既知方法で、例えば、「
Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ　１９７７，　５７，　８８－９２」、「Ｔｅｔｒ
ａｈｅｄｒｏｎ　Ｌｅｔｔｅｒｓ　１９７９，　９，　８２１－８２４」及び「Ｂｕｌｌ
ｅｔｉｎ　ｄｅ　ｌａ　Ｓｏｃｉｅｔｅ　Ｃｈｉｍｉｑｕｅ　ｄｅ　Ｆｒａｎｃｅ　１９
５８，　４，　４４７－４５０」に記載されているプロセスと同様にして、調製すること
ができる。
【００８７】
　適切な硫黄試薬の例は、スルフィン酸のリチウム塩、ナトリウム塩又はカリウム塩であ
る。
【００８８】
　該反応は、減圧下、標準圧下又は高圧下、－２０℃～１２０℃の温度で実施することが
可能である。
【００８９】
　調製方法Ｂ
　式（Ｉ）〔式中、Ｑは、Ｑ１０、Ｑ１１、Ｑ１４又はＱ１５を表す〕で表される化合物
は、既知方法で、例えば、ＵＳ２００９／２０３７０５、ＵＳ２０１２／２５８９５１、
ＷＯ２０１３／３２９８又は「Ｊ．　Ｍｅｄ．　Ｃｈｅｍ．　３１、（１９８８）１５９
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０－１５９５」に記載されているプロセスと同様にして、調製することができる。
【化７】

【００９０】
　ラジカルＲ１、Ｒ５、Ｒ６、Ａａ、Ａｂ、Ａｃ、Ａｄ及びｎは、上記で記載されている
定義を有する。Ａ２、Ａ３、Ａ４及びＡ５は、ＣＨ又はＮ（ここで、Ａ２、Ａ３、Ａ４及
びＡ５は、全てがＮであることはない）であり、並びに、Ｘ１は、ハロゲンである。
【００９１】
　段階（ａ）
　式（ＩＩＩ）で表されるカルボン酸を、ＷＯ２０１５／１０７１１７、ＷＯ２０１１／
７５６４３又はＥＰ２６７１５８２に記載されているプロセスと同様にして、Ｏ，Ｎ－ジ
メチルヒドロキシルアミン塩酸塩の存在下で、式（ＶＩ）で表されるワインレブアミドに
変換させる。
【００９２】
　式（ＩＩＩ）で表されるカルボン酸は、市販されているか、又は、既知方法で調製する
ことができる。可能な調製経路は、調製方法Ｅに記載されている。
【００９３】
　段階（ｂ）、段階（ｃ）
　次いで、式（ＶＩ）で表される化合物を、既知方法で、例えば、ＷＯ２０１１／７５６
４３に記載されているプロセスと同様にして、グリニャール試薬（例えば、臭化メチルマ
グネシウム）を用いて、式（ＶＩＩ）で表されるケトンに変換させることができる。次い
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で、例えば、ＵＳ２０１２／３０２５７３に記載されている既知方法と同様にして、ハロ
ゲン化に付すことによって、式（ＶＩＩＩ）で表される化合物が得られる。
【００９４】
　段階（ｄ）
　式（Ｘ）で表される化合物は、式（ＶＩＩＩ）で表される化合物を式（ＩＸ）で表され
るアミンを用いて環化させることによって、調製することができる。該環化は、例えば、
ＷＯ２００５／６６１７７、ＷＯ２０１２／８８４１１、ＷＯ２０１３／３２９８、ＵＳ
２００９／２０３７０５、ＵＳ２０１２／２５８９５１、ＷＯ２０１２／１６８７３３、
ＷＯ２０１４／１８７７６２又は「Ｊ．　Ｍｅｄ．　Ｃｈｅｍ．　３１（１９８８）　１
５９０－１５９５」に記載されているプロセスと同様の既知方法で、例えば、エタノール
、アセトニトリル又はＮ，Ｎ－ジメチルホルムアミドの中で、実施する。
【００９５】
　式（ＩＸ）で表される化合物は、市販されている。
【００９６】
　段階（ｅ）
　式（Ｉ）〔式中、ｎは０である〕で表される化合物は、式（Ｘ）で表される化合物を塩
基の存在下で式（ＶＩａ）で表される化合物と反応させることによって調製することがで
きる。式（ＶＩａ）で表されるメルカプタン誘導体（例えば、メチルメルカプタン、エチ
ルメルカプタン又はイソプロピルメルカプタン）は、市販されているか、又は、既知方法
で、例えば、ＵＳ２００６／２５６３３、ＵＳ２００６／１１１５９１、ＵＳ２８２００
６２、「Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ，　１３（２０００），　１
１６３－１１６４」若しくは「Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｃｈ
ｅｍｉｃａｌ　Ｓｏｃｉｅｔｙ，　４４（１９２２），　ｐ．１３２９」に記載されてい
るプロセスと同様にして、調製することができる。
【００９７】
　別の選択肢（Ｘ１が臭素又はヨウ素である場合）は、適切なリチウム塩基を用いた金属
交換反応とそれに続く適切な市販されているジスルフィドとの反応である；「Ｂｉｏｏｒ
ｇａｎｉｃ　ａｎｄ　Ｍｅｄｉｃｉｎａｌ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　Ｌｅｔｔｅｒｓ，　２
０（２０１０），　２７７０－２７７５」を参照されたい。
【００９８】
　さらに、Ｘ１が臭素又はヨウ素である場合、ＪＰ２０１７／２５０５９に記載されてい
るプロセスと同様にして、適切なリガンド（例えば、４，５－ビス（ジフェニルホスフィ
ノ）－９，９－ジメチルキサンテン（キサントホス））の存在下、及び、適切な塩基（例
えば、Ｎ，Ｎ－ジイソプロピルエチルアミン）の存在下で、式（ＶＩａ）で表されるメル
カプタン誘導体を適切なパラジウム触媒（例えば、ビス（ジベンジリデンアセトン）パラ
ジウム（０））と一緒に導入することも可能である。該反応は、溶媒の中で、好ましくは
、エーテル（例えば、ジオキサン）の中で、実施する。
【００９９】
　段階（ｆ）、段階（ｇ）
　式（Ｉ）〔式中、ｎは１である〕で表される化合物は、式（Ｉ）〔式中、ｎは０である
〕で表される化合物を酸化することによって、調製することができる。この酸化は、既知
方法で、適切な酸化剤（例えば、過酸化水素、メタ－クロロ過安息香酸又は過ヨウ素酸ナ
トリウム）を用いて実施する。
【０１００】
　式（Ｉ）〔式中、ｎは２である〕で表される化合物は、式（Ｉ）〔式中、ｎは１である
〕で表される化合物を酸化することによって、調製することができる。
【０１０１】
　該酸化は、一般に、溶媒の中で実施する。好ましいのは、以下のものである：ハロゲン
化炭化水素類、例えば、ジクロロメタン、クロロホルム、四塩化炭素、１，２－ジクロロ
エタン又はクロロベンゼン；アルコール類、例えば、メタノール又はエタノール；ギ酸、
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酢酸、プロピオン酸；又は、水。適切な酸化剤の例は、過酸化水素及びメタ－クロロ過安
息香酸である。
【０１０２】
　段階（ｈ）
　式（Ｉ）〔式中、ｎは２である〕で表される化合物は、式（Ｉ）〔式中、ｎは０である
〕で表される化合物を酸化することによって、１段階プロセスで調製することもできる。
この酸化は、一般に、溶媒の中で実施する。好ましいのは、以下のものである：ハロゲン
化炭化水素類、例えば、ジクロロメタン、クロロホルム、四塩化炭素、１，２－ジクロロ
エタン又はクロロベンゼン；アルコール類、例えば、メタノール又はエタノール；ギ酸、
酢酸、プロピオン酸；又は、水。適切な酸化剤の例は、過酸化水素及びメタ－クロロ過安
息香酸である。
【０１０３】
　調製方法Ｃ
　式（Ｉ）〔式中、Ｑは、Ｑ１６である〕で表される化合物は、既知方法で、例えば、Ｗ
Ｏ２０１４／１４２２９２に記載されているプロセスと同様にして、調製することができ
る。
【化８】

【０１０４】
　ラジカルＲ４、Ｒ５、Ｒ６、Ａａ、Ａｂ、Ａｃ及びＡｄは、上記で記載されている定義
を有する。Ｘ１は、ハロゲンである。
【０１０５】
　段階（ａ）
　式（ＸＩ）で表される化合物は、ＵＳ５３７４６４６又は「Ｂｉｏｏｒｇａｎｉｃ　ａ
ｎｄ　Ｍｅｄｉｃｉｎａｌ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　Ｌｅｔｔｅｒｓ　２００３，　１３，
　１０９３－１０９６」に記載されているプロセスと同様にして、式（ＩＩＩ）で表され
る化合物を縮合剤の存在下でアンモニア源と反応させることによって、調製することがで
きる。
【０１０６】
　式（ＩＩＩ）で表されるカルボン酸は、市販されているか、又は、既知方法で調製する
ことができる。可能な調製経路は、調製方法Ｅに記載されている。
【０１０７】
　殆どの場合、使用するアンモニア源は、水酸化アンモニウムである。
【０１０８】
　式（ＩＩＩ）で表される化合物とアンモニア源の該反応は、好ましくは、一般的な反応
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条件下で不活性である慣習的な溶媒から選択される溶媒の中で実施する。好ましいのは、
エーテル類、例えば、ジオキサン又はテトラヒドロフランなどである。
【０１０９】
　適切な縮合剤は、例えば、カルボニルジイミダゾールである。
【０１１０】
　該反応は、減圧下、大気圧下又は高圧下で実施することが可能である。好ましくは、該
反応は、大気圧下、２０℃～７０℃の温度で実施する。
【０１１１】
　段階（ｂ）
　式（ＸＩＩＩ）で表される化合物は、ＷＯ２０１４／１４２２９２に記載されているプ
ロセスと同様にして、式（ＸＩ）で表される化合物を、パラジウム触媒の存在下、塩基性
媒体中で、式（ＸＩＩ）で表される化合物と反応させることによって、調製することがで
きる。
【０１１２】
　式（ＸＩＩ）で表される化合物は、例えば、ＷＯ２０１４／１４２２９２に記載されて
いるプロセスと同様にして、調製することができる。使用するパラジウム触媒は、例えば
、［１，１’－ビス－（ジフェニルホスフィノ）フェロセン］ジクロロパラジウム（ＩＩ
）である。多くの場合、使用する塩基は、カリウムｔｅｒｔ－ブトキシドなどの無機塩基
である。
【０１１３】
　該反応は、溶媒の中で実施する。多くの場合、トルエンを使用する。
【０１１４】
　該反応は、減圧下、大気圧下又は高圧下で実施することが可能である。好ましくは、該
反応は、大気圧下、２０～１１０℃の温度で実施する。
【０１１５】
　式（ＸＩＩＩ）で表される化合物の式（Ｉ）で表される化合物へのさらなる変換は、調
製方法Ａと同様に実施する。
【０１１６】
　調製方法Ｄ
　式（Ｉ）〔式中、Ｑは、Ｑ１２、Ｑ１３、Ｑ１７、Ｑ１８又はＱ２０を表す〕で表され
る化合物は、既知方法で、例えば、ＷＯ２０１０／９１３１０、ＷＯ２０１２／６６０６
１又はＷＯ２０１３／９９０４１に記載されているプロセスと同様にして、調製すること
ができる。
【化９】

【０１１７】
　ラジカルＲ５、Ｒ６、Ａａ、Ａｂ、Ａｃ及びＡｄは、上記で記載されている定義を有す
る。Ａ２、Ａ３及びＡ６は、ＣＨ又はＮである（ここで、Ａ２、Ａ３及びＡ６は、同時に
Ｎであることはできない）。Ｘ１及びＸ２は、ハロゲンである。
【０１１８】
　段階（ａ）
　式（ＸＶＩ）で表される化合物は、例えば、ＷＯ２００６／１９８３１、ＷＯ２００９
／１２７６８６、「Ｃｈｅｍ．　Ｅｕｒ．　Ｊ．　２０（２０１４），　９７４－９７８
」、ＷＯ２００５／８０３８８、ＷＯ２０１０／９１３１０、ＷＯ２０１２／６６０６１
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又はＷＯ２０１３／９９０４１に記載されているプロセスと同様にして、式（ＸＩＶ）で
表される化合物を塩基性条件下で式（ＸＶ）で表される化合物と反応させることによって
、調製することができる。
【０１１９】
　式（ＸＩＶ）で表される化合物は、市販されているか、又は、既知方法で、例えば、Ｗ
Ｏ２００５／１００３５３、ＷＯ２０１２／６６０６１若しくは「Ｅｕｒｏｐｅａｎ　Ｊ
ｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｍｅｄｉｃｉｎａｌ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　４５（２０１０），　
２２１４－２２２２」に記載されているプロセスと同様にして、調製することができる。
【０１２０】
　式（ＸＶ）で表される化合物は、既知方法で、例えば、Ｘ２がハロゲンであり及びＸ１

が水素である中間体を介して、ＷＯ２０１５／９５７８８又はＷＯ２０１５／９５７９２
に記載されているプロセスと同様にして、調製することができる。Ｘ１の水素からハロゲ
ンへのその後の変換は、既知方法で、ハロゲン化剤（例えば、Ｎ－クロロスクシンイミド
又はＮ－ブロモスクシンイミド）を用いて、例えば、「Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ　４７（２０
１５），　３２２１－３２３０」、「Ｂｉｏｏｒｇａｎｉｃ　ａｎｄ　Ｍｅｄｉｃｉｎａ
ｌ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　Ｌｅｔｔｅｒｓ，　２７（２０１７）４０４４－４０５０」又
はＷＯ２０１１／５０２８４に記載されているプロセスと同様にして、実施する。
【０１２１】
　使用する塩基は、通常、水素化ナトリウム、炭酸カリウム又は炭酸セシウムなどの無機
塩基である。
【０１２２】
　式（ＸＶＩ）で表される化合物への上記変換は、通常、溶媒の中で、好ましくは、ニト
リル（例えば、アセトニトリル又はプロピオニトリル）の中で、又は、非プロトン性極性
溶媒（例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド又はＮ－メチルピロリドン）の中で、実施
する。
【０１２３】
　該反応は、減圧下、標準圧下又は高圧下、０℃～２００℃の温度で実施することが可能
である。
【０１２４】
　あるいは、式（ＸＶＩ）で表される化合物を生成させるための式（ＸＩＶ）で表される
化合物と式（ＸＶ）で表される化合物の該反応は、例えば、「Ａｎｇｅｗａｎｄｔｅ　Ｃ
ｈｅｍｉｅ　Ｉｎｔ．　Ｅｄ．　２０１１，　５０，　８９４４－８９４７」に記載され
ているプロセスと同様にして、パラジウムが触媒するＮ－アリール化によって実施するこ
とも可能である。
【０１２５】
　式式（ＸＶＩ）で表される化合物の式（Ｉ）で表される化合物へのさらなる変換は、調
製方法Ａと同様に実施する。
【０１２６】
　調製方法Ｅ
【化１０】

【０１２７】
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　式（ＩＩＩ）で表されるカルボン酸は、市販されているか、又は、既知方法で、例えば
、式（ＸＶＩＩ）で表されるピリジンから、ＷＯ２００６／１５７３７、ＷＯ２００７／
１０８７５０、ＵＳ２００９／１８６９０２、ＷＯ２００９／２３１７９、ＷＯ２００９
／０９５２５３、ＷＯ２０１０／３４７３８、ＷＯ２０１０／９１４１１、ＷＯ２０１１
／１５３４３、ＷＯ２０１１／４１７１３、ＷＯ２０１１／５０２８４、ＷＯ２０１４／
１４８７４、ＷＯ２０１６／１２８９６及び「Ｂｉｏｏｒｇａｎｉｃ　ａｎｄ　Ｍｅｄｉ
ｃｉｎａｌ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　Ｌｅｔｔｅｒｓ，　２２（２０１２），　３４６０－
３４６６」に記載されているプロセスと同様にして、調製することができる。
【化１１】

【０１２８】
　ラジカルＡａ、Ａｂ、Ａｃ及びＡｄは、上記で記載されている定義を有し、Ｘ－は、ハ
ロゲン化物イオン（好ましくは、ヨウ化物）であり、Ｘ１は、ハロゲンであり、及び、Ｒ
１６は、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルである。
【０１２９】
　段階（ａ）
　式（ＸＶＩＩＩ）で表される化合物は、ＷＯ２００９／０９５２５３、ＷＯ２０１１／
１５３４３、ＷＯ２０１４／１４８７４又はＷＯ２０１０／３４７３８に記載されている
プロセスと同様にして、式（ＸＶＩＩ）で表される化合物を塩基（例えば、炭酸カリウム
）の存在下でヒドロキシルアミン－Ｏ－スルホン酸と反応させ、及び、その中間体を、第
２段階において、酸（例えば、ヨウ化水素酸（ＨＩ））の存在下、適切な溶媒（例えば、
エタノール）の中で、式（ＸＶＩＩＩ）で表される１－アミノピリジウム誘導体に変換さ
せることによって、Ｎ－イミノピリジニウム中間体に変換させることができる。式（ＸＶ
ＩＩ）で表されるピリジン誘導体は、市販されている。
【０１３０】
　段階（ｂ）及び段階（ｃ）
　式（ＸＸ）で表される化合物は、ＷＯ２００９／０９５２５３、ＷＯ２０１１／１５３
４３、ＷＯ２０１４／１４８７４又はＷＯ２０１０／３４７３８に記載されているプロセ
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スと同様にして、式（ＸＩＸ）で表されるアルキンを用いた１，３－双極子付加環化にお
いて、式（ＸＶＩＩＩ）で表される化合物から調製することができる。異性体が形成され
る場合、それらは、クロマトグラフィー法によって、個々の異性体に分離させることがで
きる。このようにして、式（ＸＸ）で表されるジエステルを異性体的に純粋な形態で得る
ことができる。適切な酸（例えば、水性硫酸）の中で加熱することにより、脱カルボキシ
ル化及びエステル官能基の同時加水分解によって、式（ＸＸ）で表される化合物を式（Ｘ
ＸＩ）で表される酸に変換させることができる。
【０１３１】
　式（ＸＩＸ）で表される化合物は、市販されている。
【０１３２】
　段階（ｄ）
　式（ＸＸＩＩ）で表される化合物は、市販されているか、又は、ＷＯ２００６／１５７
３７、ＷＯ２００７／１０８７５０若しくはＵＳ２００９／１８６９０２に記載されてい
るプロセスと同様にして、式（ＸＸＩ）で表される化合物の水素化を介して、合成するこ
とができる。
【０１３３】
　段階（ｅ）
　式（ＩＩＩ）で表される化合物は、既知方法で、例えば、ＷＯ２００９／２３１７９、
ＷＯ２０１０／９１４１１、ＷＯ２０１１／４１７１３、ＷＯ２０１１／５０２８４、Ｗ
Ｏ２０１６／１２８９６及び「Ｂｉｏｏｒｇａｎｉｃ　ａｎｄ　Ｍｅｄｉｃｉｎａｌ　Ｃ
ｈｅｍｉｓｔｒｙ　Ｌｅｔｔｅｒｓ，　２２（２０１２），　３４６０－３４６６」に記
載されているプロセスと同様にして、例えば、溶媒（例えば、ジメチルホルムアミド、ク
ロロホルム又はアセトニトリル）の中でハロゲン化剤としてＮ－クロロスクシンイミド又
はＮ－ブロモスクシンイミドを使用して、式（ＸＸＩＩ）で表される化合物からハロゲン
化によって調製することができる。
【０１３４】
　方法及び使用
　本発明は、さらに、害虫を防除する方法にも関し、ここで、該方法においては、式（Ｉ
）で表される化合物を害虫及び／又はそれらの生息環境に作用させる。害虫の該防除は、
好ましくは、農業及び林業において、並びに、材料物質（ｍａｔｅｒｉａｌ）の保護にお
いて、実施される。好ましくは、ヒト又は動物の身体の外科的な又は治療的な処置方法及
びヒト又は動物の身体に対して実施される診断方法は、上記方法から除外される。
【０１３５】
　本発明は、さらに、殺有害生物剤としての、特に、作物保護組成物としての、式（Ｉ）
で表される化合物の使用にも関する。
【０１３６】
　本出願に関連して、用語「殺有害生物剤（ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ）」は、いずれの場合に
も、常に、用語「作物保護組成物」も包含する。
【０１３７】
　式（Ｉ）で表される化合物は、植物が良好な耐性を示し、内温動物に対する毒性が望ま
しい程度であり、及び、良好な環境適合性を示す場合、生物的ストレス因子及び非生物的
ストレス因子に対して植物及び植物の器官を保護するのに適しており、収穫高を増大させ
るのに適しており、収穫物の質を向上させるのに適しており、また、農業において、園芸
において、畜産業において、水性栽培において、森林で、庭園やレジャー施設で、貯蔵生
産物や材料物質の保護において、及び、衛生学の分野において遭遇する害虫、特に、昆虫
類、クモ形類動物、蠕虫類、特に、線虫類、及び、軟体動物を防除するのに適している。
【０１３８】
　本特許出願に関連して、用語「衛生学（ｈｙｇｉｅｎｅ）」は、疾患（特に、感染症）
を予防することを目的とする任意の全ての手段、準備及び方法、並びに、ヒト及び動物の
健康を保護するのに及び／又は環境を保護するのに及び／又は清潔を維持するのに役立つ
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任意の全ての手段、準備及び方法を意味するものと理解されるべきである。本発明によれ
ば、これには、特に、きれいにするための手段、消毒するための手段及び滅菌するための
手段、例えば、繊維又は硬質表面（特に、ガラス製、木製、コンクリート製、磁器製、セ
ラミック製、プラスチック製の表面、又は、金属（類）製の表面）を衛生害虫及び／又は
その分泌物が存在していない状態に維持するための、それらをきれいにするための手段、
消毒するための手段及び滅菌するための手段が包含される。これに関連して、好ましくは
、ヒト又は動物の身体に対して施される外科的又は治療的な処置方法、及び、ヒト又は動
物の身体に対してなされる診断方法は、本発明による保護の範囲から除外される。
【０１３９】
　用語「衛生学の分野」には、そのような衛生学的な手段、準備及び方法が重要である全
ての領域、技術分野及び産業上の利用、例えば、調理場、パン屋、空港、浴室、スイミン
グプール、デパート、ホテル、病院、家畜小屋、動物飼育などにおける衛生に関する全て
の領域、技術分野及び産業上の利用が包含される。
【０１４０】
　従って、用語「衛生害虫」は、衛生学の分野においてその存在が問題である、特に、健
康上の理由に関して問題である、１種類以上の害虫を意味するものと理解されるべきであ
る。従って、主な目的は、衛生害虫の存在を回避するか若しくは最小限に抑制すること、
及び／又は、衛生学の分野において衛生害虫との接触を回避するか若しくは最小限に抑制
することである。このことは、特に、発生を予防するため及び既に発生している害虫を阻
止するための両方に使用することが可能な殺害虫剤を使用することによって達成すること
が可能である。害虫との接触を防止するか又は低減させる製剤を使用することも可能であ
る。衛生害虫としては、例えば、以下に記載されている生物などを挙げることができる。
【０１４１】
　かくして、用語「衛生学的な保護」には、そのような衛生学的な手段、準備及び方法を
維持及び／又は改善する全ての行為が包含される。
【０１４２】
　式（Ｉ）で表される化合物は、好ましくは、殺有害生物剤として使用することができる
。それらは、通常の感受性種及び抵抗性種に対して有効であり、並びに、さらに、全ての
発育段階又は特定の発育段階に対して活性を示す。上記害虫としては、以下のものを挙げ
ることができる：
　節足動物門の害虫、特に、クモ綱（Ａｒａｃｈｎｉｄａ）の、例えば、アカルス属種（
Ａｃａｒｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、アカルス・シロ（Ａｃａｒｕｓ　ｓｉｒｏ）、アケ
リア・クコ（Ａｃｅｒｉａ　ｋｕｋｏ）、アケリア・シェルドニ（Ａｃｅｒｉａ　ｓｈｅ
ｌｄｏｎｉ）、アクロプス属種（Ａｃｕｌｏｐｓ　ｓｐｐ．）、アクルス属種（Ａｃｕｌ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、アクルス・フォクケウイ（Ａｃｕｌｕｓ　ｆｏｃｋｅｕｉ）
、アクルス・シュレクテンダリ（Ａｃｕｌｕｓ　ｓｃｈｌｅｃｈｔｅｎｄａｌｉ）、アン
ブリオンマ属種（Ａｍｂｌｙｏｍｍａ　ｓｐｐ．）、アムフィテトラニクス・ビエネンシ
ス（Ａｍｐｈｉｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｖｉｅｎｎｅｎｓｉｓ）、アルガス属種（Ａｒ
ｇａｓ　ｓｐｐ．）、ボオフィルス属種（Ｂｏｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ブレビパル
プス属種（Ｂｒｅｖｉｐａｌｐｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ブレビパルプス・ホエニシス
（Ｂｒｅｖｉｐａｌｐｕｓ　ｐｈｏｅｎｉｃｉｓ）、ブリオビア・グラミヌム（Ｂｒｙｏ
ｂｉａ　ｇｒａｍｉｎｕｍ）、ブリオビア・プラエチオサ（Ｂｒｙｏｂｉａ　ｐｒａｅｔ
ｉｏｓａ）、セントルロイデス属種（Ｃｅｎｔｒｕｒｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、コリオプ
テス属種（Ｃｈｏｒｉｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、デルマニスス・ガリナエ（Ｄｅｒｍａｎ
ｙｓｓｕｓ　ｇａｌｌｉｎａｅ）、デルマトファゴイデス・プテロニシヌス（Ｄｅｒｍａ
ｔｏｐｈａｇｏｉｄｅｓ　ｐｔｅｒｏｎｙｓｓｉｎｕｓ）、デルマトファゴイデス・ファ
リナエ（Ｄｅｒｍａｔｏｐｈａｇｏｉｄｅｓ　ｆａｒｉｎａｅ）、デルマセントル属種（
Ｄｅｒｍａｃｅｎｔｏｒ　ｓｐｐ．）、エオテトラニクス属種（Ｅｏｔｅｔｒａｎｙｃｈ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、エオテトラニクス・ヒコリアエ（Ｅｏｔｅｔｒａｎｙｃｈｕ
ｓ　ｈｉｃｏｒｉａｅ）、エピトリメルス・ピリ（Ｅｐｉｔｒｉｍｅｒｕｓ　ｐｙｒｉ）
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、エウテトラニクス属種（Ｅｕｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、エウテト
ラニクス・バンクシ（Ｅｕｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｂａｎｋｓｉ）、エリオフィエス属
種（Ｅｒｉｏｐｈｙｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、エリオフィエス・ピリ（Ｅｒｉｏｐｈｙ
ｅｓ　ｐｙｒｉ）、グリシファグス・ドメスチクス（Ｇｌｙｃｙｐｈａｇｕｓ　ｄｏｍｅ
ｓｔｉｃｕｓ）、ハロチデウス・デストルクトル（Ｈａｌｏｔｙｄｅｕｓ　ｄｅｓｔｒｕ
ｃｔｏｒ）、ヘミタロソネムス属種（Ｈｅｍｉｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、例え
ば、ヘミタロソネムス・ラツス（Ｈｅｍｉｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｌａｔｕｓ）（＝ポリ
ファゴタルソネムス・ラツス（Ｐｏｌｙｐｈａｇｏｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｌａｔｕｓ）
）、ヒアロンマ属種（Ｈｙａｌｏｍｍａ　ｓｐｐ．）、イキソデス属種（Ｉｘｏｄｅｓ　
ｓｐｐ．）、ラトロデクツス属種（Ｌａｔｒｏｄｅｃｔｕｓ　ｓｐｐ．）、ロキソスケレ
ス属種（Ｌｏｘｏｓｃｅｌｅｓ　ｓｐｐ．）、ネウトロムビクラ・アウツムナリス（Ｎｅ
ｕｔｒｏｍｂｉｃｕｌａ　ａｕｔｕｍｎａｌｉｓ）、ヌフェルサ属種（Ｎｕｐｈｅｒｓａ
　ｓｐｐ．）、オリゴニクス属種（Ｏｌｉｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、オリ
ゴニクス・コフェアエ（Ｏｌｉｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｃｏｆｆｅａｅ）、オリゴニクス・コ
ニフェラルム（Ｏｌｉｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｃｏｎｉｆｅｒａｒｕｍ）、オリゴニクス・イ
リシス（Ｏｌｉｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｉｌｉｃｉｓ）、オリゴニクス・インジクス（Ｏｌｉ
ｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｉｎｄｉｃｕｓ）、オリゴニクス・マンギフェルス（Ｏｌｉｇｏｎｙ
ｃｈｕｓ　ｍａｎｇｉｆｅｒｕｓ）、オリゴニクス・プラテンシス（Ｏｌｉｇｏｎｙｃｈ
ｕｓ　ｐｒａｔｅｎｓｉｓ）、オリゴニクス・プニカエ（Ｏｌｉｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｐｕ
ｎｉｃａｅ）、オリゴニクス・イオテルシ（Ｏｌｉｇｏｎｙｃｈｕｓ　ｙｏｔｈｅｒｓｉ
）、オルニトドルス属種（Ｏｒｎｉｔｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、オルニトニスス属種
（Ｏｒｎｉｔｈｏｎｙｓｓｕｓ　ｓｐｐ．）、パノニクス属種（Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ　
ｓｐｐ．）、例えば、パノニクス・シトリ（Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ　ｃｉｔｒｉ）（＝メ
タテトラニクス・シトリ（Ｍｅｔａｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｃｉｔｒｉ））、パノニク
ス・ウルミ（Ｐａｎｏｎｙｃｈｕｓ　ｕｌｍｉ）（＝メタテトラニクス・ウルミ（Ｍｅｔ
ａｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｕｌｍｉ））、フィロコプトルタ・オレイボラ（Ｐｈｙｌｌ
ｏｃｏｐｔｒｕｔａ　ｏｌｅｉｖｏｒａ）、プラチテトラニクス・ムルチジギツリ（Ｐｌ
ａｔｙｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｍｕｌｔｉｄｉｇｉｔｕｌｉ）、ポリファゴタルソネム
ス・ラツス（Ｐｏｌｙｐｈａｇｏｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｌａｔｕｓ）、プソロプテス属
種（Ｐｓｏｒｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、リピセファルス属種（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌｕ
ｓ　ｓｐｐ．）、リゾグリフス属種（Ｒｈｉｚｏｇｌｙｐｈｕｓ　ｓｐｐ．）、サルコプ
テス属種（Ｓａｒｃｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、スコルピオ・マウルス（Ｓｃｏｒｐｉｏ　
ｍａｕｒｕｓ）、ステネオタルソネムス属種（Ｓｔｅｎｅｏｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｓｐ
ｐ．）、ステネオタルソネムス・スピンキ（Ｓｔｅｎｅｏｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｓｐｉ
ｎｋｉ）、タルソネムス属種（Ｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、タルソネム
ス・コンフスス（Ｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｃｏｎｆｕｓｕｓ）、タルソネムス・パリズス
（Ｔａｒｓｏｎｅｍｕｓ　ｐａｌｌｉｄｕｓ）、テトラニクス属種（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、テトラニクス・カナデンシス（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｃ
ａｎａｄｅｎｓｉｓ）、テトラニクス・シンナバリヌス（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｃｉ
ｎｎａｂａｒｉｎｕｓ）、テトラニクス・ツルケスタニ（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｔｕ
ｒｋｅｓｔａｎｉ）、テトラニクス・ウルチカエ（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｕｒｔｉｃ
ａｅ）、トロムビクラ・アルフレズゲシ（Ｔｒｏｍｂｉｃｕｌａ　ａｌｆｒｅｄｄｕｇｅ
ｓｉ）、バエジョビス属種（Ｖａｅｊｏｖｉｓ　ｓｐｐ．）、バサテス・リコペルシシ（
Ｖａｓａｔｅｓ　ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｉ）；
　ムカデ綱（Ｃｈｉｌｏｐｏｄａ）の、例えば、ゲオフィルス属種（Ｇｅｏｐｈｉｌｕｓ
　ｓｐｐ．）、スクチゲラ属種（Ｓｃｕｔｉｇｅｒａ　ｓｐｐ．）；
　トビムシ目（Ｃｏｌｌｅｍｂｏｌａ）又はトビムシ綱の、例えば、オニキウルス・アル
マツス（Ｏｎｙｃｈｉｕｒｕｓ　ａｒｍａｔｕｓ）；　スミンツルス・ビリジス（Ｓｍｉ
ｎｔｈｕｒｕｓ　ｖｉｒｉｄｉｓ）；
　ヤスデ綱（Ｄｉｐｌｏｐｏｄａ）の、例えば、ブラニウルス・グツラツス（Ｂｌａｎｉ
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ｕｌｕｓ　ｇｕｔｔｕｌａｔｕｓ）；
　昆虫綱（Ｉｎｓｅｃｔａ）の、例えば、ゴキブリ目（Ｂｌａｔｔｏｄｅａ）の、例えば
、ブラッタ・オリエンタリス（Ｂｌａｔｔａ　ｏｒｉｅｎｔａｌｉｓ）、ブラッテラ・ア
サヒナイ（Ｂｌａｔｔｅｌｌａ　ａｓａｈｉｎａｉ）、ブラッテラ・ゲルマニカ（Ｂｌａ
ｔｔｅｌｌａ　ｇｅｒｍａｎｉｃａ）、レウコファエア・マデラエ（Ｌｅｕｃｏｐｈａｅ
ａ　ｍａｄｅｒａｅ）、ロボプテラ・デシピエンス（Ｌｏｂｏｐｔｅｒａ　ｄｅｃｉｐｉ
ｅｎｓ）、ネオスチロピガ・ロムビフォリア（Ｎｅｏｓｔｙｌｏｐｙｇａ　ｒｈｏｍｂｉ
ｆｏｌｉａ）、パンクロラ属種（Ｐａｎｃｈｌｏｒａ　ｓｐｐ．）、パルコブラッタ属種
（Ｐａｒｃｏｂｌａｔｔａ　ｓｐｐ．）、ペリプラネタ属種（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　
ｓｐｐ．）、例えば、ペリプラネタ・アメリカナ（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　ａｍｅｒｉ
ｃａｎａ）、ペリプラネタ・アウストララシアエ（Ｐｅｒｉｐｌａｎｅｔａ　ａｕｓｔｒ
ａｌａｓｉａｅ）、ピクノセルス・スリナメンシス（Ｐｙｃｎｏｓｃｅｌｕｓ　ｓｕｒｉ
ｎａｍｅｎｓｉｓ）、スペラ・ロンギパルパ（Ｓｕｐｅｌｌａ　ｌｏｎｇｉｐａｌｐａ）
；
　コウチュウ目（Ｃｏｌｅｏｐｔｅｒａ）の、例えば、アカリンマ・ビタツム（Ａｃａｌ
ｙｍｍａ　ｖｉｔｔａｔｕｍ）、アカントセリデス・オブテクツス（Ａｃａｎｔｈｏｓｃ
ｅｌｉｄｅｓ　ｏｂｔｅｃｔｕｓ）、アドレツス属種（Ａｄｏｒｅｔｕｓ　ｓｐｐ．）、
アエチナ・ツミダ（Ａｅｔｈｉｎａ　ｔｕｍｉｄａ）、アゲラスチカ・アルニ（Ａｇｅｌ
ａｓｔｉｃａ　ａｌｎｉ）、アグリルス属種（Ａｇｒｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ア
グリルス・プラニペンニス（Ａｇｒｉｌｕｓ　ｐｌａｎｉｐｅｎｎｉｓ）、アグリルス・
コキサリス（Ａｇｒｉｌｕｓ　ｃｏｘａｌｉｓ）、アグリルス・ビリネアツス（Ａｇｒｉ
ｌｕｓ　ｂｉｌｉｎｅａｔｕｓ）、アグリルス・アンキシウス（Ａｇｒｉｌｕｓ　ａｎｘ
ｉｕｓ）、アグリオテス属種（Ａｇｒｉｏｔｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、アグリオテス・
リンネアツス（Ａｇｒｉｏｔｅｓ　ｌｉｎｎｅａｔｕｓ）、アグリオテス・マンクス（Ａ
ｇｒｉｏｔｅｓ　ｍａｎｃｕｓ）、アルフィトビウス・ジアペリヌス（Ａｌｐｈｉｔｏｂ
ｉｕｓ　ｄｉａｐｅｒｉｎｕｓ）、アムフィマロン・ソルスチチアリス（Ａｍｐｈｉｍａ
ｌｌｏｎ　ｓｏｌｓｔｉｔｉａｌｉｓ）、アノビウム・プンクタツム（Ａｎｏｂｉｕｍ　
ｐｕｎｃｔａｔｕｍ）、アノプロホラ属種（Ａｎｏｐｌｏｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．）、例え
ば、アノプロホラ・グラブリペンニス（Ａｎｏｐｌｏｐｈｏｒａ　ｇｌａｂｒｉｐｅｎｎ
ｉｓ）、アントノムス属種（Ａｎｔｈｏｎｏｍｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、アントノムス
・グルンジス（Ａｎｔｈｏｎｏｍｕｓ　ｇｒｕｎｄｉｓ）、アントレヌス属種（Ａｎｔｈ
ｒｅｎｕｓ　ｓｐｐ．）、アピオン属種（Ａｐｉｏｎ　ｓｐｐ．）、アポゴニア属種（Ａ
ｐｏｇｏｎｉａ　ｓｐｐ．）、アトマリア属種（Ａｔｏｍａｒｉａ　ｓｐｐ．）、例えば
、アトマリア・リネアル（Ａｔｏｍａｒｉａ　ｌｉｎｅａｒｉｓ）、アタゲヌス属種（Ａ
ｔｔａｇｅｎｕｓ　ｓｐｐ．）、バリス・カエルレセンス（Ｂａｒｉｓ　ｃａｅｒｕｌｅ
ｓｃｅｎｓ）、ブルキジウス・オブテクツス（Ｂｒｕｃｈｉｄｉｕｓ　ｏｂｔｅｃｔｕｓ
）、ブルクス属種（Ｂｒｕｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ブルクス・ピソルム（Ｂｒｕ
ｃｈｕｓ　ｐｉｓｏｒｕｍ）、ブルクス・ルフィマヌス（Ｂｒｕｃｈｕｓ　ｒｕｆｉｍａ
ｎｕｓ）、カッシダ属種（Ｃａｓｓｉｄａ　ｓｐｐ．）、セロトマ・トリフルカタ（Ｃｅ
ｒｏｔｏｍａ　ｔｒｉｆｕｒｃａｔａ）、セウトリンクス属種（Ｃｅｕｔｏｒｒｈｙｎｃ
ｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、セウトリンクス・アシミリス（Ｃｅｕｔｏｒｒｈｙｎｃｈ
ｕｓ　ａｓｓｉｍｉｌｉｓ）、セウトリンクス・クアドリデンス（Ｃｅｕｔｏｒｒｈｙｎ
ｃｈｕｓ　ｑｕａｄｒｉｄｅｎｓ）、セウトリンクス・ラパエ（Ｃｅｕｔｏｒｒｈｙｎｃ
ｈｕｓ　ｒａｐａｅ）、カエトクネマ属種（Ｃｈａｅｔｏｃｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、例え
ば、カエトクネマ・コンフィニス（Ｃｈａｅｔｏｃｎｅｍａ　ｃｏｎｆｉｎｉｓ）、カエ
トクネマ・デンチクラタ（Ｃｈａｅｔｏｃｎｅｍａ　ｄｅｎｔｉｃｕｌａｔａ）、カエト
クネマ・エクチパ（Ｃｈａｅｔｏｃｎｅｍａ　ｅｃｔｙｐａ）、クレオヌス・メンジクス
（Ｃｌｅｏｎｕｓ　ｍｅｎｄｉｃｕｓ）、コノデルス属種（Ｃｏｎｏｄｅｒｕｓ　ｓｐｐ
．）、コスモポリテス属種（Ｃｏｓｍｏｐｏｌｉｔｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、コスモポ
リテス・ソルジズス（Ｃｏｓｍｏｐｏｌｉｔｅｓ　ｓｏｒｄｉｄｕｓ）、コステリトラ・
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ゼアルンジカ（Ｃｏｓｔｅｌｙｔｒａ　ｚｅａｌｕｎｄｉｃａ）、クテニセラ属種（Ｃｔ
ｅｎｉｃｅｒａ　ｓｐｐ．）、クルクリオ属種（Ｃｕｒｃｕｌｉｏ　ｓｐｐ．）、例えば
、クルクリオ・カリアエ（Ｃｕｒｃｕｌｉｏ　ｃａｒｙａｅ）、クルクリオ・カリアトリ
ペス（Ｃｕｒｃｕｌｉｏ　ｃａｒｙａｔｒｙｐｅｓ）、クルクリオ・オブツスス（Ｃｕｒ
ｃｕｌｉｏ　ｏｂｔｕｓｕｓ）、クルクリオ・サイイ（Ｃｕｒｃｕｌｉｏ　ｓａｙｉ）、
クリプトレステス・フェルギネウス（Ｃｒｙｐｔｏｌｅｓｔｅｓ　ｆｅｒｒｕｇｉｎｅｕ
ｓ）、クリプトレステス・プシルス（Ｃｒｙｐｔｏｌｅｓｔｅｓ　ｐｕｓｉｌｌｕｓ）、
クリプトリンクス・ラパチ（Ｃｒｙｐｔｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｌａｐａｔｈｉ）、クリプ
トリンクス・マンギフェラエ（Ｃｒｙｐｔｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｍａｎｇｉｆｅｒａｅ）
、シリンドロコプツルス属種（Ｃｙｌｉｎｄｒｏｃｏｐｔｕｒｕｓ　ｓｐｐ．）、シリン
ドロコプツルス・アドスペルスス（Ｃｙｌｉｎｄｒｏｃｏｐｔｕｒｕｓ　ａｄｓｐｅｒｓ
ｕｓ）、シリンドロコプツルス・フルニシ（Ｃｙｌｉｎｄｒｏｃｏｐｔｕｒｕｓ　ｆｕｒ
ｎｉｓｓｉ）、デンドロクトヌス属種（Ｄｅｎｄｒｏｃｔｏｎｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば
、デンドロクトヌス・ポンデロサエ（Ｄｅｎｄｒｏｃｔｏｎｕｓ　ｐｏｎｄｅｒｏｓａｅ
）、デルメステス属種（Ｄｅｒｍｅｓｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ジアブロチカ属種（Ｄｉａｂ
ｒｏｔｉｃａ　ｓｐｐ．）、例えば、ジアブロチカ・バルテアタ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ
　ｂａｌｔｅａｔａ）、ジアブロチカ・バルベリ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｂａｒｂｅｒ
ｉ）、ジアブロチカ・ウンデシムプンクタタ・ホワルジ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｕｎｄ
ｅｃｉｍｐｕｎｃｔａｔａ　ｈｏｗａｒｄｉ）、ジアブロチカ・ウンデシムプンクタタ・
ウンデシムプンクタタ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｕｎｄｅｃｉｍｐｕｎｃｔａｔａ　ｕｎ
ｄｅｃｉｍｐｕｎｃｔａｔａ）、ジアブロチカ・ビルギフェラ・ビルギフェラ（Ｄｉａｂ
ｒｏｔｉｃａ　ｖｉｒｇｉｆｅｒａ　ｖｉｒｇｉｆｅｒａ）、ジアブロチカ・ビルギフェ
ラ・ゼアエ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｖｉｒｇｉｆｅｒａ　ｚｅａｅ）、ジコクロシス属
種（Ｄｉｃｈｏｃｒｏｃｉｓ　ｓｐｐ．）、ジクラジスパ・アルミゲラ（Ｄｉｃｌａｄｉ
ｓｐａ　ａｒｍｉｇｅｒａ）、ジロボデルス属種（Ｄｉｌｏｂｏｄｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）
、エピカエルス属種（Ｅｐｉｃａｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、エピラクナ属種（Ｅｐｉｌａｃ
ｈｎａ　ｓｐｐ．）、例えば、エピラクナ・ボレアリス（Ｅｐｉｌａｃｈｎａ　ｂｏｒｅ
ａｌｉｓ）、エピラクナ・バリベスチス（Ｅｐｉｌａｃｈｎａ　ｖａｒｉｖｅｓｔｉｓ）
、エピトリキス属種（Ｅｐｉｔｒｉｘ　ｓｐｐ．）、例えば、エピトリキス・ククメリス
（Ｅｐｉｔｒｉｘ　ｃｕｃｕｍｅｒｉｓ）、エピトリキス・フスクラ（Ｅｐｉｔｒｉｘ　
ｆｕｓｃｕｌａ）、エピトリキス・ヒルチペンニス（Ｅｐｉｔｒｉｘ　ｈｉｒｔｉｐｅｎ
ｎｉｓ）、エピトリキス・スブクリニタ（Ｅｐｉｔｒｉｘ　ｓｕｂｃｒｉｎｉｔａ）、エ
ピトリキス・ツベリス（Ｅｐｉｔｒｉｘ　ｔｕｂｅｒｉｓ）、ファウスチヌス属種（Ｆａ
ｕｓｔｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、ギビウム・プシロイデス（Ｇｉｂｂｉｕｍ　ｐｓｙｌｌｏ
ｉｄｅｓ）、グナトセルス・コルヌツス（Ｇｎａｔｈｏｃｅｒｕｓ　ｃｏｒｎｕｔｕｓ）
、ヘルラ・ウンダリス（Ｈｅｌｌｕｌａ　ｕｎｄａｌｉｓ）、ヘテロニクス・アラトル（
Ｈｅｔｅｒｏｎｙｃｈｕｓ　ａｒａｔｏｒ）、ヘテロニキス属種（Ｈｅｔｅｒｏｎｙｘ　
ｓｐｐ．）、ヒラモルファ・エレガンス（Ｈｙｌａｍｏｒｐｈａ　ｅｌｅｇａｎｓ）、ヒ
ロトルペス・バジュルス（Ｈｙｌｏｔｒｕｐｅｓ　ｂａｊｕｌｕｓ）、ヒペラ・ポスチカ
（Ｈｙｐｅｒａ　ｐｏｓｔｉｃａ）、ヒポメセス・スクアモスス（Ｈｙｐｏｍｅｃｅｓ　
ｓｑｕａｍｏｓｕｓ）、ヒポテネムス属種（Ｈｙｐｏｔｈｅｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、例
えば、ヒポテネムス・ハムペイ（Ｈｙｐｏｔｈｅｎｅｍｕｓ　ｈａｍｐｅｉ）、ヒポテネ
ムス・オブスクルス（Ｈｙｐｏｔｈｅｎｅｍｕｓ　ｏｂｓｃｕｒｕｓ）、ヒポテネムス・
プベセンス（Ｈｙｐｏｔｈｅｎｅｍｕｓ　ｐｕｂｅｓｃｅｎｓ）、ラクノステルナ・コン
サングイネア（Ｌａｃｈｎｏｓｔｅｒｎａ　ｃｏｎｓａｎｇｕｉｎｅａ）、ラシドデルマ
・セリコルネ（Ｌａｓｉｏｄｅｒｍａ　ｓｅｒｒｉｃｏｒｎｅ）、ラテチクス・オリザエ
（Ｌａｔｈｅｔｉｃｕｓ　ｏｒｙｚａｅ）、ラトリジウス属種（Ｌａｔｈｒｉｄｉｕｓ　
ｓｐｐ．）、レマ属種（Ｌｅｍａ　ｓｐｐ．）、レプチノタルサ・デセムリネアタ（Ｌｅ
ｐｔｉｎｏｔａｒｓａ　ｄｅｃｅｍｌｉｎｅａｔａ）、レウコプテラ属種（Ｌｅｕｃｏｐ
ｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、例えば、レウコプテラ・コフェエラ（Ｌｅｕｃｏｐｔｅｒａ　ｃ
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ｏｆｆｅｅｌｌａ）、リモニウス・エクチプス（Ｌｉｍｏｎｉｕｓ　ｅｃｔｙｐｕｓ）、
リッソロプトルス・オリゾフィルス（Ｌｉｓｓｏｒｈｏｐｔｒｕｓ　ｏｒｙｚｏｐｈｉｌ
ｕｓ）、リストロノツス属種（Ｌｉｓｔｒｏｎｏｔｕｓ　ｓｐｐ．）（＝ヒペロデス属種
（Ｈｙｐｅｒｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、リキスス属種（Ｌｉｘｕｓ　ｓｐｐ．）、ルペロデ
ス属種（Ｌｕｐｅｒｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ルペロモルファ・キサントデラ（Ｌｕｐｅｒ
ｏｍｏｒｐｈａ　ｘａｎｔｈｏｄｅｒａ）、リクツス属種（Ｌｙｃｔｕｓ　ｓｐｐ．）、
メガシレネ属種（Ｍｅｇａｃｙｌｌｅｎｅ　ｓｐｐ．）、例えば、メガシレネ・ロビニア
エ（Ｍｅｇａｃｙｌｌｅｎｅ　ｒｏｂｉｎｉａｅ）、メガセリス属種（Ｍｅｇａｓｃｅｌ
ｉｓ　ｓｐｐ．）、メラノツス属種（Ｍｅｌａｎｏｔｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、メラノ
ツス・ロングルス・オレゴネンシス（Ｍｅｌａｎｏｔｕｓ　ｌｏｎｇｕｌｕｓ　ｏｒｅｇ
ｏｎｅｎｓｉｓ）、メリゲテス・アエネウス（Ｍｅｌｉｇｅｔｈｅｓ　ａｅｎｅｕｓ）、
メロロンタ属種（Ｍｅｌｏｌｏｎｔｈａ　ｓｐｐ．）、例えば、メロロンタ・メロロンタ
（Ｍｅｌｏｌｏｎｔｈａ　ｍｅｌｏｌｏｎｔｈａ）、ミグドルス属種（Ｍｉｇｄｏｌｕｓ
　ｓｐｐ．）、モノカムス属種（Ｍｏｎｏｃｈａｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ナウパクツス・キ
サントグラフス（Ｎａｕｐａｃｔｕｓ　ｘａｎｔｈｏｇｒａｐｈｕｓ）、ネクロビア属種
（Ｎｅｃｒｏｂｉａ　ｓｐｐ．）、ネオガレルセラ属種（Ｎｅｏｇａｌｅｒｕｃｅｌｌａ
　ｓｐｐ．）、ニプツス・ホロレウクス（Ｎｉｐｔｕｓ　ｈｏｌｏｌｅｕｃｕｓ）、オリ
クテス・リノセロス（Ｏｒｙｃｔｅｓ　ｒｈｉｎｏｃｅｒｏｓ）、オリザエフィルス・ス
リナメンシス（Ｏｒｙｚａｅｐｈｉｌｕｓ　ｓｕｒｉｎａｍｅｎｓｉｓ）、オリザファグ
ス・オリザエ（Ｏｒｙｚａｐｈａｇｕｓ　ｏｒｙｚａｅ）、オチオリンクス属種（Ｏｔｉ
ｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、オチオリンクス・クリブリコリス（Ｏｔｉｏ
ｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｃｒｉｂｒｉｃｏｌｌｉｓ）、オチオリンクス・リグスチシ（Ｏｔｉ
ｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｌｉｇｕｓｔｉｃｉ）、オチオリンクス・オバツス（Ｏｔｉｏｒｈ
ｙｎｃｈｕｓ　ｏｖａｔｕｓ）、オチオリンクス・ルゴソストリアルス（Ｏｔｉｏｒｈｙ
ｎｃｈｕｓ　ｒｕｇｏｓｏｓｔｒｉａｒｕｓ）、オチオリンクス・スルカツス（Ｏｔｉｏ
ｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｕｌｃａｔｕｓ）、オウレマ属種（Ｏｕｌｅｍａ　ｓｐｐ．）、例
えば、オウレマ・メラノプス（Ｏｕｌｅｍａ　ｍｅｌａｎｏｐｕｓ）、オウレマ・オリザ
エ（Ｏｕｌｅｍａ　ｏｒｙｚａｅ）、オキシセトニア・ジュクンダ（Ｏｘｙｃｅｔｏｎｉ
ａ　ｊｕｃｕｎｄａ）、ファエドン・コクレアリアエ（Ｐｈａｅｄｏｎ　ｃｏｃｈｌｅａ
ｒｉａｅ）、フィロファガ属種（Ｐｈｙｌｌｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）、フィロファガ・
ヘレリ（Ｐｈｙｌｌｏｐｈａｇａ　ｈｅｌｌｅｒｉ）、フィロトレタ属種（Ｐｈｙｌｌｏ
ｔｒｅｔａ　ｓｐｐ．）、例えば、フィロトレタ・アルモラシアエ（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅ
ｔａ　ａｒｍｏｒａｃｉａｅ）、フィロトレタ・プシラ（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ｐｕ
ｓｉｌｌａ）、フィロトレタ・ラモサ（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ｒａｍｏｓａ）、フィ
ロトレタ・ストリオラタ（Ｐｈｙｌｌｏｔｒｅｔａ　ｓｔｒｉｏｌａｔａ）、ポピリア・
ジャポニカ（Ｐｏｐｉｌｌｉａ　ｊａｐｏｎｉｃａ）、プレムノトリペス属種（Ｐｒｅｍ
ｎｏｔｒｙｐｅｓ　ｓｐｐ．）、プロステファヌス・トルンカツス（Ｐｒｏｓｔｅｐｈａ
ｎｕｓ　ｔｒｕｎｃａｔｕｓ）、プシリオデス属種（Ｐｓｙｌｌｉｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）
、例えば、プシリオデス・アフィニス（Ｐｓｙｌｌｉｏｄｅｓ　ａｆｆｉｎｉｓ）、プシ
リオデス・クリソセファラ（Ｐｓｙｌｌｉｏｄｅｓ　ｃｈｒｙｓｏｃｅｐｈａｌａ）、プ
シリオデス・プンクツラタ（Ｐｓｙｌｌｉｏｄｅｓ　ｐｕｎｃｔｕｌａｔａ）、プチヌス
属種（Ｐｔｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、リゾビウス・ベントラリス（Ｒｈｉｚｏｂｉｕｓ　ｖ
ｅ
ｎｔｒａｌｉｓ）、リゾペルタ・ドミニカ（Ｒｈｉｚｏｐｅｒｔｈａ　ｄｏｍｉｎｉｃａ
）、リンコホルス属種（Ｒｈｙｎｃｈｏｐｈｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、リンコホルス・フェ
ルギネウス（Ｒｈｙｎｃｈｏｐｈｏｒｕｓ　ｆｅｒｒｕｇｉｎｅｕｓ）、リンコホルス・
パルマルム（Ｒｈｙｎｃｈｏｐｈｏｒｕｓ　ｐａｌｍａｒｕｍ）、スコリツス属種（Ｓｃ
ｏｌｙｔｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、スコリツス・ムルチストリアツス（Ｓｃｏｌｙｔｕ
ｓ　ｍｕｌｔｉｓｔｒｉａｔｕｓ）、シノキシロン・ペルホランス（Ｓｉｎｏｘｙｌｏｎ
　ｐｅｒｆｏｒａｎｓ）、シトフィルス属種（Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、例え
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ば、シトフィルス・グラナリウス（Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　ｇｒａｎａｒｉｕｓ）、シト
フィルス・リネアリス（Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　ｌｉｎｅａｒｉｓ）、シトフィルス・オ
リザエ（Ｓｉｔｏｐｈｉｌｕｓ　ｏｒｙｚａｅ）、シトフィルス・ゼアマイス（Ｓｉｔｏ
ｐｈｉｌｕｓ　ｚｅａｍａｉｓ）、スフェノホルス属種（Ｓｐｈｅｎｏｐｈｏｒｕｓ　ｓ
ｐｐ．）、ステゴビウム・パニセウム（Ｓｔｅｇｏｂｉｕｍ　ｐａｎｉｃｅｕｍ）、ステ
ルネクス属種（Ｓｔｅｒｎｅｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ステルネクス・パルダツス
（Ｓｔｅｒｎｅｃｈｕｓ　ｐａｌｕｄａｔｕｓ）、シムフィレテス属種（Ｓｙｍｐｈｙｌ
ｅｔｅｓ　ｓｐｐ．）、タニメクス属種（Ｔａｎｙｍｅｃｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、タ
ニメクス・ジラチコリス（Ｔａｎｙｍｅｃｕｓ　ｄｉｌａｔｉｃｏｌｌｉｓ）、タニメク
ス・インジクス（Ｔａｎｙｍｅｃｕｓ　ｉｎｄｉｃｕｓ）、タニメクス・パリアツス（Ｔ
ａｎｙｍｅｃｕｓ　ｐａｌｌｉａｔｕｓ）、テネブリオ・モリトル（Ｔｅｎｅｂｒｉｏ　
ｍｏｌｉｔｏｒ）、テネブリオイデス・マウレタニクス（Ｔｅｎｅｂｒｉｏｉｄｅｓ　ｍ
ａｕｒｅｔａｎｉｃｕｓ）、トリボリウム属種（Ｔｒｉｂｏｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、例え
ば、トリボリウム・アウダキス（Ｔｒｉｂｏｌｉｕｍ　ａｕｄａｘ）、トリボリウム・カ
スタネウム（Ｔｒｉｂｏｌｉｕｍ　ｃａｓｔａｎｅｕｍ）、トリボリウム・コンフスム（
Ｔｒｉｂｏｌｉｕｍ　ｃｏｎｆｕｓｕｍ）、トロゴデルマ属種（Ｔｒｏｇｏｄｅｒｍａ　
ｓｐｐ．）、チキウス属種（Ｔｙｃｈｉｕｓ　ｓｐｐ．）、キシロトレクス属種（Ｘｙｌ
ｏｔｒｅｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ザブルス属種（Ｚａｂｒｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ザ
ブルス・テネブリオイデス（Ｚａｂｒｕｓ　ｔｅｎｅｂｒｉｏｉｄｅｓ）；
　ハサミムシ目（Ｄｅｒｍａｐｔｅｒａ）の、例えば、アニソラビス・マリチメ（Ａｎｉ
ｓｏｌａｂｉｓ　ｍａｒｉｔｉｍｅ）、ホルフィクラ・アウリクラリア（Ｆｏｒｆｉｃｕ
ｌａ　ａｕｒｉｃｕｌａｒｉａ）、ラビズラ・リパリア（Ｌａｂｉｄｕｒａ　ｒｉｐａｒ
ｉａ）；
　ハエ目（Ｄｉｐｔｅｒａ）の、例えば、アエデス属種（Ａｅｄｅｓ　ｓｐｐ．）、例え
ば、アエデス・アエギプチ（Ａｅｄｅｓ　ａｅｇｙｐｔｉ）、アエデス・アルボピクツス
（Ａｅｄｅｓ　ａｌｂｏｐｉｃｔｕｓ）、アエデス・スチクチクス（Ａｅｄｅｓ　ｓｔｉ
ｃｔｉｃｕｓ）、アエデス・ベキサンス（Ａｅｄｅｓ　ｖｅｘａｎｓ）、アグロミザ属種
（Ａｇｒｏｍｙｚａ　ｓｐｐ．）、例えば、アグロミザ・フロンテラ（Ａｇｒｏｍｙｚａ
　ｆｒｏｎｔｅｌｌａ）、アグロミザ・パルビコルニス（Ａｇｒｏｍｙｚａ　ｐａｒｖｉ
ｃｏｒｎｉｓ）、アナストレファ属種（Ａｎａｓｔｒｅｐｈａ　ｓｐｐ．）、アノフェレ
ス属種（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、アノフェレス・クアドリマクラツス
（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｑｕａｄｒｉｍａｃｕｌａｔｕｓ）、アノフェレス・ガムビアエ
（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｇａｍｂｉａｅ）、アスホンジリア属種（Ａｓｐｈｏｎｄｙｌｉ
ａ　ｓｐｐ．）、バクトロセラ属種（Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ　ｓｐｐ．）、例えば、バク
トロセラ・ククルビタエ（Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ　ｃｕｃｕｒｂｉｔａｅ）、バクトロセ
ラ・ドルサリス（Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ　ｄｏｒｓａｌｉｓ）、バクトロセラ・オレアエ
（Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ　ｏｌｅａｅ）、ビビオ・ホルツラヌス（Ｂｉｂｉｏ　ｈｏｒｔ
ｕｌａｎｕｓ）、カリホラ・エリトロセファラ（Ｃａｌｌｉｐｈｏｒａ　ｅｒｙｔｈｒｏ
ｃｅｐｈａｌａ）、カリホラ・ビシナ（Ｃａｌｌｉｐｈｏｒａ　ｖｉｃｉｎａ）、セラチ
チス・カピタタ（Ｃｅｒａｔｉｔｉｓ　ｃａｐｉｔａｔａ）、キロノムス属種（Ｃｈｉｒ
ｏｎｏｍｕｓ　ｓｐｐ．）、クリソミア属種（Ｃｈｒｙｓｏｍｙａ　ｓｐｐ．）、クリソ
プス属種（Ｃｈｒｙｓｏｐｓ　ｓｐｐ．）、クリソゾナ・プルビアリス（Ｃｈｒｙｓｏｚ
ｏｎａ　ｐｌｕｖｉａｌｉｓ）、コクリオミア属種（Ｃｏｃｈｌｉｏｍｙａ　ｓｐｐ．）
、コンタリニア属種（Ｃｏｎｔａｒｉｎｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、コンタリニア・ジョ
ンソニ（Ｃｏｎｔａｒｉｎｉａ　ｊｏｈｎｓｏｎｉ）、コンタリニア・ナスツルチイ（Ｃ
ｏｎｔａｒｉｎｉａ　ｎａｓｔｕｒｔｉｉ）、コンタリニア・ピリボラ（Ｃｏｎｔａｒｉ
ｎｉａ　ｐｙｒｉｖｏｒａ）、コンタリニア・スクルジ（Ｃｏｎｔａｒｉｎｉａ　ｓｃｈ
ｕｌｚｉ）、コンタリニア・ソルギコラ（Ｃｏｎｔａｒｉｎｉａ　ｓｏｒｇｈｉｃｏｌａ
）、コンタリニア・トリチシ（Ｃｏｎｔａｒｉｎｉａ　ｔｒｉｔｉｃｉ）、コルジロビア
・アントロポファガ（Ｃｏｒｄｙｌｏｂｉａ　ａｎｔｈｒｏｐｏｐｈａｇａ）、クリコト
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プス・シルベストリス（Ｃｒｉｃｏｔｏｐｕｓ　ｓｙｌｖｅｓｔｒｉｓ）、クレキス属種
（Ｃｕｌｅｘ　ｓｐｐ．）、例えば、クレキス・ピピエンス（Ｃｕｌｅｘ　ｐｉｐｉｅｎ
ｓ）、クレキス・クインクエファシアツス（Ｃｕｌｅｘ　ｑｕｉｎｑｕｅｆａｓｃｉａｔ
ｕｓ）、クリコイデス属種（Ｃｕｌｉｃｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、クリセタ属種（Ｃｕｌ
ｉｓｅｔａ　ｓｐｐ．）、クテレブラ属種（Ｃｕｔｅｒｅｂｒａ　ｓｐｐ．）、ダクス・
オレアエ（Ｄａｃｕｓ　ｏｌｅａｅ）、ダシネウラ属種（Ｄａｓｉｎｅｕｒａ　ｓｐｐ．
）、例えば、ダシネウラ・ブラシカエ（Ｄａｓｉｎｅｕｒａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、デ
リア属種（Ｄｅｌｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、デリア・アントクア（Ｄｅｌｉａ　ａｎｔ
ｉｑｕａ）、デリア・コアルクタタ（Ｄｅｌｉａ　ｃｏａｒｃｔａｔａ）、デリア・フロ
リレガ（Ｄｅｌｉａ　ｆｌｏｒｉｌｅｇａ）、デリア・プラツラ（Ｄｅｌｉａ　ｐｌａｔ
ｕｒａ）、デリア・ラジクム（Ｄｅｌｉａ　ｒａｄｉｃｕｍ）、デルマトビア・ホミニス
（Ｄｅｒｍａｔｏｂｉａ　ｈｏｍｉｎｉｓ）、ドロソフィラ属種（Ｄｒｏｓｏｐｈｉｌａ
　ｓｐｐ．）、例えば、ドロソフィラ・メラノガステル（Ｄｒｏｓｐｈｉｌａ　ｍｅｌａ
ｎｏｇａｓｔｅｒ）、ドロソフィラ・スズキイ（Ｄｒｏｓｏｐｈｉｌａ　ｓｕｚｕｋｉｉ
）、エキノクネムス属種（Ｅｃｈｉｎｏｃｎｅｍｕｓ　ｓｐｐ．）、エウレイア・ヘラク
レイ（Ｅｕｌｅｉａ　ｈｅｒａｃｌｅｉ）、ファンニア属種（Ｆａｎｎｉａ　ｓｐｐ．）
、ガステロフィルス属種（Ｇａｓｔｅｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、グロッシナ属種（
Ｇｌｏｓｓｉｎａ　ｓｐｐ．）、ハエマトポタ属種（Ｈａｅｍａｔｏｐｏｔａ　ｓｐｐ．
）、ヒドレリア属種（Ｈｙｄｒｅｌｌｉａ　ｓｐｐ．）、ヒドレリア・グリセオラ（Ｈｙ
ｄｒｅｌｌｉａ　ｇｒｉｓｅｏｌａ）、ヒレミア属種（Ｈｙｌｅｍｙａ　ｓｐｐ．）、ヒ
ッポドスカ属種（Ｈｉｐｐｏｂｏｓｃａ　ｓｐｐ．）、ヒポデルマ属種（Ｈｙｐｏｄｅｒ
ｍａ　ｓｐｐ．）、リリオミザ属種（Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ　ｓｐｐ．）、例えば、リリオ
ミザ・ブラシカエ（Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、リリオミザ・フイドブ
レンシス（Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ　ｈｕｉｄｏｂｒｅｎｓｉｓ）、リリオミザ・サチバエ（
Ｌｉｒｉｏｍｙｚａ　ｓａｔｉｖａｅ）、ルシリア属種（Ｌｕｃｉｌｉａ　ｓｐｐ．）、
例えば、ルシリア・クプリナ（Ｌｕｃｉｌｉａ　ｃｕｐｒｉｎａ）、ルトゾミイア属種（
Ｌｕｔｚｏｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、マンソニア属種（Ｍａｎｓｏｎｉａ　ｓｐｐ．）、ム
スカ属種（Ｍｕｓｃａ　ｓｐｐ．）、例えば、ムスカ・ドメスチカ（Ｍｕｓｃａ　ｄｏｍ
ｅｓｔｉｃａ）、ムスカ・ドメスチカ・ビシナ（Ｍｕｓｃａ　ｄｏｍｅｓｔｉｃａ　ｖｉ
ｃｉｎａ）、オエストルス属種（Ｏｅｓｔｒｕｓ　ｓｐｐ．）、オシネラ・フリト（Ｏｓ
ｃｉｎｅｌｌａ　ｆｒｉｔ）、パラタニタルスス属種（Ｐａｒａｔａｎｙｔａｒｓｕｓ　
ｓｐｐ．）、パララウテルボルニエラ・スブシンクタ（Ｐａｒａｌａｕｔｅｒｂｏｒｎｉ
ｅｌｌａ　ｓｕｂｃｉｎｃｔａ）、ペゴミア又はペゴミイア属種（Ｐｅｇｏｍｙａ　ｏｒ
　Ｐｅｇｏｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、ペゴミア・ベタエ（Ｐｅｇｏｍｙａ　ｂｅｔ
ａｅ）、ペゴミア・ヒオシアミ（Ｐｅｇｏｍｙａ　ｈｙｏｓｃｙａｍｉ）、ペゴミア・ル
ビボラ（Ｐｅｇｏｍｙａ　ｒｕｂｉｖｏｒａ）、フレボトムス属種（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、ホルビア属種（Ｐｈｏｒｂｉａ　ｓｐｐ．）、ホルミア属種（Ｐｈｏ
ｒｍｉａ　ｓｐｐ．）、ピオフィラ・カセイ（Ｐｉｏｐｈｉｌａ　ｃａｓｅｉ）、プラチ
パレア・ポエシロプテラ（Ｐｌａｔｙｐａｒｅａ　ｐｏｅｃｉｌｏｐｔｅｒａ）、プロジ
プロシス属種（Ｐｒｏｄｉｐｌｏｓｉｓ　ｓｐｐ．）、プシラ・ロサエ（Ｐｓｉｌａ　ｒ
ｏｓａｅ）、ラゴレチス属種（Ｒｈａｇｏｌｅｔｉｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ラゴレチス
・シングラタ（Ｒｈａｇｏｌｅｔｉｓ　ｃｉｎｇｕｌａｔａ）、ラゴレチス・コムプレタ
（Ｒｈａｇｏｌｅｔｉｓ　ｃｏｍｐｌｅｔａ）、ラゴレチス・ファウスタ（Ｒｈａｇｏｌ
ｅｔｉｓ　ｆａｕｓｔａ）、ラゴレチス・インジフェレンス（Ｒｈａｇｏｌｅｔｉｓ　ｉ
ｎｄｉｆｆｅｒｅｎｓ）、ラゴレチス・メンダキス（Ｒｈａｇｏｌｅｔｉｓ　ｍｅｎｄａ
ｘ）、ラゴレチス・ポモネラ（Ｒｈａｇｏｌｅｔｉｓ　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ）、サルコフ
ァガ属種（Ｓａｒｃｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）、シムリウム属種（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｓ
ｐｐ．）、例えば、シムリウム・メリジオナレ（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｍｅｒｉｄｉｏｎａ
ｌｅ）、ストモキス属種（Ｓｔｏｍｏｘｙｓ　ｓｐｐ．）、タバヌス属種（Ｔａｂａｎｕ
ｓ　ｓｐｐ．）、テタノポプス属種（Ｔｅｔａｎｏｐｓ　ｓｐｐ．）、チプラ属種（Ｔｉ
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ｐｕｌａ　ｓｐｐ．）、例えば、チプラ・パルドサ（Ｔｉｐｕｌａ　ｐａｌｕｄｏｓａ）
、チプラ・シムプレキス（Ｔｉｐｕｌａ　ｓｉｍｐｌｅｘ）、トキソトリパナ・クルビカ
ウダ（Ｔｏｘｏｔｒｙｐａｎａ　ｃｕｒｖｉｃａｕｄａ）；
　カメムシ目（Ｈｅｍｉｐｔｅｒａ）の、例えば、アシジア・アカシアエバイレイアナエ
（Ａｃｉｚｚｉａ　ａｃａｃｉａｅｂａｉｌｅｙａｎａｅ）、アシジア・ドドナエアエ（
Ａｃｉｚｚｉａ　ｄｏｄｏｎａｅａｅ）、アシジア・ウンカトイデス（Ａｃｉｚｚｉａ　
ｕｎｃａｔｏｉｄｅｓ）、アクリダ・ツリタ（Ａｃｒｉｄａ　ｔｕｒｒｉｔａ）、アシル
トシポン属種（Ａｃｙｒｔｈｏｓｉｐｏｎ　ｓｐｐ．）、例えば、アシルトシホン・ピス
ム（Ａｃｙｒｔｈｏｓｉｐｈｏｎ　ｐｉｓｕｍ）、アクロゴニア属種（Ａｃｒｏｇｏｎｉ
ａ　ｓｐｐ．）、アエネオラミア属種（Ａｅｎｅｏｌａｍｉａ　ｓｐｐ．）、アゴノセナ
属種（Ａｇｏｎｏｓｃｅｎａ　ｓｐｐ．）、アレウロカンツス属種（Ａｌｅｕｒｏｃａｎ
ｔｈｕｓ　ｓｐｐ．）、アレイロデス・プロレテラ（Ａｌｅｙｒｏｄｅｓ　ｐｒｏｌｅｔ
ｅｌｌａ）、アレウロロブス・バロデンシス（Ａｌｅｕｒｏｌｏｂｕｓ　ｂａｒｏｄｅｎ
ｓｉｓ）、アレウロトリクス・フロコスス（Ａｌｅｕｒｏｔｈｒｉｘｕｓ　ｆｌｏｃｃｏ
ｓｕｓ）、アロカリダラ・マライエンシス（Ａｌｌｏｃａｒｉｄａｒａ　ｍａｌａｙｅｎ
ｓｉｓ）、アムラスカ属種（Ａｍｒａｓｃａ　ｓｐｐ．）、例えば、アムラスカ・ビグツ
ラ（Ａｍｒａｓｃａ　ｂｉｇｕｔｕｌｌａ）、アムラスカ・デバスタンス（Ａｍｒａｓｃ
ａ　ｄｅｖａｓｔａｎｓ）、アヌラフィス・カルズイ（Ａｎｕｒａｐｈｉｓ　ｃａｒｄｕ
ｉ）、アオニジエラ属種（Ａｏｎｉｄｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、例えば、アオニジエラ・
アウランチイ（Ａｏｎｉｄｉｅｌｌａ　ａｕｒａｎｔｉｉ）、アオニジエラ・シトリナ（
Ａｏｎｉｄｉｅｌｌａ　ｃｉｔｒｉｎａ）、アオニジエラ・イノルナタ（Ａｏｎｉｄｉｅ
ｌｌａ　ｉｎｏｒｎａｔａ）、アファノスチグマ・ピリ（Ａｐｈａｎｏｓｔｉｇｍａ　ｐ
ｉｒｉ）、アフィス属種（Ａｐｈｉｓ　ｓｐｐ．）、例えば、アフィス・シトリコラ（Ａ
ｐｈｉｓ　ｃｉｔｒｉｃｏｌａ）、アフィス・クラシボラ（Ａｐｈｉｓ　ｃｒａｃｃｉｖ
ｏｒａ）、アフィス・ファバエ（Ａｐｈｉｓ　ｆａｂａｅ）、アフィス・ホルベシ（Ａｐ
ｈｉｓ　ｆｏｒｂｅｓｉ）、アフィス・グリシネス（Ａｐｈｉｓ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ）、
アフィス・ゴシピイ（Ａｐｈｉｓ　ｇｏｓｓｙｐｉｉ）、アフィス・ヘデラエ（Ａｐｈｉ
ｓ　ｈｅｄｅｒａｅ）、アフィス・イリノイセンシス（Ａｐｈｉｓ　ｉｌｌｉｎｏｉｓｅ
ｎｓｉｓ）、アフィス・ミドレトニ（Ａｐｈｉｓ　ｍｉｄｄｌｅｔｏｎｉ）、アフィス・
ナスツルチイ（Ａｐｈｉｓ　ｎａｓｔｕｒｔｉｉ）、アフィス・ネリイ（Ａｐｈｉｓ　ｎ
ｅｒｉｉ）、アフィス・ポミ（Ａｐｈｉｓ　ｐｏｍｉ）、アフィス・スピラエコラ（Ａｐ
ｈｉｓ　ｓｐｉｒａｅｃｏｌａ）、アフィス・ビブルニフィラ（Ａｐｈｉｓ　ｖｉｂｕｒ
ｎｉｐｈｉｌａ）、アルボリジア・アピカリス（Ａｒｂｏｒｉｄｉａ　ａｐｉｃａｌｉｓ
）、アリタイニラ属種（Ａｒｙｔａｉｎｉｌｌａ　ｓｐｐ．）、アスピジエラ属種（Ａｓ
ｐｉｄｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、アスピジオツス属種（Ａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ　ｓｐｐ．
）、例えば、アスピジオツス・ネリイ（Ａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ　ｎｅｒｉｉ）、アタヌス
属種（Ａｔａｎｕｓ　ｓｐｐ．）、アウラコルツム・ソラニ（Ａｕｌａｃｏｒｔｈｕｍ　
ｓｏｌａｎｉ）、ベミシア・タバシ（Ｂｅｍｉｓｉａ　ｔａｂａｃｉ）、ブラストプシラ
・オッシデンタリス（Ｂｌａｓｔｏｐｓｙｌｌａ　ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｉｓ）、ボレイ
オグリカスピス・メラレウカエ（Ｂｏｒｅｉｏｇｌｙｃａｓｐｉｓ　ｍｅｌａｌｅｕｃａ
ｅ）、ブラキカウズス・ヘリクリシ（Ｂｒａｃｈｙｃａｕｄｕｓ　ｈｅｌｉｃｈｒｙｓｉ
）、ブラキコルス属種（Ｂｒａｃｈｙｃｏｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ブレビコリネ・ブラシカ
エ（Ｂｒｅｖｉｃｏｒｙｎｅ　ｂｒａｓｓｉｃａｅ）、カコプシラ属種（Ｃａｃｏｐｓｙ
ｌｌａ　ｓｐｐ．）、例えば、カコプシラ・ピリコラ（Ｃａｃｏｐｓｙｌｌａ　ｐｙｒｉ
ｃｏｌａ）、カリギポナ・マルギナタ（Ｃａｌｌｉｇｙｐｏｎａ　ｍａｒｇｉｎａｔａ）
、カプリニア属種（Ｃａｐｕｌｉｎｉａ　ｓｐｐ．）、カルネオセファラ・フルギダ（Ｃ
ａｒｎｅｏｃｅｐｈａｌａ　ｆｕｌｇｉｄａ）、セラトバクナ・ラニゲラ（Ｃｅｒａｔｏ
ｖａｃｕｎａ　ｌａｎｉｇｅｒａ）、セルコピダエ（Ｃｅｒｃｏｐｉｄａｅ）、セロプラ
ステス属種（Ｃｅｒｏｐｌａｓｔｅｓ　ｓｐｐ．）、カエトシホン・フラガエホリイ（Ｃ
ｈａｅｔｏｓｉｐｈｏｎ　ｆｒａｇａｅｆｏｌｉｉ）、キオナスピス・テガレンシス（Ｃ
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ｈｉｏｎａｓｐｉｓ　ｔｅｇａｌｅｎｓｉｓ）、クロリタ・オヌキイ（Ｃｈｌｏｒｉｔａ
　ｏｎｕｋｉｉ）、コンドラクリス・ロセア（Ｃｈｏｎｄｒａｃｒｉｓ　ｒｏｓｅａ）、
クロマフィス・ジュグランジコラ（Ｃｈｒｏｍａｐｈｉｓ　ｊｕｇｌａｎｄｉｃｏｌａ）
、クリソムファルス・アオニズム（Ｃｈｒｙｓｏｍｐｈａｌｕｓ　ａｏｎｉｄｕｍ）、ク
リソムファルス・フィクス（Ｃｈｒｙｓｏｍｐｈａｌｕｓ　ｆｉｃｕｓ）、シカズリナ・
ムビラ（Ｃｉｃａｄｕｌｉｎａ　ｍｂｉｌａ）、コッコミチルス・ハリイ（Ｃｏｃｃｏｍ
ｙｔｉｌｕｓ　ｈａｌｌｉ）、コックス属種（Ｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、コッ
クス・ヘスペリズム（Ｃｏｃｃｕｓ　ｈｅｓｐｅｒｉｄｕｍ）、コックス・ロングルス（
Ｃｏｃｃｕｓ　ｌｏｎｇｕｌｕｓ）、コックス・プセウドマグノリアルム（Ｃｏｃｃｕｓ
　ｐｓｅｕｄｏｍａｇｎｏｌｉａｒｕｍ）、コックス・ビリジス（Ｃｏｃｃｕｓ　ｖｉｒ
ｉｄｉｓ）、クリプトミズス・リビス（Ｃｒｙｐｔｏｍｙｚｕｓ　ｒｉｂｉｓ）、クリプ
トネオサ属種（Ｃｒｙｐｔｏｎｅｏｓｓａ　ｓｐｐ．）、クテナリタイナ属種（Ｃｔｅｎ
ａｒｙｔａｉｎａ　ｓｐｐ．）、ダルブルス属種（Ｄａｌｂｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ジア
レウロデス・キテンデニ（Ｄｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｃｈｉｔｔｅｎｄｅｎｉ）、ジアレ
ウロデス・シトリ（Ｄｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｃｉｔｒｉ）、ジアホリナ・シトリ（Ｄｉ
ａｐｈｏｒｉｎａ　ｃｉｔｒｉ）、ジアスピス属種（Ｄｉａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．）、ジウ
ラフィス属種（Ｄｉｕｒａｐｈｉｓ　ｓｐｐ．）、ドラリス属種（Ｄｏｒａｌｉｓ　ｓｐ
ｐ．）、ドロシカ属種（Ｄｒｏｓｉｃｈａ　ｓｐｐ．）、ジサフィス属種（Ｄｙｓａｐｈ
ｉｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ジサフィス・アピイホリア（Ｄｙｓａｐｈｉｓ　ａｐｉｉｆ
ｏｌｉａ）、ジサフィス・プランタギネア（Ｄｙｓａｐｈｉｓ　ｐｌａｎｔａｇｉｎｅａ
）、ジサフィス・ツリパエ（Ｄｙｓａｐｈｉｓ　ｔｕｌｉｐａｅ）、ジスミコックス属種
（Ｄｙｓｍｉｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、エムポアスカ属種（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｓｐｐ
．）、例えば、エムポアスカ・アブルプタ（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ａｂｒｕｐｔａ）、エム
ポアスカ・ファバエ（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｆａｂａｅ）、エムポアスカ・マリグナ（Ｅｍ
ｐｏａｓｃａ　ｍａｌｉｇｎａ）、エムポアスカ・ソラナ（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｓｏｌａ
ｎａ）、エムポアスカ・ステベンシ（Ｅｍｐｏａｓｃａ　ｓｔｅｖｅｎｓｉ）、エリオソ
マ属種（Ｅｒｉｏｓｏｍａ　ｓｐｐ．）、例えば、エリオソマ・アメリカヌム（Ｅｒｉｏ
ｓｏｍａ　ａｍｅｒｉｃａｎｕｍ）、エリオソマ・ラニゲルム（Ｅｒｉｏｓｏｍａ　ｌａ
ｎｉｇｅｒｕｍ）、エリオソマ・ピリコラ（Ｅｒｉｏｓｏｍａ　ｐｙｒｉｃｏｌａ）、エ
リトロネウラ属種（Ｅｒｙｔｈｒｏｎｅｕｒａ　ｓｐｐ．）、エウカリプトリマ属種（Ｅ
ｕｃａｌｙｐｔｏｌｙｍａ　ｓｐｐ．）、エウフィルラ属種（Ｅｕｐｈｙｌｌｕｒａ　ｓ
ｐｐ．）、エウセリス・ビロバツス（Ｅｕｓｃｅｌｉｓ　ｂｉｌｏｂａｔｕｓ）、フェリ
シア属種（Ｆｅｒｒｉｓｉａ　ｓｐｐ．）、フィオリニア属種（Ｆｉｏｒｉｎｉａ　ｓｐ
ｐ．）、フルカスピス・オセアニカ（Ｆｕｒｃａｓｐｉｓ　ｏｃｅａｎｉｃａ）、ゲオコ
ックス・コフェアエ（Ｇｅｏｃｏｃｃｕｓ　ｃｏｆｆｅａｅ）、グリカスピス属種（Ｇｌ
ｙｃａｓｐｉｓ　ｓｐｐ．）、ヘテロプシラ・クバナ（Ｈｅｔｅｒｏｐｓｙｌｌａ　ｃｕ
ｂａｎａ）、ヘテロプシラ・スピヌロサ（Ｈｅｔｅｒｏｐｓｙｌｌａ　ｓｐｉｎｕｌｏｓ
ａ）、ホマロジスカ・コアグラタ（Ｈｏｍａｌｏｄｉｓｃａ　ｃｏａｇｕｌａｔａ）、ヒ
アロプテルス・アルンジニス（Ｈｙａｌｏｐｔｅｒｕｓ　ａｒｕｎｄｉｎｉｓ）、ヒアロ
プテルス・プルニ（Ｈｙａｌｏｐｔｅｒｕｓ　ｐｒｕｎｉ）、イセリア属種（Ｉｃｅｒｙ
ａ　ｓｐｐ．）、例えば、イセリア・プルカシ（Ｉｃｅｒｙａ　ｐｕｒｃｈａｓｉ）、イ
ジオセルス属種（Ｉｄｉｏｃｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、イジオスコプス属種（Ｉｄｉｏｓｃ
ｏｐｕｓ　ｓｐｐ．）、ラオデルファキス・ストリアテルス（Ｌａｏｄｅｌｐｈａｘ　ｓ
ｔｒｉａｔｅｌｌｕｓ）、レカニウム属種（Ｌｅｃａｎｉｕｍ　ｓｐｐ．）、例えば、レ
カニウム・コルニ（Ｌｅｃａｎｉｕｍ　ｃｏｒｎｉ）（＝パルテノレカニウム・コルニ（
Ｐａｒｔｈｅｎｏｌｅｃａｎｉｕｍ　ｃｏｒｎｉ））、レピドサフェス属種（Ｌｅｐｉｄ
ｏｓａｐｈｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、レピドサフェス・ウルミ（Ｌｅｐｉｄｏｓａｐｈ
ｅｓ　ｕｌｍｉ）、リパフィス・エリシミ（Ｌｉｐａｐｈｉｓ　ｅｒｙｓｉｍｉ）、ロホ
レウカスピス・ジャポニカ（Ｌｏｐｈｏｌｅｕｃａｓｐｉｓ　ｊａｐｏｎｉｃａ）、リコ
ルマ・デリカツラ（Ｌｙｃｏｒｍａ　ｄｅｌｉｃａｔｕｌａ）、マクロシフム属種（Ｍａ
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ｃｒｏｓｉｐｈｕｍ　ｓｐｐ．）、例えば、マクロシフム・エウホルビアエ（Ｍａｃｒｏ
ｓｉｐｈｕｍ　ｅｕｐｈｏｒｂｉａｅ）、マクロシフム・リリイ（Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕ
ｍ　ｌｉｌｉｉ）、マクロシフム・ロサエ（Ｍａｃｒｏｓｉｐｈｕｍ　ｒｏｓａｅ）、マ
クロステレス・ファシフロンス（Ｍａｃｒｏｓｔｅｌｅｓ　ｆａｃｉｆｒｏｎｓ）、マハ
ナルバ属種（Ｍａｈａｎａｒｖａ　ｓｐｐ．）、メラナフィス・サッカリ（Ｍｅｌａｎａ
ｐｈｉｓ　ｓａｃｃｈａｒｉ）、メトカルフィエラ属種（Ｍｅｔｃａｌｆｉｅｌｌａ　ｓ
ｐｐ．）、メトカルファ・プルイノサ（Ｍｅｔｃａｌｆａ　ｐｒｕｉｎｏｓａ）、メトポ
ロフィウム・ジロズム（Ｍｅｔｏｐｏｌｏｐｈｉｕｍ　ｄｉｒｈｏｄｕｍ）、モネリア・
コスタリス（Ｍｏｎｅｌｌｉａ　ｃｏｓｔａｌｉｓ）、モネリオプシス・ペカニス（Ｍｏ
ｎｅｌｌｉｏｐｓｉｓ　ｐｅｃａｎｉｓ）、ミズス属種（Ｍｙｚｕｓ　ｓｐｐ．）、例え
ば、ミズス・アスカロニクス（Ｍｙｚｕｓ　ａｓｃａｌｏｎｉｃｕｓ）、ミズス・セラシ
（Ｍｙｚｕｓ　ｃｅｒａｓｉ）、ミズス・リグストリ（Ｍｙｚｕｓ　ｌｉｇｕｓｔｒｉ）
、ミズス・オルナツス（Ｍｙｚｕｓ　ｏｒｎａｔｕｓ）、ミズス・ペルシカエ（Ｍｙｚｕ
ｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）、ミズス・ニコチアナエ（Ｍｙｚｕｓ　ｎｉｃｏｔｉａｎａｅ）
、ナソノビア・リビスニグリ（Ｎａｓｏｎｏｖｉａ　ｒｉｂｉｓｎｉｇｒｉ）、ネオマス
ケリア属種（Ｎｅｏｍａｓｋｅｌｌｉａ　ｓｐｐ．）、ネホテッチキス属種（Ｎｅｐｈｏ
ｔｅｔｔｉｘ　ｓｐｐ．）、例えば、ネホテッチキス・シンクチセプス（Ｎｅｐｈｏｔｅ
ｔｔｉｘ　ｃｉｎｃｔｉｃｅｐｓ）、ネホテッチキス・ニグロピクツス（Ｎｅｐｈｏｔｅ
ｔｔｉｘ　ｎｉｇｒｏｐｉｃｔｕｓ）、ネチゴニセラ・スペクトラ（Ｎｅｔｔｉｇｏｎｉ
ｃｌｌａ　ｓｐｅｃｔｒａ）、ニラパルバタ・ルゲンス（Ｎｉｌａｐａｒｖａｔａ　ｌｕ
ｇｅｎｓ）、オンコメトピア属種（Ｏｎｃｏｍｅｔｏｐｉａ　ｓｐｐ．）、オルテジア・
プラエロンガ（Ｏｒｔｈｅｚｉａ　ｐｒａｅｌｏｎｇａ）、オキシヤ・キネンシス（Ｏｘ
ｙａ　ｃｈｉｎｅｎｓｉｓ）、パキプシラ属種（Ｐａｃｈｙｐｓｙｌｌａ　ｓｐｐ．）、
パラベミシア・ミリカエ（Ｐａｒａｂｅｍｉｓｉａ　ｍｙｒｉｃａｅ）、パラトリオザ属
種（Ｐａｒａｔｒｉｏｚａ　ｓｐｐ．）、例えば、パラトリオザ・コクケレリ（Ｐａｒａ
ｔｒｉｏｚａ　ｃｏｃｋｅｒｅｌｌｉ）、パルラトリア属種（Ｐａｒｌａｔｏｒｉａ　ｓ
ｐｐ．）、ペムフィグス属種（Ｐｅｍｐｈｉｇｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ペムフィグス
・ブルサリウス（Ｐｅｍｐｈｉｇｕｓ　ｂｕｒｓａｒｉｕｓ）、ペムフィグス・ポプリベ
ナエ（Ｐｅｍｐｈｉｇｕｓ　ｐｏｐｕｌｉｖｅｎａｅ）、ペレグリヌス・マイジス（Ｐｅ
ｒｅｇｒｉｎｕｓ　ｍａｉｄｉｓ）、ペルキンシエラ属種（Ｐｅｒｋｉｎｓｉｅｌｌａ　
ｓｐｐ．）、フェナコックス属種（Ｐｈｅｎａｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、フェ
ナ
コックス・マデイレンシス（Ｐｈｅｎａｃｏｃｃｕｓ　ｍａｄｅｉｒｅｎｓｉｓ）、プロ
エオミズス・パッセリニイ（Ｐｈｌｏｅｏｍｙｚｕｓ　ｐａｓｓｅｒｉｎｉｉ）、ホロド
ン・フムリ（Ｐｈｏｒｏｄｏｎ　ｈｕｍｕｌｉ）、フィロキセラ属種（Ｐｈｙｌｌｏｘｅ
ｒａ　ｓｐｐ．）、例えば、フィロキセラ・デバストラトリキス（Ｐｈｙｌｌｏｘｅｒａ
　ｄｅｖａｓｔａｔｒｉｘ）、フィロキセラ・ノタビリス（Ｐｈｙｌｌｏｘｅｒａ　ｎｏ
ｔａｂｉｌｉｓ）、ピンナスピス・アスピジストラエ（Ｐｉｎｎａｓｐｉｓ　ａｓｐｉｄ
ｉｓｔｒａｅ）、プラノコックス属種（Ｐｌａｎｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、
プラノコックス・シトリ（Ｐｌａｎｏｃｏｃｃｕｓ　ｃｉｔｒｉ）、プロソピドプシラ・
フラバ（Ｐｒｏｓｏｐｉｄｏｐｓｙｌｌａ　ｆｌａｖａ）、プロトプルビナリア・ピリホ
ルミス（Ｐｒｏｔｏｐｕｌｖｉｎａｒｉａ　ｐｙｒｉｆｏｒｍｉｓ）、プセウダウラカス
ピス・ペンタゴナ（Ｐｓｅｕｄａｕｌａｃａｓｐｉｓ　ｐｅｎｔａｇｏｎａ）、プセウド
コックス属種（Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、プセウドコックス・カ
ルセオラリアエ（Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｃａｌｃｅｏｌａｒｉａｅ）、プセウドコ
ックス・コムストッキ（Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｃｏｍｓｔｏｃｋｉ）、プセウドコ
ックス・ロンギスピヌス（Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｌｏｎｇｉｓｐｉｎｕｓ）、プセ
ウドコックス・マリチムス（Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｍａｒｉｔｉｍｕｓ）、プセウ
ドコックス・ビブルニ（Ｐｓｅｕｄｏｃｏｃｃｕｓ　ｖｉｂｕｒｎｉ）、プシロプシス属
種（Ｐｓｙｌｌｏｐｓｉｓ　ｓｐｐ．）、プシラ属種（Ｐｓｙｌｌａ　ｓｐｐ．）、例え
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ば、プシラ・ブキシ（Ｐｓｙｌｌａ　ｂｕｘｉ）、プシラ・マリ（Ｐｓｙｌｌａ　ｍａｌ
ｉ）、プシラ・ピリ（Ｐｓｙｌｌａ　ｐｙｒｉ）、プテロマルス属種（Ｐｔｅｒｏｍａｌ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、プルビナリア属種（Ｐｕｌｖｉｎａｒｉａ　ｓｐｐ．）、ピリラ属種
（Ｐｙｒｉｌｌａ　ｓｐｐ．）、クアドラスピジオツス属種（Ｑｕａｄｒａｓｐｉｄｉｏ
ｔｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、クアドラスピジオツス・ジュグランスレギアエ（Ｑｕａｄ
ｒａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ　ｊｕｇｌａｎｓｒｅｇｉａｅ）、クアドラスピジオツス・オス
トレアエホルミス（Ｑｕａｄｒａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ　ｏｓｔｒｅａｅｆｏｒｍｉｓ）、
クアドラスピジオツス・ペルニシオスス（Ｑｕａｄｒａｓｐｉｄｉｏｔｕｓ　ｐｅｒｎｉ
ｃｉｏｓｕｓ）、クエサダ・ギガス（Ｑｕｅｓａｄａ　ｇｉｇａｓ）、ラストロコックス
属種（Ｒａｓｔｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、ロパロシフム属種（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉ
ｐｈｕｍ　ｓｐｐ．）、例えば、ロパロシフム・マイジス（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ
　ｍａｉｄｉｓ）、ロパロシフム・オキシアカンタエ（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｏ
ｘｙａｃａｎｔｈａｅ）、ロパロシフム・パジ（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｐａｄｉ
）、ロパロシフム・ルフィアブドミナレ（Ｒｈｏｐａｌｏｓｉｐｈｕｍ　ｒｕｆｉａｂｄ
ｏｍｉｎａｌｅ）、サイセチア属種（Ｓａｉｓｓｅｔｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、サイセ
チア・コフェアエ（Ｓａｉｓｓｅｔｉａ　ｃｏｆｆｅａｅ）、サイセチア・ミランダ（Ｓ
ａｉｓｓｅｔｉａ　ｍｉｒａｎｄａ）、サイセチア・ネグレクタ（Ｓａｉｓｓｅｔｉａ　
ｎｅｇｌｅｃｔａ）、サイセチア・オレアエ（Ｓａｉｓｓｅｔｉａ　ｏｌｅａｅ）、スカ
ホイデウス・チタヌス（Ｓｃａｐｈｏｉｄｅｕｓ　ｔｉｔａｎｕｓ）、スキザフィス・グ
ラミヌム（Ｓｃｈｉｚａｐｈｉｓ　ｇｒａｍｉｎｕｍ）、セレナスピズス・アルチクラツ
ス（Ｓｅｌｅｎａｓｐｉｄｕｓ　ａｒｔｉｃｕｌａｔｕｓ）、シファ・フラバ（Ｓｉｐｈ
ａ　ｆｌａｖａ）、シトビオン・アベナエ（Ｓｉｔｏｂｉｏｎ　ａｖｅｎａｅ）、ソガタ
属種（Ｓｏｇａｔａ　ｓｐｐ．）、ソガテラ・フルシフェラ（Ｓｏｇａｔｅｌｌａ　ｆｕ
ｒｃｉｆｅｒａ）、ソガトデス属種（Ｓｏｇａｔｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、スチクトセファ
ラ・フェスチナ（Ｓｔｉｃｔｏｃｅｐｈａｌａ　ｆｅｓｔｉｎａ）、シホニヌス・フィリ
レアエ（Ｓｉｐｈｏｎｉｎｕｓ　ｐｈｉｌｌｙｒｅａｅ）、テナラファラ・マライエンシ
ス（Ｔｅｎａｌａｐｈａｒａ　ｍａｌａｙｅｎｓｉｓ）、テトラゴノセフェラ属種（Ｔｅ
ｔｒａｇｏｎｏｃｅｐｈｅｌａ　ｓｐｐ．）、チノカリス・カリアエホリアエ（Ｔｉｎｏ
ｃａｌｌｉｓ　ｃａｒｙａｅｆｏｌｉａｅ）、トマスピス属種（Ｔｏｍａｓｐｉｓ　ｓｐ
ｐ．）、トキソプテラ属種（Ｔｏｘｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、例えば、トキソプテラ・
アウランチイ（Ｔｏｘｏｐｔｅｒａ　ａｕｒａｎｔｉｉ）、トキソプテラ・シトリシズス
（Ｔｏｘｏｐｔｅｒａ　ｃｉｔｒｉｃｉｄｕｓ）、トリアレウロデス・バポラリオルム（
Ｔｒｉａｌｅｕｒｏｄｅｓ　ｖａｐｏｒａｒｉｏｒｕｍ）、トリオザ属種（Ｔｒｉｏｚａ
　ｓｐｐ．）、例えば、トリオザ・ジオスピリ（Ｔｒｉｏｚａ　ｄｉｏｓｐｙｒｉ）、チ
フロシバ属種（Ｔｙｐｈｌｏｃｙｂａ　ｓｐｐ．）、ウナスピス属種（Ｕｎａｓｐｉｓ　
ｓｐｐ．）、ビテウス・ビチホリイ（Ｖｉｔｅｕｓ　ｖｉｔｉｆｏｌｉｉ）、ジギナ属種
（Ｚｙｇｉｎａ　ｓｐｐ．）；
　カメムシ亜目（Ｈｅｔｅｒｏｐｔｅｒａ）の、例えば、アエリア属種（Ａｅｌｉａ　ｓ
ｐｐ．）、アナサ・トリスチス（Ａｎａｓａ　ｔｒｉｓｔｉｓ）、アンテスチオプシス属
種（Ａｎｔｅｓｔｉｏｐｓｉｓ　ｓｐｐ．）、ボイセア属種（Ｂｏｉｓｅａ　ｓｐｐ．）
、ブリスス属種（Ｂｌｉｓｓｕｓ　ｓｐｐ．）、カロコリス属種（Ｃａｌｏｃｏｒｉｓ　
ｓｐｐ．）、カムピロンマ・リビダ（Ｃａｍｐｙｌｏｍｍａ　ｌｉｖｉｄａ）、カベレリ
ウス属種（Ｃａｖｅｌｅｒｉｕｓ　ｓｐｐ．）、シメキス属種（Ｃｉｍｅｘ　ｓｐｐ．）
、例えば、シメキス・アドジュンクツス（Ｃｉｍｅｘ　ａｄｊｕｎｃｔｕｓ）、シメキス
・ヘミプテルス（Ｃｉｍｅｘ　ｈｅｍｉｐｔｅｒｕｓ）、シメキス・レクツラリウス（Ｃ
ｉｍｅｘ　ｌｅｃｔｕｌａｒｉｕｓ）、シメキス・ピロセルス（Ｃｉｍｅｘ　ｐｉｌｏｓ
ｅｌｌｕｓ）、コラリア属種（Ｃｏｌｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、クレオンチアデス・ジル
ツス（Ｃｒｅｏｎｔｉａｄｅｓ　ｄｉｌｕｔｕｓ）、ダシヌス・ピペリス（Ｄａｓｙｎｕ
ｓ　ｐｉｐｅｒｉｓ）、ジケロプス・フルカツス（Ｄｉｃｈｅｌｏｐｓ　ｆｕｒｃａｔｕ
ｓ）、ジコノコリス・ヘウェッチ（Ｄｉｃｏｎｏｃｏｒｉｓ　ｈｅｗｅｔｔｉ）、ジスデ
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ルクス属種（Ｄｙｓｄｅｒｃｕｓ　ｓｐｐ．）、エウスキスツス属種（Ｅｕｓｃｈｉｓｔ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、エウスキスツス・ヘロス（Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｈｅｒｏ
ｓ）、エウスキスツス・セルブス（Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｓｅｒｖｕｓ）、エウスキス
ツス・トリスチグムス（Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｔｒｉｓｔｉｇｍｕｓ）、エウスキスツ
ス・バリオラリウス（Ｅｕｓｃｈｉｓｔｕｓ　ｖａｒｉｏｌａｒｉｕｓ）、エウリデマ属
種（Ｅｕｒｙｄｅｍａ　ｓｐｐ．）、エウリガステル属種（Ｅｕｒｙｇａｓｔｅｒ　ｓｐ
ｐ．）、ハリオモルファ・ハリス（Ｈａｌｙｏｍｏｒｐｈａ　ｈａｌｙｓ）、ヘリオパル
チス属種（Ｈｅｌｉｏｐｅｌｔｉｓ　ｓｐｐ．）、ホルシアス・ノビレルス（Ｈｏｒｃｉ
ａｓ　ｎｏｂｉｌｅｌｌｕｓ）、レプトコリサ属種（Ｌｅｐｔｏｃｏｒｉｓａ　ｓｐｐ．
）、レプトコリサ・バリコルニス（Ｌｅｐｔｏｃｏｒｉｓａ　ｖａｒｉｃｏｒｎｉｓ）、
レプトグロスス・オッシデンタリス（Ｌｅｐｔｏｇｌｏｓｓｕｓ　ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌ
ｉｓ）、レプトグロスス・フィロプス（Ｌｅｐｔｏｇｌｏｓｓｕｓ　ｐｈｙｌｌｏｐｕｓ
）、リゴコリス属種（Ｌｙｇｏｃｏｒｉｓ　ｓｐｐ．）、例えば、リゴコリス・パブリヌ
ス（Ｌｙｇｏｃｏｒｉｓ　ｐａｂｕｌｉｎｕｓ）、リグス属種（Ｌｙｇｕｓ　ｓｐｐ．）
、例えば、リグス・エリスス（Ｌｙｇｕｓ　ｅｌｉｓｕｓ）、リグス・ヘスペルス（Ｌｙ
ｇｕｓ　ｈｅｓｐｅｒｕｓ）、リグス・リネオラリス（Ｌｙｇｕｓ　ｌｉｎｅｏｌａｒｉ
ｓ）、マクロペス・エキスカバツス（Ｍａｃｒｏｐｅｓ　ｅｘｃａｖａｔｕｓ）、メガコ
プタ・クリブラリア（Ｍｅｇａｃｏｐｔａ　ｃｒｉｂｒａｒｉａ）、ミリダエ（Ｍｉｒｉ
ｄａｅ）、モナロニオン・アトラツム（Ｍｏｎａｌｏｎｉｏｎ　ａｔｒａｔｕｍ）、ネザ
ラ属種（Ｎｅｚａｒａ　ｓｐｐ．）、例えば、ネザラ・ビリズラ（Ｎｅｚａｒａ　ｖｉｒ
ｉｄｕｌａ）、ニシウス属種（Ｎｙｓｉｕｓ　ｓｐｐ．）、オエバルス属種（Ｏｅｂａｌ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、ペントミダエ（Ｐｅｎｔｏｍｉｄａｅ）、ピエスマ・クアドラタ（Ｐ
ｉｅｓｍａ　ｑｕａｄｒａｔａ）、ピエゾドルス属種（Ｐｉｅｚｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．
）、例えば、ピエゾドルス・グイルジニイ（Ｐｉｅｚｏｄｏｒｕｓ　ｇｕｉｌｄｉｎｉｉ
）、プサルス属種（Ｐｓａｌｌｕｓ　ｓｐｐ．）、プセウダシスタ・ペルセア（Ｐｓｅｕ
ｄａｃｙｓｔａ　ｐｅｒｓｅａ）、ロドニウス属種（Ｒｈｏｄｎｉｕｓ　ｓｐｐ．）、サ
ールベルゲラ・シングラリス（Ｓａｈｌｂｅｒｇｅｌｌａ　ｓｉｎｇｕｌａｒｉｓ）、ス
カプトコリス・カスタネア（Ｓｃａｐｔｏｃｏｒｉｓ　ｃａｓｔａｎｅａ）、スコチノホ
ラ属種（Ｓｃｏｔｉｎｏｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．）、ステファニチス・ナシ（Ｓｔｅｐｈａ
ｎｉｔｉｓ　ｎａｓｈｉ）、チブラカ属種（Ｔｉｂｒａｃａ　ｓｐｐ．）、トリアトマ属
種（Ｔｒｉａｔｏｍａ　ｓｐｐ．）；
　ハチ目（Ｈｙｍｅｎｏｐｔｅｒａ）の、例えば、アクロミルメキス属種（Ａｃｒｏｍｙ
ｒｍｅｘ　ｓｐｐ．）、アタリア属種（Ａｔｈａｌｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、アタリア
・ロサエ（Ａｔｈａｌｉａ　ｒｏｓａｅ）、アッタ属種（Ａｔｔａ　ｓｐｐ．）、カムポ
ノツス属種（Ｃａｍｐｏｎｏｔｕｓ　ｓｐｐ．）、ドリコベスプラ属種（Ｄｏｌｉｃｈｏ
ｖｅｓｐｕｌａ　ｓｐｐ．）、ジプリオン属種（Ｄｉｐｒｉｏｎ　ｓｐｐ．）、例えば、
ジプリオン・シミリス（Ｄｉｐｒｉｏｎ　ｓｉｍｉｌｉｓ）、ホプロカムパ属種（Ｈｏｐ
ｌｏｃａｍｐａ　ｓｐｐ．）、例えば、ホプロカムパ・コオケイ（Ｈｏｐｌｏｃａｍｐａ
　ｃｏｏｋｅｉ）、ホプロカムパ・テスツジネア（Ｈｏｐｌｏｃａｍｐａ　ｔｅｓｔｕｄ
ｉｎｅａ）、ラシウス属種（Ｌａｓｉｕｓ　ｓｐｐ．）、リネピテマ（イリジオミルメキ
ス）・フミレ（Ｌｉｎｅｐｉｔｈｅｍａ（Ｉｒｉｄｉｏｍｙｒｍｅｘ）　ｈｕｍｉｌｅ）
、モノモリウム・ファラオニス（Ｍｏｎｏｍｏｒｉｕｍ　ｐｈａｒａｏｎｉｓ）、パラト
レキナ属種（Ｐａｒａｔｒｅｃｈｉｎａ　ｓｐｐ．）、パラベスプラ属種（Ｐａｒａｖｅ
ｓｐｕｌａ　ｓｐｐ．）、プラギオレピス属種（Ｐｌａｇｉｏｌｅｐｉｓ　ｓｐｐ．）、
シレキス属種（Ｓｉｒｅｘ　ｓｐｐ．）、例えば、シレキス・ノクチリス（Ｓｉｒｅｘ　
ｎｏｃｔｉｌｉｓ）、ソレノプシス・インビクタ（Ｓｏｌｅｎｏｐｓｉｓ　ｉｎｖｉｃｔ
ａ）、タピノマ属種（Ｔａｐｉｎｏｍａ　ｓｐｐ．）、テクノミルメキス・アルビペス（
Ｔｅｃｈｎｏｍｙｒｍｅｘ　ａｌｂｉｐｅｓ）、ウロセルス属種（Ｕｒｏｃｅｒｕｓ　ｓ
ｐｐ．）、ベスパ属種（Ｖｅｓｐａ　ｓｐｐ．）、例えば、ベスパ・クラブロ（Ｖｅｓｐ
ａ　ｃｒａｂｒｏ）、ワスマンニア・アウロプンクタタ（Ｗａｓｍａｎｎｉａ　ａｕｒｏ
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ｐｕｎｃｔａｔａ）、キセリス属種（Ｘｅｒｉｓ　ｓｐｐ．）；
　ワラジムシ目（Ｉｓｏｐｏｄａ）の、例えば、アルマジリジウム・ブルガレ（Ａｒｍａ
ｄｉｌｌｉｄｉｕｍ　ｖｕｌｇａｒｅ）、オニスクス・アセルス（Ｏｎｉｓｃｕｓ　ａｓ
ｅｌｌｕｓ）、ポルセリオ・スカベル（Ｐｏｒｃｅｌｌｉｏ　ｓｃａｂｅｒ）；
　シロアリ目（Ｉｓｏｐｔｅｒａ）の、例えば、コプトテルメス属種（Ｃｏｐｔｏｔｅｒ
ｍｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、コプトテルメス・ホルモサヌス（Ｃｏｐｔｏｔｅｒｍｅｓ
　ｆｏｒｍｏｓａｎｕｓ）、コルニテルメス・クムランス（Ｃｏｒｎｉｔｅｒｍｅｓ　ｃ
ｕｍｕｌａｎｓ）、クリプトテルメス属種（Ｃｒｙｐｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）、イ
ンシシテルメス属種（Ｉｎｃｉｓｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）、カロテルメス属種（Ｋａ
ｌｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）、ミクロテルメス・オベシ（Ｍｉｃｒｏｔｅｒｍｅｓ　ｏ
ｂｅｓｉ）、ナスチテルメス属種（Ｎａｓｕｔｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）、オドントテ
ルメス属種（Ｏｄｏｎｔｏｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）、ポロテルメス属種（Ｐｏｒｏｔｅ
ｒｍｅｓ　ｓｐｐ．）、レチクリテルメス属種（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｓｐｐ
．）、例えば、レチクリテルメス・フラビペス（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｆｌａ
ｖｉｐｅｓ）、レチクリテルメス・ヘスペルス（Ｒｅｔｉｃｕｌｉｔｅｒｍｅｓ　ｈｅｓ
ｐｅｒｕｓ）；
　チョウ目（Ｌｅｐｉｄｏｐｔｅｒａ）の、例えば、アクロイア・グリセラ（Ａｃｈｒｏ
ｉａ　ｇｒｉｓｅｌｌａ）、アクロニクタ・マジョル（Ａｃｒｏｎｉｃｔａ　ｍａｊｏｒ
）、アドキソフィエス属種（Ａｄｏｘｏｐｈｙｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、アドキソフィ
エス・オラナ（Ａｄｏｘｏｐｈｙｅｓ　ｏｒａｎａ）、アエジア・レウコメラス（Ａｅｄ
ｉａ　ｌｅｕｃｏｍｅｌａｓ）、アグロチス属種（Ａｇｒｏｔｉｓ　ｓｐｐ．）、例えば
、アグロチス・セゲツム（Ａｇｒｏｔｉｓ　ｓｅｇｅｔｕｍ）、アグロチス・イプシロン
（Ａｇｒｏｔｉｓ　ｉｐｓｉｌｏｎ）、アラバマ属種（Ａｌａｂａｍａ　ｓｐｐ．）、例
えば、アラバマ・アルギラセア（Ａｌａｂａｍａ　ａｒｇｉｌｌａｃｅａ）、アミエロイ
ス・トランシテラ（Ａｍｙｅｌｏｉｓ　ｔｒａｎｓｉｔｅｌｌａ）、アナルシア属種（Ａ
ｎａｒｓｉａ　ｓｐｐ．）、アンチカルシア属種（Ａｎｔｉｃａｒｓｉａ　ｓｐｐ．）、
例えば、アンチカルシア・ゲンマタリス（Ａｎｔｉｃａｒｓｉａ　ｇｅｍｍａｔａｌｉｓ
）、アルギロプロセ属種（Ａｒｇｙｒｏｐｌｏｃｅ　ｓｐｐ．）、アウトグラファ属種（
Ａｕｔｏｇｒａｐｈａ　ｓｐｐ．）、バラトラ・ブラシカエ（Ｂａｒａｔｈｒａ　ｂｒａ
ｓｓｉｃａｅ）、ブラストデクナ・アトラ（Ｂｌａｓｔｏｄａｃｎａ　ａｔｒａ）、ボル
ボ・シンナラ（Ｂｏｒｂｏ　ｃｉｎｎａｒａ）、ブックラトリキス・ツルベリエラ（Ｂｕ
ｃｃｕｌａｔｒｉｘ　ｔｈｕｒｂｅｒｉｅｌｌａ）、ブパルス・ピニアリウス（Ｂｕｐａ
ｌｕｓ　ｐｉｎｉａｒｉｕｓ）、ブッセオラ属種（Ｂｕｓｓｅｏｌａ　ｓｐｐ．）、カコ
エシア属種（Ｃａｃｏｅｃｉａ　ｓｐｐ．）、カロプチリア・テイボラ（Ｃａｌｏｐｔｉ
ｌｉａ　ｔｈｅｉｖｏｒａ）、カプア・レチクラナ（Ｃａｐｕａ　ｒｅｔｉｃｕｌａｎａ
）、カルポカプサ・ポモネラ（Ｃａｒｐｏｃａｐｓａ　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ）、カルポシ
ナ・ニポネンシス（Ｃａｒｐｏｓｉｎａ　ｎｉｐｏｎｅｎｓｉｓ）、ケイマトビア・ブル
マタ（Ｃｈｅｉｍａｔｏｂｉａ　ｂｒｕｍａｔａ）、キロ属種（Ｃｈｉｌｏ　ｓｐｐ．）
、例えば、キロ・プレジャデルス（Ｃｈｉｌｏ　ｐｌｅｊａｄｅｌｌｕｓ）、キロ・スプ
レッサリス（Ｃｈｉｌｏ　ｓｕｐｐｒｅｓｓａｌｉｓ）、コレウチス・パリアナ（Ｃｈｏ
ｒｅｕｔｉｓ　ｐａｒｉａｎａ）、コリストネウラ属種（Ｃｈｏｒｉｓｔｏｎｅｕｒａ　
ｓｐｐ．）、クリソデイキス・カルシテス（Ｃｈｒｙｓｏｄｅｉｘｉｓ　ｃｈａｌｃｉｔ
ｅｓ）、クリシア・アムビグエラ（Ｃｌｙｓｉａ　ａｍｂｉｇｕｅｌｌａ）、クナファロ
セルス属種（Ｃｎａｐｈａｌｏｃｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、クナファロクロシス・メジナリ
ス（Ｃｎａｐｈａｌｏｃｒｏｃｉｓ　ｍｅｄｉｎａｌｉｓ）、クネファシア属種（Ｃｎｅ
ｐｈａｓｉａ　ｓｐｐ．）、コノポモルファ属種（Ｃｏｎｏｐｏｍｏｒｐｈａ　ｓｐｐ．
）、コノトラケルス属種（Ｃｏｎｏｔｒａｃｈｅｌｕｓ　ｓｐｐ．）、コピタルシア属種
（Ｃｏｐｉｔａｒｓｉａ　ｓｐｐ．）、シジア属種（Ｃｙｄｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、
シジア・ニグリカナ（Ｃｙｄｉａ　ｎｉｇｒｉｃａｎａ）、シジア・ポモネラ（Ｃｙｄｉ
ａ　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ）、ダラカ・ノクツイデス（Ｄａｌａｃａ　ｎｏｃｔｕｉｄｅｓ
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）、ジアファニア属種（Ｄｉａｐｈａｎｉａ　ｓｐｐ．）、ジパロプシス属種（Ｄｉｐａ
ｒｏｐｓｉｓ　ｓｐｐ．）、ジアトラエア・サッカラリス（Ｄｉａｔｒａｅａ　ｓａｃｃ
ｈａｒａｌｉｓ）、ジオリクトリア属種（Ｄｉｏｒｙｃｔｒｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、
ジオリクトリア・ジメルマニ（Ｄｉｏｒｙｃｔｒｉａ　ｚｉｍｍｅｒｍａｎｉ）、エアリ
アス属種（Ｅａｒｉａｓ　ｓｐｐ．）、エクジトロファ・アウランチウム（Ｅｃｄｙｔｏ
ｌｏｐｈａ　ａｕｒａｎｔｉｕｍ）、エラスモパルプス・リグノセルス（Ｅｌａｓｍｏｐ
ａｌｐｕｓ　ｌｉｇｎｏｓｅｌｌｕｓ）、エルダナ・サッカリナ（Ｅｌｄａｎａ　ｓａｃ
ｃｈａｒｉｎａ）、エフェスチア属種（Ｅｐｈｅｓｔｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、エフェ
スチア・エルテラ（Ｅｐｈｅｓｔｉａ　ｅｌｕｔｅｌｌａ）、エフェスチア・クエーニエ
ラ（Ｅｐｈｅｓｔｉａ　ｋｕｅｈｎｉｅｌｌａ）、エピノチア属種（Ｅｐｉｎｏｔｉａ　
ｓｐｐ．）、エピフィアス・ポストビッタナ（Ｅｐｉｐｈｙａｓ　ｐｏｓｔｖｉｔｔａｎ
ａ）、エランニス属種（Ｅｒａｎｎｉｓ　ｓｐｐ．）、エルスコビエラ・ムスクラナ（Ｅ
ｒｓｃｈｏｖｉｅｌｌａ　ｍｕｓｃｕｌａｎａ）、エチエラ属種（Ｅｔｉｅｌｌａ　ｓｐ
ｐ．）、エウドシマ属種（Ｅｕｄｏｃｉｍａ　ｓｐｐ．）、エウリア属種（Ｅｕｌｉａ　
ｓｐｐ．）、エウポエシリア・アムビグエラ（Ｅｕｐｏｅｃｉｌｉａ　ａｍｂｉｇｕｅｌ
ｌａ）、エウプロクチス属種（Ｅｕｐｒｏｃｔｉｓ　ｓｐｐ．）、例えば、エウプロクチ
ス・クリソロエア（Ｅｕｐｒｏｃｔｉｓ　ｃｈｒｙｓｏｒｒｈｏｅａ）、エウキソア属種
（Ｅｕｘｏａ　ｓｐｐ．）、フェルチア属種（Ｆｅｌｔｉａ　ｓｐｐ．）、ガレリア・メ
ロネラ（Ｇａｌｌｅｒｉａ　ｍｅｌｌｏｎｅｌｌａ）、グラシラリア属種（Ｇｒａｃｉｌ
ｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、グラホリタ属種（Ｇｒａｐｈｏｌｉｔｈａ　ｓｐｐ．）、例え
ば、グラホリタ・モレスタ（Ｇｒａｐｈｏｌｉｔａ　ｍｏｌｅｓｔａ）、グラホリタ・プ
ルニボラ（Ｇｒａｐｈｏｌｉｔａ　ｐｒｕｎｉｖｏｒａ）、ヘジレプタ属種（Ｈｅｄｙｌ
ｅｐｔａ　ｓｐｐ．）、ヘリコベルパ属種（Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ｓｐｐ．）、例え
ば、ヘリコベルパ・アルミゲラ（Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ａｒｍｉｇｅｒａ）、ヘリコ
ベルパ・ゼア（Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ｚｅａ）、ヘリオチス属種（Ｈｅｌｉｏｔｈｉ
ｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ヘリオチス・ビレセンス（Ｈｅｌｉｏｔｈｉｓ　ｖｉｒｅｓｃ
ｅｎｓ）、ホフマンノフィラ・プセウドスプレテラ（Ｈｏｆｍａｎｎｏｐｈｉｌａ　ｐｓ
ｅｕｄｏｓｐｒｅｔｅｌｌａ）、ホモエオソマ属種（Ｈｏｍｏｅｏｓｏｍａ　ｓｐｐ．）
、ホモナ属種（Ｈｏｍｏｎａ　ｓｐｐ．）、ヒポノメウタ・パデラ（Ｈｙｐｏｎｏｍｅｕ
ｔａ　ｐａｄｅｌｌａ）、カキボリア・フラボファシアタ（Ｋａｋｉｖｏｒｉａ　ｆｌａ
ｖｏｆａｓｃｉａｔａ）、ランピデス属種（Ｌａｍｐｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ラフィグマ
属種（Ｌａｐｈｙｇｍａ　ｓｐｐ．）、ラスペイレシア・モレスタ（Ｌａｓｐｅｙｒｅｓ
ｉａ　ｍｏｌｅｓｔａ）、レウシノデス・オルボナリス（Ｌｅｕｃｉｎｏｄｅｓ　ｏｒｂ
ｏｎａｌｉｓ）、レウコプテラ属種（Ｌｅｕｃｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、例えば、レウ
コプテラ・コフェエラ（Ｌｅｕｃｏｐｔｅｒａ　ｃｏｆｆｅｅｌｌａ）、リトコレチス属
種（Ｌｉｔｈｏｃｏｌｌｅｔｉｓ　ｓｐｐ．）、例えば、リトコレチス・ブランカルデラ
（Ｌｉｔｈｏｃｏｌｌｅｔｉｓ　ｂｌａｎｃａｒｄｅｌｌａ）、リトファネ・アンテンナ
タ（Ｌｉｔｈｏｐｈａｎｅ　ａｎｔｅｎｎａｔａ）、ロベシア属種（Ｌｏｂｅｓｉａ　ｓ
ｐｐ．）、例えば、ロベシア・ボトラナ（Ｌｏｂｅｓｉａ　ｂｏｔｒａｎａ）、ロキサグ
ロチス・アルビコスタ（Ｌｏｘａｇｒｏｔｉｓ　ａｌｂｉｃｏｓｔａ）、リマントリア属
種（Ｌｙｍａｎｔｒｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、リマントリア・ジスパル（Ｌｙｍａｎｔ
ｒｉａ　ｄｉｓｐａｒ）、リオネチア属種（Ｌｙｏｎｅｔｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、リ
オネチア・クレルケラ（Ｌｙｏｎｅｔｉａ　ｃｌｅｒｋｅｌｌａ）、マラコソマ・ネウス
トリア（Ｍａｌａｃｏｓｏｍａ　ｎｅｕｓｔｒｉａ）、マルカ・テスツラリス（Ｍａｒｕ
ｃａ　ｔｅｓｔｕｌａｌｉｓ）、マメストラ・ブラシカエ（Ｍａｍｅｓｔｒａ　ｂｒａｓ
ｓｉｃａｅ）、メラニチス・レダ（Ｍｅｌａｎｉｔｉｓ　ｌｅｄａ）、モシス属種（Ｍｏ
ｃｉｓ　ｓｐｐ．）、モノピス・オブビエラ（Ｍｏｎｏｐｉｓ　ｏｂｖｉｅｌｌａ）、ミ
チムナ・セパラタ（Ｍｙｔｈｉｍｎａ　ｓｅｐａｒａｔａ）、ネマポゴン・クロアセルス
（Ｎｅｍａｐｏｇｏｎ　ｃｌｏａｃｅｌｌｕｓ）、ニムフラ属種（Ｎｙｍｐｈｕｌａ　ｓ
ｐｐ．）、オイケチクス属種（Ｏｉｋｅｔｉｃｕｓ　ｓｐｐ．）、オンフィサ属種（Ｏｍ
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ｐｈｉｓａ　ｓｐｐ．）、オペロフテラ属種（Ｏｐｅｒｏｐｈｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、オ
リア属種（Ｏｒｉａ　ｓｐｐ．）、オルタガ属種（Ｏｒｔｈａｇａ　ｓｐｐ．）、オスト
リニア属種（Ｏｓｔｒｉｎｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、オストリニア・ヌビラリス（Ｏｓ
ｔｒｉｎｉａ　ｎｕｂｉｌａｌｉｓ）、パノリス・フランメア（Ｐａｎｏｌｉｓ　ｆｌａ
ｍｍｅａ）、パルナラ属種（Ｐａｒｎａｒａ　ｓｐｐ．）、ペクチノホラ属種（Ｐｅｃｔ
ｉｎｏｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．）、例えば、ペクチノホラ・ゴッシピエラ（Ｐｅｃｔｉｎｏ
ｐｈｏｒａ　ｇｏｓｓｙｐｉｅｌｌａ）、ペリレウコプテラ属種（Ｐｅｒｉｌｅｕｃｏｐ
ｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、フトリマエア属種（Ｐｈｔｈｏｒｉｍａｅａ　ｓｐｐ．）、例え
ば、フトリマエア・オペルクレラ（Ｐｈｔｈｏｒｉｍａｅａ　ｏｐｅｒｃｕｌｅｌｌａ）
、フィロクニスチス・シトレラ（Ｐｈｙｌｌｏｃｎｉｓｔｉｓ　ｃｉｔｒｅｌｌａ）、フ
ィロノリクテル属種（Ｐｈｙｌｌｏｎｏｒｙｃｔｅｒ　ｓｐｐ．）、例えば、フィロノリ
クテル・ブランカルデラ（Ｐｈｙｌｌｏｎｏｒｙｃｔｅｒ　ｂｌａｎｃａｒｄｅｌｌａ）
、フィロノリクテル・クラタエゲラ（Ｐｈｙｌｌｏｎｏｒｙｃｔｅｒ　ｃｒａｔａｅｇｅ
ｌｌａ）、ピエリス属種（Ｐｉｅｒｉｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ピエリス・ラパエ（Ｐｉ
ｅｒｉｓ　ｒａｐａｅ）、プラチノタ・スツルタナ（Ｐｌａｔｙｎｏｔａ　ｓｔｕｌｔａ
ｎａ）、プロジア・インテルプンクテラ（Ｐｌｏｄｉａ　ｉｎｔｅｒｐｕｎｃｔｅｌｌａ
）、プルシア属種（Ｐｌｕｓｉａ　ｓｐｐ．）、プルテラ・キシロステラ（Ｐｌｕｔｅｌ
ｌａ　ｘｙｌｏｓｔｅｌｌａ）（＝プルテラ・マクリペンニス（Ｐｌｕｔｅｌｌａ　ｍａ
ｃｕｌｉｐｅｎｎｉｓ））、ポデシア属種（Ｐｏｄｅｓｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、ポデ
シア・シリンガエ（Ｐｏｄｅｓｉａ　ｓｙｒｉｎｇａｅ）、プライス属種（Ｐｒａｙｓ　
ｓｐｐ．）、プロデニア属種（Ｐｒｏｄｅｎｉａ　ｓｐｐ．）、プロトパルセ属種（Ｐｒ
ｏｔｏｐａｒｃｅ　ｓｐｐ．）、プセウダレチア属種（Ｐｓｅｕｄａｌｅｔｉａ　ｓｐｐ
．）、例えば、プセウダレチア・ウニプンクタ（Ｐｓｅｕｄａｌｅｔｉａ　ｕｎｉｐｕｎ
ｃｔａ）、プセウドプルシア・インクルデンス（Ｐｓｅｕｄｏｐｌｕｓｉａ　ｉｎｃｌｕ
ｄｅｎｓ）、ピラウスタ・ヌビラリス（Ｐｙｒａｕｓｔａ　ｎｕｂｉｌａｌｉｓ）、ラキ
プルシア・ヌ（Ｒａｃｈｉｐｌｕｓｉａ　ｎｕ）、スコエノビウス属種（Ｓｃｈｏｅｎｏ
ｂｉｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、スコエノビウス・ビプンクチフェル（Ｓｃｈｏｅｎｏｂ
ｉｕｓ　ｂｉｐｕｎｃｔｉｆｅｒ）、シルポファガ属種（Ｓｃｉｒｐｏｐｈａｇａ　ｓｐ
ｐ．）、例えば、シルポファガ・インノタタ（Ｓｃｉｒｐｏｐｈａｇａ　ｉｎｎｏｔａｔ
ａ）、スコチア・セゲツム（Ｓｃｏｔｉａ　ｓｅｇｅｔｕｍ）、セサミア属種（Ｓｅｓａ
ｍｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、セサミア・インフェレンス（Ｓｅｓａｍｉａ　ｉｎｆｅｒ
ｅｎｓ）、スパルガノチス属種（Ｓｐａｒｇａｎｏｔｈｉｓ　ｓｐｐ．）、スポドプテラ
属種（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、例えば、スポドプテラ・エラジアナ（Ｓｐｏ
ｄｏｐｔｅｒａ　ｅｒａｄｉａｎａ）、スポドプテラ・エキシグア（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒ
ａ　ｅｘｉｇｕａ）、スポドプテラ・フルギペルダ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｆｒｕｇｉ
ｐｅｒｄａ）、スポドプテラ・プラエフィカ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｐｒａｅｆｉｃａ
）、スタトモポダ属種（Ｓｔａｔｈｍｏｐｏｄａ　ｓｐｐ．）、ステノマ属種（Ｓｔｅｎ
ｏｍａ　ｓｐｐ．）、ストモプテリキス・スブセシベラ（Ｓｔｏｍｏｐｔｅｒｙｘ　ｓｕ
ｂｓｅｃｉｖｅｌｌａ）、シナンテドン属種（Ｓｙｎａｎｔｈｅｄｏｎ　ｓｐｐ．）、テ
シア・ソラニボラ（Ｔｅｃｉａ　ｓｏｌａｎｉｖｏｒａ）、タウメトポエア属種（Ｔｈａ
ｕｍｅｔｏｐｏｅａ　ｓｐｐ．）、テルメシア・ゲンマタリス（Ｔｈｅｒｍｅｓｉａ　ｇ
ｅｍｍａｔａｌｉｓ）、チネア・クロアセラ（Ｔｉｎｅａ　ｃｌｏａｃｅｌｌａ）、チネ
ア・ペリオネラ（Ｔｉｎｅａ　ｐｅｌｌｉｏｎｅｌｌａ）、チネオラ・ビッセリエラ（Ｔ
ｉｎｅｏｌａ　ｂｉｓｓｅｌｌｉｅｌｌａ）、トルトリキス属種（Ｔｏｒｔｒｉｘ　ｓｐ
ｐ
．）、トリコファガ・タペトゼラ（Ｔｒｉｃｈｏｐｈａｇａ　ｔａｐｅｔｚｅｌｌａ）、
トリコプルシア属種（Ｔｒｉｃｈｏｐｌｕｓｉａ　ｓｐｐ．）、例えば、トリコプルシア
・ニ（Ｔｒｉｃｈｏｐｌｕｓｉａ　ｎｉ）、トリポリザ・インセルツラス（Ｔｒｙｐｏｒ
ｙｚａ　ｉｎｃｅｒｔｕｌａｓ）、ツタ・アブソルタ（Ｔｕｔａ　ａｂｓｏｌｕｔａ）、
ビラコラ属種（Ｖｉｒａｃｈｏｌａ　ｓｐｐ．）；
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　バッタ目（Ｏｒｔｈｏｐｔｅｒａ）又は（Ｓａｌｔａｔｏｒｉａ）の、例えば、アケタ
・ドメスチクス（Ａｃｈｅｔａ　ｄｏｍｅｓｔｉｃｕｓ）、ジクロプルス属種（Ｄｉｃｈ
ｒｏｐｌｕｓ　ｓｐｐ．）、グリロタルパ属種（Ｇｒｙｌｌｏｔａｌｐａ　ｓｐｐ．）、
例えば、グリロタルパ・グリロタルパ（Ｇｒｙｌｌｏｔａｌｐａ　ｇｒｙｌｌｏｔａｌｐ
ａ）、ヒエログリフス属種（Ｈｉｅｒｏｇｌｙｐｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ロクスタ属種（Ｌ
ｏｃｕｓｔａ　ｓｐｐ．）、例えば、ロクスタ・ミグラトリア（Ｌｏｃｕｓｔａ　ｍｉｇ
ｒａｔｏｒｉａ）、メラノプルス属種（Ｍｅｌａｎｏｐｌｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、メ
ラノプルス・デバスタトル（Ｍｅｌａｎｏｐｌｕｓ　ｄｅｖａｓｔａｔｏｒ）、パラトラ
ンチクス・ウスリエンシス（Ｐａｒａｔｌａｎｔｉｃｕｓ　ｕｓｓｕｒｉｅｎｓｉｓ）、
スキストセルカ・グレガリア（Ｓｃｈｉｓｔｏｃｅｒｃａ　ｇｒｅｇａｒｉａ）；
　シラミ目（Ｐｈｔｈｉｒａｐｔｅｒａ）の、例えば、ダマリニア属種（Ｄａｍａｌｉｎ
ｉａ　ｓｐｐ．）、ハエマトピヌス属種（Ｈａｅｍａｔｏｐｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、リノ
グナツス属種（Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ペジクルス属種（Ｐｅｄｉｃｕｌ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、フィロキセラ・バスタトリキス（Ｐｈｙｌｌｏｘｅｒａ　ｖａｓｔａ
ｔｒｉｘ）、フチルス・プビス（Ｐｈｔｈｉｒｕｓ　ｐｕｂｉｓ）、トリコデクテス属種
（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｃｔｅｓ　ｓｐｐ．）；
　チャタテムシ目（Ｐｓｏｃｏｐｔｅｒａ）の、例えば、レピノツス属種（Ｌｅｐｉｎｏ
ｔｕｓ　ｓｐｐ．）、リポセリス属種（Ｌｉｐｏｓｃｅｌｉｓ　ｓｐｐ．）；
　ノミ目（Ｓｉｐｈｏｎａｐｔｅｒａ）の、例えば、セラトフィルス属種（Ｃｅｒａｔｏ
ｐｈｙｌｌｕｓ　ｓｐｐ．）、クテノセファリデス属種（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅ
ｓ　ｓｐｐ．）、例えば、クテノセファリデス・カニス（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅ
ｓ　ｃａｎｉｓ）、クテノセファリデス・フェリス（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ　
ｆｅｌｉｓ）、プレキス・イリタンス（Ｐｕｌｅｘ　ｉｒｒｉｔａｎｓ）、ツンガ・ペネ
トランス（Ｔｕｎｇａ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、キセノプシラ・ケオピス（Ｘｅｎｏｐｓ
ｙｌｌａ　ｃｈｅｏｐｉｓ）；
　アザミウマ目（Ｔｈｙｓａｎｏｐｔｅｒａ）の、例えば、アナホトリプス・オブスクル
ス（Ａｎａｐｈｏｔｈｒｉｐｓ　ｏｂｓｃｕｒｕｓ）、バリオトリプス・ビホルミス（Ｂ
ａｌｉｏｔｈｒｉｐｓ　ｂｉｆｏｒｍｉｓ）、カエタナホトリプス・レエウウェニ（Ｃｈ
ａｅｔａｎａｐｈｏｔｈｒｉｐｓ　ｌｅｅｕｗｅｎｉ）、ドレパノトリプス・レウテリ（
Ｄｒｅｐａｎｏｔｈｒｉｐｓ　ｒｅｕｔｅｒｉ）、エンネオトリプス・フラベンス（Ｅｎ
ｎｅｏｔｈｒｉｐｓ　ｆｌａｖｅｎｓ）、フランクリニエラ属種（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅ
ｌｌａ　ｓｐｐ．）、例えば、フランクリニエラ・フスカ（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ
　ｆｕｓｃａ）、フランクリニエラ・オッシデンタリス（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　
ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌｉｓ）、フランクリニエラ・スクルトゼイ（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅ
ｌｌａ　ｓｃｈｕｌｔｚｅｉ）、フランクリニエラ・トリチシ（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌ
ｌａ　ｔｒｉｔｉｃｉ）、フランクリニエラ・バシニイ（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　
ｖａｃｃｉｎｉｉ）、フランクリニエラ・ウィリアムシ（Ｆｒａｎｋｌｉｎｉｅｌｌａ　
ｗｉｌｌｉａｍｓｉ）、ハプロトリプス属種（Ｈａｐｌｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、ヘ
リオトリプス属種（Ｈｅｌｉｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、ヘルシノトリプス・フェモラ
リス（Ｈｅｒｃｉｎｏｔｈｒｉｐｓ　ｆｅｍｏｒａｌｉｓ）、カコトリプス属種（Ｋａｋ
ｏｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、リピホロトリプス・クルエンタツス（Ｒｈｉｐｉｐｈｏｒ
ｏｔｈｒｉｐｓ　ｃｒｕｅｎｔａｔｕｓ）、シルトトリプス属種（Ｓｃｉｒｔｏｔｈｒｉ
ｐｓ　ｓｐｐ．）、タエニノトリプス・カルダモミ（Ｔａｅｎｉｏｔｈｒｉｐｓ　ｃａｒ
ｄａｍｏｍｉ）、トリプス属種（Ｔｈｒｉｐｓ　ｓｐｐ．）、例えば、トリプス・パルミ
（Ｔｈｒｉｐｓ　ｐａｌｍｉ）、トリプス・タバシ（Ｔｈｒｉｐｓ　ｔａｂａｃｉ）；
　シミ目（Ｚｙｇｅｎｔｏｍａ（＝Ｔｈｙｓａｎｕｒａ））の、例えば、クテノレピスマ
属種（Ｃｔｅｎｏｌｅｐｉｓｍａ　ｓｐｐ．）、レピスマ・サッカリナ（Ｌｅｐｉｓｍａ
　ｓａｃｃｈａｒｉｎａ）、レスピモデス・インクイリヌス（Ｌｅｐｉｓｍｏｄｅｓ　ｉ
ｎｑｕｉｌｉｎｕｓ）、テルモビア・ドメスチカ（Ｔｈｅｒｍｏｂｉａ　ｄｏｍｅｓｔｉ
ｃａ）；
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　コムカデ綱（Ｓｙｍｐｈｙｌａ）の、例えば、スクチゲレラ属種（Ｓｃｕｔｉｇｅｒｅ
ｌｌａ　ｓｐｐ．）、例えば、スクチゲレラ・インマクラタ（Ｓｃｕｔｉｇｅｒｅｌｌａ
　ｉｍｍａｃｕｌａｔａ）；
　軟体動物門（Ｍｏｌｌｕｓｃａ）の害虫、例えば、ニマイガイ綱（Ｂｉｖａｌｖｉａ）
の、例えば、ドレイセナ属種（Ｄｒｅｉｓｓｅｎａ　ｓｐｐ．）；及び、さらに、
　マキガイ綱（Ｇａｓｔｒｏｐｏｄａ）の、例えば、アリオン属種（Ａｒｉｏｎ　ｓｐｐ
．）、例えば、アリオン・アテル・ルフス（Ａｒｉｏｎ　ａｔｅｒ　ｒｕｆｕｓ）、ビオ
ムファラリア属種（Ｂｉｏｍｐｈａｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、ブリヌス属種（Ｂｕｌｉｎ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、デロセラス属種（Ｄｅｒｏｃｅｒａｓ　ｓｐｐ．）、例えば、デロセ
ラス・ラエベ（Ｄｅｒｏｃｅｒａｓ　ｌａｅｖｅ）、ガルバ属種（Ｇａｌｂａ　ｓｐｐ．
）、リムナエア属種（Ｌｙｍｎａｅａ　ｓｐｐ．）、オンコメラニア属種（Ｏｎｃｏｍｅ
ｌａｎｉａ　ｓｐｐ．）、ポマセア属種（Ｐｏｍａｃｅａ　ｓｐｐ．）、スクシネア属種
（Ｓｕｃｃｉｎｅａ　ｓｐｐ．）；
　線形動物門（Ｎｅｍａｔｏｄａ）の植物害虫（即ち、植物寄生性線虫）、特に、アグレ
ンクス属種（Ａｇｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、アグレンクス・アグリコラ（Ａ
ｇｌｅｎｃｈｕｓ　ａｇｒｉｃｏｌａ）、アングイナ属種（Ａｎｇｕｉｎａ　ｓｐｐ．）
、例えば、アングイナ・トリチシ（Ａｎｇｕｉｎａ　ｔｒｉｔｉｃｉ）、アフェレンコイ
デス属種（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、アフェレンコイデス・
アラキジス（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ａｒａｃｈｉｄｉｓ）、アフェレンコイデ
ス・フラガリアエ（Ａｐｈｅｌｅｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｆｒａｇａｒｉａｅ）、ベロノライ
ムス属種（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ベロノライムス・グラシリ
ス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｇｒａｃｉｌｉｓ）、ベロノライムス・ロンギカウダツ
ス（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｌｏｎｇｉｃａｕｄａｔｕｓ）、ベロノライムス・ノル
トニ（Ｂｅｌｏｎｏｌａｉｍｕｓ　ｎｏｒｔｏｎｉ）、ブルサフェレンクス属種（Ｂｕｒ
ｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ブルサフェレンクス・ココフィルス（
Ｂｕｒｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｃｏｃｏｐｈｉｌｕｓ）、ブルサフェレンクス・エレ
ムス（Ｂｕｒｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｅｒｅｍｕｓ）、ブルサフェレンクス・キシロ
フィルス（Ｂｕｒｓａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｘｙｌｏｐｈｉｌｕｓ）、カコパウルス属
種（Ｃａｃｏｐａｕｒｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、カコパウルス・ペスチス（Ｃａｃｏｐ
ａｕｒｕｓ　ｐｅｓｔｉｓ）、クリコネメラ属種（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｓｐｐ．
）、例えば、クリコネメラ・クルバタ（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｃｕｒｖａｔａ）、
クリコネメラ・オノエンシス（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｏｎｏｅｎｓｉｓ）、クリコ
ネメラ・オルナタ（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｏｒｎａｔａ）、クリコネメラ・ルシウ
ム（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｒｕｓｉｕｍ）、クリコネメラ・キセノプラキス（Ｃｒ
ｉｃｏｎｅｍｅｌｌａ　ｘｅｎｏｐｌａｘ）（＝メソクリコネマ・キセノプラキス（Ｍｅ
ｓｏｃｒｉｃｏｎｅｍａ　ｘｅｎｏｐｌａｘ））、クリコネモイデス属種（Ｃｒｉｃｏｎ
ｅｍｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、例えば、クリコネモイデス・フェルニアエ（Ｃｒｉｃｏｎ
ｅｍｏｉｄｅｓ　ｆｅｒｎｉａｅ）、クリコネモイデス・オノエンセ（Ｃｒｉｃｏｎｅｍ
ｏｉｄｅｓ　ｏｎｏｅｎｓｅ）、クリコネモイデス・オルナツム（Ｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉ
ｄｅｓ　ｏｒｎａｔｕｍ）、ジチレンクス属種（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、
例えば、ジチレンクス・ジプサシ（Ｄｉｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｐｓａｃｉ）、ドリコ
ドルス属種（Ｄｏｌｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、グロボデラ属種（Ｇｌｏｂｏｄｅ
ｒａ　ｓｐｐ．）、例えば、グロボデラ・パリダ（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｐａｌｌｉｄａ
）、グロボデラ・ロストキエンシス（Ｇｌｏｂｏｄｅｒａ　ｒｏｓｔｏｃｈｉｅｎｓｉｓ
）、ヘリコチレンクス属種（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ヘ
リコチレンクス・ジヒステラ（Ｈｅｌｉｃｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｄｉｈｙｓｔｅｒａ）
、ヘミクリコネモイデス属種（Ｈｅｍｉｃｒｉｃｏｎｅｍｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ヘミ
シクリオホラ属種（Ｈｅｍｉｃｙｃｌｉｏｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．）、ヘテロデラ属種（Ｈ
ｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）、例えば、ヘテロデラ・アベナエ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒ
ａ　ａｖｅｎａｅ）、ヘテロデラ・グルシネス（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｇｌｙｃｉｎｅ
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ｓ）、ヘテロデラ・スカクチイ（Ｈｅｔｅｒｏｄｅｒａ　ｓｃｈａｃｈｔｉｉ）、ヒルス
クマニエラ属種（Ｈｉｒｓｃｈｍａｎｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、ホプロライムス属種（Ｈ
ｏｐｌｏｌａｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）、ロンギドルス属種（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ
．）、例えば、ロンギドルス・アフリカヌス（Ｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ａｆｒｉｃａｎｕ
ｓ）、メロイドギネ属種（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｓｐｐ．）、例えば、メロイドギネ
・キトウォオジ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｃｈｉｔｗｏｏｄｉ）、メロイドギネ・ファ
ラキス（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　ｆａｌｌａｘ）、メロイドギネ・ハプラ（Ｍｅｌｏｉ
ｄｏｇｙｎｅ　ｈａｐｌａ）、メロイドギネ・インコグニタ（Ｍｅｌｏｉｄｏｇｙｎｅ　
ｉｎｃｏｇｎｉｔａ）、メロイネマ属種（Ｍｅｌｏｉｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、ナコッブス
属種（Ｎａｃｏｂｂｕｓ　ｓｐｐ．）、ネオチレンクス属種（Ｎｅｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ
　ｓｐｐ．）、パラロンギドルス属種（Ｐａｒａｌｏｎｇｉｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、パ
ラフェレンクス属種（Ｐａｒａｐｈｅｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、パラトリコドルス属
種（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、パラトリコドルス・ミノル
（Ｐａｒａｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｍｉｎｏｒ）、パラチレンクス属種（Ｐａｒａｔｙ
ｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、プラチレンクス属種（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ
．）、例えば、プラチレンクス・ペネトランス（Ｐｒａｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｐｅｎｅｔ
ｒａｎｓ）、プセウドハレンクス属種（Ｐｓｅｕｄｏｈａｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、
プシレンクス属種（Ｐｓｉｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、プンクトデラ属種（Ｐｕｎｃｔ
ｏｄｅｒａ　ｓｐｐ．）、クイニスルシウス属種（Ｑｕｉｎｉｓｕｌｃｉｕｓ　ｓｐｐ．
）、ラドホルス属種（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、ラドホルス・シトロ
フィルス（Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｃｉｔｒｏｐｈｉｌｕｓ）、ラドホルス・シミリス（
Ｒａｄｏｐｈｏｌｕｓ　ｓｉｍｉｌｉｓ）、ロチレンクルス属種（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕ
ｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ロチレンクス属種（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、スクテ
ロネマ属種（Ｓｃｕｔｅｌｌｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、スバングイナ属種（Ｓｕｂａｎｇ
ｕｉｎａ　ｓｐｐ．）、トリコドルス属種（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、例え
ば、トリコドルス・オブツスス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｏｂｔｕｓｕｓ）、トリコド
ルス・プリミチブス（Ｔｒｉｃｈｏｄｏｒｕｓ　ｐｒｉｍｉｔｉｖｕｓ）、チレンコリン
クス属種（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、チレンコリンクス
・アンヌラツス（Ｔｙｌｅｎｃｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ａｎｎｕｌａｔｕｓ）、チレンク
ルス属種（Ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、例えば、チレンクルス・セミペネトラ
ンス（Ｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｓｅｍｉｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、キシフィネマ属種（Ｘ
ｉｐｈｉｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、例えば、キシフィネマ・インデキス（Ｘｉｐｈｉｎｅｍ
ａ　ｉｎｄｅｘ）。
【０１４３】
　式（Ｉ）で表される化合物は、場合により、特定の濃度又は特定の施用量において、除
草剤、薬害軽減剤、成長調節剤若しくは植物の特性を改善する作用薬としても使用し得る
か、又は、殺微生物剤（ｍｉｃｒｏｂｉｃｉｄｅ）若しくは除雄剤（ｇａｍｅｔｏｃｉｄ
ｅ）として、例えば、殺菌剤（ｆｕｎｇｉｃｉｄｅ）、抗真菌剤（ａｎｔｉｍｙｃｏｔｉ
ｃ）、殺細菌剤若しくは殺ウイルス剤（これは、ウイロイドに対する作用薬も包含する）
としても使用し得るか、又は、ＭＬＯ（マイコプラズマ様生物）及びＲＬＯ（リケッチア
様生物）に対する作用薬としても使用し得る。それらは、場合により、別の活性成分を合
成するための中間体又は前駆物質としても使用することができる。
【０１４４】
　製剤
　本発明は、さらに、式（Ｉ）で表される少なくとも１種類の化合物を含んでいる、殺有
害生物剤としての製剤及びその製剤から調製される使用形態〔例えば、潅注液、滴下液及
び散布液〕にも関する。場合により、該使用形態は、さらなる殺有害生物剤、及び／又は
、作用を向上させるアジュバント、例えば、浸透剤、例えば、植物油（例えば、ナタネ油
、ヒマワリ油）、鉱油（例えば、パラフィン油）、植物性脂肪酸アルキルエステル（例え
ば、ナタネ油メチルエステル又はダイズ油メチルエステル）、又は、アルカノールアルコ
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キシレート類、及び／又は、展着剤、例えば、アルキルシロキサン類及び／又は塩、例え
ば、有機又は無機のアンモニウム塩又はホスホニウム塩（例えば、硫酸アンモニウム又は
リン酸水素二アンモニウム）、及び／又は、保持促進剤（ｒｅｔｅｎｔｉｏｎ　ｐｒｏｍ
ｏｔｅｒ）（例えば、スルホコハク酸ジオクチル又はヒドロキシプロピルグアーポリマー
）、及び／又は、湿潤剤（例えば、グリセロール）、及び／又は、肥料（例えば、アンモ
ニウム含有肥料、カリウム含有肥料又はリン含有肥料）を含有する。
【０１４５】
　慣習的な製剤は、例えば、以下のものである：　水溶性液剤（ＳＬ）、乳剤（ＥＣ）、
水中油型エマルション剤（ＥＷ）、懸濁製剤（ＳＣ、ＳＥ、ＦＳ、ＯＤ）、顆粒水和剤（
ＷＧ）、顆粒剤（ＧＲ）、及び、カプセル製剤（ｃａｐｓｕｌｅ　ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔ
ｅｓ）（ＣＳ）；　これらの製剤型及び別の可能な製剤型は、例えば、以下のものに記載
されている：　Ｃｒｏｐ　Ｌｉｆｅ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　ａｎｄ　ｉｎ　Ｐｅ
ｓｔｉｃｉｄｅ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎｓ，　Ｍａｎｕａｌ　ｏｎ　ｄｅｖｅｌｏ
ｐｍｅｎｔ　ａｎｄ　ｕｓｅ　ｏｆ　ＦＡＯ　ａｎｄ　ＷＨＯ　ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉ
ｏｎｓ　ｆｏｒ　ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ，　ＦＡＯ　Ｐｌａｎｔ　Ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ
　ａｎｄ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｐａｐｅｒｓ　－１７３（作製元：ｔｈｅ　ＦＡＯ／
ＷＨＯ　Ｊｏｉｎｔ　Ｍｅｅｔｉｎｇ　ｏｎ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａ
ｔｉｏｎｓ，　２００４，　ＩＳＢＮ：９２５１０４８５７６）。該製剤は、式（Ｉ）で
表される１種類以上の化合物に加えて、場合により、さらなる農薬活性成分を含有する。
【０１４６】
　好ましいのは、補助剤〔例えば、増量剤、溶媒、自発性促進剤（ｓｐｏｎｔａｎｅｉｔ
ｙ　ｐｒｏｍｏｔｅｒ）、担体、乳化剤、分散剤、凍結防止剤（ｆｒｏｓｔ　ｐｒｏｔｅ
ｃｔｉｏｎ　ａｇｅｎｔ）、殺生物剤、増粘剤及び／又は他の補助剤（例えば、アジュバ
ント）など〕を含有している製剤又は使用形態である。これに関連して、アジュバントは
、当該製剤の生物学的効果を高める成分であって、その成分自体は生物学的効果を有する
ものではない。アジュバントの例は、葉の表面への保持、拡展（ｓｐｒｅａｄｉｎｇ）、
付着を促進する作用物質又は浸透を促進する作用物質である。
【０１４７】
　これらの製剤は、既知方法で、例えば、式（Ｉ）で表される化合物を補助剤（例えば、
増量剤、溶媒及び／若しくは固体担体、並びに／又は、別の補助剤、例えば、界面活性剤
）と混合させることにより製造する。そのような製剤は、適切な設備で製造するか、又は
、施用前若しくは施用中に製造する。
【０１４８】
　使用する補助剤は、式（Ｉ）で表される化合物の製剤又はそのよう製剤から調製された
使用形態（例えば、即時使用可能な（ｒｅａｄｙ－ｔｏ－ｕｓｅ）殺有害生物剤、例えば
、散布液又は種子粉衣製品）に、特別な特性、例えば、特定の物理的特性、技術的特性及
び／又生物学的特性などを付与するのに適している物質であり得る。
【０１４９】
　適切な増量剤は、例えば、水、並びに、極性及び非極性の有機化学的液体、例えば、以
下の類から選択されるものである：　芳香族及び非芳香族の炭化水素類（例えば、パラフ
ィン類、アルキルベンゼン類、アルキルナフタレン類、クロロベンゼン類）、アルコール
類及びポリオール類（これらは、適切な場合には、置換されていてもよく、エーテル化さ
れていてもよく、及び／又は、エステル化されていてもよい）、ケトン類（例えば、アセ
トン、シクロヘキサノン）、エステル類（これは、脂肪類及び油類を包含する）及び（ポ
リ）エーテル類、単純アミン類及び置換されているアミン類、アミド類、ラクタム類（例
えば、Ｎ－アルキルピロリドン類）、及び、ラクトン類、スルホン類及びスルホキシド類
（例えば、ジメチルスルホキシド）、カルボネート類類及びニトリル類。
【０１５０】
　使用する増量剤が水である場合、例えば有機溶媒を補助溶媒として使用することもでき
る。有用な液体溶媒は、本質的に以下のものである：　芳香族化合物、例えば、キシレン
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、トルエン若しくはアルキルナフタレン類、塩素化芳香族化合物又は塩素化脂肪族炭化水
素、例えば、クロロベンゼン類、クロロエチレン類若しくは塩化メチレン、脂肪族炭化水
素、例えば、シクロヘキサン若しくはパラフィン類、例えば、石油留分、鉱油及び植物油
、アルコール類、例えば、ブタノール若しくはグリコールとそれらのエーテル及びエステ
ル、ケトン類、例えば、アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトン若しく
はシクロヘキサノン、強極性溶媒、例えば、ジメチルホルムアミド若しくはジメチルスル
ホキシド、カルボネート類、例えば、炭酸プロピレン、炭酸ブチレン、炭酸ジエチル若し
くは炭酸ジブチル、又は、ニトリル類、例えば、アセトニトリル若しくはプロパンニトリ
ル。
【０１５１】
　原則として、適切な全ての溶媒を使用することが可能である。適切な溶媒の例は、芳香
族炭化水素、例えば、キシレン、トルエン又はアルキルナフタレン類、塩素化芳香族炭化
水素又は塩素化脂肪族炭化水素、例えば、クロロベンゼン、クロロエチレン又は塩化メチ
レン、脂肪族炭化水素、例えば、シクロヘキサン、パラフィン類、石油留分、鉱油及び植
物油、アルコール類、例えば、メタノール、エタノール、イソプロパノール、ブタノール
又はグリコールとそれらのエーテル及びエステル、ケトン類、例えば、アセトン、メチル
エチルケトン、メチルイソブチルケトン又はシクロヘキサノン、強極性溶媒、例えば、ジ
メチルスルホキシド、カルボネート類、例えば、炭酸プロピレン、炭酸ブチレン、炭酸ジ
エチル若しくは炭酸ジブチル、ニトリル類、例えば、アセトニトリル若しくはプロパンニ
トリル、及び、水である。
【０１５２】
　原則として、適切な全ての担体を使用することが可能である。適切な担体としては、特
に、以下のものを挙げることができる：　例えば、アンモニウム塩、及び、微粉砕された
天然岩石、例えば、カオリン、アルミナ、タルク、チョーク、石英、アタパルジャイト、
モンモリロナイト又はケイ藻土、及び、微粉砕された合成岩石、例えば、高分散シリカ、
酸化アルミニウム、及び、天然シリケート又は合成シリケート、樹脂、蝋、及び／又は、
固形肥料。そのような担体の混合物も同様に使用することができる。粒剤に関して有用な
担体としては、以下のものを挙げることができる：　例えば、粉砕して分別した天然岩石
、例えば、方解石、大理石、軽石、海泡石、苦灰岩、並びに、無機及び有機の粉末からな
る合成顆粒、並びに、さらに、有機材料（例えば、おがくず、紙、ココナッツ殻、トウモ
ロコシの穂軸及びタバコの葉柄など）からなる顆粒。
【０１５３】
　液化ガスの増量剤又は溶媒を使用することも可能である。特に適している増量剤又は担
体は、標準温度及び大気圧下では気体である増量剤又は担体、例えば、エーロゾル噴射剤
、例えば、ハロゲン化炭化水素類、及び、さらに、ブタン、プロパン、窒素及び二酸化炭
素などである。
【０１５４】
　イオン特性若しくは非イオン特性を有する乳化剤及び／若しくは泡形成剤、分散剤又は
湿潤剤の例、又は、これらの界面活性物質の混合物の例は、以下のものである：　ポリア
クリル酸の塩、リグノスルホン酸の塩、フェノールスルホン酸若しくはナフタレンスルホ
ン酸の塩、エチレンオキシドと脂肪アルコールの重縮合物若しくはエチレンオキシドと脂
肪酸の重縮合物若しくはエチレンオキシドと脂肪アミンの重縮合物、エチレンオキシドと
置換されているフェノール（好ましくは、アルキルフェノール又はアリールフェノール）
の重縮合物、スルホコハク酸エステルの塩、タウリン誘導体（好ましくは、アルキルタウ
レート）、イセチオネート誘導体、ポリエトキシ化アルコールのリン酸エステル若しくは
ポリエトキシ化フェノールのリン酸エステル、ポリオールの脂肪酸エステル、並びに、硫
酸アニオン、スルホン酸アニオン及びリン酸アニオンを含んでいる該化合物の誘導体、例
えば、アルキルアリールポリグリコールエーテル類、アルキルスルホネート類、アルキル
スルフェート類、アリールスルホネート類、タンパク質加水分解物、リグノスルファイト
廃液、及び、メチルセルロース。式（Ｉ）で表される化合物のうちの１種類及び／又は該
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不活性担体のうちの１種類が水不溶性であり且つ施用が水で行われる場合は、界面活性剤
を存在させることが有利である。
【０１５５】
　該製剤及びその製剤から誘導される使用形態の中に存在させ得るさらなる補助剤として
は、着色剤、例えば、無機顔料、例えば、酸化鉄、酸化チタン及びプルシアンブルー（Ｐ
ｒｕｓｓｉａｎ　Ｂｌｕｅ）、並びに、有機染料、例えば、アリザリン染料、アゾ染料及
び金属フタロシアニン染料、並びに、栄養素及び微量栄養素、例えば、鉄塩、マンガン塩
、ホウ素塩、銅塩、コバルト塩、モリブデン塩及び亜鉛塩などがある。
【０１５６】
　存在させ得るさらなる成分は、安定剤（例えば、低温安定剤）、防腐剤、酸化防止剤、
光安定剤、又は、化学的及び／若しくは物理的安定性を向上させる別の作用剤である。さ
らに、泡生成剤又は消泡剤も存在させることができる。
【０１５７】
　さらにまた、該製剤及びその製剤から誘導される使用形態には、付加的な補助剤として
、粘着剤、例えば、カルボキシメチルセルロース、並びに、粉末若しくは顆粒若しくはラ
テックスの形態にある天然ポリマー及び合成ポリマー、例えば、アラビアゴム、ポリビニ
ルアルコール及びポリ酢酸ビニル、又は、天然リン脂質、例えば、セファリン及びレシチ
ン、及び、合成リン脂質なども含有させることができる。さらなる補助剤は、鉱油及び植
物油であり得る。
【０１５８】
　適切な場合には、該製剤及びその製剤から誘導される使用形態の中に、さらなる補助剤
も存在させることができる。そのような添加剤の例は、芳香物質、保護コロイド、結合剤
、接着剤、増粘剤、揺変剤、浸透剤、保持促進剤、安定化剤、金属イオン封鎖剤、錯化剤
、湿潤剤、展着剤である。一般的に、式（Ｉ）で表される化合物は、製剤を目的として通
常使用される固体又は液体の任意の添加剤と組み合わせることができる。
【０１５９】
　有用な保持促進剤には、動的表面張力を低減させる全ての物質（例えば、スルホコハク
酸ジオクチル）又は粘弾性を増大させる全ての物質（例えば、ヒドロキシプロピルグアー
ポリマー）が包含される。
【０１６０】
　本発明に関連して有用な浸透剤は、植物体内への農薬活性成分の浸透を向上させるため
に典型的にに使用される全ての物質である。これに関連して、浸透剤は、それらが、（一
般には、水性の）施用液から、及び／又は、散布による被膜から、植物のクチクラの中に
浸透し、それによって、活性成分のクチクラ内での移動性を増強することができる能力に
よって定義される。この特性を確認するために、文献（Ｂａｕｒ　ｅｔ　ａｌ．，　１９
９７，　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　５１，　１３１－１５２）に記載されて
いる方法を用いることができる。その例としては、アルコールアルコキシレート、例えば
、ココナッツ脂肪エトキシレート（ｃｏｃｏｎｕｔ　ｆａｔｔｙ　ｅｔｈｏｘｙｌａｔｅ
）（１０）若しくはイソトリデシルエトキシレート（１２）、脂肪酸エステル、例えば、
ナタネ油メチルエステル若しくはダイズ油メチルエステル、脂肪アミンアルコキシレート
、例えば、獣脂アミンエトキシレート（１５）、又は、アンモニウム塩及び／若しくはホ
スホニウム塩、例えば、硫酸アンモニウム若しくはリン酸水素二アンモニウムなどを挙げ
ることができる。
【０１６１】
　該製剤は、その製剤の重量に基づいて、好ましくは、０．０００００００１重量％～９
８重量％の式（Ｉ）で表される化合物を含んでおり、さらに好ましくは、０．０１重量％
～９５重量％の式（Ｉ）で表される化合物を含んでおり、最も好ましくは、０．５重量％
～９０重量％の式（Ｉ）で表される化合物を含んでいる。
【０１６２】
　該製剤（特に、殺有害生物剤）から調製された使用形態の中の式（Ｉ）で表される化合
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物の含有量は、広い範囲内でさまざまであり得る。該使用形態の中の式（Ｉ）で表される
化合物の濃度は、その使用形態の重量に基づいて、一般に、０．０００００００１重量％
～９５重量％の式（Ｉ）で表される化合物、好ましくは、０．００００１重量％～１重量
％の式（Ｉ）で表される化合物である。施用は、その使用形態に適した慣習的な方法で行
う。
【０１６３】
　混合物
　式（Ｉ）で表される化合物は、例えば、作用スペクトルを拡大するために、作用の期間
を長くするために、作用速度を増大させるために、忌避性を防止するために、又は、抵抗
性の発達を防止するために、１種類以上の適切な殺菌剤、殺細菌剤、殺ダニ剤、軟体動物
駆除剤、殺線虫剤、殺虫剤、微生物剤（ｍｉｃｒｏｂｉｏｌｏｇｉｃａｌ　ａｇｅｎｔ）
、有益生物、除草剤、肥料、鳥忌避剤、植物強化剤（ｐｈｙｔｏｔｏｎｉｃ）、不妊剤、
薬害軽減剤、情報化学物質及び／又は植物成長調節剤との混合物において使用することも
できる。さらに、この種の活性成分組合せは、植物の成長を向上させることが可能であり
、及び／又は、非生物的要因（例えば、高温又は低温）に対する耐性、渇水に対する耐性
又は含水量若しくは土壌塩分濃度の上昇に対する耐性を向上させることが可能である。さ
らにまた、開花性能及び結果性能を改善することも可能であり、発芽能力及び根の発達を
最適化することも可能であり、収穫を容易にすることも可能であり、収穫量を向上させる
ことも可能であり、成熟に影響を及ぼすことも可能であり、収穫された生産物の品質及び
／若しくは栄養価を向上させることも可能であり、収穫された生産物の貯蔵寿命を長くす
ることも可能であり、並びに／又は、収穫された生産物の加工性を改善することも可能で
ある。
【０１６４】
　さらに、式（Ｉ）で表される化合物は、別の活性成分又は情報化学物質（例えば、誘引
剤、及び／又は、鳥忌避剤、及び／又は、植物活性化剤、及び／又は、成長調節剤、及び
／又は、肥料）との混合物の中に存在させることもできる。同様に、式（Ｉ）で表される
化合物は、植物の特性（例えば、生長、収穫量及び収穫物の品質）を向上させるために使
用することも可能である。
【０１６５】
　本発明による特定の実施形態では、式（Ｉ）で表される化合物は、製剤の中に、又は、
そのような製剤から調製された使用形態の中に、さらなる化合物（好ましくは、以下に記
載されている化合物）と混合された状態で存在している。
【０１６６】
　以下に記載されている化合物のうちの１種類が種々の互変異性体形態で存在し得る場合
、それらの形態も、いずれの場合にも、たとえ明確に言及されていなくても、同様に包含
される。記載されている全ての混合成分は、それらの官能基に基づいて可能であれば、場
合により、適切な塩基又は酸と塩を形成することもできる。
【０１６７】
　殺虫剤／殺ダニ剤／殺線虫剤
　本明細書中において「一般名」によって特定されている活性成分は、既知であり、そし
て、例えば、「“Ｔｈｅ　Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ”，　１６ｔｈ　ｅｄ．，
　Ｂｒｉｔｉｓｈ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏｕｎｃｉｌ　２０１２」に記
載されているか、又は、インターネット上で検索することができる（例えば、「ｈｔｔｐ
：／／ｗｗｗ．ａｌａｎｗｏｏｄ．ｎｅｔ／ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ」）。その分類は、本
特許出願の出願時点において適用できる「ＩＲＡＣ　Ｍｏｄｅ　ｏｆ　Ａｃｔｉｏｎ　Ｃ
ｌａｓｓｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｃｈｅｍｅ」に基づいている。
【０１６８】
　（１）　アセチルコリンエステラーゼ（ＡＣｈＥ）阻害薬、好ましくは、
　カーバメート系、これは、アラニカルブ、アルジカルブ、ベンジオカルブ、ベンフラカ
ルブ、ブトカルボキシム、ブトキシカルボキシム、カルバリル、カルボフラン、カルボス
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ルファン、エチオフェンカルブ、フェノブカルブ、ホルメタネート、フラチオカルブ、イ
ソプロカルブ、メチオカルブ、メソミル、メトルカルブ、オキサミル、ピリミカーブ、プ
ロポクスル、チオジカルブ、チオファノックス、トリアザメート、トリメタカルブ、ＸＭ
Ｃ及びキシリルカルブから選択される；又は、
　有機リン酸エステル系、これは、アセフェート、アザメチホス、アジンホス－エチル、
アジンホス－メチル、カズサホス、クロルエトキシホス、クロルフェンビンホス、クロル
メホス、クロルピリホス－メチル、クマホス、シアノホス、ジメトン－Ｓ－メチル、ダイ
アジノン、ジクロルボス／ＤＤＶＰ、ジクロトホス、ジメトエート、ジメチルビンホス、
ダイスルホトン、ＥＰＮ、エチオン、エトプロホス、ファムフール、フェナミホス、フェ
ニトロチオン、フェンチオン、ホスチアゼート、ヘプテノホス、イミシアホス、イソフェ
ンホス、Ｏ－（メトキシアミノチオホスホリル）サリチル酸イソプロピル、イソキサチオ
ン、マラチオン、メカルバム、メタミドホス、メチダチオン、メビンホス、モノクロトホ
ス、ナレド、オメトエート、オキシジメトン－メチル、パラチオン－メチル、フェントエ
ート、ホレート、ホサロン、ホスメット、ホスファミドン、ホキシム、ピリミホス－メチ
ル、プロフェノホス、プロペタムホス、プロチオホス、ピラクロホス、ピリダフェンチオ
ン、キナルホス、スルホテップ、テブピリムホス、テメホス、テルブホス、テトラクロル
ビンホス、チオメトン、トリアゾホス、トリクロルホン及びバミドチオンから選択される
。
【０１６９】
　（２）　ＧＡＢＡ制御塩化物チャンネル遮断薬、好ましくは、
　シクロジエン－有機塩素系、これは、クロルダン及びエンドスルファンから選択される
；又は、
　フェニルピラゾール系（フィプロール系）、これは、エチプロール及びフィプロニルか
ら選択される。
【０１７０】
　（３）　ナトリウムチャンネルモジュレーター、好ましくは、
　ピレスロイド系、これは、アクリナトリン、アレスリン、ｄ－シス－トランスアレスリ
ン、ｄ－トランスアレスリン、ビフェントリン、ビオアレスリン、ビオアレスリン　Ｓ－
シクロペンテニル異性体、ビオレスメトリン、シクロプロトリン、シフルトリン、ベータ
－シフルトリン、シハロトリン、ラムダ－シハロトリン、ガンマ－シハロトリン、シペル
メトリン、アルファ－シペルメトリン、ベータ－シペルメトリン、シータ－シペルメトリ
ン、ゼータ－シペルメトリン、シフェノトリン［（１Ｒ）－トランス異性体］、デルタメ
トリン、エムペントリン［（ＥＺ）－（１Ｒ）異性体］、エスフェンバレレート、エトフ
ェンプロックス、フェンプロパトリン、フェンバレレート、フルシトリネート、フルメト
リン、タウ－フルバリネート、ハルフェンプロックス、イミプロトリン、カデトリン、モ
ンフルオロトリン、ペルメトリン、フェノトリン［（１Ｒ）－トランス異性体］、プラレ
トリン、ピレトリン類（除虫菊（ｐｙｒｅｔｈｒｕｍ））、レスメトリン、シラフルオフ
ェン、テフルトリン、テトラメトリン、テトラメトリン［（１Ｒ）異性体］、トラロメト
リン及びトランスフルトリンから選択される；又は、
　ＤＤＴ；又は、メトキシクロル。
【０１７１】
　（４）　ニコチン性アセチルコリン受容体（ｎＡＣｈＲ）競合的モジュレーター、好ま
しくは、
　ネオニコチノイド系、これは、アセタミプリド、クロチアニジン、ジノテフラン、イミ
ダクロプリド、ニテンピラム、チアクロプリド及びチアメトキサムから選択される；又は
、
　ニコチン；又は、
　スルホキシイミン系、これは、スルホキサフロルから選択される；又は、
　ブテノリド系、これは、フルピラジフロンから選択される。
【０１７２】
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　（５）　ニコチン性アセチルコリン受容体（ｎＡＣｈＲ）アロステリックモジュレータ
ー、好ましくは、
　スピノシン系、これは、スピネトラム及びスピノサドから選択される。
【０１７３】
　（６）　グルタミン酸制御塩化物チャンネル（ＧｌｕＣｌ）アロステリックモジュレー
ター、好ましくは、
　アベルメクチン系／ミルベマイシン系、これは、アバメクチン、エマメクチン安息香酸
塩、レピメクチン及びミルベメクチンから選択される。
【０１７４】
　（７）　幼若ホルモン模倣物質、好ましくは、
　幼若ホルモン類似体、これは、ハイドロプレン、キノプレン及びメトプレンから選択さ
れる；又は、
　フェノキシカルブ；又は、ピリプロキシフェン。
【０１７５】
　（８）　種々の特定されていない（多部位）阻害薬、好ましくは、
　ハロゲン化アルキル系、これは、臭化メチル及び別のハロゲン化アルキルから選択され
る；又は、
　クロロピクリン；又は、フッ化スルフリル；又は、ホウ砂；又は、吐酒石；又は、
　イソシアン酸メチル生成物質、これは、ダゾメット（ｄｉａｚｏｍｅｔ）及びメタムか
ら選択される。
【０１７６】
　（９）　弦音器官のＴＲＰＶチャンネルモジュレーター、これは、ピメトロジン及びピ
リフルキナゾン（ｐｙｒｉｆｌｕｑｕｉｎａｚｏｎｅ）から選択される。
【０１７７】
　（１０）　ダニ成長阻害薬、これは、クロフェンテジン、ヘキシチアゾクス、ジフロビ
ダジン及びエトキサゾールから選択される。
【０１７８】
　（１１）　昆虫中腸膜の微生物ディスラプター、これは、バシルス・ツリンギエンシス
・亜種・イスラエレンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓ
ｐｅｃｉｅｓ　ｉｓｒａｅｌｅｎｓｉｓ）、バシルス・スファエリクス（Ｂａｃｉｌｌｕ
ｓ　ｓｐｈａｅｒｉｃｕｓ）、バシルス・ツリンギエンシス・亜種・アイザワイ（Ｂａｃ
ｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓ　ａｉｚａｗａｉ）、
バシルス・ツリンギエンシス・亜種・クルスタキ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉ
ｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓ　ｋｕｒｓｔａｋｉ）、バシルス・ツリンギエンシス
・亜種・テネブリオニス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ
ｅｃｉｅｓ　ｔｅｎｅｂｒｉｏｎｉｓ）及びＢｔ植物タンパク質（これは、Ｃｒｙ１Ａｂ
、Ｃｒｙ１Ａｃ、Ｃｒｙ１Ｆａ、Ｃｒｙ１Ａ．１０５、Ｃｒｙ２Ａｂ、Ｖｉｐ３Ａ、ｍＣ
ｒｙ３Ａ、Ｃｒｙ３Ａｂ、Ｃｒｙ３Ｂｂ及びＣｒｙ３４Ａｂ１／３５Ａｂ１から選択され
る）から選択される。
【０１７９】
　（１２）　ミトコンドリアＡＴＰシンターゼの阻害薬、好ましくは、
　ＡＴＰディスラプター、これは、ジアフェンチウロンから選択される；又は、
　有機スズ化合物、これは、アゾシクロチン、シヘキサチン及び酸化フェンブタスズから
選択される；又は、
　プロパルギット；又は、テトラジホン。
【０１８０】
　（１３）　プロトン勾配を破壊することによる酸化的リン酸化の脱共役剤、これは、ク
ロルフェナピル、ＤＮＯＣ及びスルフルラミドから選択される。
【０１８１】
　（１４）　ニコチン性アセチルコリン受容体チャンネル遮断薬、これは、ベンスルタッ
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プ、カルタップ塩酸塩、チオシクラム及びチオスルタップ－ナトリウムから選択される。
【０１８２】
　（１５）　キチン生合成の阻害薬（タイプ０）、これは、ビストリフルロン、クロルフ
ルアズロン、ジフルベンズロン、フルシクロクスロン、フルフェノクスロン、ヘキサフル
ムロン、ルフェヌロン、ノバルロン、ノビフルムロン、テフルベンズロン及びトリフルム
ロンから選択される。
【０１８３】
　（１６）　キチン生合成の阻害薬（タイプ１）、これは、ブプロフェジンから選択され
る。
【０１８４】
　（１７）　脱皮ディスラプター（特に、双翅目の場合）、これは、シロマジンから選択
される。
【０１８５】
　（１８）　エクジソン受容体作動薬、これは、クロマフェノジド、ハロフェノジド、メ
トキシフェノジド及びテブフェノジドから選択される。
【０１８６】
　（１９）　オクトパミン受容体作動薬、これは、アミトラズから選択される。
【０１８７】
　（２０）　ミトコンドリア複合体ＩＩＩ電子伝達阻害薬、これは、ヒドラメチルノン、
アセキノシル及びフルアクリピリムから選択される。
【０１８８】
　（２１）　ミトコンドリア複合体Ｉ電子伝達阻害薬、好ましくは、
　ＭＥＴＩ殺ダニ剤、これは、フェナザキン、フェンピロキシメート、ピリミジフェン、
ピリダベン、テブフェンピラド及びトルフェンピラドから選択される；又は、
　ロテノン（Ｄｅｒｒｉｓ）。
【０１８９】
　（２２）　電位依存性ナトリウムチャンネル遮断薬、これは、インドキサカルブ及びメ
タフルミゾンから選択される。
【０１９０】
　（２３）　アセチルＣｏＡカルボキシラーゼの阻害薬、好ましくは、
　テトロン酸誘導体及びテトラミン酸誘導体、これは、スピロジクロフェン、スピロメシ
フェン及びスピロテトラマトから選択される。
【０１９１】
　（２４）　ミトコンドリア複合体ＩＶ電子伝達阻害薬、好ましくは、
　ホスフィン系、これは、リン化アルミニウム、リン化カルシウム、ホスフィン及びリン
化亜鉛から選択される；又は、
　シアン化物、これは、シアン化カルシウム、シアン化カリウム及びシアン化ナトリウム
から選択される。
【０１９２】
　（２５）　ミトコンドリア複合体ＩＩ電子伝達阻害薬、好ましくは、
　β－ケトニトリル誘導体、これは、シエノピラフェン及びシフルメトフェンから選択さ
れる；又は、
　カルボキシアニリド系、これは、ピフルブミドから選択される。
【０１９３】
　（２８）　リアノジン受容体モジュレーター、好ましくは、
　ジアミド系、これは、クロラントラニリプロール、シアントラニルプロール及びフルベ
ンジアミドから選択される。
【０１９４】
　（２９）　弦音器官のモジュレーター（標的構造が定義されていない）、これは、フロ
ニカミドから選択される。
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【０１９５】
　（３０）　以下のものから選択されるさらなる活性成分：アフィドピロペン、アフォキ
ソレイナー、アザジラクチン、ベンクロチアズ、ベンゾキシメート、ビフェナゼート、ブ
ロフラニリド（ｂｒｏｆｌａｎｉｌｉｄｅ）、ブロモプロピレート、キノメチオナート、
クロロプラレトリン（ｃｈｌｏｒｏｐｒａｌｌｅｔｈｒｉｎ）、氷晶石（ｃｒｙｏｌｉｔ
ｅ）、シクラニリプロール、シクロキサプリド（ｃｙｃｌｏｘａｐｒｉｄ）、シハロジア
ミド（ｃｙｈａｌｏｄｉａｍｉｄｅ）、ジクロロメゾチアズ（ｄｉｃｌｏｒｏｍｅｚｏｔ
ｉａｚ）、ジコホル、ε－メトフルトリン（ｅｐｓｉｌｏｎ　ｍｅｔｏｆｌｕｔｈｒｉｎ
）、ε－モムフルトリン（ｅｐｓｉｌｏｎ　ｍｏｍｆｌｕｔｈｒｉｎ）、フロメトキン、
フルアザインドリジン（ｆｌｕａｚａｉｎｄｏｌｉｚｉｎｅ）、フルエンスルホン、フル
フェネリム、フルフェノキシストロビン、フルフィプロール、フルヘキサホン（ｆｌｕｈ
ｅｘａｆｏｎ）、フルオピラム、フルララネル、フルキサメタミド、フフェノジド（ｆｕ
ｆｅｎｏｚｉｄｅ）、グアジピル（ｇｕａｄｉｐｙｒ）、ヘプタフルトリン、イミダクロ
チズ、イプロジオン、κ－ビフェントリン、κ－テフルトリン、ロチラネル（ｌｏｔｉｌ
ａｎｅｒ）、メペルフルトリン、パイコングディング（ｐａｉｃｈｏｎｇｄｉｎｇ）、ピ
リダリル、ピリフルキナゾン、ピリミノストロビン、スピロブジクロフェン（ｓｐｉｒｏ
ｂｕｄｉｃｌｏｆｅｎ）、テトラメチルフルトリン、テトラニリプロール（ｔｅｔｒａｎ
ｉｌｉｐｒｏｌｅ）、テトラクロラントラニリプロール（ｔｅｔｒａｃｈｌｏｒａｎｔｒ
ａｎｉｌｉｐｒｏｌｅ）、チゴラネル（ｔｉｇｏｌａｎｅｒ）、チオキサザフェン、チオ
フルオキシメート（ｔｈｉｏｆｌｕｏｘｉｍａｔｅ）、トリフルメゾピリム、及び、ヨー
ドメタン；さらに、バシルス・フィルムス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｆｉｒｍｕｓ）に基づく
調製物（Ｉ－１５８２，　ＢｉｏＮｅｅｍ，　Ｖｏｔｉｖｏ）、及び、以下の化合物：　
１－｛２－フルオロ－４－メチル－５－［（２，２，２－トリフルオロエチル）スルフィ
ニル］フェニル｝－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－５
－アミン（ＷＯ２００６／０４３６３５から既知）（ＣＡＳ　８８５０２６－５０－６）
、｛１’－［（２Ｅ）－３－（４－クロロフェニル）プロパ－２－エン－１－イル］－５
－フルオロスピロ［インドール－３，４’－ピペリジン］－１（２Ｈ）－イル｝（２－ク
ロロピリジン－４－イル）メタノン（ＷＯ２００３／１０６４５７から既知）（ＣＡＳ　
６３７３６０－２３－７）、２－クロロ－Ｎ－［２－｛１－［（２Ｅ）－３－（４－クロ
ロフェニル）プロパ－２－エン－１－イル］ピペリジン－４－イル｝－４－（トリフルオ
ロメチル）フェニル］イソニコチンアミド（ＷＯ２００６／００３４９４から既知）（Ｃ
ＡＳ　８７２９９９－６６－１）、３－（４－クロロ－２，６－ジメチルフェニル）－４
－ヒドロキシ－８－メトキシ－１，８－ジアザスピロ［４．５］デカ－３－エン－２－オ
ン（ＷＯ２０１００５２１６１から既知）（ＣＡＳ　１２２５２９２－１７－０）、３－
（４－クロロ－２，６－ジメチルフェニル）－８－メトキシ－２－オキソ－１，８－ジア
ザスピロ［４．５］デカ－３－エン－４－イル　エチルカルボネート（ＥＰ２６４７６２
６から既知）（ＣＡＳ－１４４０５１６－４２－６）、４－（ブタ－２－イン－１－イル
オキシ）－６－（３，５－ジメチルピペリジン－１－イル）－５－フルオロピリミジン（
ＷＯ２００４／０９９１６０から既知）（ＣＡＳ　７９２９１４－５８－０）、ＰＦ１３
６４（ＪＰ２０１０／０１８５８６から既知）（ＣＡＳ　Ｒｅｇ．Ｎｏ．１２０４７７６
－６０－２）、Ｎ－［（２Ｅ）－１－［（６－クロロピリジン－３－イル）メチル］ピリ
ジン－２（１Ｈ）－イリデン］－２，２，２－トリフルオロアセトアミド（ＷＯ２０１２
／０２９６７２から既知）（ＣＡＳ　１３６３４００－４１－２）、（３Ｅ）－３－［１
－［（６－クロロ－３－ピリジル）メチル］－２－ピリジリデン］－１，１，１－トリフ
ルオロプロパン－２－オン（ＷＯ２０１３／１４４２１３から既知）（ＣＡＳ　１４６１
７４３－１５－６）、Ｎ－［３－（ベンジルカルバモイル）－４－クロロフェニル］－１
－メチル－３－（ペンタフルオロエチル）－４－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾ
ール－５－カルボキサミド（ＷＯ２０１０／０５１９２６から既知）（ＣＡＳ　１２２６
８８９－１４－０）、５－ブロモ－４－クロロ－Ｎ－［４－クロロ－２－メチル－６－（
メチルカルバモイル）フェニル］－２－（３－クロロ－２－ピリジル）ピラゾール－３－
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カルボキサミド（ＣＮ１０３２３２４３１から既知）（ＣＡＳ　１４４９２２０－４４－
３）、４－［５－（３，５－ジクロロフェニル）－４，５－ジヒドロ－５－（トリフルオ
ロメチル）－３－イソオキサゾリル］－２－メチル－Ｎ－（シス－１－オキシド－３－チ
エタニル）ベンズアミド、４－［５－（３，５－ジクロロフェニル）－４，５－ジヒドロ
－５－（トリフルオロメチル）－３－イソオキサゾリル］－２－メチル－Ｎ－（トランス
－１－オキシド－３－チエタニル）ベンズアミド及び４－［（５Ｓ）－５－（３，５－ジ
クロロフェニル）－４，５－ジヒドロ－５－（トリフルオロメチル）－３－イソオキサゾ
リル］－２－メチル－Ｎ－（シス－１－オキシド－３－チエタニル）ベンズアミド（ＷＯ
２０１３／０５０３１７Ａ１から既知）（ＣＡＳ　１３３２６２８－８３－７）、Ｎ－［
３－クロロ－１－（３－ピリジニル）－１Ｈ－ピラゾール－４－イル］－Ｎ－エチル－３
－［（３，３，３－トリフルオロプロピル）スルフィニル］プロパンアミド、（＋）－Ｎ
－［３－クロロ－１－（３－ピリジニル）－１Ｈ－ピラゾール－４－イル］－Ｎ－エチル
－３－［（３，３，３－トリフルオロプロピル）スルフィニル］プロパンアミド及び（－
）－Ｎ－［３－クロロ－１－（３－ピリジニル）－１Ｈ－ピラゾール－４－イル］－Ｎ－
エチル－３－［（３，３，３－トリフルオロプロピル）スルフィニル］プロパンアミド（
ＷＯ２０１３／１６２７１５Ａ２、ＷＯ２０１３／１６２７１６Ａ２、ＵＳ２０１４／０
２１３４４８Ａ１から既知）（ＣＡＳ　１４７７９２３－３７－７）、５－［［（２Ｅ）
－３－クロロ－２－プロペン－１－イル］アミノ］－１－［２，６－ジクロロ－４－（ト
リフルオロメチル）フェニル］－４－［（トリフルオロメチル）スルフィニル］－１Ｈ－
ピラゾール－３－カルボニトリル（ＣＮ１０１３３７９３７Ａから既知）（ＣＡＳ　１１
０５６７２－７７－２）、３－ブロモ－Ｎ－［４－クロロ－２－メチル－６－［（メチル
アミノ）チオキソメチル］フェニル］－１－（３－クロロ－２－ピリジニル）－１Ｈ－ピ
ラゾール－５－カルボキサミド、（Ｌｉｕｄａｉｂｅｎｊｉａｘｕａｎａｎ、ＣＮ１０３
１０９８１６Ａから既知）（ＣＡＳ　１２３２５４３－８５－９）；Ｎ－［４－クロロ－
２－［［（１，１－ジメチルエチル）アミノ］カルボニル］－６－メチルフェニル］－１
－（３－クロロ－２－ピリジニル）－３－（フルオロメトキシ）－１Ｈ－ピラゾール－５
－カルボキサミド（ＷＯ２０１２／０３４４０３Ａ１から既知）（ＣＡＳ　１２６８２７
７－２２－０）、Ｎ－［２－（５－アミノ－１，３，４－チアジアゾール－２－イル）－
４－クロロ－６－メチルフェニル］－３－ブロモ－１－（３－クロロ－２－ピリジニル）
－１Ｈ－ピラゾール－５－カルボキサミド（ＷＯ２０１１／０８５５７５Ａ１から既知）
（ＣＡＳ　１２３３８８２－２２－８）、４－［３－［２，６－ジクロロ－４－［（３，
３－ジクロロ－２－プロペン－１－イル）オキシ］フェノキシ］プロポキシ］－２－メト
キシ－６－（トリフルオロメチル）ピリミジン（ＣＮ１０１３３７９４０Ａ）（ＣＡＳ　
１１０８１８４－５２－６から既知）；（２Ｅ）－及び２（Ｚ）－２－［２－（４－シア
ノフェニル）－１－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］エチリデン］－Ｎ－［４－
（ジフルオロメトキシ）フェニル］ヒドラジンカルボキサミド（ＣＮ１０１７１５７７４
Ａから既知）（ＣＡＳ　１２３２５４３－８５－９）；シクロプロパンカルボン酸３－（
２，２－ジクロロエテニル）－２，２－ジメチル－４－（１Ｈ－ベンズイミダゾール－２
－イル）フェニルエステル（ＣＮ１０３５２４４２２Ａから既知）（ＣＡＳ　１５４２２
７１－４６－４）；（４ａＳ）－７－クロロ－２，５－ジヒドロ－２－［［（メトキシカ
ルボニル）［４－［（トリフルオロメチル）チオ］フェニル］アミノ］カルボニル］イン
デノ［１，２－ｅ］［１，３，４］オキサジアジン－４ａ（３Ｈ）－カルボン酸メチルエ
ステル（ＣＮ１０２３９１２６１Ａから既知）（ＣＡＳ　１３７０３５８－６９－２）；
６－デオキシ－３－Ｏ－エチル－２，４－ジ－Ｏ－メチル－１－［Ｎ－［４－［１－［４
－（１，１，２，２，２－ペンタフルオロエトキシ）フェニル］－１Ｈ－１，２，４－ト
リアゾール－３－イル］フェニル］カルバメート］－α－Ｌ－マンノピラノース（ＵＳ２
０１４／０２７５５０３Ａ１から既知）（ＣＡＳ　１１８１２１３－１４－８）；８－（
２－シクロプロピルメトキシ－４－トリフルオロメチルフェノキシ）－３－（６－トリフ
ルオロメチルピリダジン－３－イル）－３－アザビシクロ［３．２．１］オクタン（ＣＡ
Ｓ　１２５３８５０－５６－４）、（８－アンチ）－８－（２－シクロプロピルメトキシ
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－４－トリフルオロメチルフェノキシ）－３－（６－トリフルオロメチルピリダジン－３
－イル）－３－アザビシクロ［３．２．１］オクタン（ＣＡＳ　９３３７９８－２７－７
）、（８－シン）－８－（２－シクロプロピルメトキシ－４－トリフルオロメチルフェノ
キシ）－３－（６－トリフルオロメチルピリダジン－３－イル）－３－アザビシクロ［３
．２．１］オクタン（ＷＯ２００７０４０２８０Ａ１、ＷＯ２００７０４０２８２Ａ１か
ら既知）（ＣＡＳ　９３４００１－６６－８）、Ｎ－［３－クロロ－１－（３－ピリジニ
ル）－１Ｈ－ピラゾール－４－イル］－Ｎ－エチル－３－［（３，３，３－トリフルオロ
プロピル）チオ］プロパンアミド（ＷＯ２０１５／０５８０２１Ａ１、ＷＯ２０１５／０
５８０２８Ａ１から既知）（ＣＡＳ　１４７７９１９－２７－９）、及び、Ｎ－［４－（
アミノチオキソメチル）－２－メチル－６－［（メチルアミノ）－カルボニル］フェニル
］－３－ブロモ－１－（３－クロロ－２－ピリジニル）－１Ｈ－ピラゾール－５－カルボ
キサミド（ＣＮ１０３２６５５２７Ａから既知）（ＣＡＳ　１４５２８７７－５０－７）
、５－（１，３－ジオキサン－２－イル）－４－［［４－（トリフルオロメチル）フェニ
ル］メトキシ］ピリミジン（ＷＯ２０１３／１１５３９１Ａ１から既知）（ＣＡＳ　１４
４９０２１－９７－９）、３－（４－クロロ－２，６－ジメチルフェニル）－４－ヒドロ
キシ－８－メトキシ－１－メチル－１，８－ジアザスピロ［４．５］デカ－３－エン－２
－オン（ＷＯ２０１０／０６６７８０Ａ１、ＷＯ２０１１／１５１１４６Ａ１から既知）
（ＣＡＳ　１２２９０２３－３４－０）、３－（４－クロロ－２，６－ジメチルフェニル
）－８－メトキシ－１－メチル－１，８－ジアザスピロ［４．５］デカン－２，４－ジオ
ン（ＷＯ２０１４／１８７８４６Ａ１から既知）（ＣＡＳ　１６３８７６５－５８－８）
、３－（４－クロロ－２，６－ジメチルフェニル）－８－メトキシ－１－メチル－２－オ
キソ－１，８－ジアザスピロ［４．５］デカ－３－エン－４－イル－カルボン酸エチルエ
ステル（ＷＯ２０１０／０６６７８０Ａ１、ＷＯ２０１１１５１１４６Ａ１から既知）（
ＣＡＳ　１２２９０２３－００－０）、Ｎ－［１－［（６－クロロ－３－ピリジニル）メ
チル］－２（１Ｈ）－ピリジニリデン］－２，２，２－トリフルオロアセトアミド（ＤＥ
３６３９８７７Ａ１、ＷＯ２０１２０２９６７２Ａ１から既知）（ＣＡＳ　１３６３４０
０－４１－２）、［Ｎ（Ｅ）］－Ｎ－［１－［（６－クロロ－３－ピリジニル）メチル］
－２（１Ｈ）－ピリジニリデン］－２，２，２－トリフルオロアセトアミド（ＷＯ２０１
６００５２７６Ａ１から既知）（ＣＡＳ　１６８９５６６－０３－７）、［Ｎ（Ｚ）］－
Ｎ
－［１－［（６－クロロ－３－ピリジニル）メチル］－２（１Ｈ）－ピリジニリデン］－
２，２，２－トリフルオロアセトアミド（ＣＡＳ　１７０２３０５－４０－５）、３－エ
ンド－３－［２－プロポキシ－４－（トリフルオロメチル）フェノキシ］－９－［［５－
（トリフルオロメチル）－２－ピリジニル］オキシ］－９－アザビシクロ［３．３．１］
ノナン（ＷＯ２０１１／１０５５０６Ａ１、ＷＯ２０１６／１３３０１１Ａ１から既知）
（ＣＡＳ　１３３２８３８－１７－１）。
【０１９６】
　殺菌剤
　本明細書中において「一般名」によって特定されている活性成分は、既知であり、そし
て、例えば、「“Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ”（１６ｔｈ　Ｅｄ．，　Ｂｒｉｔ
ｉｓｈ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏｕｎｃｉｌ）」に記載されているか、又
は、インターネット上で検索することができる（例えば、「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ａｌ
ａｎｗｏｏｄ．ｎｅｔ／ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ」）。
【０１９７】
　クラス（１）～（１５）に記載されている全ての混合成分は、それらの官能基に基づい
て可能であれば、場合により、適切な塩基又は酸と塩を形成することができる。クラス（
１）～（１５）に記載されている全ての殺菌剤混合成分は、場合により、互変異性体形態
を包含し得る。
【０１９８】
　（１）　エルゴステロール生合成阻害薬、例えば、（１．００１）シプロコナゾール、
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（１．００２）ジフェノコナゾール、（１．００３）エポキシコナゾール、（１．００４
）フェンヘキサミド、（１．００５）フェンプロピジン、（１．００６）フェンプロピモ
ルフ、（１．００７）フェンピラザミン、（１．００８）フルキンコナゾール、（１．０
０９）フルトリアホール、（１．０１０）イマザリル、（１．０１１）硫酸イマザリル、
（１．０１２）イプコナゾール、（１．０１３）メトコナゾール、（１．０１４）ミクロ
ブタニル、（１．０１５）パクロブトラゾール、（１．０１６）プロクロラズ、（１．０
１７）プロピコナゾール、（１．０１８）プロチオコナゾール、（１．０１９）ピリソキ
サゾール、（１．０２０）スピロキサミン、（１．０２１）テブコナゾール、（１．０２
２）テトラコナゾール、（１．０２３）トリアジメノール、（１．０２４）トリデモルフ
、（１．０２５）トリチコナゾール、（１．０２６）（１Ｒ，２Ｓ，５Ｓ）－５－（４－
クロロベンジル）－２－（クロロメチル）－２－メチル－１－（１Ｈ－１，２，４－トリ
アゾール－１－イルメチル）シクロペンタノール、（１．０２７）（１Ｓ，２Ｒ，５Ｒ）
－５－（４－クロロベンジル）－２－（クロロメチル）－２－メチル－１－（１Ｈ－１，
２，４－トリアゾール－１－イルメチル）シクロペンタノール、（１．０２８）（２Ｒ）
－２－（１－クロロシクロプロピル）－４－［（１Ｒ）－２，２－ジクロロシクロプロピ
ル］－１－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）ブタン－２－オール（１．０
２９）（２Ｒ）－２－（１－クロロシクロプロピル）－４－［（１Ｓ）－２，２－ジクロ
ロシクロプロピル］－１－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）ブタン－２－
オール、（１．０３０）（２Ｒ）－２－［４－（４－クロロフェノキシ）－２－（トリフ
ルオロメチル）フェニル］－１－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）プロパ
ン－２－オール、（１．０３１）（２Ｓ）－２－（１－クロロシクロプロピル）－４－［
（１Ｒ）－２，２－ジクロロシクロプロピル］－１－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール
－１－イル）ブタン－２－オール、（１．０３２）（２Ｓ）－２－（１－クロロシクロプ
ロピル）－４－［（１Ｓ）－２，２－ジクロロシクロプロピル］－１－（１Ｈ－１，２，
４－トリアゾール－１－イル）ブタン－２－オール、（１．０３３）（２Ｓ）－２－［４
－（４－クロロフェノキシ）－２－（トリフルオロメチル）フェニル］－１－（１Ｈ－１
，２，４－トリアゾール－１－イル）プロパン－２－オール、（１．０３４）（Ｒ）－［
３－（４－クロロ－２－フルオロフェニル）－５－（２，４－ジフルオロフェニル）－１
，２－オキサゾール－４－イル］（ピリジン－３－イル）メタノール、（１．０３５）（
Ｓ）－［３－（４－クロロ－２－フルオロフェニル）－５－（２，４－ジフルオロフェニ
ル）－１，２－オキサゾール－４－イル］（ピリジン－３－イル）メタノール、（１．０
３６）［３－（４－クロロ－２－フルオロフェニル）－５－（２，４－ジフルオロフェニ
ル）－１，２－オキサゾール－４－イル］（ピリジン－３－イル）メタノール、（１．０
３７）１－（｛（２Ｒ，４Ｓ）－２－［２－クロロ－４－（４－クロロフェノキシ）フェ
ニル］－４－メチル－１，３－ジオキソラン－２－イル｝メチル）－１Ｈ－１，２，４－
トリアゾール、（１．０３８）１－（｛（２Ｓ，４Ｓ）－２－［２－クロロ－４－（４－
クロロフェノキシ）フェニル］－４－メチル－１，３－ジオキソラン－２－イル｝メチル
）－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール、（１．０３９）１－｛［３－（２－クロロフェニ
ル）－２－（２，４－ジフルオロフェニル）オキシラン－２－イル］メチル｝－１Ｈ－１
，２，４－トリアゾール－５－イルチオシアネート、（１．０４０）１－｛［ｒｅｌ（２
Ｒ，３Ｒ）－３－（２－クロロフェニル）－２－（２，４－ジフルオロフェニル）オキシ
ラン－２－イル］メチル｝－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－５－イルチオシアネート
、（１．０４１）１－｛［ｒｅｌ（２Ｒ，３Ｓ）－３－（２－クロロフェニル）－２－（
２，４－ジフルオロフェニル）オキシラン－２－イル］メチル｝－１Ｈ－１，２，４－ト
リアゾール－５－イルチオシアネート、（１．０４２）２－［（２Ｒ，４Ｒ，５Ｒ）－１
－（２，４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ－２，６，６－トリメチルヘプタン－
４－イル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－チオン、（１．
０４３）２－［（２Ｒ，４Ｒ，５Ｓ）－１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロ
キシ－２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２
，４－トリアゾール－３－チオン、（１．０４４）２－［（２Ｒ，４Ｓ，５Ｒ）－１－（
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２，４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ－２，６，６－トリメチルヘプタン－４－
イル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－チオン、（１．０４
５）２－［（２Ｒ，４Ｓ，５Ｓ）－１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ
－２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４
－トリアゾール－３－チオン、（１．０４６）２－［（２Ｓ，４Ｒ，５Ｒ）－１－（２，
４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ－２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イル
］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－チオン、（１．０４７）
２－［（２Ｓ，４Ｒ，５Ｓ）－１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ－２
，６，６－トリメチルヘプタン－４－イル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－ト
リアゾール－３－チオン、（１．０４８）２－［（２Ｓ，４Ｓ，５Ｒ）－１－（２，４－
ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ－２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イル］－
２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－チオン、（１．０４９）２－
［（２Ｓ，４Ｓ，５Ｓ）－１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－ヒドロキシ－２，６
，６－トリメチルヘプタン－４－イル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリア
ゾール－３－チオン、（１．０５０）２－［１－（２，４－ジクロロフェニル）－５－ヒ
ドロキシ－２，６，６－トリメチルヘプタン－４－イル］－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１
，２，４－トリアゾール－３－チオン、（１．０５１）２－［２－クロロ－４－（２，４
－ジクロロフェノキシ）フェニル］－１－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル
）プロパン－２－オール、（１．０５２）２－［２－クロロ－４－（４－クロロフェノキ
シ）フェニル］－１－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）ブタン－２－オー
ル、（１．０５３）２－［４－（４－クロロフェノキシ）－２－（トリフルオロメチル）
フェニル］－１－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）ブタン－２－オール、
（１．０５４）２－［４－（４－クロロフェノキシ）－２－（トリフルオロメチル）フェ
ニル］－１－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）ペンタン－２－オール、（
１．０５５）２－［４－（４－クロロフェノキシ）－２－（トリフルオロメチル）フェニ
ル］－１－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）プロパン－２－オール、（１
．０５６）２－｛［３－（２－クロロフェニル）－２－（２，４－ジフルオロフェニル）
オキシラン－２－イル］メチル｝－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール
－３－チオン、（１．０５７）２－｛［ｒｅｌ（２Ｒ，３Ｒ）－３－（２－クロロフェニ
ル）－２－（２，４－ジフルオロフェニル）オキシラン－２－イル］メチル｝－２，４－
ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール－３－チオン、（１．０５８）２－｛［ｒｅ
ｌ（２Ｒ，３Ｓ）－３－（２－クロロフェニル）－２－（２，４－ジフルオロフェニル）
オキシラン－２－イル］メチル｝－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾール
－３－チオン、（１．０５９）５－（４－クロロベンジル）－２－（クロロメチル）－２
－メチル－１－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イルメチル）シクロペンタノー
ル、（１．０６０）５－（アリルスルファニル）－１－｛［３－（２－クロロフェニル）
－２－（２，４－ジフルオロフェニル）オキシラン－２－イル］メチル｝－１Ｈ－１，２
，４－トリアゾール、（１．０６１）５－（アリルスルファニル）－１－｛［ｒｅｌ（２
Ｒ，３Ｒ）－３－（２－クロロフェニル）－２－（２，４－ジフルオロフェニル）オキシ
ラン－２－イル］メチル｝－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール、（１．０６２）５－（ア
リルスルファニル）－１－｛［ｒｅｌ（２Ｒ，３Ｓ）－３－（２－クロロフェニル）－２
－（２，４－ジフルオロフェニル）オキシラン－２－イル］メチル｝－１Ｈ－１，２，４
－トリアゾール、（１．０６３）Ｎ’－（２，５－ジメチル－４－｛［３－（１，１，２
，２－テトラフルオロエトキシ）フェニル］スルファニル｝フェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ
－メチルイミドホルムアミド、（１．０６４）Ｎ’－（２，５－ジメチル－４－｛［３－
（２，２，２－トリフルオロエトキシ）フェニル］スルファニル｝フェニル）－Ｎ－エチ
ル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１．０６５）Ｎ’－（２，５－ジメチル－４－｛
［３－（２，２，３，３－テトラフルオロプロポキシ）フェニル］スルファニル｝フェニ
ル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１．０６６）Ｎ’－（２，５－ジ
メチル－４－｛［３－（ペンタフルオロエトキシ）フェニル］スルファニル｝フェニル）
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－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１．０６７）Ｎ’－（２，５－ジメチ
ル－４－｛３－［（１，１，２，２－テトラフルオロエチル）スルファニル］フェノキシ
｝フェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１．０６８）Ｎ’－（２
，５－ジメチル－４－｛３－［（２，２，２－トリフルオロエチル）スルファニル］フェ
ノキシ｝フェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１．０６９）Ｎ’
－（２，５－ジメチル－４－｛３－［（２，２，３，３－テトラフルオロプロピル）スル
ファニル］フェノキシ｝フェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１
．０７０）Ｎ’－（２，５－ジメチル－４－｛３－［（ペンタフルオロエチル）スルファ
ニル］フェノキシ｝フェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１．０
７１）Ｎ’－（２，５－ジメチル－４－フェノキシフェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル
イミドホルムアミド、（１．０７２）Ｎ’－（４－｛［３－（ジフルオロメトキシ）フェ
ニル］スルファニル｝－２，５－ジメチルフェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホ
ルムアミド、（１．０７３）Ｎ’－（４－｛３－［（ジフルオロメチル）スルファニル］
フェノキシ｝－２，５－ジメチルフェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミ
ド、（１．０７４）Ｎ’－［５－ブロモ－６－（２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－２
－イルオキシ）－２－メチルピリジン－３－イル］－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホル
ムアミド、（１．０７５）Ｎ’－｛４－［（４，５－ジクロロ－１，３－チアゾール－２
－イル）オキシ］－２，５－ジメチルフェニル｝－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルム
アミド、（１．０７６）Ｎ’－｛５－ブロモ－６－［（１Ｒ）－１－（３，５－ジフルオ
ロフェニル）エトキシ］－２－メチルピリジン－３－イル｝－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイ
ミドホルムアミド、（１．０７７）Ｎ’－｛５－ブロモ－６－［（１Ｓ）－１－（３，５
－ジフルオロフェニル）エトキシ］－２－メチルピリジン－３－イル｝－Ｎ－エチル－Ｎ
－メチルイミドホルムアミド、（１．０７８）Ｎ’－｛５－ブロモ－６－［（シス－４－
イソプロピルシクロヘキシル）オキシ］－２－メチルピリジン－３－イル｝－Ｎ－エチル
－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１．０７９）Ｎ’－｛５－ブロモ－６－［（トラン
ス－４－イソプロピルシクロヘキシル）オキシ］－２－メチルピリジン－３－イル｝－Ｎ
－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１．０８０）Ｎ’－｛５－ブロモ－６－［
１
－（３，５－ジフルオロフェニル）エトキシ］－２－メチルピリジン－３－イル｝－Ｎ－
エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１．０８１）メフェントリフルコナゾール（
ｍｅｆｅｎｔｒｉｆｌｕｃｏｎａｚｏｌｅ）、（１．０８２）イプフェントリフルコナゾ
ール（ｉｐｆｅｎｔｒｉｆｌｕｃｏｎａｚｏｌｅ）。
【０１９９】
　（２）　複合体Ｉ又は複合体ＩＩにおける呼吸鎖の阻害薬、例えば、（２．００１）ベ
ンゾビンジフルピル、（２．００２）ビキサフェン、（２．００３）ボスカリド、（２．
００４）カルボキシン、（２．００５）フルオピラム、（２．００６）フルトラニル、（
２．００７）フルキサピロキサド、（２．００８）フラメトピル、（２．００９）イソフ
ェタミド、（２．０１０）イソピラザム（アンチ－エピマー性エナンチオマー　１Ｒ，４
Ｓ，９Ｓ）、（２．０１１）イソピラザム（アンチ－エピマー性エナンチオマー　１Ｓ，
４Ｒ，９Ｒ）、（２．０１２）イソピラザム（アンチ－エピマー性ラセミ化合物　１ＲＳ
，４ＳＲ，９ＳＲ）、（２．０１３）イソピラザム（シン－エピマー性ラセミ化合物（１
ＲＳ，４ＳＲ，９ＲＳ）とアンチ－エピマー性ラセミ化合物（１ＲＳ，４ＳＲ，９ＳＲ）
の混合物）、（２．０１４）イソピラザム（シン－エピマー性エナンチオマー　１Ｒ，４
Ｓ，９Ｒ）、（２．０１５）イソピラザム（シン－エピマー性エナンチオマー　１Ｓ，４
Ｒ，９Ｓ）、（２．０１６）イソピラザム（シン－エピマー性ラセミ化合物　１ＲＳ，４
ＳＲ，９ＲＳ）、（２．０１７）ペンフルフェン、（２．０１８）ペンチオピラド、（２
．０１９）ピジフルメトフェン（ｐｙｄｉｆｌｕｍｅｔｏｆｅｎ）、（２．０２０）ピラ
ジフルミド、（２．０２１）セダキサン、（２．０２２）１，３－ジメチル－Ｎ－（１，
１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）－１Ｈ－ピラゾー
ル－４－カルボキサミド、（２．０２３）１，３－ジメチル－Ｎ－［（３Ｒ）－１，１，
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３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－１Ｈ－ピラゾール－
４－カルボキサミド、（２．０２４）１，３－ジメチル－Ｎ－［（３Ｓ）－１，１，３－
トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－
カルボキサミド、（２．０２５）１－メチル－３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－［２’
－（トリフルオロメチル）ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサ
ミド、（２．０２６）２－フルオロ－６－（トリフルオロメチル）－Ｎ－（１，１，３－
トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）ベンズアミド、（２．０２
７）３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－（１，１，３－トリメチル－２，３－
ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２
．０２８）３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［（３Ｒ）－１，１，３－トリ
メチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カル
ボキサミド、（２．０２９）３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［（３Ｓ）－
１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－１Ｈ－ピラ
ゾール－４－カルボキサミド、（２．０３０）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－（７－フ
ルオロ－１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）－１
－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．０３１）３－（ジフルオロメ
チル）－Ｎ－［（３Ｒ）－７－フルオロ－１，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－
１Ｈ－インデン－４－イル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（
２．０３２）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［（３Ｓ）－７－フルオロ－１，１，３－
トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル］－１－メチル－１Ｈ－ピラ
ゾール－４－カルボキサミド、（２．０３３）５，８－ジフルオロ－Ｎ－［２－（２－フ
ルオロ－４－｛［４－（トリフルオロメチル）ピリジン－２－イル］オキシ｝フェニル）
エチル］キナゾリン－４－アミン、（２．０３４）Ｎ－（２－シクロペンチル－５－フル
オロベンジル）－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－
メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．０３５）Ｎ－（２－ｔｅｒｔ－
ブチル－５－メチルベンジル）－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－
フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．０３６）Ｎ－（
２－ｔｅｒｔ－ブチルベンジル）－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５
－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．０３７）Ｎ－
（５－クロロ－２－エチルベンジル）－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）
－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．０３８）
Ｎ－（５－クロロ－２－イソプロピルベンジル）－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオ
ロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２
．０３９）Ｎ－［（１Ｒ，４Ｓ）－９－（ジクロロメチレン）－１，２，３，４－テトラ
ヒドロ－１，４－メタノナフタレン－５－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチ
ル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．０４０）Ｎ－［（１Ｓ，４Ｒ）－９
－（ジクロロメチレン）－１，２，３，４－テトラヒドロ－１，４－メタノナフタレン－
５－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキ
サミド、（２．０４１）Ｎ－［１－（２，４－ジクロロフェニル）－１－メトキシプロパ
ン－２－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カル
ボキサミド、（２．０４２）Ｎ－［２－クロロ－６－（トリフルオロメチル）ベンジル］
－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－
ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．０４３）Ｎ－［３－クロロ－２－フルオロ－６
－（トリフルオロメチル）ベンジル］－Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）
－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．０４４）
Ｎ－［５－クロロ－２－（トリフルオロメチル）ベンジル］－Ｎ－シクロプロピル－３－
（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサ
ミド、（２．０４５）Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－
１－メチル－Ｎ－［５－メチル－２－（トリフルオロメチル）ベンジル］－１Ｈ－ピラゾ
ール－４－カルボキサミド、（２．０４６）Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチ
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ル）－５－フルオロ－Ｎ－（２－フルオロ－６－イソプロピルベンジル）－１－メチル－
１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．０４７）Ｎ－シクロプロピル－３－（ジ
フルオロメチル）－５－フルオロ－Ｎ－（２－イソプロピル－５－メチルベンジル）－１
－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．０４８）Ｎ－シクロプロピル
－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－Ｎ－（２－イソプロピルベンジル）－１－
メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボチオアミド、（２．０４９）Ｎ－シクロプロピル
－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－Ｎ－（２－イソプロピルベンジル）－１－
メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．０５０）Ｎ－シクロプロピル－
３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－Ｎ－（５－フルオロ－２－イソプロピルベン
ジル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．０５１）Ｎ－シク
ロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－（２－エチル－４，５－ジメチルベンジル
）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．０５２
）Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－（２－エチル－５－フルオロベ
ンジル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．
０５３）Ｎ－シクロプロピル－３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－（２－エチル－５－メチ
ルベンジル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（
２．０５４）Ｎ－シクロプロピル－Ｎ－（２－シクロプロピル－５－フルオロベンジル）
－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カル
ボキサミド、（２．０５５）Ｎ－シクロプロピル－Ｎ－（２－シクロプロピル－５－メチ
ルベンジル）－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾー
ル－４－カルボキサミド、（２．０５６）Ｎ－シクロプロピル－Ｎ－（２－シクロプロピ
ルベンジル）－３－（ジフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾー
ル－４－カルボキサミド。
【０２００】
　（３）　複合体ＩＩＩにおける呼吸鎖の阻害薬、例えば、（３．００１）アメトクトラ
ジン、（３．００２）アミスルブロム、（３．００３）アゾキシストロビン、（３．００
４）クメトキシストロビン（ｃｏｕｍｅｔｈｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ）、（３．００５）ク
モキシストロビン、（３．００６）シアゾファミド、（３．００７）ジモキシストロビン
、（３．００８）エノキサストロビン、（３．００９）ファモキサドン、（３．０１０）
フェンアミドン、（３．０１１）フルフェノキシストロビン（ｆｌｕｆｅｎｏｘｙｓｔｒ
ｏｂｉｎ）、（３．０１２）フルオキサストロビン、（３．０１３）クレソキシム－メチ
ル、（３．０１４）メトミノストロビン、（３．０１５）オリサストロビン、（３．０１
６）ピコキシストロビン、（３．０１７）ピラクロストロビン、（３．０１８）ピラメト
ストロビン、（３．０１９）ピラオキシストロビン、（３．０２０）トリフロキシストロ
ビン、（３．０２１）（２Ｅ）－２－｛２－［（｛［（１Ｅ）－１－（３－｛［（Ｅ）－
１－フルオロ－２－フェニルビニル］オキシ｝フェニル）エチリデン］アミノ｝オキシ）
メチル］フェニル｝－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチルアセトアミド、（３．０２２
）（２Ｅ，３Ｚ）－５－｛［１－（４－クロロフェニル）－１Ｈ－ピラゾール－３－イル
］オキシ｝－２－（メトキシイミノ）－Ｎ，３－ジメチルペンタ－３－エンアミド、（３
．０２３）（２Ｒ）－２－｛２－［（２，５－ジメチルフェノキシ）メチル］フェニル｝
－２－メトキシ－Ｎ－メチルアセトアミド、（３．０２４）（２Ｓ）－２－｛２－［（２
，５－ジメチルフェノキシ）メチル］フェニル｝－２－メトキシ－Ｎ－メチルアセトアミ
ド、（３．０２５）（３Ｓ，６Ｓ，７Ｒ，８Ｒ）－８－ベンジル－３－［（｛３－［（イ
ソブチリルオキシ）メトキシ］－４－メトキシピリジン－２－イル｝カルボニル）アミノ
］－６－メチル－４，９－ジオキソ－１，５－ジオキソナン－７－イル　２－メチルプロ
パノエート、（３．０２６）２－｛２－［（２，５－ジメチルフェノキシ）メチル］フェ
ニル｝－２－メトキシ－Ｎ－メチルアセトアミド、（３．０２７）Ｎ－（３－エチル－３
，５，５－トリメチルシクロヘキシル）－３－ホルムアミド－２－ヒドロキシベンズアミ
ド、（３．０２８）（２Ｅ，３Ｚ）－５－｛［１－（４－クロロ－２－フルオロフェニル
）－１Ｈ－ピラゾール－３－イル］オキシ｝－２－（メトキシイミノ）－Ｎ，３－ジメチ
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ルペンタ－３－エンアミド、（３．０２９）｛５－［３－（２，４－ジメチルフェニル）
－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－２－メチルベンジル｝カルバミン酸メチル。
【０２０１】
　（４）　有糸分裂及び細胞分裂の阻害薬、例えば、（４．００１）カルベンダジム、（
４．００２）ジエトフェンカルブ、（４．００３）エタボキサム、（４．００４）フルオ
ピコリド、（４．００５）ペンシクロン、（４．００６）チアベンダゾール、（４．００
７）チオファネート－メチル、（４．００８）ゾキサミド、（４．００９）３－クロロ－
４－（２，６－ジフルオロフェニル）－６－メチル－５－フェニルピリダジン、（４．０
１０）３－クロロ－５－（４－クロロフェニル）－４－（２，６－ジフルオロフェニル）
－６－メチルピリダジン、（４．０１１）３－クロロ－５－（６－クロロピリジン－３－
イル）－６－メチル－４－（２，４，６－トリフルオロフェニル）ピリダジン、（４．０
１２）４－（２－ブロモ－４－フルオロフェニル）－Ｎ－（２，６－ジフルオロフェニル
）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、（４．０１３）４－（２－ブロ
モ－４－フルオロフェニル）－Ｎ－（２－ブロモ－６－フルオロフェニル）－１，３－ジ
メチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、（４．０１４）４－（２－ブロモ－４－フルオ
ロフェニル）－Ｎ－（２－ブロモフェニル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５
－アミン、（４．０１５）４－（２－ブロモ－４－フルオロフェニル）－Ｎ－（２－クロ
ロ－６－フルオロフェニル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、（４
．０１６）４－（２－ブロモ－４－フルオロフェニル）－Ｎ－（２－クロロフェニル）－
１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、（４．０１７）４－（２－ブロモ－
４－フルオロフェニル）－Ｎ－（２－フルオロフェニル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピ
ラゾール－５－アミン、（４．０１８）４－（２－クロロ－４－フルオロフェニル）－Ｎ
－（２，６－ジフルオロフェニル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン
、（４．０１９）４－（２－クロロ－４－フルオロフェニル）－Ｎ－（２－クロロ－６－
フルオロフェニル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、（４．０２０
）４－（２－クロロ－４－フルオロフェニル）－Ｎ－（２－クロロフェニル）－１，３－
ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、（４．０２１）４－（２－クロロ－４－フル
オロフェニル）－Ｎ－（２－フルオロフェニル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール
－５－アミン、（４．０２２）４－（４－クロロフェニル）－５－（２，６－ジフルオロ
フェニル）－３，６－ジメチルピリダジン、（４．０２３）Ｎ－（２－ブロモ－６－フル
オロフェニル）－４－（２－クロロ－４－フルオロフェニル）－１，３－ジメチル－１Ｈ
－ピラゾール－５－アミン、（４．０２４）Ｎ－（２－ブロモフェニル）－４－（２－ク
ロロ－４－フルオロフェニル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン、（
４．０２５）Ｎ－（４－クロロ－２，６－ジフルオロフェニル）－４－（２－クロロ－４
－フルオロフェニル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－５－アミン。
【０２０２】
　（５）　多部位に活性を示し得る化合物、例えば、（５．００１）ボルドー液、（５．
００２）カプタホール、（５．００３）キャプタン、（５．００４）クロロタロニル（ｃ
ｈｌｏｒｔｈａｌｏｎｉｌ）、（５．００５）水酸化銅、（５．００６）ナフテン酸銅、
（５．００７）酸化銅、（５．００８）塩基性塩化銅、（５．００９）硫酸銅（２＋）、
（５．０１０）ジチアノン、（５．０１１）ドジン、（５．０１２）ホルペット、（５．
０１３）マンゼブ、（５．０１４）マンネブ、（５．０１５）メチラム、（５．０１６）
メチラム亜鉛（ｚｉｎｃ　ｍｅｔｉｒａｍ）、（５．０１７）オキシン銅（ｃｏｐｐｅｒ
　ｏｘｉｎｅ）、（５．０１８）プロピネブ、（５．０１９）硫黄及び硫黄剤、例えば、
多硫化カルシウム、（５．０２０）チウラム、（５．０２１）ジネブ、（５．０２２）ジ
ラム、（５．０２３）６－エチル－５，７－ジオキソ－６，７－ジヒドロ－５Ｈ－ピロロ
［３’，４’：５，６］［１，４］ジチイノ［２，３－ｃ］［１，２］チアゾール－３－
カルボニトリル。
【０２０３】
　（６）　宿主の防御を誘発し得る化合物、例えば、（６．００１）アシベンゾラル－Ｓ
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－メチル、（６．００２）イソチアニル、（６．００３）プロベナゾール、（６．００４
）チアジニル。
【０２０４】
　（７）　アミノ酸及び／又はタンパク質の生合成の阻害薬、例えば、（７．００１）シ
プロジニル、（７．００２）カスガマイシン、（７．００３）カスガマイシン塩酸塩水和
物、（７．００４）オキシテトラサイクリン、（７．００５）ピリメタニル、（７．００
６）３－（５－フルオロ－３，３，４，４－テトラメチル－３，４－ジヒドロイソキノリ
ン－１－イル）キノリン。
【０２０５】
　（８）　ＡＴＰ産生阻害薬、例えば、（８．００１）シルチオファム。
【０２０６】
　（９）　細胞壁合成阻害薬、例えば、（９．００１）ベンチアバリカルブ、（９．００
２）ジメトモルフ、（９．００３）フルモルフ、（９．００４）イプロバリカルブ、（９
．００５）マンジプロパミド、（９．００６）ピリモルフ（ｐｙｒｉｍｏｒｐｈ）、（９
．００７）バリフェナレート、（９．００８）（２Ｅ）－３－（４－ｔｅｒｔ－ブチルフ
ェニル）－３－（２－クロロピリジン－４－イル）－１－（モルホリン－４－イル）プロ
パ－２－エン－１－オン、（９．００９）（２Ｚ）－３－（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニ
ル）－３－（２－クロロピリジン－４－イル）－１－（モルホリン－４－イル）プロパ－
２－エン－１－オン。
【０２０７】
　（１０）　脂質及び膜の合成の阻害薬、例えば、（１０．００１）プロパモカルブ、（
１０．００２）プロパモカルブ塩酸塩、（１０．００３）トルクロホス－メチル。
【０２０８】
　（１１）　メラニン生合成阻害薬、例えば、（１１．００１）トリシクラゾール、（１
１．００２）２，２，２－トリフルオロエチル｛３－メチル－１－［（４－メチルベンゾ
イル）アミノ］ブタン－２－イル｝カルバメート。
【０２０９】
　（１２）　核酸合成阻害薬、例えば、（１２．００１）ベナラキシル、（１２．００２
）ベナラキシル－Ｍ（キララキシル）、（１２．００３）メタラキシル、（１２．００４
）メタラキシル－Ｍ（メフェノキサム）。
【０２１０】
　（１３）　シグナル伝達阻害薬、例えば、（１３．００１）フルジオキソニル、（１３
．００２）イプロジオン、（１３．００３）プロシミドン、（１３．００４）プロキナジ
ド、（１３．００５）キノキシフェン、（１３．００６）ビンクロゾリン。
【０２１１】
　（１４）　脱共役剤として作用し得る化合物、例えば、（１４．００１）フルアジナム
、（１４．００２）メプチルジノカップ。
【０２１２】
　（１５）　さらなる化合物、例えば、（１５．００１）アブシジン酸、（１５．００２
）ベンチアゾール、（１５．００３）ベトキサジン、（１５．００４）カプシマイシン（
ｃａｐｓｉｍｙｃｉｎ）、（１５．００５）カルボン、（１５．００６）キノメチオネー
ト、（１５．００７）クフラネブ、（１５．００８）シフルフェナミド、（１５．００９
）シモキサニル、（１５．０１０）シプロスルファミド、（１５．０１１）フルチアニル
、（１５．０１２）ホセチル－アルミニウム、（１５．０１３）ホセチル－カルシウム、
（１５．０１４）ホセチル－ナトリウム、（１５．０１５）イソチオシアン酸メチル、（
１５．０１６）メトラフェノン、（１５．０１７）ミルディオマイシン、（１５．０１８
）ナタマイシン、（１５．０１９）ジメチルジチオカルバミン酸ニッケル、（１５．０２
０）ニトロタル－イソプロピル、（１５．０２１）オキサモカルブ（ｏｘａｍｏｃａｒｂ
）、（１５．０２２）オキサチアピプロリン、（１５．０２３）オキシフェンチイン（ｏ
ｘｙｆｅｎｔｈｉｉｎ）、（１５．０２４）ペンタクロロフェノール及び塩、（１５．０
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２５）ホスホン酸及びその塩、（１５．０２６）プロパモカルブ－ホセチレート（ｐｒｏ
ｐａｍｏｃａｒｂ－ｆｏｓｅｔｙｌａｔｅ）、（１５．０２７）ピリオフェノン（クラザ
フェノン（ｃｈｌａｚａｆｅｎｏｎｅ））、（１５．０２８）テブフロキン、（１５．０
２９）テクロフタラム、（１５．０３０）トルニファニド、（１５．０３１）１－（４－
｛４－［（５Ｒ）－５－（２，６－ジフルオロフェニル）－４，５－ジヒドロ－１，２－
オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）－
２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］エタノ
ン、（１５．０３２）１－（４－｛４－［（５Ｓ）－５－（２，６－ジフルオロフェニル
）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－
イル｝ピペリジン－１－イル）－２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ
－ピラゾール－１－イル］エタノン、（１５．０３３）２－（６－ベンジルピリジン－２
－イル）キナゾリン、（１５．０３４）２，６－ジメチル－１Ｈ，５Ｈ－［１，４］ジチ
イノ［２，３－ｃ：５，６－ｃ’］ジピロール－１，３，５，７（２Ｈ，６Ｈ）－テトロ
ン、（１５．０３５）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１
－イル］－１－［４－（４－｛５－［２－（プロパ－２－イン－１－イルオキシ）フェニ
ル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾール－２
－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン、（１５．０３６）２－［３，５－ビス（ジフ
ルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－［４－（４－｛５－［２－クロロ
－６－（プロパ－２－イン－１－イルオキシ）フェニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－
オキサゾール－３－イル｝－１，３－チアゾール－２－イル）ピペリジン－１－イル］エ
タノン、（１５．０３７）２－［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール
－１－イル］－１－［４－（４－｛５－［２－フルオロ－６－（プロパ－２－イン－１－
イルオキシ）フェニル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル｝－１，
３－チアゾール－２－イル）ピペリジン－１－イル］エタノン、（１５．０３８）２－［
６－（３－フルオロ－４－メトキシフェニル）－５－メチルピリジン－２－イル］キナゾ
リン、（１５．０３９）２－｛（５Ｒ）－３－［２－（１－｛［３，５－ビス（ジフルオ
ロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イル）－１，３
－チアゾール－４－イル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－５－イル｝－３
－クロロフェニル　メタンスルホネート、（１５．０４０）２－｛（５Ｓ）－３－［２－
（１－｛［３，５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル
｝ピペリジン－４－イル）－１，３－チアゾール－４－イル］－４，５－ジヒドロ－１，
２－オキサゾール－５－イル｝－３－クロロフェニル　メタンスルホネート、（１５．０
４１）２－｛２－［（７，８－ジフルオロ－２－メチルキノリン－３－イル）オキシ］－
６－フルオロフェニル｝プロパン－２－オール、（１５．０４２）２－｛２－フルオロ－
６－［（８－フルオロ－２－メチルキノリン－３－イル）オキシ］フェニル｝プロパン－
２－オール、（１５．０４３）２－｛３－［２－（１－｛［３，５－ビス（ジフルオロメ
チル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イル）－１，３－チ
アゾール－４－イル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－５－イル｝－３－ク
ロロフェニル　メタンスルホネート、（１５．０４４）２－｛３－［２－（１－｛［３，
５－ビス（ジフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル｝ピペリジン－
４－イル）－１，３－チアゾール－４－イル］－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾー
ル－５－イル｝フェニル　メタンスルホネート、（１５．０４５）２－フェニルフェノー
ル及びその塩、（１５．０４６）３－（４，４，５－トリフルオロ－３，３－ジメチル－
３，４－ジヒドロイソキノリン－１－イル）キノリン、（１５．０４７）３－（４，４－
ジフルオロ－３，３－ジメチル－３，４－ジヒドロイソキノリン－１－イル）キノリン、
（１５．０４８）４－アミノ－５－フルオロピリミジン－２－オール（互変異性形態：４
－アミノ－５－フルオロピリミジン－２（１Ｈ）－オン）、（１５．０４９）４－オキソ
－４－［（２－フェニルエチル）アミノ］酪酸、（１５．０５０）５－アミノ－１，３，
４－チアジアゾール－２－チオール、（１５．０５１）５－クロロ－Ｎ’－フェニル－Ｎ
’－（プロパ－２－イン－１－イル）チオフェン　２－スルホノヒドラジド、（１５．０
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５２）５－フルオロ－２－［（４－フルオロベンジル）オキシ］ピリミジン－４－アミン
、（１５．０５３）５－フルオロ－２－［（４－メチルベンジル）オキシ］ピリミジン－
４－アミン、（１５．０５４）９－フルオロ－２，２－ジメチル－５－（キノリン－３－
イル）－２，３－ジヒドロ－１，４－ベンゾオキサゼピン、（１５．０５５）ブタ－３－
イン－１－イル｛６－［（｛［（Ｚ）－（１－メチル－１Ｈ－テトラゾール－５－イル）
（フェニル）メチレン］アミノ｝オキシ）メチル］ピリジン－２－イル｝カルバメート、
（１５．０５６）（２Ｚ）－３－アミノ－２－シアノ－３－フェニルアクリル酸エチル、
（１５．０５７）フェナジン－１－カルボン酸、（１５．０５８）３，４，５－トリヒド
ロキシ安息香酸プロピル、（１５．０５９）キノリン－８－オール、（１５．０６０）キ
ノリン－８－オールスルフェート（２：１）、（１５．０６１）｛６－［（｛［（１－メ
チル－１Ｈ－テトラゾール－５－イル）（フェニル）メチレン］アミノ｝オキシ）メチル
］ピリジン－２－イル｝カルバミン酸ｔｅｒｔ－ブチル、（１５．０６２）５－フルオロ
－４－イミノ－３－メチル－１－［（４－メチルフェニル）スルホニル］－３，４－ジヒ
ドロピリミジン－２（１Ｈ）－オン。
【０２１３】
　混合成分としての生物学的殺有害生物剤
　式（Ｉ）で表される化合物は、生物学的殺有害生物剤と組み合わせることができる。
【０２１４】
　生物学的殺有害生物剤としては、特に、細菌類、菌類、酵母類、植物抽出物及び微生物
によって形成される生成物（例えば、タンパク質及び二次代謝産物）などがある。
【０２１５】
　生物学的殺有害生物剤としては、細菌類、例えば、芽胞形成性細菌、根にコロニーを形
成する細菌及び生物学的殺虫剤、殺菌剤又は殺線虫剤として作用する細菌などがある。
【０２１６】
　生物学的殺有害生物剤として使用されているか又は使用することが可能な上記細菌類の
例は、以下のものである：
バシルス・アミロリクエファシエンス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃ
ｉｅｎｓ）株ＦＺＢ４２（ＤＳＭ　２３１１７９）、又は、バシルス・セレウス（Ｂａｃ
ｉｌｌｕｓ　ｃｅｒｅｕｓ）、特に、バシルス・セレウス（Ｂ．　ｃｅｒｅｕｓ）株ＣＮ
ＣＭ　Ｉ－１５６２、又は、バシルス・フィルムス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｆｉｒｍｕｓ）
株Ｉ－１５８２（受託番号　ＣＮＣＭ　Ｉ－１５８２）、又は、バシルス・プミルス（Ｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ｐｕｍｉｌｕｓ）、特に、株ＧＢ３４（受託番号　ＡＴＣＣ　７００８
１４）及び株ＱＳＴ２８０８（受託番号　ＮＲＲＬ　Ｂ－３００８７）、又は、バシルス
・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）、特に、株ＧＢ０３（受託番号　
ＡＴＣＣ　ＳＤ－１３９７）、又は、バシルス・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂ
ｔｉｌｉｓ）株ＱＳＴ７１３（受託番号　ＮＲＲＬ　Ｂ－２１６６１）、又は、バシルス
・スブチリス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ）株ＯＳＴ　３０００２（受託番号
　ＮＲＲＬ　Ｂ－５０４２１）、バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈ
ｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）、特に、バシルス・ツリンギエンシス　亜種　イスラエレンシ
ス（Ｂ．　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓ　ｉｓｒａｅｌｅｎｓｉ
ｓ）（抗原型　Ｈ－１４）株ＡＭ６５－５２（受託番号　ＡＴＣＣ　１２７６）、又は、
バシルス・ツリンギエンシス　亜種　アイザワイ（Ｂ．　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　
ｓｕｂｓｐ．　ａｉｚａｗａｉ）、特に、株ＡＢＴＳ－１８５７（ＳＤ－１３７２）、又
は、バシルス・ツリンギエンシス　亜種　クルスタキ（Ｂ．　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉ
ｓ　ｓｕｂｓｐ．　ｋｕｒｓｔａｋｉ）株ＨＤ－１、又は、バシルス・ツリンギエンシス
　亜種　テネブリオニス（Ｂ．　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐ．　ｔｅｎｅ
ｂｒｉｏｎｉｓ）株ＮＢ　１７６（ＳＤ－５４２８）、パステウリア・ペネトランス（Ｐ
ａｓｔｅｕｒｉａ　ｐｅｎｅｔｒａｎｓ）、パステウリア属種（Ｐａｓｔｅｕｒｉａ　ｓ
ｐｐ．）（ロチレンクルス・レニホルミス（Ｒｏｔｙｌｅｎｃｈｕｌｕｓ　ｒｅｎｉｆｏ
ｒｍｉｓ）線虫）－ＰＲ３（受託番号　ＡＴＣＣ　ＳＤ－５８３４）、ストレプトミセス
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・ミクロフラブス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｍｉｃｒｏｆｌａｖｕｓ）株ＡＱ６１２
１（＝　ＱＲＤ　３１．０１３、ＮＲＲＬ　Ｂ－５０５５０）、ストレプトミセス・ガル
ブス（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｇａｌｂｕｓ）株ＡＱ　６０４７（受託番号　ＮＲＲ
Ｌ　３０２３２）。
【０２１７】
　生物学的殺有害生物剤として使用されているか又は使用することが可能な菌類及び酵母
類の例は、以下のものである：
ベアウベリア・バシアナ（Ｂｅａｕｖｅｒｉａ　ｂａｓｓｉａｎａ）、特に、株ＡＴＣＣ
　７４０４０、コニオチリウム・ミニタンス（Ｃｏｎｉｏｔｈｙｒｉｕｍ　ｍｉｎｉｔａ
ｎｓ）、特に、株ＣＯＮ／Ｍ／９１－８（受託番号　ＤＳＭ－９６６０）、レカニシリウ
ム属種（Ｌｅｃａｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、特に、株ＨＲＯ　ＬＥＣ　１２、レ
カニシリウム・レカニイ（Ｌｅｃａｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｌｅｃａｎｉｉ）（以前は、ベ
ルチシリウム・レカニイ（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｌｅｃａｎｉｉ）として知られて
いた）、特に、株ＫＶ０１、メタリジウム・アニソプリアエ（Ｍｅｔａｒｈｉｚｉｕｍ　
ａｎｉｓｏｐｌｉａｅ）、特に、株Ｆ５２（ＤＳＭ３８８４／　ＡＴＣＣ　９０４４８）
、メトスクニコウィア・フルクチコラ（Ｍｅｔｓｃｈｎｉｋｏｗｉａ　ｆｒｕｃｔｉｃｏ
ｌａ）、特に、株ＮＲＲＬ　Ｙ－３０７５２、パエシロミセス・フモソロセウス（Ｐａｅ
ｃｉｌｏｍｙｃｅｓ　ｆｕｍｏｓｏｒｏｓｅｕｓ）（新規：イサリア・フモソロセア（Ｉ
ｓａｒｉａ　ｆｕｍｏｓｏｒｏｓｅａ））、特に、株ＩＦＰＣ　２００６１３又は株Ａｐ
ｏｐｋａ　９７（受託番号　ＡＴＣＣ　２０８７４）、パエシロミセス・リラシヌス（Ｐ
ａｅｃｉｌｏｍｙｃｅｓ　ｌｉｌａｃｉｎｕｓ）、特に、パエシロミセス・リラシヌス（
Ｐ．　ｌｉｌａｃｉｎｕｓ）株２５１（ＡＧＡＬ　８９／０３０５５０）、タラロミセス
・フラブス（Ｔａｌａｒｏｍｙｃｅｓ　ｆｌａｖｕｓ）、特に、株Ｖ１１７ｂ、トリコデ
ルマ・アトロビリデ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ａｔｒｏｖｉｒｉｄｅ）、特に、株ＳＣ
１（受託番号　ＣＢＳ　１２２０８９）、トリコデルマ・ハルジアヌム（Ｔｒｉｃｈｏｄ
ｅｒｍａ　ｈａｒｚｉａｎｕｍ）、特に、トリコデルマ・ハルジアヌム・リファイ（Ｔ．
　ｈａｒｚｉａｎｕｍ　ｒｉｆａｉ）Ｔ３９（受託番号　ＣＮＣＭ　Ｉ－９５２）。
【０２１８】
　生物学的殺有害生物剤として使用されているか又は使用することが可能なウイルス類の
例は、以下のものである：
リンゴコカクモンハマキ（Ａｄｏｘｏｐｈｙｅｓ　ｏｒａｎａ）顆粒病ウイルス（ＧＶ）
、コドリンガ（Ｃｙｄｉａ　ｐｏｍｏｎｅｌｌａ）顆粒病ウイルス（ＧＶ）、オオタバコ
ガ（Ｈｅｌｉｃｏｖｅｒｐａ　ａｒｍｉｇｅｒａ）核多角体病ウイルス（ＮＰＶ）、シロ
イチモジヨトウ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｅｘｉｇｕａ）ｍＮＰＶ、ツマジロクサヨトウ
（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｆｒｕｇｉｐｅｒｄａ）ｍＮＰＶ、エジプトヨトウ（Ａｆｒｉ
ｃａｎ　ｃｏｔｔｏｎ　ｌｅａｆｗｏｒｍ）（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｌｉｔｔｏｒａｌ
ｉｓ）ＮＰＶ。
【０２１９】
　植物又は植物の部分又は植物の器官に対して「接種源」として加えられて、それらの特
定の特性によって植物の成長及び植物の健康を増進する細菌類及び菌類も、同様に包含さ
れる。例としては、以下のものを挙げることができる：
アグロバクテリウム属種（Ａｇｒｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｓｐｐ．）、アゾリゾビウム・
カウリノダンス（Ａｚｏｒｈｉｚｏｂｉｕｍ　ｃａｕｌｉｎｏｄａｎｓ）、アゾスピリル
ム属種（Ａｚｏｓｐｉｒｉｌｌｕｍ　ｓｐｐ．）、アゾトバクテル属種（Ａｚｏｔｏｂａ
ｃｔｅｒ　ｓｐｐ．）、ブラジリゾビウム属種（Ｂｒａｄｙｒｈｉｚｏｂｉｕｍ　ｓｐｐ
．）、ブルクホルデリア属種（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｓｐｐ．）、特に、ブルクホ
ルデリア・セパシア（Ｂｕｒｋｈｏｌｄｅｒｉａ　ｃｅｐａｃｉａ）（以前は、プセウド
モナス・セパシア（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｃｅｐａｃｉａ）として知られていた）、
ギガスポラ属種（Ｇｉｇａｓｐｏｒａ　ｓｐｐ．）又はギガスポラ・モノスポルム（Ｇｉ
ｇａｓｐｏｒａ　ｍｏｎｏｓｐｏｒｕｍ）、グロムス属種（Ｇｌｏｍｕｓ　ｓｐｐ．）、
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ラッカリア属種（Ｌａｃｃａｒｉａ　ｓｐｐ．）、ラクトバシルス・ブクネリ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｂｕｃｈｎｅｒｉ）、パラグロムス属種（Ｐａｒａｇｌｏｍｕｓ　
ｓｐｐ．）、ピソリツス・チンクトルス（Ｐｉｓｏｌｉｔｈｕｓ　ｔｉｎｃｔｏｒｕｓ）
、プセウドモナス属種（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｐｐ．）、リゾビウム属種（Ｒｈｉ
ｚｏｂｉｕｍ　ｓｐｐ．）、特に、リゾビウム・トリホリイ（Ｒｈｉｚｏｂｉｕｍ　ｔｒ
ｉｆｏｌｉｉ）、リゾポゴン属種（Ｒｈｉｚｏｐｏｇｏｎ　ｓｐｐ．）、スクレロデルマ
属種（Ｓｃｌｅｒｏｄｅｒｍａ　ｓｐｐ．）、スイルス属種（Ｓｕｉｌｌｕｓ　ｓｐｐ．
）、ストレプトミセス属種（Ｓｔｒｅｐｔｏｍｙｃｅｓ　ｓｐｐ．）。
【０２２０】
　生物学的殺有害生物剤として使用されているか又は使用することが可能な、植物抽出物
及び微生物によって形成される生成物（これは、タンパク質及び二次代謝産物を包含する
）の例は、以下のものである：
ニンニク（Ａｌｌｉｕｍ　ｓａｔｉｖｕｍ）、ニガヨモギ（Ａｒｔｅｍｉｓｉａ　ａｂｓ
ｉｎｔｈｉｕｍ）、アザジラクチン（ａｚａｄｉｒａｃｈｔｉｎ）、Ｂｉｏｋｅｅｐｅｒ
　ＷＰ、カッシア・ニグリカンス（Ｃａｓｓｉａ　ｎｉｇｒｉｃａｎｓ）、セラストルス
・アングラツス（Ｃｅｌａｓｔｒｕｓ　ａｎｇｕｌａｔｕｓ）、アメリカアリタソウ（Ｃ
ｈｅｎｏｐｏｄｉｕｍ　ａｎｔｈｅｌｍｉｎｔｉｃｕｍ）、キチン、Ａｒｍｏｕｒ－Ｚｅ
ｎ、セイヨウオシダ（Ｄｒｙｏｐｔｅｒｉｓ　ｆｉｌｉｘ－ｍａｓ）、スギナ（Ｅｑｕｉ
ｓｅｔｕｍ　ａｒｖｅｎｓｅ）、Ｆｏｒｔｕｎｅ　Ａｚａ、Ｆｕｎｇａｓｔｏｐ、Ｈｅａ
ｄｓ　Ｕｐ（キノア（Ｃｈｅｎｏｐｏｄｉｕｍ　ｑｕｉｎｏａ）サポニン抽出物）、除虫
菊（ｐｙｒｅｔｈｒｕｍ／ｐｙｒｅｔｈｒｉｎｓ）、スリナムニガキ（Ｑｕａｓｓｉａ　
ａｍａｒａ）、コナラ属（Ｑｕｅｒｃｕｓ）、キラヤ属（Ｑｕｉｌｌａｊａ）、Ｒｅｇａ
ｌｉａ、（「ＲｅｑｕｉｅｍＴＭ　Ｉｎｓｅｃｔｉｃｉｄｅ」）、ロテノン、リアニア／
リアノジン、ヒレハリソウ（Ｓｙｍｐｈｙｔｕｍ　ｏｆｆｉｃｉｎａｌｅ）、ヨモギギク
（Ｔａｎａｃｅｔｕｍ　ｖｕｌｇａｒｅ）、チモール、Ｔｒｉａｃｔ　７０、ＴｒｉＣｏ
ｎ、キンレンカ（Ｔｒｏｐａｅｕｌｕｍ　ｍａｊｕｓ）、セイヨウイラクサ（Ｕｒｔｉｃ
ａ　ｄｉｏｉｃａ）、Ｖｅｒａｔｒｉｎ、セイヨウヤドリギ（Ｖｉｓｃｕｍ　ａｌｂｕｍ
）、アブラナ科（Ｂｒａｓｓｉｃａｃｅａｅ）抽出物、特に、ナタネ粉末又はカラシナ粉
末。
【０２２１】
　混合成分としての薬害軽減剤
　式（Ｉ）で表される化合物は、薬害軽減剤、例えば、ベノキサコール、クロキントセッ
ト（－メキシル）、シオメトリニル、シプロスルファミド、ジクロルミド、フェンクロラ
ゾール（－エチル）、フェンクロリム、フルラゾール、フルキソフェニム、フリラゾール
、イソキサジフェン（－エチル）、メフェンピル（－ジエチル）、ナフタル酸無水物、オ
キサベトリニル、２－メトキシ－Ｎ－（｛４－［（メチルカルバモイル）アミノ］フェニ
ル｝スルホニル）ベンズアミド（ＣＡＳ　１２９５３１－１２－０）、４－（ジクロロア
セチル）－１－オキサ－４－アザスピロ［４．５］デカン（ＣＡＳ　７１５２６－０７－
３）、２，２，５－トリメチル－３－（ジクロロアセチル）－１，３－オキサゾリジン（
ＣＡＳ　５２８３６－３１－４）などと組み合わせることができる。
【０２２２】
　植物及び植物の部分
　本発明に従って、全ての植物及び植物の部分を処理することができる。ここで、植物は
、望ましい及び望ましくない野生植物又は作物植物（天然に発生している作物植物を包含
する）のような全ての植物及び植物個体群、例えば、穀類（コムギ、イネ、ライコムギ、
オオムギ、ライムギ、エンバク）、トウモロコシ、ダイズ、ジャガイモ、テンサイ、サト
ウキビ、トマト、ピーマン、キュウリ、メロン、ニンジン、スイカ、タマネギ、レタス、
ホウレンソウ、リーキ、インゲンマメ、アブラナ科アブラナ属の植物（Ｂｒａｓｓｉｃａ
　ｏｌｅｒａｃｅａ）（例えば、キャベツ）及び他の野菜種、ワタ、タバコ、ナタネ、並
びに、さらに、果実植物（ここで、果実は、リンゴ、ナシ、柑橘類果実及びブドウである
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）などを意味するものと理解される。作物植物は、慣習的な育種法と最適化法によって得
ることができる植物であり得るか、又は、生物工学的方法と遺伝子工学的方法によって得
ることができる植物であり得るか、又は、前記方法の組合せによって得ることができる植
物であることができる。そのような作物植物には、トランスジェニック植物も包含され、
また、植物育種家の権利によって保護され得る植物品種又は保護され得ない植物品種も包
含される。植物は、全ての成育段階、例えば、種子、実生、及び、幼植物（未成熟植物）
から成熟した植物までを、意味するものと理解されるべきである。植物の部分は、苗条、
葉、花及び根などの、植物の地上部及び地下部の全ての部分及び器官を意味するものと理
解されるべきであり、挙げられる例は、葉、針状葉、茎、幹、花、子実体、果実及び種子
、並びに、さらに、根、塊茎及び根茎などである。収穫された植物又は収穫された植物の
部分、並びに、栄養繁殖器官（ｖｅｇｅｔａｔｉｖｅ　ｐｒｏｐａｇａｔｉｏｎ　ｍａｔ
ｅｒｉａｌ）及び生殖繁殖器官（ｇｅｎｅｒａｔｉｖｅ　ｐｒｏｐａｇａｔｉｏｎ　ｍａ
ｔｅｒｉａｌ）、例えば、挿穂（ｃｕｔｔｉｎｇ）、塊茎、根茎、かき苗（ｓｌｉｐ）及
び種子なども、植物の部分に包含される。
【０２２３】
　式（Ｉ）で表される化合物を用いた植物及び植物の部分の本発明による処理は、慣習的
な処理方法によって、例えば、浸漬、散布、気化、煙霧（ｆｏｇｇｉｎｇ）、ばらまき、
塗布、注入などによって、直接的に行うか、又は、該化合物を植物及び植物の部分の周囲
、生息環境若しくは貯蔵空間に作用させることにより行い、また、繁殖器官（ｐｒｏｐａ
ｇａｔｉｏｎ　ｍａｔｅｒｉａｌ）の場合、特に種子の場合は、さらに、１以上のコーテ
ィングを施すことによっても行う。
【０２２４】
　上記で既に述べたように、本発明に従って、全ての植物及びそれらの部分を処理するこ
とができる。好ましい実施形態では、野生の植物種及び植物品種、又は、交雑若しくはプ
ロトプラスト融合のような慣習的な生物学的育種法により得られた植物種及び植物品種、
並びに、それらの部分を処理する。好ましいさらに別の実施形態では、適切な場合には慣
習的な方法と組み合わせた遺伝子工学的方法により得られたトランスジェニック植物及び
植物品種（遺伝子組換え生物）及びそれらの部分を処理する。用語「部分（ｐａｒｔｓ）
」又は「植物の部分（ｐａｒｔｓ　ｏｆ　ｐｌａｎｔｓ）」又は「植物の部分（ｐｌａｎ
ｔ　ｐａｒｔｓ）」については、既に上記で説明した。本発明に従って、特に好ましくは
、それぞれ市販されている慣習的な植物品種又は使用されている慣習的な植物品種の植物
を処理する。植物品種は、慣習的な育種又は突然変異誘発又は組換えＤＮＡ技術によって
得られた、新しい特性（「形質」）を有する植物を意味するものと理解される。それらは
、品種、変種、生物型又は遺伝子型であることができる。
【０２２５】
　トランスジェニック植物、種子処理、及び、統合イベント（ｉｎｔｅｇｒａｔｉｏｎ　
ｅｖｅｎｔｓ）
　特に有利で有益な特性（「形質」）を植物に付与する遺伝物質を遺伝子修飾を介して受
け取った全ての植物は、本発明に従って処理される好ましいトランスジェニック植物又は
植物品種（遺伝子工学により得られたもの）に包含される。そのような特性の例は、植物
の向上した生育、高温又は低温に対する向上した耐性、渇水又は水中若しくは土壌中に含
まれる塩分のレベルに対する向上した耐性、高められた開花能力、向上した収穫の容易性
、促進された成熟、増加した収穫量、収穫された生産物の向上した品質及び／又は向上し
た栄養価、収穫された生産物の改善された貯蔵性能及び／又は改善された加工性などであ
る。そのような特性のさらに別の特に重要な例は、害虫及び有害微生物（例えば、昆虫類
、クモ形類動物、線虫類、ダニ類、ナメクジ類及びカタツムリ類）に対する植物の向上し
た抵抗性、例えば、植物体内で形成された毒素による、特に、バシルス・ツリンギエンシ
ス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）に由来する遺伝物質〔例えば、遺
伝子ＣｒｙＩＡ（ａ）、ＣｒｙＩＡ（ｂ）、ＣｒｙＩＡ（ｃ）、ＣｒｙＩＩＡ、ＣｒｙＩ
ＩＩＡ、ＣｒｙＩＩＩＢ２、Ｃｒｙ９ｃ、Ｃｒｙ２Ａｂ、Ｃｒｙ３Ｂｂ及びＣｒｙＩＦ並
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びにそれらの組合せ〕によって植物体内で形成された毒素による、害虫及び有害微生物（
例えば、昆虫類、クモ形類動物、線虫類、ダニ類、ナメクジ類及びカタツムリ類）に対す
る植物の向上した抵抗性、さらに、植物病原性の菌類、細菌類及び／又はウイルス類に対
する植物の向上した抵抗性、例えば、全身獲得抵抗性（ＳＡＲ）、システミン（ｓｙｓｔ
ｅｍｉｎ）、フィトアレキシン、誘導因子並びに抵抗性遺伝子とそれにより発現されるタ
ンパク質及び毒素による、植物病原性の菌類、細菌類及び／又はウイルス類に対する植物
の向上した抵抗性、及び、さらに、特定の除草活性化合物（例えば、イミダゾリノン系、
スルホニル尿素系、グリホセート又はホスフィノトリシン）に対する植物の向上した耐性
である（例えば、「ＰＡＴ」遺伝子）。望まれる当該特性（「形質」）を付与する遺伝子
は、トランスジェニック植物体内で、互いに組み合わせて存在させることも可能である。
上記トランスジェニック植物の例としては、重要な作物植物、例えば、穀類（コムギ、イ
ネ、ライコムギ、オオムギ、ライムギ、エンバク）、トウモロコシ、ダイズ、ジャガイモ
、テンサイ、サトウキビ、トマト、エンドウマメ及び他の種類の野菜、ワタ、タバコ、ナ
タネ、並びに、さらに、果実植物（ここで、該果実は、リンゴ、ナシ、柑橘類果実及びブ
ドウである）などを挙げることができ、トウモロコシ、ダイズ、コムギ、イネ、ジャガイ
モ、ワタ、サトウキビ、タバコ及びナタネは特に重要である。特に重要な特性（「形質」
）は、昆虫類、クモ形類動物、線虫類並びにナメクジ類及びカタツムリ類に対する植物の
向上した抵抗性である。
【０２２６】
　作物保護　－　処理の種類
　植物及び植物の部分は、式（Ｉ）で表される化合物で、慣習的な処理方法を用いて、例
えば、浸漬、散布、噴霧、潅漑、気化、散粉、煙霧、ばらまき、泡状化、塗布、拡散（ｓ
ｐｒｅａｄｉｎｇ－ｏｎ）、注入、潅水（潅注（ｄｒｅｎｃｈｉｎｇ））、点滴潅漑など
によって、直接的に処理するか、又は、該化合物を植物及び植物の部分の周囲、生息環境
若しくは貯蔵空間に作用させることによって処理し、また、繁殖器官（ｐｒｏｐａｇａｔ
ｉｏｎ　ｍａｔｅｒｉａｌ）の場合、特に種子の場合は、さらに、乾式種子処理、液体種
子処理、スラリー処理によって、被覆によって、１以上の被膜によるコーティングなどに
よっても処理する。さらに、式（Ｉ）で表される化合物を微量散布法（ｕｌｔｒａ－ｌｏ
ｗ　ｖｏｌｕｍｅ　ｍｅｔｈｏｄ）によって施用することも可能であり、又は、該施用形
態又は式（Ｉ）で表される化合物自体を土壌中に注入することも可能である。
【０２２７】
　植物の好ましい直接的な処理は、茎葉施用であり、このことは、式（Ｉ）で表される化
合物を茎葉部に施用することを意味し、その場合、その処理頻度及び施用量は、当該有害
生物の発生のレベルに従って適合させるべきである。
【０２２８】
　浸透移行性活性成分の場合、式（Ｉ）で表される化合物は、さらにまた、根系を介して
も植物に達する。その場合、該植物は、その植物の生息環境に対して式（Ｉ）で表される
化合物を作用させることによって処理する。これは、例えば、潅注（ｄｒｅｎｃｈｉｎｇ
）によって、又は、土壌若しくは栄養溶液に混合させること〔即ち、植物の生育場所（例
えば、土壌、又は、水耕系）に式（Ｉ）で表される化合物の液体形態を含浸させること〕
によって、又は、土壌施用〔即ち、本発明による式（Ｉ）で表される化合物を固体形態で
（例えば、顆粒形態で）植物の生育場所に導入すること〕によって、又は、滴下施用（多
くの場合、「化学溶液潅水（ｃｈｅｍｉｇａｔｉｏｎ）」とも称される）〔即ち、植物の
生育場所内の定められた位置に変動する量の水と一緒に特定の期間にわたって地表面又は
地下の滴下チューブを用いて式（Ｉ）で表される本発明の化合物を導入すること〕によっ
て、達成することができる。水稲作物の場合には、これは、固体施用形態にある式（Ｉ）
で表される化合物（例えば、粒剤として）を計量して湛水された水田に供給することによ
っても、達成することができる。
【０２２９】
　種子処理
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　植物の種子を処理することによる害虫の防除は、長い間知られており、継続的に改良が
加えられている。それにもかかわらず、種子の処理には、必ずしも満足のいくように解決
することができるわけではない一連の問題が伴っている。かくして、植物の貯蔵中、播種
後又は出芽後に殺有害生物剤を追加で施用することを不要とするか又は少なくとも著しく
低減させるような、種子及び発芽中の植物を保護する方法を開発することは望ましい。さ
らに、使用する活性成分によって植物自体に損傷を引き起こすことなく、害虫による攻撃
から種子及び発芽中の植物が最適に保護されるように、使用する活性成分の量を最適化す
ることも望ましい。特に、種子を処理する方法では、最少量の殺有害生物剤を使用して種
子の最適な保護を達成し、及び、さらに、発芽中の植物の最適な保護も達成するために、
害虫抵抗性トランスジェニック植物又は害虫耐性トランスジェニック植物の内因性の殺虫
特性又は殺線虫特性も考慮に入れるべきである。
【０２３０】
　従って、本発明は、特に、害虫による攻撃から種子及び発芽中の植物を保護する方法に
も関し、ここで、該方法は、当該種子を式（Ｉ）で表される化合物のうちの１種類で処理
することによる。種子及び発芽中の植物を害虫による攻撃から保護するための本発明の方
法は、さらに、該種子を、式（Ｉ）で表される化合物と混合成分によって、１回の操作で
同時に又は順次に処理するような方法も包含する。それは、さらにまた、該種子を、式（
Ｉ）で表される化合物と混合成分によって、異なった時点で処理するような方法も包含す
る。
【０２３１】
　本発明は、さらに、種子及びその種子から生じた植物を害虫に対して保護するために種
子を処理するための、式（Ｉ）で表される化合物の使用にも関する。
【０２３２】
　本発明は、さらに、害虫に対して保護されるように、本発明による式（Ｉ）で表される
化合物で処理された種子にも関する。本発明は、さらに、式（Ｉ）で表される化合物と混
合成分によって同時に処理された種子にも関する。本発明は、さらに、式（Ｉ）で表され
る化合物と混合成分によって異なった時点で処理された種子にも関する。式（Ｉ）で表さ
れる化合物と混合成分によって異なった時点で処理された種子の場合、個々の物質は、そ
の種子の表面上の異なった層の中に存在し得る。この場合、式（Ｉ）で表される化合物と
混合成分を含んでいる層は、場合により、中間層によって分離させることができる。本発
明は、さらにまた、式（Ｉ）で表される化合物と混合成分が被膜の一部分として又は被膜
に加えられたさらなる１つの層若しくは複数の層として施用されている種子にも関する。
【０２３３】
　本発明は、さらに、式（Ｉ）で表される化合物で処理された後で、埃による種子の摩耗
を防止するために、フィルムコーティングプロセスに付される種子にも関する。
【０２３４】
　式（Ｉ）で表される化合物が浸透移行的に作用する場合に生じる有利な点の１つは、種
子を処理することによって、害虫に対して、その種子自体が保護されるのみではなく、そ
の種子から生じる植物も出芽後に保護されるということである。このようにして、播種時
又は播種後間もなくに作物を直接処理する手間を省くことができる。
【０２３５】
　さらなる有利な点は、式（Ｉ）で表される化合物で種子を処理することによって、処理
された種子の発芽及び出芽が増進され得るということである。
【０２３６】
　式（Ｉ）で表される化合物を、特に、トランスジェニック種子に対しても使用すること
が可能であるということも、有利であると考えられる。
【０２３７】
　さらに、式（Ｉ）で表される化合物は、シグナル伝達技術の組成物と組合せて使用する
ことも可能であり、それによって、共生生物（例えば、根粒菌、菌根菌及び／又は内部寄
生性の細菌若しくは菌類）によるコロニー形成が良好になり、及び／又は、窒素固定が最
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適化される。
【０２３８】
　式（Ｉ）で表される化合物は、農業において、温室内で、森林で又は園芸において使用
される全ての植物品種の種子を保護するのに適している。特に、これは、穀類（例えば、
コムギ、オオムギ、ライムギ、アワ及びエンバク）、トウモロコシ、ワタ、ダイズ、イネ
、ジャガイモ、ヒマワリ、コーヒー、タバコ、カノラ、ナタネ、ビート（例えば、テンサ
イ及び飼料用ビート）、ラッカセイ、野菜（例えば、トマト、キュウリ、インゲンマメ、
アブラナ科野菜、タマネギ及びレタス）、果実植物、芝生及び観賞植物の種子である。穀
類（例えば、コムギ、オオムギ、ライムギ及びエンバク）、トウモロコシ、ダイズ、ワタ
、カノラ、ナタネ、野菜類及びイネの種子を処理することは、特に重要である。
【０２３９】
　既に上記で記載したように、式（Ｉ）で表される化合物によるトランスジェニック種子
の処理も、特に重要である。これは、特に、殺虫特性及び／又は殺線虫特性を有するポリ
ペプチドの発現を制御する少なくとも１種類の異種遺伝子を概して含んでいる植物の種子
を包含する。トランスジェニック種子内のこれらの異種遺伝子は、バシルス（Ｂａｃｉｌ
ｌｕｓ）種、リゾビウム（Ｒｈｉｚｏｂｉｕｍ）種、プセウドモナス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏ
ｎａｓ）種、セラチア（Ｓｅｒｒａｔｉａ）種、トリコデルマ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ
）種、クラビバクテル（Ｃｌａｖｉｂａｃｔｅｒ）種、グロムス（Ｇｌｏｍｕｓ）種又は
グリオクラジウム（Ｇｌｉｏｃｌａｄｉｕｍ）種などの微生物に由来し得る。本発明は、
バシルス属種（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐ．）に由来する少なくとも１種類の異種遺伝子を
含んでいるトランスジェニック種子を処理するのに特に適している。該異種遺伝子は、さ
らに好ましくは、バシルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎ
ｓｉｓ）に由来する。
【０２４０】
　本発明に関連して、式（Ｉ）で表される化合物は、種子に対して施用する。該種子は、
好ましくは、処理の過程で損傷が起こらないように充分に安定な状態で処理する。一般に
、該種子は、収穫と播種の間の任意の時点で処理することができる。慣習的には、植物か
ら分離されていて、穂軸、殻、葉柄、外皮、被毛又は果肉が除かれている種子を使用する
。例えば、収穫され、不純物が取り除かれ、及び、貯蔵を可能とする含水量となるまで乾
燥された種子を使用することができる。あるいは、乾燥後に例えば水で処理され、その後
再度乾燥された種子（例えば、プライミング）を使用することもできる。イネの種子の場
合、イネ胚の特定の段階（鳩胸段階）に達するまで、例えば水中に、浸漬させた種子を使
用することも可能であり、それによって、発芽が刺激され、及び、出芽がより均一になる
。
【０２４１】
　種子を処理する場合、種子の発芽が悪影響を受けないように、又は、生じた植物が損傷
を受けないように、種子に施用する式（Ｉ）で表される化合物の量及び／又はさらなる添
加剤の量を選択することに対して、一般的に注意しなくてはならない。このことは、とり
わけ、特定の施用量で薬害作用を示し得る活性成分の場合に、確実に実施しなければなら
ない。
【０２４２】
　一般に、式（Ｉ）で表される化合物は、適切な製剤の形態で種子に施用する。種子を処
理するための適切な製剤及び方法は、当業者には知られている。
【０２４３】
　式（Ｉ）で表される化合物は、慣習的な種子粉衣製剤、例えば、溶液剤、エマルション
剤、懸濁液剤、粉末剤、泡剤、スラリー剤又は種子用の別のコーティング組成物などに変
換させることが可能であり、及び、さらに、ＵＬＶ製剤に変換させることも可能である。
【０２４４】
　これらの製剤は、既知方法で、式（Ｉ）で表される化合物を、慣習的な添加剤、例えば
、慣習的な増量剤、及び、溶媒又は希釈剤、着色剤、湿潤剤、分散剤、乳化剤、消泡剤、
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防腐剤、第２の増粘剤、粘着剤、ジベレリン類などと混合させ、及び、さらに、水と混合
させることによって、調製する。
【０２４５】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤の中に存在させることができる着色
剤は、そのような目的に関して慣習的な全ての着色剤である。水中であまり溶解しない顔
料又は水中で溶解する染料を使用することができる。その例としては、「Ｒｈｏｄａｍｉ
ｎ　Ｂ」、「Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１１２」及び「Ｃ．Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎｔ
　Ｒｅｄ　１」の名称で知られている着色剤などを挙げることができる。
【０２４６】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤の中に存在させることができる有用
な湿潤剤は、農薬活性成分の製剤に関して慣習的な、湿潤を促進する全ての物質である。
好ましくは、アルキルナフタレンスルホネート類、例えば、ジイソプロピルナフタレンス
ルホネート又はジイソブチルナフタレンスルホネートなどを使用することができる。
【０２４７】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤の中に存在させることができる適切
な分散剤及び／又は乳化剤は、農薬活性成分の製剤に関して慣習的な非イオン性、アニオ
ン性及びカチオン性の全ての分散剤である。好ましくは、非イオン性若しくはアニオン性
の分散剤又は非イオン性若しくはアニオン性の分散剤の混合物を使用することができる。
適している非イオン性分散剤としては、特に、エチレンオキシド／プロピレンオキシドブ
ロックポリマー類、アルキルフェノールポリグリコールエーテル類及びトリスチリルフェ
ノールポリグリコールエーテル類、並びに、それらのリン酸化誘導体又は硫酸化誘導体な
どがある。適しているアニオン性分散剤は、特に、リグノスルホネート類、ポリアクリル
酸塩類及びアリールスルホネート－ホルムアルデヒド縮合物である。
【０２４８】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤の中に存在させることができる消泡
剤は、農薬活性成分の製剤に関して慣習的な全ての泡抑制物質である。好ましくは、シリ
コーン消泡剤及びステアリン酸マグネシウムを使用することができる。
【０２４９】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤の中に存在させることができる防腐
剤は、農薬組成物中で当該目的のために使用することが可能な全ての物質である。例とし
て、ジクロロフェン及びベンジルアルコールヘミホルマールなどを挙げることができる。
【０２５０】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤の中に存在させることができる第２
の増粘剤は、農薬組成物中で当該目的のために使用することが可能な全ての物質である。
好ましい例としては、セルロース誘導体、アクリル酸誘導体、キサンタン、変性クレー及
び微粉化シリカなどを挙げることができる。
【０２５１】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤の中に存在させることができる有用
な粘着剤は、種子粉衣製品中で使用可能な全ての慣習的な結合剤である。好ましい例とし
ては、ポリビニルピロリドン、ポリ酢酸ビニル、ポリビニルアルコール及びチロースなど
を挙げることができる。
【０２５２】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤の中に存在させることができるジベ
レリン類は、好ましくは、ジベレリンＡ１、ジベレリンＡ３（＝ジベレリン酸）、ジベレ
リンＡ４及びジベレリンＡ７であり；特に好ましくは、ジベレリン酸を使用する。ジベレ
リン類は知られている（ｃｆ．　Ｒ．　Ｗｅｇｌｅｒ　“Ｃｈｅｍｉｅ　ｄｅｒ　Ｐｆｌ
ａｎｚｅｎｓｃｈｕｔｚ－　ｕｎｄ　Ｓｃｈａｄｌｉｎｇｓｂｅｋａｍｐｆｕｎｇｓｍｉ
ｔｔｅｌ”，　ｖｏｌ．２，　Ｓｐｒｉｎｇｅｒ　Ｖｅｒｌａｇ，　１９７０，　ｐｐ．
４０１－４１２）。
【０２５３】
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　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤は、広い範囲のさまざまな種類の種
子を処理するために、直接的に使用することができるか、又は、予め水で希釈したあとで
使用することができる。例えば、濃厚製剤（ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｅ）又は水で希釈する
ことによって濃厚製剤から得ることができる調製物は、穀類、例えば、コムギ、オオムギ
、ライムギ、エンバク及びライコムギなどの種子を粉衣するのに使用することが可能であ
り、並びに、さらに、トウモロコシ、イネ、ナタネ、エンドウマメ、インゲンマメ、ワタ
、ヒマワリ、ダイズ及びビートの種子を粉衣するのに使用することも可能であり、又は、
広い範囲のさまざまな野菜の種子を粉衣するのに使用することが可能である。本発明に従
って使用することが可能な種子粉衣製剤又はそれらの希釈された使用形態は、トランスジ
ェニック植物の種子を粉衣するのにも使用することが可能である。
【０２５４】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤又はその種子粉衣製剤から水を添加
することによって調製された使用形態を用いて種子を処理する場合、種子粉衣のために慣
習的に使用可能な全ての混合装置が有用である。具体的には、種子粉衣における手順は、
種子を混合機（これは、バッチ式又は連続的に作動される）の中に入れること、所望され
る特定量の種子粉衣製剤を、そのままで添加するか又は予め水で希釈したあとで添加する
こと、及び、該製剤が当該種子の表面に均質に分配されるまで混合させることである。適
切な場合には、続いて乾燥工程を行う。
【０２５５】
　本発明に従って使用することが可能な種子粉衣製剤の施用量は、比較的広い範囲内で変
えることができる。それは、当該製剤中の式（Ｉ）で表される化合物の特定の含有量及び
当該種子に左右される。式（Ｉ）で表される化合物の施用量は、一般に、種子１ｋｇ当た
り０．００１～５０ｇであり、好ましくは、種子１ｋｇ当たり０．０１～１５ｇである。
【０２５６】
　動物衛生
　動物衛生の分野、即ち、獣医学の分野においては、式（Ｉ）で表される化合物は、動物
寄生生物に対して、特に、外部寄生生物又は内部寄生生物に対して、活性を示す。用語「
内部寄生生物」は、特に、蠕虫類及び原生動物（例えば、コクシジウム）を包含する。外
部寄生生物は、典型的には、及び、好ましくは、節足動物、特に、昆虫類又はダニ類であ
る。
【０２５７】
　獣医学の分野において、内温動物に対する毒性が好ましい程度である式（Ｉ）で表され
る化合物は、動物育種及び畜産業において、家畜動物、育種用動物、動物園の動物、研究
室の動物、実験動物及び家庭内動物（ｄｏｍｅｓｔｉｃ　ａｎｉｍａｌ）において発生す
る寄生生物を防除するのに適している。それらは、該寄生生物の全ての発育段階又は特定
の発育段階に対して活性を示す。
【０２５８】
　農業用家畜としては、例えば、以下のものを挙げることができる：哺乳動物、例えば、
ヒツジ、ヤギ、ウマ、ロバ、ラクダ、スイギュウ、ウサギ、トナカイ、ダマジカ、並びに
、特に、ウシ及びブタ；又は、家禽類、例えば、シチメンチョウ、アヒル、ガチョウ、及
び、特に、ニワトリ；又は、魚類若しくは甲殻類の動物、例えば、水産養殖における魚類
若しくは甲殻類の動物；又は、場合により、昆虫類、例えば、ミツバチ類。
【０２５９】
　家庭内動物としては、例えば、以下のものを挙げることができる：哺乳動物、例えば、
ハムスター、テンジクネズミ、ラット、マウス、チンチラ、フェレット、及び、特に、イ
ヌ、ネコ、籠の鳥、爬虫類、両生類、又は、水槽の魚。
【０２６０】
　特定の実施形態では、式（Ｉ）で表される化合物は、哺乳動物に対して投与される。
【０２６１】
　特定の別の実施形態では、式（Ｉ）で表される化合物は、鳥類に対して、即ち、籠の鳥



(96) JP 2021-514949 A 2021.6.17

10

20

30

40

50

、又は、特に、家禽類に対して、投与される。
【０２６２】
　動物寄生生物を防除するために式（Ｉ）で表される化合物を使用することは、上記動物
の病気、死亡事例を低減又は予防すること、及び、生産性（ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ）（
肉、ミルク、羊毛、皮革、卵、蜂蜜などの場合）の低下を低減又は予防することが意図さ
れ、その結果、より経済で且つより容易な畜産業が可能となり、及び、より良好な動物の
健康状態が達成され得る。
【０２６３】
　動物衛生の分野に関連して、用語「防除する（ｃｏｎｔｒｏｌ）」又は「防除する（ｃ
ｏｎｔｒｏｌｌｉｎｇ）」は、本発明に関連しては、式（Ｉ）で表される化合物が、寄生
生物に感染している動物におけるその個々の寄生生物の発生を害がない程度にまで低減さ
せることにおいて有効であることを意味する。さらに具体的には、「防除する」は、本発
明に関連して、式（Ｉ）で表される化合物が、個々の寄生生物を殺すこと、その成長を阻
害すること、又は、その増殖を阻害することを意味する。
【０２６４】
　節足動物としては、限定するものではないが、例えば、以下のものを挙げることができ
る：
　アノプルリダ目（Ａｎｏｐｌｕｒｉｄａ）の、例えば、ハエマトピヌス属種（Ｈａｅｍ
ａｔｏｐｉｎｕｓ　ｓｐｐ．）、リノグナツス属種（Ｌｉｎｏｇｎａｔｈｕｓ　ｓｐｐ．
）、ペジクルス属種（Ｐｅｄｉｃｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、プチルス属種（Ｐｈｔｉｒｕｓ
　ｓｐｐ．）、及び、ソレノポテス属種（Ｓｏｌｅｎｏｐｏｔｅｓ　ｓｐｐ．）；
　マロファギダ目（Ｍａｌｌｏｐｈａｇｉｄａ）並びにアムブリセリナ亜目（Ａｍｂｌｙ
ｃｅｒｉｎａ）及びイスクノセリナ亜目（Ｉｓｃｈｎｏｃｅｒｉｎａ）の、例えば、ボビ
コラ属種（Ｂｏｖｉｃｏｌａ　ｓｐｐ．）、ダマリナ属種（Ｄａｍａｌｉｎａ　ｓｐｐ．
）、フェリコラ属種（Ｆｅｌｉｃｏｌａ　ｓｐｐ．）；レピケントロン属種（Ｌｅｐｉｋ
ｅｎｔｒｏｎ　ｓｐｐ．）、メノポン属種（Ｍｅｎｏｐｏｎ　ｓｐｐ．）、トリコデクテ
ス属種（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｃｔｅｓ　ｓｐｐ．）、トリメノポン属種（Ｔｒｉｍｅｎｏｐ
ｏｎ　ｓｐｐ．）、トリノトン属種（Ｔｒｉｎｏｔｏｎ　ｓｐｐ．）、ウェルネキエラ属
種（Ｗｅｒｎｅｃｋｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）；
　双翅目（Ｄｉｐｔｅｒａ）並びにネマトセリナ亜目（Ｎｅｍａｔｏｃｅｒｉｎａ）及び
ブラキセリナ亜目（Ｂｒａｃｈｙｃｅｒｉｎａ）の、例えば、アエデス属種（Ａｅｄｅｓ
　ｓｐｐ．）、アノフェレス属種（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ　ｓｐｐ．）、アチロツス属種（
Ａｔｙｌｏｔｕｓ　ｓｐｐ．）、ブラウラ属種（Ｂｒａｕｌａ　ｓｐｐ．）、カリホラ属
種（Ｃａｌｌｉｐｈｏｒａ　ｓｐｐ．）、クリソミイア属種（Ｃｈｒｙｓｏｍｙｉａ　ｓ
ｐｐ．）、クリソプス属種（Ｃｈｒｙｓｏｐｓ　ｓｐｐ．）、クレキス属種（Ｃｕｌｅｘ
　ｓｐｐ．）、クリコイデス属種（Ｃｕｌｉｃｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、エウシムリウム
属種（Ｅｕｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ファンニア属種（Ｆａｎｎｉａ　ｓｐｐ．）
、ガステロフィルス属種（Ｇａｓｔｅｒｏｐｈｉｌｕｓ　ｓｐｐ．）、グロシナ属種（Ｇ
ｌｏｓｓｉｎａ　ｓｐｐ．）、ハエマトビア属種（Ｈａｅｍａｔｏｂｉａ　ｓｐｐ．）、
ハエマトポタ属種（Ｈａｅｍａｔｏｐｏｔａ　ｓｐｐ．）、ヒポボスカ属種（Ｈｉｐｐｏ
ｂｏｓｃａ　ｓｐｐ．）、ヒボミトラ属種（Ｈｙｂｏｍｉｔｒａ　ｓｐｐ．）、ヒドロタ
エア属種（Ｈｙｄｒｏｔａｅａ　ｓｐｐ．）、ヒポデルマ属種（Ｈｙｐｏｄｅｒｍａ　ｓ
ｐｐ．）、リポプテナ属種（Ｌｉｐｏｐｔｅｎａ　ｓｐｐ．）、ルシリア属種（Ｌｕｃｉ
ｌｉａ　ｓｐｐ．）、ルトゾミイヤ属種（Ｌｕｔｚｏｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、メロファグ
ス属種（Ｍｅｌｏｐｈａｇｕｓ　ｓｐｐ．）、モレリア属種（Ｍｏｒｅｌｌｉａ　ｓｐｐ
．）、ムスカ属種（Ｍｕｓｃａ　ｓｐｐ．）、オダグミア属種（Ｏｄａｇｍｉａ　ｓｐｐ
．）、オエストルス属種（Ｏｅｓｔｒｕｓ　ｓｐｐ．）、フィリポミイア属種（Ｐｈｉｌ
ｉｐｏｍｙｉａ　ｓｐｐ．）、フレボトムス属種（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ　ｓｐｐ．）
、リノエストルス属種（Ｒｈｉｎｏｅｓｔｒｕｓ　ｓｐｐ．）、サルコファガ属種（Ｓａ
ｒｃｏｐｈａｇａ　ｓｐｐ．）、シムリウム属種（Ｓｉｍｕｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、スト
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モキス属種（Ｓｔｏｍｏｘｙｓ　ｓｐｐ．）、タバヌス属種（Ｔａｂａｎｕｓ　ｓｐｐ．
）、チプラ属種（Ｔｉｐｕｌａ　ｓｐｐ．）、ウィルヘルミア属種（Ｗｉｌｈｅｌｍｉａ
　ｓｐｐ．）、ウォールファールチア属種（Ｗｏｈｌｆａｈｒｔｉａ　ｓｐｐ．）；
　ノミ目（Ｓｉｐｈｏｎａｐｔｅｒｉｄａ）の、例えば、セラトフィルス属種（Ｃｅｒａ
ｔｏｐｈｙｌｌｕｓ　ｓｐｐ．）、クテノセファリデス属種（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉ
ｄｅｓ　ｓｐｐ．）、プレキス属種（Ｐｕｌｅｘ　ｓｐｐ．）、ツンガ属種（Ｔｕｎｇａ
　ｓｐｐ．）、キセノプシラ属種（Ｘｅｎｏｐｓｙｌｌａ　ｓｐｐ．）；
　ヘテロプテリダ目（ｈｅｔｅｒｏｐｔｅｒｉｄａ）の、例えば、シメキス属種（Ｃｉｍ
ｅｘ　ｓｐｐ．）、パンストロンギルス属種（Ｐａｎｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）
、ロドニウス属種（Ｒｈｏｄｎｉｕｓ　ｓｐｐ．）、トリアトマ属種（Ｔｒｉａｔｏｍａ
　ｓｐｐ．）；及び、さらに、ゴキブリ目（Ｂｌａｔｔａｒｉｄａ）の有害害虫及び衛生
害虫。
【０２６５】
　さらに、節足動物の場合、限定するものではないが、例として以下のダニ類も挙げるべ
きである：
　ダニ亜綱（Ａｃａｒｉ（Ａｃａｒｉｎａ））及びメタスチグマタ目（Ｍｅｔａｓｔｉｇ
ｍａｔａ）の、例えば、ヒメダニ科（Ａｒｇａｓｉｄａｅ）の、例えば、アルガス属種（
Ａｒｇａｓ　ｓｐｐ．）、オルニトドルス属種（Ｏｒｎｉｔｈｏｄｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）
、オトビウス属種（Ｏｔｏｂｉｕｓ　ｓｐｐ．）、マダニ科（Ｉｘｏｄｉｄａｅ）の、例
えば、アンブリオンマ属種（Ａｍｂｌｙｏｍｍａ　ｓｐｐ．）、デルマセントル属種（Ｄ
ｅｒｍａｃｅｎｔｏｒ　ｓｐｐ．）、ハエマフィサリス属種（Ｈａｅｍａｐｈｙｓａｌｉ
ｓ　ｓｐｐ．）、ヒアロンマ属種（Ｈｙａｌｏｍｍａ　ｓｐｐ．）、イキソデス属種（Ｉ
ｘｏｄｅｓ　ｓｐｐ．）、リピセファルス（ボオフィルス）属種（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａ
ｌｕｓ（Ｂｏｏｐｈｉｌｕｓ）　ｓｐｐ．）、リピセファルス属種（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈ
ａｌｕｓ　ｓｐｐ．（多宿主ダニの原属）；　メソスチグマタ目（Ｍｅｓｏｓｔｉｇｍａ
ｔａ）の、例えば、デルマニスス属種（Ｄｅｒｍａｎｙｓｓｕｓ　ｓｐｐ．）、オルニト
ニスス属種（Ｏｒｎｉｔｈｏｎｙｓｓｕｓ　ｓｐｐ．）、プネウモニスス属種（Ｐｎｅｕ
ｍｏｎｙｓｓｕｓ　ｓｐｐ．）、ライリエチア属種（Ｒａｉｌｌｉｅｔｉａ　ｓｐｐ．）
、ステルノストマ属種（Ｓｔｅｒｎｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、トロピラエラプス属種（
Ｔｒｏｐｉｌａｅｌａｐｓ　ｓｐｐ．）、バロア属種（Ｖａｒｒｏａ　ｓｐｐ．）；　ア
クチネジダ目（Ａｃｔｉｎｅｄｉｄａ（Ｐｒｏｓｔｉｇｍａｔａ））の、例えば、アカラ
ピス属種（Ａｃａｒａｐｉｓ　ｓｐｐ．）、ケイレチエラ属種（Ｃｈｅｙｌｅｔｉｅｌｌ
ａ　ｓｐｐ．）、デモデキス属種（Ｄｅｍｏｄｅｘ　ｓｐｐ．）、リストロホルス属種（
Ｌｉｓｔｒｏｐｈｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ミオビア属種（Ｍｙｏｂｉａ　ｓｐｐ．）、ネ
オトロムビクラ属種（Ｎｅｏｔｒｏｍｂｉｃｕｌａ　ｓｐｐ．）、オルニトケイレチア属
種（Ｏｒｎｉｔｈｏｃｈｅｙｌｅｔｉａ　ｓｐｐ．）、プソレルガテス属種（Ｐｓｏｒｅ
ｒｇａｔｅｓ　ｓｐｐ．）、トロムビクラ属種（Ｔｒｏｍｂｉｃｕｌａ　ｓｐｐ．）；及
び、アカリジダ目（Ａｃａｒｉｄｉｄａ（Ａｓｔｉｇｍａｔａ））の、例えば、アカルス
属種（Ａｃａｒｕｓ　ｓｐｐ．）、カログリフス属種（Ｃａｌｏｇｌｙｐｈｕｓ　ｓｐｐ
．）、コリオプテス属種（Ｃｈｏｒｉｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、シトジテス属種（Ｃｙｔ
ｏｄｉｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ヒポデクテス属種（Ｈｙｐｏｄｅｃｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ク
ネミドコプテス属種（Ｋｎｅｍｉｄｏｃｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ラミノシオプテス属種
（Ｌａｍｉｎｏｓｉｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、ノトエドレス属種（Ｎｏｔｏｅｄｒｅｓ　
ｓｐｐ．）、オトデクテス属種（Ｏｔｏｄｅｃｔｅｓ　ｓｐｐ．）、プソロプテス属種（
Ｐｓｏｒｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、プテロリクス属種（Ｐｔｅｒｏｌｉｃｈｕｓ　ｓｐｐ
．）、サルコプテス属種（Ｓａｒｃｏｐｔｅｓ　ｓｐｐ．）、トリキサカルス属種（Ｔｒ
ｉｘａｃａｒｕｓ　ｓｐｐ．）、チロファグス属種（Ｔｙｒｏｐｈａｇｕｓ　ｓｐｐ．）
。
【０２６６】
　寄生性原生動物の例としては、限定するものではないが、以下のものを挙げることがで
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きる：
　鞭毛虫亜門（Ｍａｓｔｉｇｏｐｈｏｒａ）（鞭毛虫類（Ｆｌａｇｅｌｌａｔａ））、例
えば：
　メタモナーダ（Ｍｅｔａｍｏｎａｄａ）：　ヒゲハラムシ目（Ｄｉｐｌｏｍｏｎａｄｉ
ｄａ）の、例えば、ギアルジア属種（Ｇｉａｒｄｉａ　ｓｐｐ．）、スピロヌクレウス属
種（Ｓｐｉｒｏｎｕｃｌｅｕｓ　ｓｐｐ．）；
　パラバサラ（Ｐａｒａｂａｓａｌａ）：　トリコモナス目（Ｔｒｉｃｈｏｍｏｎａｄｉ
ｄａ）の、例えば、ヒストモナス属種（Ｈｉｓｔｏｍｏｎａｓ　ｓｐｐ．）、ペンタトリ
コモナス属種（Ｐｅｎｔａｔｒｉｃｈｏｍｏｎａｓ　ｓｐｐ．）、テトラトリコモナス属
種（Ｔｅｔｒａｔｒｉｃｈｏｍｏｎａｓ　ｓｐｐ．）、トリコモナス属種（Ｔｒｉｃｈｏ
ｍｏｎａｓ　ｓｐｐ．）、トリトリコモナス属種（Ｔｒｉｔｒｉｃｈｏｍｏｎａｓ　ｓｐ
ｐ）；
　ユーグレノゾア（Ｅｕｇｌｅｎｏｚｏａ）：　トリパノソーマ目（Ｔｒｙｐａｎｏｓｏ
ｍａｔｉｄａ）の、例えば、レイスマニア属種（Ｌｅｉｓｈｍａｎｉａ　ｓｐｐ．）、ト
リパノソーマ属種（Ｔｒｙｐａｎｏｓｏｍａ　ｓｐｐ．）；
　有毛根足虫亜門（Ｓａｒｃｏｍａｓｔｉｇｏｐｈｏｒａ）（根足虫類（Ｒｈｉｚｏｐｏ
ｄａ））、例えば、エントアメーバ科（Ｅｎｔａｍｏｅｂｉｄａｅ）、例えば、エンタモ
エバ属種（Ｅｎｔａｍｏｅｂａ　ｓｐｐ．）、セントロアアメーバ科（Ｃｅｎｔｒａｍｏ
ｅｂｉｄａｅ）、例えば、アカンタモエバ属種（Ａｃａｎｔｈａｍｏｅｂａ　ｓｐ．）、
ユーアメーバ科（Ｅｕａｍｏｅｂｉｄａｅ）、例えば、ハルトマネラ属種（Ｈａｒｔｍａ
ｎｅｌｌａ　ｓｐ．）；
　アルベオラータ（Ａｌｖｅｏｌａｔａ）、例えば、アピコンプレックス門（Ａｐｉｃｏ
ｍｐｌｅｘａ）（胞子虫類（Ｓｐｏｒｏｚｏａ））、例えば、クリプトスポリジウム属種
（Ｃｒｙｐｔｏｓｐｏｒｉｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）；　エイメリア目（Ｅｉｍｅｒｉｉｄａ
）の、例えば、ベスノイチア属種（Ｂｅｓｎｏｉｔｉａ　ｓｐｐ．）、シストイソスポラ
属種（Ｃｙｓｔｏｉｓｏｓｐｏｒａ　ｓｐｐ．）、エイメリア属種（Ｅｉｍｅｒｉａ　ｓ
ｐｐ．）、ハモンジア属種（Ｈａｍｍｏｎｄｉａ　ｓｐｐ．）、イソスポラ属種（Ｉｓｏ
ｓｐｏｒａ　ｓｐｐ．）、ネオスポラ属種（Ｎｅｏｓｐｏｒａ　ｓｐｐ．）、サルコシス
チス属種（Ｓａｒｃｏｃｙｓｔｉｓ　ｓｐｐ．）、トキソプラズマ属種（Ｔｏｘｏｐｌａ
ｓｍａ　ｓｐｐ．）；　アデレイダ目（Ａｄｅｌｅｉｄａ）の、例えば、ヘパトゾオン属
種（Ｈｅｐａｔｏｚｏｏｎ　ｓｐｐ．）、クロシエラ属不（Ｋｌｏｓｓｉｅｌｌａ　ｓｐ
ｐ．）；　ハエモスポリダ目（Ｈａｅｍｏｓｐｏｒｉｄａ）の、例えば、レウコシトゾオ
ン属種（Ｌｅｕｃｏｃｙｔｏｚｏｏｎ　ｓｐｐ．）、プラスモジウム属種（Ｐｌａｓｍｏ
ｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）；　ピロプラスミダ目（Ｐｉｒｏｐｌａｓｍｉｄａ）の、例えば、
バベシア属種（Ｂａｂｅｓｉａ　ｓｐｐ．）、シリオホラ属種（Ｃｉｌｉｏｐｈｏｒａ　
ｓｐｐ．）、エキノゾオン属種（Ｅｃｈｉｎｏｚｏｏｎ　ｓｐｐ．）、テイレリア属種（
Ｔｈｅｉｌｅｒｉａ　ｓｐｐ．）；　ベシブリフェリダ目（Ｖｅｓｉｂｕｌｉｆｅｒｉｄ
ａ）の、例えば、バランチジウム属種（Ｂａｌａｎｔｉｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ブキスト
ネラ属種（Ｂｕｘｔｏｎｅｌｌａ　ｓｐｐ．）；
　微胞子虫亜門（Ｍｉｃｒｏｓｐｏｒａ）、例えば、エンセファリトゾオン属種（Ｅｎｃ
ｅｐｈａｌｉｔｏｚｏｏｎ　ｓｐｐ．）、エンテロシトゾオン属種（Ｅｎｔｅｒｏｃｙｔ
ｏｚｏｏｎ　ｓｐｐ．）、グロビジウム属種（Ｇｌｏｂｉｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ノセマ
属種（Ｎｏｓｅｍａ　ｓｐｐ．）、及び、さらに、例えば、ミキソゾア属種（Ｍｙｘｏｚ
ｏａ　ｓｐｐ．）。
【０２６７】
　ヒト又は動物に対して病原性を示す蠕虫類としては、例えば、鉤頭動物門（Ａｃａｎｔ
ｈｏｃｅｐｈａｌａ）、線形動物、舌形動物門（Ｐｅｎｔａｓｔｏｍａ）及び扁形動物門
（Ｐｌａｔｙｈｅｌｍｉｎｔｈｅｓ）〔例えば、単生類（Ｍｏｎｏｇｅｎｅａ）、条虫類
（ｃｅｓｔｏｄｅｓ）及び吸虫類（ｔｒｅｍａｔｏｄｅｓ）〕などがある。
【０２６８】
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　例示的な蠕虫類としては、限定するものではないが、以下のものを挙げることができる
：
　単生綱（Ｍｏｎｏｇｅｎｅａ）：例えば：　ダクチロギルス属種（Ｄａｃｔｙｌｏｇｙ
ｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ギロダクチルス属種（Ｇｙｒｏｄａｃｔｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ミ
クロボトリウム属種（Ｍｉｃｒｏｂｏｔｈｒｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ポリストマ属種（Ｐｏ
ｌｙｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、トログレセファルス属種（Ｔｒｏｇｌｅｃｅｐｈａｌｕｓ
　ｓｐｐ．）；
　条虫類（Ｃｅｓｔｏｄｅｓ）：　ギョウジョウチュウ目（Ｐｓｅｕｄｏｐｈｙｌｌｉｄ
ｅａ）の、例えば：　ボトリジウム属種（Ｂｏｔｈｒｉｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ジフィロ
ボトリウム属種（Ｄｉｐｈｙｌｌｏｂｏｔｈｒｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ジフロゴノポルス属
種（Ｄｉｐｌｏｇｏｎｏｐｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、イクチオボトリウム属種（Ｉｃｈｔｈ
ｙｏｂｏｔｈｒｉｕｍ　ｓｐｐ．）、リグラ属種（Ｌｉｇｕｌａ　ｓｐｐ．）、シストセ
ファルス属種（Ｓｃｈｉｓｔｏｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、スピロメトラ属種（Ｓｐ
ｉｒｏｍｅｔｒａ　ｓｐｐ．）；
　エンヨウジョウチュウ目（ｃｙｃｌｏｐｈｙｌｌｉｄａ）の、例えば：　アンジラ属種
（Ａｎｄｙｒａ　ｓｐｐ．）、アノプロセファラ属種（Ａｎｏｐｌｏｃｅｐｈａｌａ　ｓ
ｐｐ．）、アビテリナ属種（Ａｖｉｔｅｌｌｉｎａ　ｓｐｐ．）、ベルチエラ属種（Ｂｅ
ｒｔｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、シトタエニア属種（Ｃｉｔｔｏｔａｅｎｉａ　ｓｐｐ．）
、ダバイネア属種（Ｄａｖａｉｎｅａ　ｓｐｐ．）、ジオルキス属種（Ｄｉｏｒｃｈｉｓ
　ｓｐｐ．）、ジプロピリジウム属種（Ｄｉｐｌｏｐｙｌｉｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ジピ
リジウム属種（Ｄｉｐｙｌｉｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）、エキノコックス属種（Ｅｃｈｉｎｏ
ｃｏｃｃｕｓ　ｓｐｐ．）、エキノコチレ属種（Ｅｃｈｉｎｏｃｏｔｙｌｅ　ｓｐｐ．）
、エキノレピス属種（Ｅｃｈｉｎｏｌｅｐｉｓ　ｓｐｐ．）、ヒダチゲラ属種（Ｈｙｄａ
ｔｉｇｅｒａ　ｓｐｐ．）、ヒメノレピス属種（Ｈｙｍｅｎｏｌｅｐｉｓ　ｓｐｐ．）、
ジョイエウキシエラ属種（Ｊｏｙｅｕｘｉｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、メソセストイデス属種
（Ｍｅｓｏｃｅｓｔｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、モニエジア属種（Ｍｏｎｉｅｚｉａ　ｓｐ
ｐ．）、パラノプロセファラ属種（Ｐａｒａｎｏｐｌｏｃｅｐｈａｌａ　ｓｐｐ．）、ラ
イリエチナ属種（Ｒａｉｌｌｉｅｔｉｎａ　ｓｐｐ．）、スチレシア属種（Ｓｔｉｌｅｓ
ｉａ　ｓｐｐ．）、タエニア属種（Ｔａｅｎｉａ　ｓｐｐ．）、チサニエジア属種（Ｔｈ
ｙｓａｎｉｅｚｉａ　ｓｐｐ．）、チサノソマ属種（Ｔｈｙｓａｎｏｓｏｍａ　ｓｐｐ．
）；
　吸虫類（Ｔｒｅｍａｔｏｄｅｓ）：　二生亜綱（Ｄｉｇｅｎｅａ）の、例えば：　アウ
ストロビルハルジア属種（Ａｕｓｔｒｏｂｉｌｈａｒｚｉａ　ｓｐｐ．）、ブラキライマ
属種（Ｂｒａｃｈｙｌａｉｍａ　ｓｐｐ．）、カリコホロン属種（Ｃａｌｉｃｏｐｈｏｒ
ｏｎ　ｓｐｐ．）、カタトロピス属種（Ｃａｔａｔｒｏｐｉｓ　ｓｐｐ．）、クロノルキ
ス属種（Ｃｌｏｎｏｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）、コリリクルム属種（Ｃｏｌｌｙｒｉｃｌｕ
ｍ　ｓｐｐ．）、コチロホロン属種（Ｃｏｔｙｌｏｐｈｏｒｏｎ　ｓｐｐ．）、シクロコ
エルム属種（Ｃｙｃｌｏｃｏｅｌｕｍ　ｓｐｐ．）、ジクロコエリウム属種（Ｄｉｃｒｏ
ｃｏｅｌｉｕｍ　ｓｐｐ．）、ジプロストムム属種（Ｄｉｐｌｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．
）、エキノカスムス属種（Ｅｃｈｉｎｏｃｈａｓｍｕｓ　ｓｐｐ．）、エキノパリフィウ
ム属種（Ｅｃｈｉｎｏｐａｒｙｐｈｉｕｍ　ｓｐｐ．）、エキノストマ属種（Ｅｃｈｉｎ
ｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）、エウリトレマ属種（Ｅｕｒｙｔｒｅｍａ　ｓｐｐ．）、ファ
シオラ属種（Ｆａｓｃｉｏｌａ　ｓｐｐ．）、ファシオロイデス属種（Ｆａｓｃｉｏｌｉ
ｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ファシオロプシス属種（Ｆａｓｃｉｏｌｏｐｓｉｓ　ｓｐｐ．）、
フィスコエデリウス属種（Ｆｉｓｃｈｏｅｄｅｒｉｕｓ　ｓｐｐ．）、ガストロチラクス
属種（Ｇａｓｔｒｏｔｈｙｌａｃｕｓ　ｓｐｐ．）、ギガントビルハルジア属種（Ｇｉｇ
ａｎｔｏｂｉｌｈａｒｚｉａ　ｓｐｐ．）、ギガントコチレ属種（Ｇｉｇａｎｔｏｃｏｔ
ｙｌｅ　ｓｐｐ．）、ヘテロフィエス属種（Ｈｅｔｅｒｏｐｈｙｅｓ　ｓｐｐ．）、ヒポ
デラエウム属種（Ｈｙｐｏｄｅｒａｅｕｍ　ｓｐｐ．）、レウコクロリジウム属種（Ｌｅ
ｕｃｏｃｈｌｏｒｉｄｉｕｍ　ｓｐｐ．）、メタゴニムス属種（Ｍｅｔａｇｏｎｉｍｕｓ
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　ｓｐｐ．）、メトルキス属種（Ｍｅｔｏｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）、ナノフィエツス属種
（Ｎａｎｏｐｈｙｅｔｕｓ　ｓｐｐ．）、ノトコチルス属種（Ｎｏｔｏｃｏｔｙｌｕｓ　
ｓｐｐ．）、オピストルキス属種（Ｏｐｉｓｔｈｏｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）、オルニトビ
ルハルジア属種（Ｏｒｎｉｔｈｏｂｉｌｈａｒｚｉａ　ｓｐｐ．）、パラゴニムス属種（
Ｐａｒａｇｏｎｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）、パラムフィストムム属種（Ｐａｒａｍｐｈｉｓｔ
ｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、プラギオルキス属種（Ｐｌａｇｉｏｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）、ポ
ストジプロストムム属種（Ｐｏｓｔｈｏｄｉｐｌｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、プロスト
ゴニムス属種（Ｐｒｏｓｔｈｏｇｏｎｉｍｕｓ　ｓｐｐ．）、シストソマ属種（Ｓｃｈｉ
ｓｔｏｓｏｍａ　ｓｐｐ．）、トリコビルハルジア属種（Ｔｒｉｃｈｏｂｉｌｈａｒｚｉ
ａ　ｓｐｐ．）、トログロトレマ属種（Ｔｒｏｇｌｏｔｒｅｍａ　ｓｐｐ．）、チフロコ
エルム属種（Ｔｙｐｈｌｏｃｏｅｌｕｍ　ｓｐｐ．）；
　線虫類（Ｎｅｍａｔｏｄｅｓ）：　ベンチュウ目（Ｔｒｉｃｈｉｎｅｌｌｉｄａ）の、
例えば：　カピラリア属種（Ｃａｐｉｌｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、トリキネラ属種（Ｔｒ
ｉｃｈｉｎｅｌｌａ　ｓｐｐ．）、トリコモソイデス属種（Ｔｒｉｃｈｏｍｏｓｏｉｄｅ
ｓ　ｓｐｐ．）、トリクリス属種（Ｔｒｉｃｈｕｒｉｓ　ｓｐｐ．）；
　クキセンチュウ目（Ｔｙｌｅｎｃｈｉｄａ）の、例えば：　ミクロネマ属種（Ｍｉｃｒ
ｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、パラストランギロイデス属種（Ｐａｒａｓｔｒａｎｇｙｌｏｉ
ｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ストロンギロイデス属種（Ｓｔｒｏｎｇｙｌｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．
）；
　カンセンチュウ目（Ｒｈａｂｄｉｔｉｎａ）の、例えば：　アエルロストロンギルス属
種（Ａｅｌｕｒｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、アミドストムム属種（Ａｍｉｄｏ
ｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、アンシロストマ属種（Ａｎｃｙｌｏｓｔｏｍａ　ｓｐｐ．）
、アンギオストロンギルス属種（Ａｎｇｉｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ブロン
コネマ属種（Ｂｒｏｎｃｈｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、ブノストムム属種（Ｂｕｎｏｓｔｏ
ｍｕｍ　ｓｐｐ．）、カベルチア属種（Ｃｈａｂｅｒｔｉａ　ｓｐｐ．）、コオペリア属
種（Ｃｏｏｐｅｒｉａ　ｓｐｐ．）、コオペリオイデス属種（Ｃｏｏｐｅｒｉｏｉｄｅｓ
　ｓｐｐ．）、クレノソマ属種（Ｃｒｅｎｏｓｏｍａ　ｓｐｐ．）、シアトストムム属種
（Ｃｙａｔｈｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、シクロコセルクス属種（Ｃｙｃｌｏｃｏｃｅ
ｒｃｕｓ　ｓｐｐ．）、シクロドントストムム属種（Ｃｙｃｌｏｄｏｎｔｏｓｔｏｍｕｍ
　ｓｐｐ．）、シクロコセルクス属種（Ｃｙｌｉｃｏｃｙｃｌｕｓ　ｓｐｐ．）、シリコ
ステファヌス属種（Ｃｙｌｉｃｏｓｔｅｐｈａｎｕｓ　ｓｐｐ．）、シリンドロファリン
キス属種（Ｃｙｌｉｎｄｒｏｐｈａｒｙｎｘ　ｓｐｐ．）、シストカウルス属種（Ｃｙｓ
ｔｏｃａｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ジクチオカウルス属種（Ｄｉｃｔｙｏｃａｕｌｕｓ　ｓ
ｐｐ．）、エラホストロンギルス属種（Ｅｌａｐｈｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）
、フィラロイデス属種（Ｆｉｌａｒｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、グロボセファルス属種（Ｇ
ｌｏｂｏｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、グラフィジウム属種（Ｇｒａｐｈｉｄｉｕｍ　
ｓｐｐ．）、ギアロセファルス属種（Ｇｙａｌｏｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ハエモ
ンクス属種（Ｈａｅｍｏｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、ヘリグモソモイデス属種（Ｈｅｌｉｇ
ｍｏｓｏｍｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ヒオストロンギルス属種（Ｈｙｏｓｔｒｏｎｇｙｌ
ｕｓ　ｓｐｐ．）、マルシャラギア属種（Ｍａｒｓｈａｌｌａｇｉａ　ｓｐｐ．）、メタ
ストロンギルス属種（Ｍｅｔａｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ムエレリウス属種（
Ｍｕｅｌｌｅｒｉｕｓ　ｓｐｐ．）、ネカトル属種（Ｎｅｃａｔｏｒ　ｓｐｐ．）、ネマ
トジルス属種（Ｎｅｍａｔｏｄｉｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ネオストロンギルス属種（Ｎｅｏ
ｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ニッポストロンギルス属種（Ｎｉｐｐｏｓｔｒｏｎ
ｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、オベリスコイデス属種（Ｏｂｅｌｉｓｃｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．
）、オエソファゴドンツス属種（Ｏｅｓｏｐｈａｇｏｄｏｎｔｕｓ　ｓｐｐ．）、オエソ
ファゴストムム属種（Ｏｅｓｏｐｈａｇｏｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、オルラヌス属種（
Ｏｌｌｕｌａｎｕｓ　ｓｐｐ．）；オルニトストロンギルス属種（Ｏｒｎｉｔｈｏｓｔｒ
ｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、オスレルス属種（Ｏｓｌｅｒｕｓ　ｓｐｐ．）、オステル
タギア属種（Ｏｓｔｅｒｔａｇｉａ　ｓｐｐ．）、パラコオペリア属種（Ｐａｒａｃｏｏ
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ｐｅｒｉａ　ｓｐｐ．）、パラクレノソマ属種（Ｐａｒａｃｒｅｎｏｓｏｍａ　ｓｐｐ．
）、パラフィラロイデス属種（Ｐａｒａｆｉｌａｒｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、パレラホス
トロンギルス属種（Ｐａｒｅｌａｐｈｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、プネウモカ
ウルス属種（Ｐｎｅｕｍｏｃａｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、プネウモストロンギルス属種（Ｐ
ｎｅｕｍｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ポテリオストムム属種（Ｐｏｔｅｒｉｏ
ｓｔｏｍｕｍ　ｓｐｐ．）、プロトストロンギルス属種（Ｐｒｏｔｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕ
ｓ　ｓｐｐ．）、スピコカウルス属種（Ｓｐｉｃｏｃａｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ステファ
ヌルス属種（Ｓｔｅｐｈａｎｕｒｕｓ　ｓｐｐ．）、ストロンギルス属種（Ｓｔｒｏｎｇ
ｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、シンガムス属種（Ｓｙｎｇａｍｕｓ　ｓｐｐ．）、テラドルサギ
ア属種（Ｔｅｌａｄｏｒｓａｇｉａ　ｓｐｐ．）、トリコネマ属種（Ｔｒｉｃｈｏｎｅｍ
ａ　ｓｐｐ．）、トリコストロンギルス属種（Ｔｒｉｃｈｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐ
ｐ．）、トリオドントホルス属種（Ｔｒｉｏｄｏｎｔｏｐｈｏｒｕｓ　ｓｐｐ．）、トロ
グロストロンギルス属種（Ｔｒｏｇｌｏｓｔｒｏｎｇｙｌｕｓ　ｓｐｐ．）、ウンシナリ
ア属種（Ｕｎｃｉｎａｒｉａ　ｓｐｐ．）；
　センビセンチュウ目（Ｓｐｉｒｕｒｉｄａ）の、例えば：　アカントケイロネマ属種（
Ａｃａｎｔｈｏｃｈｅｉｌｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、アニサキス属種（Ａｎｉｓａｋｉｓ
　ｓｐｐ．）、アスカリジア属種（Ａｓｃａｒｉｄｉａ　ｓｐｐ．）；アスカリス属種（
Ａｓｃａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、アスカロプス属種（Ａｓｃａｒｏｐｓ　ｓｐｐ．）、アス
ピクルリス属種（Ａｓｐｉｃｕｌｕｒｉｓ　ｓｐｐ．）、バイリサスカリス属種（Ｂａｙ
ｌｉｓａｓｃａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、ブルギア属種（Ｂｒｕｇｉａ　ｓｐｐ．）、セルコ
ピチフィラリア属種（Ｃｅｒｃｏｐｉｔｈｉｆｉｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、クラシカウダ
属種（Ｃｒａｓｓｉｃａｕｄａ　ｓｐｐ．）、ジペタロネマ属種（Ｄｉｐｅｔａｌｏｎｅ
ｍａ　ｓｐｐ．）、ジロフィラリア属種（Ｄｉｒｏｆｉｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、ドラク
ンクルス属種（Ｄｒａｃｕｎｃｕｌｕｓ　ｓｐｐ．）；ドラスキア属種（Ｄｒａｓｃｈｉ
ａ　ｓｐｐ．）、エンテロビウス属種（Ｅｎｔｅｒｏｂｉｕｓ　ｓｐｐ．）、フィラリア
属種（Ｆｉｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、グナトストマ属種（Ｇｎａｔｈｏｓｔｏｍａ　ｓｐ
ｐ．）、ゴンギロネマ属種（Ｇｏｎｇｙｌｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、ハブロネマ属種（Ｈ
ａｂｒｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、ヘテラキス属種（Ｈｅｔｅｒａｋｉｓ　ｓｐｐ．）；リ
トモソイデス属種（Ｌｉｔｏｍｏｓｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）、ロア属種（Ｌｏａ　ｓｐｐ
．）、オンコセルカ属種（Ｏｎｃｈｏｃｅｒｃａ　ｓｐｐ．）、オキシウリス属種（Ｏｘ
ｙｕｒｉｓ　ｓｐｐ．）、パラブロネマ属種（Ｐａｒａｂｒｏｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、パ
ラフィラリア属種（Ｐａｒａｆｉｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）、パラスカリス属種（Ｐａｒａ
ｓｃａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、パサルルス属種（Ｐａｓｓａｌｕｒｕｓ　ｓｐｐ．）、フィ
サロプテラ属種（Ｐｈｙｓａｌｏｐｔｅｒａ　ｓｐｐ．）、プロブストマイリア属種（Ｐ
ｒｏｂｓｔｍａｙｒｉａ　ｓｐｐ．）、プセウドフィラリア属種（Ｐｓｅｕｄｏｆｉｌａ
ｒｉａ　ｓｐｐ．）、セタリア属種（Ｓｅｔａｒｉａ　ｓｐｐ．）、スクジュラビネマ属
種（Ｓｋｊｒａｂｉｎｅｍａ　ｓｐｐ．）、スピロセルカ属種（Ｓｐｉｒｏｃｅｒｃａ　
ｓｐｐ．）、ステファノフィラリア属種（Ｓｔｅｐｈａｎｏｆｉｌａｒｉａ　ｓｐｐ．）
、ストロンギルリス（Ｓｔｒｏｎｇｙｌｕｒｉｓ　ｓｐｐ．）、シファシア属種（Ｓｙｐ
ｈａｃｉａ　ｓｐｐ．）、テラジア属種（Ｔｈｅｌａｚｉａ　ｓｐｐ．）、トキサスカリ
ス属種（Ｔｏｘａｓｃａｒｉｓ　ｓｐｐ．）、トキソカラ属種（Ｔｏｘｏｃａｒａ　ｓｐ
ｐ．）、ウケレリア属種（Ｗｕｃｈｅｒｅｒｉａ　ｓｐｐ．）；
　鉤頭動物門（Ａｃａｎｔｈｏｃｅｐｈａｌａ）：　ダイコウトウチュウ目（Ｏｌｉｇａ
ｃａｎｔｈｏｒｈｙｎｃｈｉｄａ）の、例えば：　マクラカントリンクス属種（Ｍａｃｒ
ａｃａｎｔｈｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、プロステノルキス属種（Ｐｒｏｓｔｈｅ
ｎｏｒｃｈｉｓ　ｓｐｐ．）；　サジョウコウトウチュウ目（Ｍｏｎｉｌｉｆｏｒｍｉｄ
ａ）の、例えば：　モニリホルミス属種（Ｍｏｎｉｌｉｆｏｒｍｉｓ　ｓｐｐ．）；
　ポリモルフス目（Ｐｏｌｙｍｏｒｐｈｉｄａ）の、例えば：　フィリコリス属種（Ｆｉ
ｌｉｃｏｌｌｉｓ　ｓｐｐ．）；　コウトウチュウ目（Ｅｃｈｉｎｏｒｈｙｎｃｈｉｄａ
）の、例えば、アカントセファルス属種（Ａｃａｎｔｈｏｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓｐｐ．）
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、エキノリンクス属種（Ｅｃｈｉｎｏｒｈｙｎｃｈｕｓ　ｓｐｐ．）、レプトリンコイデ
ス属種（Ｌｅｐｔｏｒｈｙｎｃｈｏｉｄｅｓ　ｓｐｐ．）；
　舌形動物門（Ｐｅｎｔａｓｔｏｍａ）：　ポロケファルス目（Ｐｏｒｏｃｅｐｈａｌｉ
ｄａ）の、例えば、リングアツラ属種（Ｌｉｎｇｕａｔｕｌａ　ｓｐｐ．）。
【０２６９】
　獣医学の分野において、及び、畜産業において、式（Ｉ）で表される化合物は、当技術
分野において一般的に知られている方法によって、例えば、適切な調製物の形態で、経腸
経路、非経口的経路、経皮的経路又は経鼻的経路を介して投与する。投与は、予防的、感
染後防御的（ｍｅｔａｐｈｙｌａｃｔｉｃ）又は治療的であり得る。
【０２７０】
　かくして、本発明の１実施形態は、薬物として使用するための式（Ｉ）で表される化合
物に関する。
【０２７１】
　さらなる態様は、抗内部寄生生物剤として使用するための式（Ｉ）で表される化合物に
関する。
【０２７２】
　本発明のさらなる特定の態様は、抗蠕虫剤（ａｎｔｉｔｈｅｌｍｉｎｔｈｉｃ　ａｇｅ
ｎｔ）として使用するための、特に、殺線虫剤、殺扁形動物剤（ｐｌａｔｙｈｅｌｍｉｎ
ｔｈｉｃｉｄｅ）、殺鉤頭動物剤（ａｃａｎｔｈｏｃｅｐｈａｌｉｃｉｄｅ）又は殺舌形
動物剤（ｐｅｎｔａｓｔｏｍｉｃｉｄｅ）として使用するための、式（Ｉ）で表される化
合物に関する。
【０２７３】
　本発明のさらなる特定の態様は、抗原生動物剤（ａｎｔｉｐｒｏｔｏｚｏｉｃ　ａｇｅ
ｎｔ）として使用するための式（Ｉ）で表される化合物に関する。
【０２７４】
　さらなる態様は、抗外部寄生生物剤として使用するための、特に、殺節足動物剤（ａｒ
ｔｈｒｏｐｏｄｉｃｉｄｅ）として使用するための、極めて特定的には、殺虫剤又は殺ダ
ニ剤として使用するための、式（Ｉ）で表される化合物に関する。
【０２７５】
　本発明のさらなる態様は、有効量の式（Ｉ）で表される少なくとも１種類の化合物及び
以下のもののうちの少なくとも１種類を含んでいる獣医薬製剤である：　薬学的に許容さ
れ得る賦形剤（例えば、固体希釈剤又は液体希釈剤）、薬学的に許容され得る補助剤（例
えば、界面活性剤）、特に、獣医薬製剤において慣習的に使用される薬学的に許容され得
る賦形剤、及び／又は、獣医薬製剤において慣習的に使用される薬学的に許容され得る補
助剤。
【０２７６】
　本発明の関連する態様は、本明細書中に記載されている獣医薬製剤を製造する方法であ
って、ここで、該方法は、式（Ｉ）で表される少なくとも１種類の化合物を、薬学的に許
容され得る賦形剤及び／又は補助剤（特に、獣医薬製剤において慣習的に使用される薬学
的に許容され得る賦形剤、及び／又は、獣医薬製剤において慣習的に使用される薬学的に
許容され得る補助剤）と混合させる段階を含んでいる。
【０２７７】
　本発明の別の特定の態様は、上記態様による殺外部寄生生物薬製剤（ｅｃｔｏｐａｒａ
ｓｉｔｉｃｉｄａｌ　ｆｏｒｍｕｌａｔｉｏｎｓ）及び殺内部寄生生物薬製剤（ｅｎｄｏ
ｐａｒａｓｉｔｉｃｉｄａｌ　ｆｏｒｍｕｌａｔｉｏｎｓ）の群から選択される獣医薬製
剤、特に、駆虫薬製剤、抗原生動物薬製剤（ａｎｔｉｐｒｏｔｏｚｏｉｃ　ｆｏｒｍｕｌ
ａｔｉｏｎｓ）及び殺節足動物薬製剤（ａｒｔｈｒｏｐｏｄｉｃｉｄａｌ　ｆｏｒｍｕｌ
ａｔｉｏｎｓ）の群から選択される獣医薬製剤、極めて特に、殺線虫薬製剤、殺扁形動物
薬製剤（ｐｌａｔｙｈｅｌｍｉｎｔｈｉｃｉｄａｌ　ｆｏｒｍｕｌａｔｉｏｎｓ）、殺鉤
頭動物薬製剤（ａｃａｎｔｈｏｃｅｐｈａｌｉｃｉｄａｌ　ｆｏｒｍｕｌａｔｉｏｎｓ）
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、殺舌形動物薬製剤（ｐｅｎｔａｓｔｏｍｉｃｉｄａｌ　ｆｏｒｍｕｌａｔｉｏｎｓ）、
殺虫薬製剤及び殺ダニ薬製剤の群から選択される獣医薬製剤、並びに、それらを製造する
方法である。
【０２７８】
　別の態様は、寄生生物感染症、特に、上記で記載した外部寄生生物及び内部寄生生物の
群から選択される寄生生物に起因する感染症を治療する方法に関し、ここで、該方法は、
そのような治療を必要とする動物（特に、非ヒト動物）において有効量の式（Ｉ）で表さ
れる化合物を使用することによる。
【０２７９】
　別の態様は、寄生生物感染症、特に、上記で記載した外部寄生生物及び内部寄生生物の
群から選択される寄生生物に起因する感染症を治療する方法に関し、ここで、該方法は、
そのような治療を必要とする動物（特に、非ヒト動物）において本明細書中で定義されて
いる獣医薬製剤を使用することによる。
【０２８０】
　別の態様は、動物（特に、非ヒト動物）における寄生生物感染症、特に、上記で記載し
た外部寄生生物及び内部寄生生物の群から選択される寄生生物に起因する感染症の治療に
おける、式（Ｉ）で表される化合物の使用に関する。
【０２８１】
　動物衛生又は獣医学に関連して、用語「処置（ｔｒｅａｔｍｅｎｔ）」は、予防的処置
、感染後防御的処置又は治療的処置を包含する。
【０２８２】
　特定の実施形態においては、このようにして、獣医学の分野に対して、式（Ｉ）で表さ
れる少なくとも１種類の化合物と別の活性成分（特に、殺内部寄生生物薬及び殺外部寄生
生物薬）の混合物が提供される。
【０２８３】
　動物衛生の分野においては、「混合物」は、２種類の（又は、それより多い）異なる活
性成分が共有の製剤に製剤され、それによって一緒に使用されることを意味するのみでは
なく、それぞれの活性成分に対して独立した製剤を含んでいる製品にも関する。従って、
３種類以上の活性成分を使用する場合、全ての活性成分を共有の製剤に製剤することがで
きるか、又は、全ての活性成分を別々の製剤に製剤することが可能である；同様に、活性
成分のうちの一部を一緒に製剤し且つ活性成分のうちの一部を別々に製剤するという混合
形態も考えることができる。別々の製剤では、当該複数の活性成分を別々に施用すること
が可能であるか、又は、連続して施用することが可能である。
【０２８４】
　本明細書中において「一般名」によって特定されている活性成分は、既知であり、そし
て、例えば、「Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ」（上記を参照されたい）に記載され
ているか、又は、インターネット上で検索することができる（例えば、「ｈｔｔｐ：／／
ｗｗｗ．ａｌａｎｗｏｏｄ．ｎｅｔ／ｐｅｓｔｉｃｉｄｅｓ」）。
【０２８５】
　混合成分として該殺外部寄生生物薬の群から選択される例示的な活性成分としては、決
して限定することを意図するものではないが、上記において詳細に記載されている殺虫剤
及び殺ダニ剤などを挙げることができる。使用することが可能なさらなる活性成分につい
て、現在の「ＩＲＡＣ　Ｍｏｄｅ　ｏｆ　Ａｃｔｉｏｎ　Ｃｌａｓｓｉｆｉｃａｔｉｏｎ
　Ｓｃｈｅｍｅ」に基づいた上記分類に従って、以下に記載する：（１）アセチルコリン
エステラーゼ（ＡＣｈＥ）阻害薬；（２）ＧＡＢＡ制御塩化物チャンネル遮断薬；（３）
ナトリウムチャンネルモジュレーター；（４）ニコチン作動性アセチルコリン受容体（ｎ
ＡＣｈＲ）競合的モジュレーター；（５）ニコチン作動性アセチルコリン受容体（ｎＡＣ
ｈＲ）アロステリックモジュレーター；（６）グルタミン酸制御塩化物チャンネル（Ｇｌ
ｕＣｌ）アロステリックモジュレーター；（７）幼若ホルモン模倣物質；（８）種々の特
定されていない（多部位）阻害薬；（９）弦音器官モジュレーター；（１０）ダニ成長阻
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害薬；（１２）ミトコンドリアＡＴＰシンターゼの阻害薬、例えば、ＡＴＰディスラプタ
ー；（１３）プロトン勾配を破壊することによる酸化的リン酸化の脱共役剤；（１４）ニ
コチン作動性アセチルコリン受容体チャンネル遮断薬；（１５）キチン生合成の阻害薬（
タイプ０）；（１６）キチン生合成の阻害薬（タイプ１）；（１７）脱皮ディスラプター
（特に、双翅目において）；（１８）エクジソン受容体作動薬；（１９）オクトパミン受
容体作動薬；（２１）ミトコンドリア複合体Ｉ電子伝達阻害薬；（２５）ミトコンドリア
複合体ＩＩ電子伝達阻害薬；（２０）ミトコンドリア複合体ＩＩＩ電子伝達阻害薬；（２
２）電位依存性ナトリウムチャンネル遮断薬；（２３）アセチルＣｏＡカルボキシラーゼ
の阻害薬；（２８）リアノジン受容体モジュレーター；
　作用機序が知られていないか又は特定されていない活性成分、例えば、フェントリファ
ニル、フェノキサクリム、シクロプレン、クロロベンジレート、クロルジメホルム、フル
ベンジミン、ジシクラニル、アミドフルメト、キノメチオネート、トリアラテン、クロチ
アゾベン、テトラスル、オレイン酸カリウム、石油、メトキサジアゾン、ゴシプルレ、フ
ルテンジン、ブロモプロピレート、氷晶石（ｃｒｙｏｌｉｔｅ）；
　別のクラスの化合物、例えば、ブタカルブ、ジメチラン、クロエトカルブ、ホスホカル
ブ、ピリミホス（－エチル）、パラチオン（－エチル）、メタクリホス、ｏ－サリチル酸
イソプロピル、トリクロルホン、トリゴラネル（ｔｒｉｇｏｌａｎｅｒ）、スルプロホス
、プロパホス、セブホス、ピリダチオン、プロトエート、ジクロフェンチオン、ジメトン
－Ｓ－メチルスルホン、イサゾホス、シアノフェンホス、ジアリホス、カルボフェノチオ
ン、アウタチオホス、アロムフェンビンホス（－メチル）、アジンホス（－エチル）、ク
ロルピリホス（－エチル）、ホスメチラン、ヨードフェンホス、ジオキサベンゾホス、ホ
ルモチオン、ホノホス、フルピラゾホス、フェンスルホチオン、エトリムホス；
　有機塩素化合物、例えば、カンフェクロル、リンダン、ヘプタクロル；又は、フェニル
ピラゾール系、例えば、アセトプロール、ピラフルプロール、ピリプロール、バニリプロ
ール、シサプロニル；又は、イソオキサゾリン系、例えば、サロラネル、アフォキソラネ
ル、ロチラネル、フルララネル；
　ピレスロイド系、例えば、（シス－、トランス－）メトフルトリン、プロフルトリン、
フルフェンプロックス、フルブロシトリネート、フブフェンプロックス、フェンフルトリ
ン、プロトリフェンブト、ピレスメトリン、ＲＵ１５５２５、テラレトリン、シス－レス
メトリン、ヘプタフルトリン、ビオエタノメトリン、ビオペルメトリン、フェンピリトリ
ン、シス－シペルメトリン、シス－ペルメトリン、クロシトリン、シハロトリン（ラムダ
－）、クロバポルトリン、又は、ハロゲン化炭化水素化合物（ＨＣＨｓ）；
　ネオニコチノイド系、例えば、ニチアジン；
ジクロロメゾチアズ（ｄｉｃｌｏｒｏｍｅｚｏｔｉａｚ）、トリフルメゾピリム；
　大環状ラクトン系、例えば、ネマデクチン、イベルメクチン、ラチデクチン、モキシデ
クチン、セラメクチン、エプリノメクチン、ドラメクチン、エマメクチン安息香酸塩；ミ
ルベマイシンオキシム；
トリプレン、エポフェノナン、ジオフェノラン；
　生物学的薬剤、ホルモン類、又は、フェロモン類、例えば、天然産物類、例えば、ツリ
ンギエンシン（ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｎ）、コドレモン、又は、ニーム成分；
　ジニトロフェノール系、例えば、ジノカップ、ジノブトン、ビナパクリル；
　ベンゾイル尿素系、例えば、フルアズロン、ペンフルロン；
　アミジン誘導体、例えば、クロロメブホルム（ｃｈｌｏｒｍｅｂｕｆｏｒｍ）、シミア
ゾール、デミジトラズ；
　蜜蜂巣箱ミツバチヘギイタダニ殺ダニ剤（ｂｅｅｈｉｖｅ　ｖａｒｒｏａ　ａｃａｒｉ
ｃｉｄｅｓ）、例えば、有機酸、例えば、ギ酸、シュウ酸。
【０２８６】
　混合成分として該殺内部寄生生物薬の群から選択される例示的な活性成分としては、限
定するものではないが、駆虫活性成分及び抗原生動物活性成分などを挙げることができる
。
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【０２８７】
　該駆虫活性成分としては、限定するものではないが、以下の殺線虫活性成分、殺吸虫活
性成分及び／又は殺条虫活性成分などを挙げることができる：
　大環状ラクトン類のクラスの、例えば：エプリノメクチン、アバメクチン、ネマデクチ
ン、モキシデクチン、ドラメクチン、セラメクチン、レピメクチン、ラチデクチン、ミル
ベメクチン、イベルメクチン、エマメクチン、ミルベマイシン；
　ベンゾイミダゾール類及びプロベンゾイミダゾール類のクラスの、例えば：オキシベン
ダゾール（ｏｘｉｂｅｎｄａｚｏｌｅ）、メベンダゾール、トリクラベンダゾール（ｔｒ
ｉｃｌａｂｅｎｄａｚｏｌｅ）、チオファネート（ｔｈｉｏｐｈａｎａｔｅ）、パルベン
ダゾール（ｐａｒｂｅｎｄａｚｏｌｅ）、オキシフェンダゾール（ｏｘｆｅｎｄａｚｏｌ
ｅ）、ネトビミン（ｎｅｔｏｂｉｍｉｎ）、フェンベンダゾール、フェバンテル、チアベ
ンダゾール（ｔｈｉａｂｅｎｄａｚｏｌｅ）、シクロベンダゾール、カムベンダゾール、
アルベンダゾールスルホキシド、アルベンダゾール、フルベンダゾール；
　デプシペプチド類のクラスの、好ましくは、環状デプシペプチド類のクラスの、特に、
２４員の環状デプシペプチド類のクラスの、例えば：エモデプシド（ｅｍｏｄｅｐｓｉｄ
ｅ）、ＰＦ１０２２Ａ；
　テトラヒドロピリミジン類のクラスの、例えば：モランテル、ピランテル、オキサンテ
ル；
　イミダゾチアゾール類のクラスの、例えば：ブタミソール、レバミソール、テトラミソ
ール；
　アミノフェニルアミジン類のクラスの、例えば：アミダンテル、デアシル化アミダンテ
ル（ｄＡＭＤ）、トリベンジミジン；
　アミノアセトニトリル類のクラスの、例えば：モネパンテル（ｍｏｎｅｐａｎｔｅｌ）
；
　パラヘルクアミド類のクラスの、例えば：パラヘルクアミド、デルクアンテル；
　サリチルアニリド類のクラスの、例えば：トリブロムサラン、ブロモキサニド、ブロチ
アニド、クリオキサニド、クロサンテル、ニクロサミド、オキシクロザニド、ラフォキサ
ニド；
　置換フェノール類のクラスの、例えば：ニトロキシニル、ビチオノール、ジソフェノー
ル、ヘキサクロロフェン、ニクロホラン、メニクロホラン（ｍｅｎｉｃｌｏｐｈｏｌａｎ
）；
　有機リン酸エステル類のクラスの、例えば：トリクロルホン、ナフタロホス（ｎａｐｈ
ｔｈａｌｏｆｏｓ）、ジクロルボス／ＤＤＶＰ、クルホメート、クマホス、ハロキソン；
　ピペラジノン類／キノリン類のクラスの、例えば：プラジクアンテル（ｐｒａｚｉｑｕ
ａｎｔｅｌ）、エプシプランテル；
　ピペラジン類のクラスの、例えば：ピペラジン、ヒドロキシジン；
　テトラサイクリン類のクラスの、例えば：テトラサイクリン、クロロテトラサイクリン
、ドキシサイクリン、オキシテトラサイクリン、ロリテトラサイクリン；
　さまざまな別のクラスの、例えば：ブナミジン、ニリダゾール、レソランテル、オムフ
ァロチン、オルチプラズ、ニトロスカネート、ニトロキシニル、オキサムニキン、ミラサ
ン（ｍｉｒａｓａｎ）、ミラシル（ｍｉｒａｃｉｌ）、ルカントン、ヒカントン、へトリ
ン（ｈｅｔｏｌｉｎ）、エメチン、ジエチルカルバマジン、ジクロロフェン、ジアンフェ
ネチド、クロナゼパム、ベフェニウム、アモスカネート（ａｍｏｓｃａｎａｔｅ）、クロ
ルスロン。
【０２８８】
　抗原生動物活性成分としては、限定するものではないが、以下の活性成分を挙げること
ができる：
　トリアジン類のクラスの、例えば：ジクラズリル、ポナズリル、レトラズリル、トルト
ラズリル；
　ポリエーテルイオノホア類のクラスの、例えば：モネンシン、サリノマイシン、マデュ
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ラマイシン、ナラシン；
　大環状ラクトン類のクラスの、例えば：ミルベマイシン、エリスロマイシン；
　キノロン類のクラスの、例えば：エンロフロキサシン、プラドフロキサシン；
　キニン類のクラスの、例えば：クロロキン；
　ピリミジン類のクラスの、例えば：ピリメタミン；
　スルホンアミド類のクラスの、例えば：スルファキノキサリン、トリメトプリム、スル
ファクロジン；
　チアミン類のクラスの、例えば：アンプロリウム；
　リンコサミド類のクラスの、例えば：クリンダマイシン；
　カルバニリド類のクラスの、例えば：イミドカルブ；
　ニトロフラン類のクラスの、例えば：ニフルチモクス；
　キナゾリノンアルカロイド類のクラスの、例えば：ハロフギノン；
　さまざまな別のクラスの、例えば：オキサムニキン、パロモマイシン；
　ワクチン又は微生物の抗原のクラスの、例えば：バベシア・カニス・ロッシ（Ｂａｂｅ
ｓｉａ　ｃａｎｉｓ　ｒｏｓｓｉ）、エイメリア・テネラ（Ｅｉｍｅｒｉａ　ｔｅｎｅｌ
ｌａ）、エイメリア・プラエコキス（Ｅｉｍｅｒｉａ　ｐｒａｅｃｏｘ）、エイメリア・
ネカトリキス（Ｅｉｍｅｒｉａ　ｎｅｃａｔｒｉｘ）、エイメリア・ミチス（Ｅｉｍｅｒ
ｉａ　ｍｉｔｉｓ）、エイメリア・マキシマ（Ｅｉｍｅｒｉａ　ｍａｘｉｍａ）、エイメ
リア・ブルネッチ（Ｅｉｍｅｒｉａ　ｂｒｕｎｅｔｔｉ）、エイメリア・アセルブリナ（
Ｅｉｍｅｒｉａ　ａｃｅｒｖｕｌｉｎａ）、バベシア・カニス・ボゲリ（Ｂａｂｅｓｉａ
　ｃａｎｉｓ　ｖｏｇｅｌｉ）、レイシュマニア・インファンツム（Ｌｅｉｓｈｍａｎｉ
ａ　ｉｎｆａｎｔｕｍ）、バベシア・カニス・カニス（Ｂａｂｅｓｉａ　ｃａｎｉｓ　ｃ
ａｎｉｓ）、ジクチオカウルス・ビビパルス（Ｄｉｃｔｙｏｃａｕｌｕｓ　ｖｉｖｉｐａ
ｒｕｓ）。
【０２８９】
　記載されている全ての混合成分は、それらの官能基に基づいて可能であれば、場合によ
り、適切な塩基又は酸と塩を形成することもできる。
【０２９０】
　媒介動物の防除
　式（Ｉ）で表される化合物は、媒介動物（ｖｅｃｔｏｒ）の防除において使用すること
も可能である。本発明に関連して、媒介動物は、病原体（例えば、ウイルス類、蠕虫類（
ｗｏｒｍｓ）、単細胞生物及び細菌類）を病原体保有宿主（植物、動物、ヒトなど）から
宿主まで運ぶことが可能な節足動物（特に、昆虫又はクモ形類動物）である。該病原体は
、宿主に機械的に運ばれ得る（例えば、非刺咬性ハエによるトラコーマ）、又は、宿主体
内への注入後に運ばれ得る（例えば、蚊によるマラリア原虫）。
【０２９１】
　媒介動物の例及び媒介動物によって運ばれる疾患又は病原体は、以下のとおりである：
（１）蚊類
　・　ハマダラカ（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ）：　マラリア、フィラリア症；
　・　アカイエカ（Ｃｕｌｅｘ）：　日本脳炎、フィラリア症、別のウイルス性疾患、別
の蠕虫類の運搬；
　・　ヤブカ（Ａｅｄｅｓ）：　黄熱病、デング熱、さらなるウイルス性疾患、フィラリ
ア症；
　・　ブユ（Ｓｉｍｕｌｉｉｄａｅ）：　蠕虫類（特に、回旋糸状虫（Ｏｎｃｈｏｃｅｒ
ｃａ　ｖｏｌｖｕｌｕｓ））の運搬；
　・　チョウバエ（Ｐｓｙｃｈｏｄｉｄａｅ）：　リーシュマニア症の伝染；
（２）シラミ類：　皮膚感染、流行性発疹チフス；
（３）ノミ類：　伝染病、発疹熱、条虫；
（４）ハエ類：　睡眠病（トリパノソーマ病）；コレラ、別の細菌性疾患；
（５）ダニ類：　ダニ症（ａｃａｒｉｏｓｉｓ）、流行性発疹チフス、リケッチア痘瘡、
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野兎病、セントルイス脳炎、ダニ媒介脳炎（ＴＢＥ）、クリミア・コンゴ出血熱、ボレリ
ア症（ｂｏｒｒｅｌｉｏｓｉｓ）；
（６）マダニ類：　ボレリア症（ｂｏｒｅｌｌｉｏｓｅｓ）、例えば、ライム病ボレリア
（Ｂｏｒｒｅｌｉａ　ｂｕｎｇｄｏｒｆｅｒｉ　ｓｅｎｓｕ　ｌａｔｏ．）、ダットン回
帰熱ボレリア（Ｂｏｒｒｅｌｉａ　ｄｕｔｔｏｎｉ）、ダニ媒介脳炎、Ｑ熱（Ｃｏｘｉｅ
ｌｌａ　ｂｕｒｎｅｔｉｉ）、バベシア症（ｂａｂｅｓｉｏｓｅｓ）（Ｂａｂｅｓｉａ　
ｃａｎｉｓ　ｃａｎｉｓ）、エーリキア症（ｅｈｒｌｉｃｈｉｏｓｉｓ）。
【０２９２】
　本発明に関連して、媒介動物の例は、植物ウイルスを植物に運ぶことが可能な昆虫類、
例えば、アブラムシ類、ハエ類、ヨコバイ類又はアザミウマ類などである。植物ウイルス
を運ぶことが可能な別の媒介動物は、ハダニ類、シラミ類、甲虫類及び線虫類である。
【０２９３】
　本発明に関連して、媒介動物のさらなる例は、病原体を動物及び／又はヒトに運ぶこと
が可能な昆虫類及びクモ形類動物、例えば、蚊類〔特に、ヤブカ属（Ａｅｄｅｓ）の蚊、
ハマダラカ属（Ａｎｏｐｈｅｌｅｓ）の蚊、例えば、ガンビエハマダラカ（Ａ．ｇａｍｂ
ｉａｅ）、アノフェレス・アラビエンシス（Ａ．ａｒａｂｉｅｎｓｉｓ）、アノフェレス
・フネスツス（Ａ．ｆｕｎｅｓｔｕｓ）、アノフェレス・ジルス（Ａ．ｄｉｒｕｓ）（マ
ラリア）、及び、アカイエカ属（Ｃｕｌｅｘ）の蚊〕、チョウバエ（Ｐｓｙｃｈｏｄｉｄ
ａｅ）、例えば、サシチョウバエ（Ｐｈｌｅｂｏｔｏｍｕｓ）、ルツォミヤ（Ｌｕｔｚｏ
ｍｙｉａ）、シラミ類、ノミ類、ハエ類、ダニ類及びマダニ類である。
【０２９４】
　式（Ｉ）で表される化合物が抵抗性を打破する（ｒｅｓｉｓｔａｎｃｅ－ｂｒｅａｋｉ
ｎｇ）場合、媒介動物の防除は、同様に可能である。
【０２９５】
　式（Ｉ）で表される化合物は、疾患の予防及び／又は媒介動物によって運ばれる病原体
の予防において使用するのに適している。かくして、本発明のさらなる態様は、例えば、
農業において、園芸において、森林内において、庭園やレジャー施設において、及び、さ
らに、材料物質や貯蔵生産物の保護において、媒介動物を防除するための式（Ｉ）で表さ
れる化合物の使用である。
【０２９６】
　工業材料の保護
　式（Ｉ）で表される化合物は、昆虫類〔例えば、コウチュウ目（Ｃｏｌｅｏｐｔｅｒａ
）、ハチ目（Ｈｙｍｅｎｏｐｔｅｒａ）、シロアリ目（Ｉｓｏｐｔｅｒａ）、チョウ目（
Ｌｅｐｉｄｏｐｔｅｒａ）、チャタテムシ目（Ｐｓｏｃｏｐｔｅｒａ）及びシミ目（Ｚｙ
ｇｅｎｔｏｍａ）の昆虫類〕による攻撃又は破壊に対して工業材料を保護するのに適して
いる。
【０２９７】
　本発明に関連して、工業材料は、非生物材料、例えば、好ましくは、プラスチック、接
着剤、サイズ、紙及び厚紙、皮革、木材、加工木材製品及び塗料などを意味するものと理
解される。本発明は、木材を保護するために使用するのが特に好ましい。
【０２９８】
　さらなる実施形態では、式（Ｉ）で表される化合物は、少なくとも１種類のさらなる殺
虫剤及び／又は少なくとも１種類の殺菌剤と一緒に使用する。
【０２９９】
　さらなる実施形態では、式（Ｉ）で表される化合物は、即時使用可能な（ｒｅａｄｙ－
ｔｏ－ｕｓｅ）殺有害生物剤の形態にある。このことは、それらが、さらなる変更を加え
ることなく、当該材料物質に施用することが可能であるということを意味する。有用なさ
らなる殺虫剤又は殺菌剤としては、特に、上記で挙げたものなどがある。
【０３００】
　驚くべきことに、式（Ｉ）で表される化合物は、海水又は淡海水と接触するもの、特に
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、船体、スクリーン、網、建造物、係船設備及び信号システムなどを、付着物から保護す
るために使用することができるということも分かった。同様に、式（Ｉ）で表される化合
物は、単独で、又は、別の活性成分と組合せて、防汚剤として使用することができる。
【０３０１】
　衛生分野における害虫の防除
　式（Ｉ）で表される化合物は、衛生分野において害虫を防除するのに適している。より
特定的には、本発明は、家庭内保護分野において、衛生保護分野において、及び、貯蔵生
産物の保護において、特に、密閉空間（例えば、住居、工場の通路、オフィス、車両の客
室、動物育種施設）において遭遇する昆虫類、クモ形類動物、マダニ類及びダニ類を防除
する為に、使用することができる。害虫を防除するために、式（Ｉ）で表される化合物は
、単独で使用するか、又は、別の活性成分及び／又は補助剤と組み合わせて使用する。そ
れらは、好ましくは、家庭用殺虫剤製品に含ませて使用する。式（Ｉ）で表される化合物
は、感受性種及び抵抗性種に対して有効であり、さらに、全ての成育段階に対して有効で
ある。
【０３０２】
　これらの害虫としては、例えば、クモ綱（Ａｒａｃｈｎｉｄａ）のサソリ目（Ｓｃｏｒ
ｐｉｏｎｅｓ）、クモ目（Ａｒａｎｅａｅ）及びザトウムシ目（Ｏｐｉｌｉｏｎｅｓ）の
害虫、ムカデ綱（Ｃｈｉｌｏｐｏｄａ）及びヤスデ綱（Ｄｉｐｌｏｐｏｄａ）の害虫、昆
虫綱（Ｉｎｓｅｃｔａ）のゴキブリ目（Ｂｌａｔｔｏｄｅａ）、コウチュウ目（Ｃｏｌｅ
ｏｐｔｅｒａ）、ハサミムシ目（Ｄｅｒｍａｐｔｅｒａ）、ハエ目（Ｄｉｐｔｅｒａ）、
カメムシ亜目（Ｈｅｔｅｒｏｐｔｅｒａ）、ハチ目（Ｈｙｍｅｎｏｐｔｅｒａ）、シロア
リ目（Ｉｓｏｐｔｅｒａ）、チョウ目（Ｌｅｐｉｄｏｐｔｅｒａ）、シラミ目（Ｐｈｔｈ
ｉｒａｐｔｅｒａ）、チャタテムシ目（Ｐｓｏｃｏｐｔｅｒａ）、バッタ目（Ｓａｌｔａ
ｔｏｒｉａ　又は　Ｏｒｔｈｏｐｔｅｒａ）、ノミ目（Ｓｉｐｈｏｎａｐｔｅｒａ）及び
シミ目（Ｚｙｇｅｎｔｏｍａ）の害虫、並びに、軟甲綱（Ｍａｌａｃｏｓｔｒａｃａ）の
ワラジムシ目（Ｉｓｏｐｏｄａ）の害虫などをあげることができる。
【０３０３】
　施用は、例えば、エーロゾル、非加圧スプレー製品、例えば、ポンプスプレー及び噴霧
スプレー、自動霧化システム（ａｕｔｏｍａｔｉｃ　ｆｏｇｇｉｎｇ　ｓｙｓｔｅｍ）、
噴霧器（ｆｏｇｇｅｒ）、泡、ゲル、セルロース製又はプラスチック製のエバポレーター
錠剤を有するエバポレーター製品、液体エバポレーター、ゲル及び膜エバポレーター、プ
ロペラ駆動エバポレーター、エネルギーフリー型蒸発システム又は受動型蒸発システム、
防虫紙（ｍｏｔｈ　ｐａｐｅｒｓ）、防虫バッグ（ｍｏｔｈ　ｂａｇｓ）及び防虫ゲル（
ｍｏｔｈ　ｇｅｌｓ）において実施するか、又は、粒剤若しくは粉剤として、ばらまき用
の餌に入れて実施するか、又は、ベイトステーションで実施する。
【実施例】
【０３０４】
　調製実施例：
　２－［３－エチルスルホニル－５－（トリフルオロメチル）－４，５，６，７－テトラ
ヒドロピラゾロ［１，５－ａ］ピリジン－２－イル］－３－メチル－６－（トリフルオロ
メチル）イミダゾ［４，５－ｂ］ピリジン（Ｉ－１）
【化１２】

【０３０５】
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　２６５．０ｍｇ（０．５６ｍｍｏｌ）の２－［３－ブロモ－５－（トリフルオロメチル
）－４，５，６，７－テトラヒドロピラゾロ［１，５－ａ］ピリジン－２－イル］－３－
メチル－６－（トリフルオロメチル）イミダゾ［４，５－ｂ］ピリジン、６５７．２ｍｇ
（５．６６ｍｍｏｌ）のエタンスルフィン酸ナトリウム及び１６．２ｍｇ（０．０８ｍｍ
ｏｌ）のヨウ化銅（Ｉ）を、マイクロ波合成装置（Ａｎｔｏｎ　Ｐａａｒ、Ｍｏｎｏｗａ
ｖｅ　４００）内で、１５ｍＬのＮ，Ｎ－ジメチルホルムアミドの中で１２０℃で１２時
間（ｈ）撹拌した。次いで、その反応混合物に塩化ナトリウム溶液を添加し、それを酢酸
エチルで抽出した。その有機相を硫酸ナトリウムで脱水し、次いで、その溶媒を減圧下で
留去した。その残渣を、溶離液として水／アセトニトリルの勾配を使用する分取ＨＰＬＣ
によるカラムクロマトグラフィー精製で精製した。
【０３０６】
logP (HCOOH): 3.21; MH+: 482; 1H NMR (400MHz, DMSO-d6) δ ppm: 1.26 (t, 3H), 2.1
8-2.22 (m, 1H), 2.33-2.37 (m, 1H), 3.00-3.06 (m, 1H), 3.19 (br. s, 1H), 3.47-3.5
3 (m, 1H), 3.75 (q, 2H), 3.95 (s, 3H), 4.30-4.36 (m, 1H), 4.47-4.51 (m, 1H), 8.6
4 (s, 1H), 8.86 (s, 1H).
　２－［３－ブロモ－５－（トリフルオロメチル）－４，５，６，７－テトラヒドロピラ
ゾロ［１，５－ａ］ピリジン－２－イル］－３－メチル－６－（トリフルオロメチル）イ
ミダゾ［４，５－ｂ］ピリジン
【化１３】

【０３０７】
　２５０ｍｇ（１．３０ｍｍｏｌ）のＮ２－メチル－５－（トリフルオロメチル）ピリジ
ン－２，３－ジアミン、５０２ｍｇ（１．６３ｍｍｏｌ）の３－ブロモ－５－（トリフル
オロメチル）－４，５，６，７－テトラヒドロピラゾロ［１，５－ａ］ピリジン－２－カ
ルボン酸及び２５１ｍｇ（１．３０ｍｍｏｌ）の１－（３－ジメチルアミノプロピル）－
３－エチルカルボジイミド塩酸塩（ＥＤＣＩ）を、アルゴン下、１０ｍＬのピリジンの中
で室温で１６時間撹拌した。その反応混合物から溶媒を減圧下で除去し、その残渣に水を
添加し、それを酢酸エチルで抽出した。その有機相を硫酸ナトリウムで脱水し、次いで、
その溶媒を減圧下で留去した。次いで、その残渣を１０ｍＬの濃酢酸の中で１００℃で８
時間撹拌した。その混合物を水で稀釈し、酢酸エチルで３回抽出した。その有機相を合し
て水及び炭酸水素ナトリウム溶液で洗浄し、その有機相を除去し、その水相を酢酸エチル
で抽出した。その有機相を合して硫酸ナトリウムで脱水し、次いで、その溶媒を減圧下で
留去した。
【０３０８】
logP (HCOOH): 3.99; MH+: 468; 1H NMR (400MHz, DMSO-d6) δ ppm: 2.12-2.17 (m, 1H)
, 2.33-2.37 (m, 1H), 2.76-2.83 (m, 1H), 3.05-3.10 (m, 1H), 3.17 (br. s, 1H), 4.1
0 (s, 3H), 4.24-4.32 (m, 1H), 4.44-4.48 (m, 1H), 8.61 (s, 1H), 8.80 (s, 1H).
　３－ブロモ－５－（トリフルオロメチル）－４，５，６，７－テトラヒドロピラゾロ［
１，５－ａ］ピリジン－２－カルボン酸
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【化１４】

【０３０９】
　８８１ｍｇ（３．７６ｍｍｏｌ）の５－（トリフルオロメチル）－４，５，６，７－テ
トラヒドロピラゾロ［１，５－ａ］ピリジン－２－カルボン酸及び３３７ｍｇ（４．１３
ｍｍｏｌ）のＮ－ブロモスクシンイミドを６０ｍＬのクロロホルムに溶解させ、室温で７
２時間撹拌した。その反応混合物に水を添加し、その有機相を除去し、硫酸ナトリウムで
脱水し、次いで、その溶媒を減圧下で留去した。
【０３１０】
logP (HCOOH): 1.75; MH+: 313; 1H NMR (400MHz, DMSO-d6) δ ppm: 2.00-2.10 (m, 1H)
, 2.27-2.33 (m, 1H), 2.64-2.71 (m, 1H), 2.93-2.98 (m, 1H), 3.05-3.14 (s, 1H), 4.
11-4.19 (m, 1H), 4.31-4.35 (m, 1H), 12.95 (br. s, 1H).
　５－（トリフルオロメチル）－４，５，６，７－テトラヒドロピラゾロ［１，５－ａ］
ピリジン－２－カルボン酸
【化１５】

【０３１１】
　１．００ｇ（４．３４ｍｍｏｌ）の５－（トリフルオロメチル）ピラゾロ［１，５－ａ
］ピリジン－２－カルボン酸を、６５ｍＬのエタノールの中で、１００ｍｇ（０．４４ｍ
ｍｏｌ）の酸化白金（ＩＶ）の存在下、４バールで、１２時間水素化した。次いで、その
反応混合物をセライトで濾過し、エタノールで洗浄し、その溶媒を減圧下で留去した。
【０３１２】
logP (HCOOH): 1.28; MH+: 235; 1H NMR (400MHz, DMSO-d6) δ ppm: 1.98-2.08 (m, 1H)
, 2.26-2.30 (m, 1H), 2.74-2.81 (m, 1H), 2.97-3.08 (m, 1H), 3.11-3.16 (s, 1H), 4.
10-4.17 (m, 1H), 4.30-4.34 (m, 1H), 6.52 (s, 1H), 12.50 (br. s, 1H).
　該実施例と同様にして、及び、上記で記載した調製方法によって、式（Ｉ）で表される
下記化合物を得ることができる。
【０３１３】
　５－（トリフルオロメチル）ピラゾロ［１，５－ａ］ピリジン－２－カルボン酸
【化１６】

【０３１４】
　２．００ｇ（６．６１ｍｍｏｌ）の５－（トリフルオロメチル）ピラゾロ［１，５－ａ
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］ピリジン－２，３－ジカルボン酸ジメチルを、５０ｍＬの５０％硫酸の中で、８０℃で
３時間撹拌した。その冷却した溶液を、氷浴で冷却しながら、５Ｎ水酸化ナトリウム溶液
でアルカリ性とし、酢酸エチルで抽出した。その水相を、２Ｎ塩酸を用いてｐＨ２－３に
調節し、完全に溶解するまで水で稀釈した。その水相を酢酸エチルで３回抽出し、硫酸ナ
トリウムで脱水し、次いで、その溶媒を減圧下で留去した。その残渣を、溶離液として水
／アセトニトリル混合物を使用する分取ＨＰＬＣによるカラムクロマトグラフィー精製で
精製した。
【０３１５】
logP (HCOOH): 1.58; MH+: 231; 1H NMR (400MHz, DMSO-d6) δ ppm: 7.29-7.32 (m, 2H)
, 8.36 (s, 1H), 8.93 (d, 1H), 13.4 (br. s, 1H).
　５－（トリフルオロメチル）ピラゾロ［１，５－ａ］ピリジン－２，３－ジカルボン酸
ジメチル
【化１７】

【０３１６】
　１．００ｇ（３．４４ｍｍｏｌ）の４－（トリフルオロメチル）－１－アミノピリジニ
ウムヨージド及び９５３ｍｇ（６．８９ｍｍｏｌ）の炭酸カリウムを７ｍＬのジメチルホ
ルムアミドに最初に装入し、それに、室温で、５１４ｍｇ（３．６２ｍｍｏｌ）のアセチ
レンジカルボン酸ジメチルを滴下して加えた。その反応混合物を室温で２時間撹拌し、そ
の間に、空気を導入した。次いで、その混合物を濾過し、その母液を除去し、その溶媒を
減圧下で留去した。その残渣を取って水の中に入れ、エーテルで抽出した。その有機相を
硫酸ナトリウムで脱水し、次いで、その溶媒を減圧下で留去した。
【０３１７】
logP (HCOOH): 2.57; MH+: 303; 1H NMR (400MHz, DMSO-d6) δ ppm: 3.89 (s, 3H), 3.9
5 (s, 3H), 7.57 (d, 1H), 8.38 (s, 1H), 9.15 (d, 1H).
　４－（トリフルオロメチル）－１－アミノピリジニウムヨージド

【化１８】

【０３１８】
　８．５４ｇ（６７．９ｍｍｏｌ）のヒドロキシルアミン－Ｏ－スルホン酸を５０ｍＬの
水の中に最初に装入し、それに、１０．００ｇ（６７．９ｍｍｏｌ）の４－（トリフルオ
ロメチル）ピリジンを添加した。その混合物を９０℃で３０分間撹拌し、冷却後、９．３
９５ｇ（６７．９ｍｍｏｌ）の炭酸カリウムを添加した。その残渣を取って８５ｍＬのエ
タノールの中に入れ、濾過し、その母液に９ｍＬのヨウ化水素酸（６７．９ｍｍｏｌ、５
７％強度）を添加した。－２０℃で１４時間経過した後、沈澱した固体を濾過し、そして
、それ以上精製することなくさらに変換させた。
【０３１９】
　該実施例と同様にして、及び、上記で記載した調製方法によって、式（Ｉ）で表される
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【０３２０】
　分析的測定
　以下に記載されている分析的測定の手順は、明細書の個々の部分において特定の分析的
測定に関する手順の個別的な記載がなされていない場合、本明細書全体における全ての情
報に関する。
【０３２１】
　ｌｏｇＰ値
　ｌｏｇＰ値は、「ＥＥＣ　Ｄｉｒｅｃｔｉｖｅ　７９／８３１　Ａｎｎｅｘ　Ｖ．Ａ８
」に従い、逆相カラム（Ｃ１８）でのＨＰＬＣ（高性能液体クロマトグラフィー）によっ
て測定する。温度：５５℃。
【０３２２】
　酸性範囲内におけるＬＣ－ＭＳの測定は、溶離液として０．１％水性ギ酸及びアセトニ
トリル（０．１％ギ酸含有）を使用して、ｐＨ２．７で実施する；１０％アセトニトリル
から９５％アセトニトリルまでの直線勾配。表中では、「ｌｏｇＰ（ＨＣＯＯＨ）」と称
されている。
【０３２３】
　中性範囲内におけるＬＣ－ＭＳの測定は、溶離液として０．００１モル炭酸水素アンモ
ニウム水溶液及びアセトニトリルを使用して、ｐＨ７．８で実施する；１０％アセトニト
リルから９５％アセトニトリルまでの直線勾配。表中では、「ｌｏｇＰ（中性）」と称さ
れている。
【０３２４】
　較正は、ｌｏｇＰ値が知られている非分枝鎖アルカン－２－オン（３個～１６個の炭素
原子を有している）を用いて実施する（ｌｏｇＰ値は、連続する２種類のアルカノンの間
の線形補間によって、保持時間に基づいて決定する）。
【０３２５】
　質量分析法
　酸性クロマトグラフィー条件下でのＬＣ－ＭＳを用いた［Ｍ＋Ｈ］＋又はＭ－の測定は
、溶離液として、１リットルのアセトニトリル当たり１ｍＬのギ酸及び１リットルのミリ
ポア水当たり０．９ｍＬのギ酸を用いて実施した。「Ｚｏｒｂａｘ　Ｅｃｌｉｐｓｅ　Ｐ
ｌｕｓ　Ｃ１８　５０ｍｍ×２．１ｍｍ、１．８μｍ　カラム」を、カラムオーブン温度
５５℃で使用した。
【０３２６】
　機器：
　ＬＣ－ＭＳ３：ＳＱＤ２質量分析計とＳａｍｐｌｅＭａｎａｇｅｒオートサンプラーが
付いているＷａｔｅｒｓ　ＵＰＬＣ。直線勾配：０．０→１．７０分　１０％アセトニト
リル→９５％アセトニトリル、１．７０→２．４０分　一定９５％アセトニトリル、流量
：０．８５ｍＬ／分。



(116) JP 2021-514949 A 2021.6.17

10

20

30

40

50

【０３２７】
　ＬＣ－ＭＳ６、及び、ＬＣ－ＭＳ７：Ａｇｉｌｅｎｔ　１２９０ＬＣ、Ａｇｉｌｅｎｔ
　ＭＳＤ質量分析計、ＨＴＳ　ＰＡＬオートサンプラー。直線勾配：０．０→１．８０分
　１０％アセトニトリル→９５％アセトニトリル、１．８０→２．５０分、一定９５％ア
セトニトリル、流量：１．０ｍＬ／分。
【０３２８】
　中性クロマトグラフィー条件下でのＬＣ－ＭＳを用いた［Ｍ＋Ｈ］＋の測定は、溶離液
として、アセトニトリル及びミリポア水（７９ｍｇ／Ｌの炭酸アンモニウム含有）を使用
して実施した。
【０３２９】
　機器：
　ＬＣ－ＭＳ４：ＱＤＡ質量分析計とＦＴＮオートサンプラーが付いているＷａｔｅｒｓ
　ＩＣｌａｓｓ　Ａｃｑｕｉｔｙ（Ｗａｔｅｒｓ　Ａｃｑｕｉｔｙ　１．７μｍ　５０ｍ
ｍ×２．１ｍｍカラム、カラムオーブン温度：４５℃）。直線勾配：０．０→２．１０分
　１０％アセトニトリル→９５％アセトニトリル、２．１０→３．００分　一定９５％ア
セトニトリル、流量：０．７ｍＬ／分。
【０３３０】
　ＬＣ－ＭＳ５：ＭＳＤ質量分析計とＨＴＳ　ＰＡＬオートサンプラーが付いているＡｇ
ｉｌｅｎｔ　１１００　ＬＣ　Ｓｙｓｔｅｍ（カラム：Ｚｏｒｂａｘ　ＸＤＢ　Ｃ１８　
１．８μｍ　５０ｍｍ×４．６ｍｍ、カラムオーブン温度：５５℃）。直線勾配：０．０
→４．２５分　１０％アセトニトリル→９５％アセトニトリル、４．２５→５．８０分　
一定９５％アセトニトリル、流量：２．０ｍＬ／分。
【０３３１】
　全ての場合において、保持時間インデックスは、３個～１６個の炭素を有する同族の一
連の直鎖アルカン－２－オンの較正測定から決定し、ここで、最初のアルカノンに対する
インデックスを３００に設定し、最後のアルカノンに対するインデックスを１６００に設
定し、そして、連続するアルカノンの値の間で線形補間を実施した。
【０３３２】
　１Ｈ　ＮＭＲスペクトルの測定は、１．７ｍｍ　ＴＣＩプローブヘッドを備えた「Ｂｒ
ｕｋｅｒ　Ａｖａｎｃｅ　ＩＩＩ　４００ＭＨｚ　分光計」で、標準（０．００ｐｐｍ）
としてテトラメチルシランを使用して、溶媒ＣＤ３ＣＮ、ＣＤＣｌ３又はｄ６－ＤＭＳＯ
の中の溶液で実施した。あるいは、５ｍｍ　ＣＰＮＭＰプローブヘッドを備えた「Ｂｒｕ
ｋｅｒ　Ａｖａｎｃｅ　ＩＩＩ　６００ＭＨｚ　分光計」又は５ｍｍ　ＴＣＩプローブヘ
ッドを備えた「Ｂｒｕｋｅｒ　Ａｖａｎｃｅ　ＮＥＯ　６００ＭＨｚ　分光計」を当該測
定に使用した。一般に、当該測定は、プローブヘッド温度２９８Ｋで実施した。異なる測
定温度を使用した場合、そのことは個別に注記されている。
【０３３３】
　選択された実施例に関するＮＭＲデータ
　ＮＭＲピークリスト法
　選択された実施例の１Ｈ－ＮＭＲデータは、１Ｈ－ＮＭＲピークリストの形態で示され
ている。各シグナルピークに対して、最初にδ値（ｐｐｍ）が記載され、次に、丸括弧内
に、シグナル強度が記載されている。種々のシグナルピークに関するδ値－シグナル強度
数の対が、セミコロンで互いに区切られて記載されている。
【０３３４】
　従って、１つの例に対するピークリストは、以下の形態をとる：
δ１（強度１）；δ２（強度２）；．．．；δｉ（強度ｉ）；．．．；δｎ（強度ｎ）。
【０３３５】
　先鋭なシグナルの強度は、ＮＭＲスペクトルの印刷された例におけるシグナルの高さ（
ｃｍ）と相関し、シグナル強度の真の比率を示している。幅が広いシグナルの場合、数種
類のピーク又は該シグナルの中央及びそれらの相対的強度が、当該スペクトルの中の最も
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【０３３６】
　１Ｈ　ＮＭＲスペクトルの化学シフトを較正するために、テトラメチルシランを使用す
るか、及び／又は、特にスペクトルがＤＭＳＯ中で測定される場合には、その溶媒の化学
シフトを使用する。従って、ＮＭＲピークリストの中には、テトラメチルシランのピーク
は存在し得るが、必ずしも存在する必要はない。
【０３３７】
　１Ｈ　ＮＭＲピークのリストは、従来の１Ｈ　ＮＭＲのプリントアウトと類似しており
、従って、通常、ＮＭＲの慣習的な解釈で記載される全てのピークを含んでいる。
【０３３８】
　さらに、それらは、従来の１Ｈ　ＮＭＲのプリントアウトのように、溶媒のシグナル、
目標化合物の立体異性体（これも、同様に、本発明の対象の一部分を構成する）のシグナ
ル及び／又は不純物のピークのシグナルも示し得る。
【０３３９】
　溶媒及び／又は水のデルタ範囲内における化合物シグナルの記録において、１Ｈ　ＮＭ
Ｒピークの本発明者らによるリストは、通常の溶媒のピーク、例えば、ＤＭＳＯ－Ｄ６中
のＤＭＳＯのピーク及び水のピーク（これらは、通常、平均して高い強度を有している）
を示している。
【０３４０】
　目標化合物の立体異性体のピーク及び／又は不純物のピークは、通常、平均して、目標
化合物（例えば、９０％を超える純度を有する目標化合物）のピークよりも低い強度を有
している。
【０３４１】
　そのような立体異性体及び／又は不純物は、特定の調製方法に対して特有であり得る。
従って、それらのピークは、「副産物の指紋（ｂｙ－ｐｒｏｄｕｃｔ　ｆｉｎｇｅｒｐｒ
ｉｎｔｓ）」に関して、本発明者らの調製方法の再現性を確認するのに役立ち得る。
【０３４２】
　目標化合物のピークを既知方法（ＭｅｓｔｒｅＣ、ＡＣＤシミュレーション、さらに、
経験的に評価された期待値の使用）で計算する専門家は、必用に応じて、場合により付加
的な強度フィルターを使用して、目標化合物のピークを分離することができる。この分離
は、１Ｈ　ＮＭＲの慣習的な解釈における関連するピークのピッキングに類似しているで
あろう。
【０３４３】
　１Ｈ　ＮＭＲピークリストに関するさらなる詳細については、「Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ｄ
ｉｓｃｌｏｓｕｒｅ　Ｄａｔａｂａｓｅ　Ｎｕｍｂｅｒ　５６４０２５」の中に見いだす
ことができる。
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【０３４４】
　使用実施例
　ネコノミ（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ　ｆｅｌｉｓ）－　成体ネコノミを用いた
インビトロ接触試験
　試験管にコーティングするために、９ｍｇの活性成分を、最初に、１ｍＬのアセトンｐ
．ａ．に溶解させ、次いで、アセトンｐ．ａ．を用いて希釈して所望の濃度とする。オー
ビタルシェーカー上で回転及び揺動させる（揺動回転３０ｒｐｍで２時間）ことによって
２５０μＬの該溶液を２５ｍＬ容ガラス管の内壁及び底面に均一に分配させる。９００ｐ
ｐｍの活性成分溶液及び４４．７ｃｍ２の内表面で、均一に分配されたと仮定すれば、５
μｇ／ｃｍ２の面積基準薬量が達成される。
【０３４５】
　溶媒を蒸発させた後、該管に５～１０匹の成体ネコノミ（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄ
ｅｓ　ｆｅｌｉｓ）を生息させ、孔が開けられているプラスチック製蓋で密閉し、室温及
び周囲湿度で、水平位でインキュベートする。４８時間経過した後、効力を求める。この
目的のために、該管を垂直に立て、トントンと叩いてネコノミを試験管の底に落とす。試
験管の底で動かないままでいるか又は動きがギクシャクとしているネコノミは、死んでい
るか又は死にかけていると考えられる。
【０３４６】
　ある物質がこの試験において５μｇ／ｃｍ２の施用量で少なくとも８０％の効力を達成
すれば、その物質は、ネコノミ（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ　ｆｅｌｉｓ）に対し
て良好な効力を示す。１００％の効力は、全てのネコノミが死んだか又は死にかけている
ことを意味する。０％の効力は、損傷を受けたネコノミが無かったことを意味する。
【０３４７】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、５μｇ／ｃｍ２（＝５００ｇ
／ｈａ）の施用量で、１００％の効力を示す：　Ｉ－０５。
【０３４８】
　クリイロコイタマダニ（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓａｎｇｕｉｎｅｕｓ）－　成
体クリイロコイタマダニを用いたインビトロ接触試験
　試験管にコーティングするために、９ｍｇの活性成分を、最初に、１ｍＬのアセトンｐ
．ａ．に溶解させ、次いで、アセトンｐ．ａ．を用いて希釈して所望の濃度とする。オー
ビタルシェーカー上で回転及び揺動させる（揺動回転３０ｒｐｍで２時間）ことによって
２５０μＬの該溶液を２５ｍＬ容試験管の内壁及び底面に均一に分配させる。９００ｐｐ
ｍの活性成分溶液及び４４．７ｃｍ２の内表面で、均一に分配されたと仮定すれば、５μ
ｇ／ｃｍ２の面積基準薬量が達成される。
【０３４９】
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　溶媒を蒸発させた後、該管に５～１０匹の成体クリイロコイタマダニ（Ｒｈｉｐｉｃｅ
ｐｈａｌｕｓ　ｓａｎｇｕｉｎｅｕｓ）を生息させ、孔が開けられているプラスチック製
蓋で密閉し、室温及び周囲湿度で、暗所において水平位でインキュベートする。４８時間
経過した後、効力を求める。この目的のために、トントンと叩いてクリイロコイタマダニ
を該管の床面に落とし、５分を超えない時間、ホットプレート上で４５～５０℃でインキ
ュベートする。該管の床面で動かないままでいるか又は這い上がることによって熱を意図
的に避けることができないような動きがギクシャクとしているクリイロコイタマダニは、
死んでいるか又は死にかけていると考えられる。
【０３５０】
　ある物質がこの試験において５μｇ／ｃｍ２の施用量で少なくとも８０％の効力を達成
した場合、その物質は、クリイロコイタマダニ（Ｒｈｉｐｉｃｅｐｈａｌｕｓ　ｓａｎｇ
ｕｉｎｅｕｓ）に対して良好な効力を示す。１００％の効力は、全てのクリイロコイタマ
ダニが死んだか又は死にかけていることを意味する。０％の効力は、損傷を受けたクリイ
ロコイタマダニが無かったことを意味する。
【０３５１】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、５μｇ／ｃｍ２（＝５００ｇ
／ｈａ）の施用量で、１００％の効力を示す：　Ｉ－０５。
【０３５２】
　オウシマダニ（Ｂｏｏｐｈｉｌｕｓ　ｍｉｃｒｏｐｌｕｓ）－注入試験
　　溶媒：　　　　ジメチルスルホキシド
　活性成分の適切な配合物を製造するために、１０ｍｇの活性成分を０．５ｍＬの溶媒と
混合させ、得られた濃厚物を溶媒で稀釈して所望の濃度とする。
【０３５３】
　充血した５匹の成体雌オウシマダニ（Ｂｏｏｐｈｉｌｕｓ　ｍｉｃｒｏｐｌｕｓ）の腹
部に１μＬの該活性成分溶液を注入する。その動物を皿に移し、人工気象室内で維持する
。
【０３５４】
　効力は、７日後に、受精卵の産卵によって評価する。受精していることが明白ではない
卵は、約４２日後に幼虫が孵化するまで人工気象室の中で保存する。１００％の効力は、
受精卵を産んだマダニが無かったことを意味し；０％は、全ての卵が受精していることを
意味する。
【０３５５】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、動物１匹当たり２０μｇの施
用量で、１００％の効力を示す：　Ｉ－０５、Ｉ－１３。
【０３５６】
　ネコノミ（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ　ｆｅｌｉｓ）－経口試験
　　溶媒：　　　　ジメチルスルホキシド
　活性成分の適切な配合物を製造するために、１０ｍｇの活性成分を０．５ｍＬのジメチ
ルスルホキシドと混合させる。クエン酸塩を添加したウシ血液で希釈して、所望の濃度と
する。
【０３５７】
　頂部と底部がガーゼで閉じられているチャンバーの中に、餌を与えていない約２０匹の
成体ネコノミ（Ｃｔｅｎｏｃｅｐｈａｌｉｄｅｓ　ｆｅｌｉｓ）を入れる。下端部がパラ
フィルムで閉じられている金属製円筒を該チャンバーの上に配置する。該円筒は、血液／
活性成分配合物を含んでおり、これは、パラフィルム膜を通してネコノミによって摂取さ
れ得る。
【０３５８】
　２日間経過した後、殺虫率（％）を求める。１００％は、全てのネコノミが死んだこと
を意味し；０％は、死んだネコノミが無かったことを意味する。
【０３５９】
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　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、１００ｐｐｍの施用量で、１
００％の効力を示す：　Ｉ－１１、Ｉ－１３。
【０３６０】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、１００ｐｐｍの施用量で、９
５％の効力を示す：　Ｉ－０５。
【０３６１】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、１００ｐｐｍの施用量で、９
０％の効力を示す：　Ｉ－０２、Ｉ－１５。
【０３６２】
　ヒツジキンバエ（Ｌｕｃｉｌｉａ　ｃｕｐｒｉｎａ）試験
　　溶媒：　　　　ジメチルスルホキシド
　活性成分の適切な配合物を製造するために、１０ｍｇの活性成分を０．５ｍＬのジメチ
ルスルホキシドと混合させ、得られた濃厚物を水で稀釈して所望の濃度とする。
【０３６３】
　約２０匹のヒツジキンバエ（Ａｕｓｔｒａｌｉａｎ　ｓｈｅｅｐ　ｂｌｏｗｆｌｙ）（
Ｌｕｃｉｌｉａ　ｃｕｐｒｉｎａ）のＬ１幼虫を、馬肉の挽肉及び所望濃度の活性成分配
合物を含んでいる試験容器の中に移す。
【０３６４】
　２日間経過した後、殺虫率（％）を求める。１００％は、全てのヒツジキンバエ幼虫が
死んだことを意味し；０％は、死んだヒツジキンバエ幼虫が無かったことを意味する。
【０３６５】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、１００ｐｐｍの施用量で、１
００％の効力を示す：　Ｉ－０２。
【０３６６】
　イエバエ（Ｍｕｓｃａ　ｄｏｍｅｓｔｉｃａ）試験
　　溶媒：　　　　ジメチルスルホキシド
　活性成分の適切な配合物を製造するために、１０ｍｇの活性成分を０．５ｍＬのジメチ
ルスルホキシドと混合させ、得られた濃厚物を水で稀釈して所望の濃度とする。
【０３６７】
　砂糖溶液と所望濃度の活性成分配合物で処理されたスポンジを含んでいる容器に、１０
匹の成体イエバエ（Ｍｕｓｃａ　ｄｏｍｅｓｔｉｃａ）を生息させる。
【０３６８】
　２日間経過した後、殺虫率（％）を求める。１００％は、全てのイエバエが死んだこと
を意味し；０％は、死んだイエバエが無かったことを意味する。
【０３６９】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、１００ｐｐｍの施用量で、８
０％の効力を示す：　Ｉ－０２、Ｉ－０５。
【０３７０】
　ジアブロチカ・バルテアタ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｂａｌｔｅａｔａ）－噴霧試験
　　溶媒：　　　　７８．０重量部のアセトン
　　　　　　　　　１．５重量部のジメチルホルムアミド
　　乳化剤：　　　アルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性成分の適切な配合物を製造するために、１重量部の活性成分を上記重量部の溶媒を
用いて溶解させ、所望の濃度が達成されるまで、１０００ｐｐｍの濃度の乳化剤を含有し
ている水を用いて調合する。さらなる試験濃度は、該配合物を乳化剤を含有している水で
希釈することによって得る。
【０３７１】
　予め膨潤させたコムギ（Ｔｒｉｔｉｃｕｍ　ａｅｓｔｉｖｕｍ）粒を寒天と少量の水で
満たされているマルチウェルプレートの中で１日間インキュベートする（窪み１つ当たり
５種子粒）。発芽したコムギ粒に所望濃度の活性成分配合物を噴霧する。次いで、各窪み
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に１０～２０匹のジアブロチカ・バルテアタ（Ｄｉａｂｒｏｔｉｃａ　ｂａｌｔｅａｔａ
）の幼虫を寄生させる。
【０３７２】
　７日間経過した後、効力（％）を求める。１００％は、全てのコムギ植物が無処理の寄
生されていない対照と同様に成長したことを意味し；０％は、成長したコムギ植物が無か
ったことを意味する。
【０３７３】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、１６０μｇ／窪みの施用量で
、１００％の効力を示す：　Ｉ－１７、Ｉ－１８、Ｉ－１９。
【０３７４】
　モモアカアブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）－経口試験
　　溶媒：　　　　１００重量部のアセトン
　活性成分の適切な配合物を製造するために、１重量部の活性成分を上記重量部の溶媒を
用いて溶解させ、水を用いて調合して所望の濃度とする。
【０３７５】
　５０μＬの該活性成分調製物をマイクロタイタープレートの中に移し、１５０μＬのＩ
ＰＬ４１昆虫培地（３３％＋１５％糖）を用いて最終体積２００μＬとする。次いで、そ
のプレートをパラフィルムで密閉し、第２のマイクロタイタープレートの中のモモアカア
ブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）の混合個体群がそのパラフィルムに孔を開け
、上記溶液を吸入することができる。
【０３７６】
　５日間経過した後、効力（％）を求める。１００％は、全てのモモアカアブラムシが死
んだことを意味し；０％は、死んだモモアカアブラムシが無かったことを意味する。
【０３７７】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、４ｐｐｍの施用量で、１００
％の効力を示す：　Ｉ－０１、Ｉ－０２、Ｉ－０３、Ｉ－０４、Ｉ－０５、Ｉ－０７、Ｉ
－０８、Ｉ－１０、Ｉ－１１、Ｉ－１２、Ｉ－１３、Ｉ－１４、Ｉ－１７、Ｉ－１８、Ｉ
－１９。
【０３７８】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、４ｐｐｍの施用量で、９０％
の効力を示す：　Ｉ－０９、Ｉ－１５、Ｉ－１６。
【０３７９】
　モモアカアブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）－噴霧試験
　　溶媒：　　　　７８重量部のアセトン
　　　　　　　　　１．５重量部のジメチルホルムアミド
　　乳化剤：　　　アルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性成分の適切な配合物を製造するために、１重量部の活性成分を上記重量部の溶媒を
用いて溶解させ、１０００ｐｐｍの濃度の乳化剤を含有している水を用いて調合して所望
の濃度とする。さらなる試験濃度を得るために、該配合物を乳化剤を含有している水で希
釈する。
【０３８０】
　全ての成育段階のモモアカアブラムシ（Ｍｙｚｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａｅ）が発生してい
るハクサイ（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｐｅｋｉｎｅｎｓｉｓ）の葉のディスクに、所望濃度の
活性成分配合物を噴霧する。
【０３８１】
　５日間経過した後、効力（％）を求める。１００％は、全てのモモアカアブラムシが死
んだことを意味し；０％は、死んだモモアカアブラムシが無かったことを意味する。
【０３８２】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、１００ｇ／ｈａの施用量で、
１００％の効力を示す：　Ｉ－０４、Ｉ－０５、Ｉ－１４。
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【０３８３】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、１００ｇ／ｈａの施用量で、
９０％の効力を示す：　Ｉ－０２、Ｉ－０３、Ｉ－０６、Ｉ－０９、Ｉ－１０、Ｉ－１１
、Ｉ－１２、Ｉ－１３、Ｉ－１５、Ｉ－１８。
【０３８４】
　マスタードビートル（Ｐｈａｅｄｏｎ　ｃｏｃｈｌｅａｒｉａｅ）－噴霧試験
　　溶媒：　　　　７８．０重量部のアセトン
　　　　　　　　　１．５重量部のジメチルホルムアミド
　　乳化剤：　　　アルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性成分の適切な配合物を製造するために、１重量部の活性成分を上記重量部の溶媒を
用いて溶解させ、１０００ｐｐｍの濃度の乳化剤を含有している水を用いて調合して所望
の濃度とする。さらなる試験濃度を得るために、該配合物を乳化剤を含有している水で希
釈する。
【０３８５】
　ハクサイ（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｐｅｋｉｎｅｎｓｉｓ）の葉のディスクに、所望濃度の
活性成分配合物を噴霧し、乾燥後、マスタードビートル（ｍｕｓｔａｒｄ　ｂｅｅｔｌｅ
）（Ｐｈａｅｄｏｎ　ｃｏｃｈｌｅａｒｉａｅ）の幼虫を寄生させる。
【０３８６】
　７日間経過した後、効力（％）を求める。１００％は、全てのマスタードビートル幼虫
が死んだことを意味し；０％は、死んだマスタードビートル幼虫が無かったことを意味す
る。
【０３８７】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、１００ｇ／ｈａの施用量で、
１００％の効力を示す：　Ｉ－０１、Ｉ－０３、Ｉ－１２。
【０３８８】
　ツマジロクサヨトウ（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｆｒｕｇｉｐｅｒｄａ）－噴霧試験
　　溶媒：　　　　７８．０重量部のアセトン
　　　　　　　　　１．５重量部のジメチルホルムアミド
　　乳化剤：　　　アルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性成分の適切な配合物を製造するために、１重量部の活性成分を上記重量部の溶媒を
用いて溶解させ、１０００ｐｐｍの濃度の乳化剤を含有している水を用いて調合して所望
の濃度とする。さらなる試験濃度を得るために、該配合物を乳化剤を含有している水で希
釈する。
【０３８９】
　トウモロコシ（Ｚｅａ　ｍａｙｓ）の葉のディスクに、所望濃度の活性成分配合物を噴
霧し、乾燥後、ツマジロクサヨトウ（ａｒｍｙｗｏｒｍ）（Ｓｐｏｄｏｐｔｅｒａ　ｆｒ
ｕｇｉｐｅｒｄａ）の幼虫を寄生させる。
【０３９０】
　７日間経過した後、効力（％）を求める。１００％は、全てのツマジロクサヨトウ幼虫
が死んだことを意味し；０％は、死んだツマジロクサヨトウ幼虫が無かったことを意味す
る。
【０３９１】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、１００ｇ／ｈａの施用量で、
１００％の効力を示す：　Ｉ－０１、Ｉ－０８、Ｉ－１３、Ｉ－１５、Ｉ－１７、Ｉ－１
９。
【０３９２】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、１００ｇ／ｈａの施用量で、
８３％の効力を示す：　Ｉ－１１。
【０３９３】
　ナミハダニ（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｕｒｔｉｃａｅ）－噴霧試験；ＯＰ抵抗性



(127) JP 2021-514949 A 2021.6.17

10

20

　　溶媒：　　　　７８．０重量部のアセトン
　　　　　　　　　１．５重量部のジメチルホルムアミド
　　乳化剤：　　　アルキルアリールポリグリコールエーテル
　活性成分の適切な配合物を製造するために、１重量部の活性成分を上記重量部の溶媒を
用いて溶解させ、１０００ｐｐｍの濃度の乳化剤を含有している水を用いて調合して所望
の濃度とする。さらなる試験濃度を得るために、該配合物を乳化剤を含有している水で希
釈する。
【０３９４】
　全ての成育段階のナミハダニ（ｇｒｅｅｎｈｏｕｓｅ　ｒｅｄ　ｓｐｉｄｅｒ　ｍｉｔ
ｅ）（Ｔｅｔｒａｎｙｃｈｕｓ　ｕｒｔｉｃａｅ）が発生しているインゲンマメ（Ｐｈａ
ｓｅｏｌｕｓ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）の葉のディスクに、所望濃度の活性成分配合物を噴霧
する。
【０３９５】
　６日間経過した後、効力（％）を求める。１００％は、全てのナミハダニが死んだこと
を意味し；０％は、死んだナミハダニが無かったことを意味する。
【０３９６】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、１００ｇ／ｈａの施用量で、
１００％の効力を示す：　Ｉ－０４、Ｉ－１３。
【０３９７】
　この試験において、例えば、調製実施例の下記化合物は、１００ｇ／ｈａの施用量で、
９０％の効力を示す：　I－１０。
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